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　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうは足を踏み出して、台座の中央に進み出た。

　台座は、一辺が５メートルほどの正十角形。それぞれの辺にひとつずつ、合計すれば十個の、円形の柱が立っている。

　ひとつは燃え盛さかる炎が描かれた赤色の柱である。

　ひとつはたゆたう水が描かれた青色の柱である。

　ひとつは吹き荒すさぶ風が描かれた紫むらさき色の柱である。

　ひとつは広がる大地が描かれた黄色の柱である。

　ひとつは息づく大たい樹じゆが描かれた緑色の柱である。

　ひとつは物思う哲てつ人じんが描かれた桃もも色の柱である。

　ひとつは煌きらめく天上が描かれた白色の柱である。

　ひとつは暗黒の混こん沌とんが描かれた黒色の柱である。

　ひとつは鋼こう鉄てつの歯車が描かれた金色の柱である。

　ひとつはなにも描かれていない銀色の柱である。

『十の御み柱はしら』。

　魔術師メイジに魔ま法ほうを与える御柱の、似に姿すがただ。

　台座中央の上には、太陽を模したデザインの照明が吊つられている。三九郎は緊きん張ちように青ざめた顔でそれを見上げた。不安をこらえるために、唇くちびるを嚙かむ。

「三九郎」

　三九郎は、緊張にこわばっていた頰ほおをやや緩ゆるませて、その男を──父を見た。

「落ち着いて、やりなさい」

　父のアドバイスは、短く、端たん的てきだった。しかもそれを聞かされるのは三回目だ。最初は最初の試験のときに、二度目は二度目の試験のとき、そして今回は──

「今回が最後だろ？」

「ああ、そのはずだ」

　どこかから聞こえる声に、三九郎は身をすくませる。

「それにしても、あの伏桜の息子がねェ」

「今回でダメなら、『普通の人間』ですか」

「うふふ、ざまあないわね」

「父親が優ゆう秀しゆうすぎたんだろ。あいつは残りカスってわけだ」

　影に潜ひそむものたち──メイジたちの悪意は、遠えん慮りよがなかった。三九郎が年とし端はも行かぬ子供であること、伏桜団だん慶けいの息子であることなど、まるで考こう慮りよに入れていない。いや、力なき子供であり、最高のメイジの血を引くというステイタスを持っているからこそ、彼らはあざけりをむき出しにして、三九郎を攻こう撃げきするのだろう。

　人を人たらしめている人間性、倫りん理り、思いやり──

　そういったものを捨てるところから、メイジは始まるのだから。

「それでは、始めよう」

　どこかから厳おごそかな声が響ひびき渡り、三さん九く郎ろうは無意識のうちに、背筋を伸ばした。

「目を閉じ、闇やみを見つめよ。そこより来るものを言葉に載のせ、クォーツを捧ささげよ。さすれば伏ふし桜ざくら三九郎、そなたの魔ま導どうはそこより開かれる」

　三九郎は唾つばを飲み込み、手の中のクォーツを強く握りしめながら、目を閉じた。

　もしもメイジとなる素質を秘めているのなら、『十の御み柱はしら』のいずれかが彼に呼びかけるであろう。

　それが『選ばれた者』、『魔ま術じゆつを繰あやつる者』──すなわち、メイジの証あかしである。その呼びかけに答え、御柱の名を口にすれば、それで契約は完了する。地水火風心生光魔時空、いずれかの御柱の守しゆ護ごを得て、その『属性アライメント』に仕つかえるメイジが誕たん生じようする。

　しかし──

　いくら闇を見つめても、どれだけ強くクォーツを握りしめても、三九郎に呼びかける声は、なかった。

　そのまま、地じ獄ごくのような数分が過ぎ──

「それまで」

　厳かな声は、無情に告げた。

「伏桜三九郎。そなたは選ばれた者ではなかった」

　その一言で、三九郎の夢は絶たれた。

　顔を上げることができない。影たちが勝手なことを囁ささやきはじめる。そのほとんどは、三九郎のことを、落ちこぼれとさげすむ声だ──

「議ぎ長ちよう」

　父、伏桜団だん慶けいが口を開くと、その囁きは一いつ瞬しゆんにして止やんだ。

「なにかね、伏桜団慶。いくらきみの申し出でも、特例は──」

「三九郎は、母親の特性を継いでいる可能性があります」

　途と端たん、影に潜ひそむメイジたちが、ざわめきはじめた。

「母親？」「母親だと」「まさか……伏桜詩し絵えか!?」「誰だれ？」「バカかおまえ、知らないのか！」「『アンチメイジ』の伏桜詩絵！」「『アンチメイジ』!?」「反逆者！」「大たい逆ぎやくの女！」「あいつはとっくに死んだはずだろう!?」「だが、息子なら、特質を継いでいても──」

「静せい粛しゆくに」

　議長の声は、重々しい圧力を持って、その雑音を押し潰つぶした。

「試してみると？」

「はい。僕ぼくの魔ま法ほうでは向いていませんから、ぜひとも議長のお力で」

「もしも、そうではなかったら？」

「ケガをするだけです。死にはしません」

「……ふん。よかろう」

　柱の隙すき間まの陰かげから、大きな、傷だらけの手が現れた。

　三さん九く郎ろうは身をすくませ、助けを求める視線を、父に向ける。

　父はただ、無感動な眼まな差ざしで見返すだけだ。

　幼いとはいえ、三九郎はメイジを志こころざすものだ。メイジは夢を見ず、現実を見る。そのメイジとしての視線は、彼にひとつの真実を与えた。

　伏ふし桜ざくら団だん慶けいにとっては、たとえ血の繫つながった息子であっても──メイジでなければ価値がないのだ。

「伏桜三九郎。備えよ」

　柱の隙間から厳おごそかな声が響ひびき渡り、三九郎は絶望の淵ふちから顔を上げた。

　傷だらけの手のひら、その上にあるクォーツが赤い光を放ち、『火属イグニス』の御み柱はしらへと捧ささげられていく。小さな炎が灯ともる。三九郎はそれを見て、反射的に身をすくませた。

「『弱き炎インフイルマ・イグニ』」

　炎が獲え物ものを見定めた蛇へびのようにかま首をもたげ、三九郎に襲おそいかかり──
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　親しん王のう坂ざか高校のグラウンドが夕焼け色に染まっている。

　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうは、ぼんやりとそれを眺めていた。

「さんちゃん、帰ろ？」

　三九郎の傍そばに、春日かすがねねこが駆かけ寄ってきた。黒のボブカットがふるふると揺ゆれ、大きな瞳ひとみが懐なつくように三九郎を見つめている。名前のとおりの、『寝《ネ》ている猫《ネコ》のような愛らしい顔立ちは、幼さを色濃く残している。それに反して大人びたスタイルが、アンバランスな魅み力りよくを有していた。

　三九郎はしばらく振り返らず、じっとグラウンドに視線を注そそぎつづけていた。

「さんちゃん？」

「ん。──ああ、ごめん、今行く」

　三九郎は立ち上がり、カバンを手に取った。放課後の教室のあちこちでダベっていた数人が、帰ろうとしている三九郎とねねこに気づき、手を上げた。

「じゃあなー、サンクロー」

「春日さんも、また明日」

「うん。じゃあね」

「また明日」

　挨あい拶さつを交わして、三九郎とねねこは教室から出て行った。

　まだ生徒の残る廊ろう下かを歩き、階段を降おりる。踊り場で踊るように回転しながらねねこは言い、三九郎はいつものように淡たん々たんとそれに答えた。

「ねえねえ、今日のおゆはんはなに？」

「なんだろうな。なにがいい？」

「おいしいの！」

「俺が作るごはんは全部おいしい」

「そっかー。そうだね。じゃあ、ええと、ううん……」

　ねねこは腕組みをして、じっくり考えようとして──ふと、その顔を上げた。

　昇しよう降こう口ぐちに立っている、ひとりの少女を見み出いだして、その頰ほおをほころばせる。

「かやちゃん！」

「ねねちゃん。それに、伏桜くんも。今から帰り？」

　黒くろ髪かみの女生徒は、神しん藤どう華か夜やと言う。ねねこと同じ部活の友人であるらしい。切れ長の瞳に細作りの顔立ちを持つ、どこか儚はかなげな風ふう貌ぼうの、美しい少女だ。ねねこを通じて、三九郎も彼女のことを見知っているが、特に親しいわけでもない。

「うん。神藤さんは？」

「私は、今日は、用事があるから──でも、校門までは一いつ緒しよに行くよ」

　華夜の言葉に、ねねこは不満もあらわに唇くちびるをとがらせた。

「むー、そうなの？　さんちゃんのご飯を、かやちゃんにも食べてもらおうと思ったのに」

　三さん九く郎ろうは少し呆あきれながら、隣となりにいるねねこを見下ろした。

「なぜそれをおまえが決めるんだ……」

「ふふ、また今度ね、ねねちゃん」

　昇しよう降こう口ぐちから出る。親しん王のう坂ざか高校本校舎の巨大な影が、前庭に長く広く伸びている。その影を踏みしめて歩きながら、三人は取り留めのない会話をする。

「でもでも、かやちゃん、いつかゼッタイさんちゃんのごはんを食べてよ？」

「だから、ねねこが決めるなって──」

「うん。楽しみにしてるよ」

「ほんと？　やった！」

「……。まあいいや。神しん藤どうさん、なにか好きなものは？」

「そうだね、お魚とか、野菜かな？　カボチャの煮付けとか大好きだよ」

「良い趣味だ。肉ばっかり食べるどっかの女子高生に聞かせてやりたいな」

「だれのこと？」

「おまえだよ！」

　いつもどおりの世間話を繰くり広げながら、三人は校門を通り抜ける。親王坂高校前の道路を、ねねこと三九郎は右に、華か夜やは左に。ねねこは大げさなくらいに手を振り、三九郎も片手を上げて別れの挨あい拶さつを告げる。

「じゃねー！　かやちゃん！」

「また明日」

「ええ。また明日、ねねちゃん、伏ふし桜ざくらくん」

　長い黒くろ髪かみを翻ひるがえして、華夜は二人に背を向けた。

　三九郎とねねこは、肩を揃そろえて、また歩き出した。

「で、今日のメニューは決まったのか？　ねねこ」

「うん。カボチャの煮付け！」

　三九郎は思わず笑い出してしまった。春日かすがねねこはこういう女の子だ。あっけらかんとした無む邪じや気きさは、最初に出会った小学生の頃からなにひとつ変わっていない。

「まあ、いいけどさ。副ふく菜さいだけあってもな。メインは──」

「おにく！　お肉がいいな、わたし！」

　三九郎は無感情な目で、肉付きのよいねねこの身体からだを見つめた。一いつ瞬しゆんだけ、彼女の体重に関するコメントを寄せようとして、やっぱりやめる。

「なら、どんな肉がいいか、先に選んで買っておいてくれ」

「うん？　さんちゃんは、スーパー行かないの？」

　ねねこは首を傾かしげた。いつもなら、三九郎とねねこはこのあと一いつ緒しよにスーパーに立ち寄り、その日の夕飯の材料を吟ぎん味みするはずなのだが──

「今日はちょっと用事があるんだよ。ねねこだけで頼たのむ」

「……はあい」

　不満と、そして、一いち抹まつの寂さびしさがねねこの表情に浮かんだ。なにかの用事があって、どちらかがスーパーに寄れないとき、ねねこはいつもこんな顔をする。

　三さん九く郎ろうは笑い、くしゃくしゃとねねこの黒くろ髪かみを撫なでた。

「そんな顔するなよ。すぐ帰るから」

　そう言うと、ねねこはぱっと表情を明るくして、頷うなずいた。

「わかった。じゃあ、先に戻ってるね！」

　ねねこは踵きびすを返し、小走りに去っていった。三九郎はその背中を見守り──

　その近くの電柱に、カラスが留まっていることに気づいた。

　夕暮れの、オレンジに染まる空。その背景に溶け込むような、赤く、揺ゆらめく翼つばさを、そのカラスは持っていた。

　炎のカラスだ。

　ぱっと、炎のカラスは電線から飛び立った。煌きらめく火の粉こを散らしながら羽ばたき、空中で微み塵じんとなって搔かき消える。

　夢む幻げんのような光景を、三九郎は、目を見開いて見つめ──

　その電柱の近くに、学生服の両ポケットに手を突っ込んで、桐きり原はら雷らい火かが佇たたずんでいた。

「迎えに来たよ。三九郎」

　そう言って、雷火は青い瞳ひとみをわずかに笑ませた。




　　　　　　　　◆




　伏ふし桜ざくら家の墓はかがある霊れい園えんは、小高い丘の上にある。

　世界最大の工房『ギギリヤ重工』が所有する、メイジ専用の墓ぼ地ちだ。見渡すかぎりの草原に、点々と墓ぼ標ひようが立ち並んでいる。今朝けさ方がたから降ふりつづいていた雨は、次し第だいに小降りになって、丘の上に広がる霊園を白く煙けぶらせていた。

　三九郎は、父の遺い影えいを抱かかえたまま、墓標の前に立ち尽くしている。

『伏桜団だん慶けい　伏桜詩し絵え　共に御み柱はしらに抱いだかれ、とこしえの安らぎを得んことを』

　両親が共に眠る墓標を、三九郎は無感情に見下ろしていた。すぐ隣となりでジャッジが祈りを捧ささげているが、三九郎はそれをほとんど聞いていない。ただひとりの家族の葬そう儀ぎを、三九郎は他人事のように受け止めていた。

「──それではみなさま、我わが主あるじ・伏桜団慶の魂たましいが、御柱と共に在あらんことを願って、一分間の黙もく禱とうをお願いいたしマス」

　その言葉は、あるいは滑こつ稽けいに響ひびいたかもしれない。なんとなれば、実際に参列しているものは、三九郎を除けばひとりきりだったからだ。

　桐きり原はら雷らい火か。

　三九郎の友人にして、レベル９の『火属イグニス』メイジである。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の名みよう代だいとして葬そう儀ぎに参加している彼は、ジャッジの言葉に従い、粛しゆく々しゆくと頭こうべを垂たれた。

　その他の参列者は──ただの、紙切れだ。

　メモ用紙くらいの大きさの紙が、吊つり下げる糸もなく空中に制止しているのだ。表面にはそれぞれの工房の印章が刻まれている。

『無貌の形代トラクト・ドール』と呼ばれる、レベル９『空属トラクタス』魔ま法ほうが付ふ与よされたマジックアイテムだ。四枚の『無貌の形代トラクト・ドール』は、墓ぼ石せきをぐるりと囲むように浮かんでいる。実際に参列しているのは、雷火だけなのだ。

「……みなさま、ありがとうございマシた」

　やがてジャッジは顔を上げ、そう言って黙もく禱とうを締めくくった。

　人じん工こう精せい霊れい・ジャッジ。

　白いヴェネチアンマスクで目元を覆おおい、白しろ装しよう束ぞくを身に纏まとう彼女は、人間ではない。世界最高のメイジ・伏ふし桜ざくら団だん慶けいによって創り出された、世界最高の人工精霊だ。『生属ヴイ・ト』と『心属アニマ』の魔ま法ほうを組み合わせて作り上げられた彼女は、団慶亡きあとの工房を、一年にわたって運営してきた。
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　しかし、人じん工こう精せい霊れいは、工房の主あるじとなることはできない。

「そんでー？　結局どーなってんのさ、ジャッジぃ？　もう一年だよ？　十分に待ったと思うんだけど？」

　一番右に浮かぶ紙切れが、薄うす明あかりを灯ともしてそんな声を伝えてきた。ハートとスペードの眼がん帯たいを両目に巻き付け、牙きばをむき出しにして笑うウサギの印章。『マーチラビット・ワークショップ』だ。

「ハ、ハ。なんて下品で卑いやしいんだ。墓ぼ前ぜんで持ち出す話かい？　いくらメイジとはいっても、節度をわきまえてほしいものだね」

　答えたのは、ジャッジではなく一番左に浮かぶ紙切れだ。白い円に穿うがたれた三つの黒点の印章。『シャドウミドウ・ジャンクヤード』。

「ケンカ売ってんのか、『ヤード』？　ガラクタに相応ふさわしい姿に変えてやろうか？」

「ハ、ハ、やってみろよ。『ワーク』の喉のどを切り裂さけば、工房長にも褒ほめてもらえる」

「お二人とも、そこまでにしていただけませんか」

　菱ひし形がたを重ねた幾き何か学がく模も様ようは、『ギギリヤ重工』の印章である。

「争いならば、あとでいくらでもできるでしょう。──そうですね、ジャッジさん」

「エエ。それでハ、本題に入るといたしマショ」

　瞬しゆん間かん、メイジたちの空気が変わった。

　葬そう儀ぎとはいえ、彼らは伏ふし桜ざくら団だん慶けいの死を悼いたみに来たわけではない。メイジらしく、自みずからの利り益えきを獲かく得とくしにきたのだ。

　三さん九く郎ろうはそのことに嫌悪感を覚えたが、表情には出さなかった。

「主人の遺ゆい言ごんによれバ、我らが『伏桜製作所』の所有権は、息子・伏桜三九郎に継けい承しようさせるコト──」

『無貌の形代トラクト・ドール』の向こうからでも──メイジたちが、自分を見たのがわかった。

　そのほとんどは、『落ちこぼれ』を見る眼まな差ざしだった。劣おとる者、無能な者。最高と謳うたわれた天才の血を引きながら、御み柱はしらに認められることのなかった、メイジのなり損そこないへと向けられる視線だった。

「ただシ」

　ジャッジの声が再び響ひびき、メイジたちの注意は彼女へと向けられる。

「伏桜三九郎がこの所有権を放ほう棄きした場合、この親しん王のう坂ざかの地にある五工房──すなわち、『マーチラビット・ワークショップ』、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』、『ギギリヤ重工』、『街工場ウィステリア』、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』による戦争を行い、その勝者に『伏桜製作所』の所有権を与えるものとスル」

　戦争。

　その言葉に対する五人のメイジたちの反応は、まちまちだった。嬉うれしそうに笑い声をこぼすもの、バカにしたように鼻を鳴ならすもの。唾つばを飲み込む音も聞こえれば、沈ちん黙もくを保ったままのものもいる。

　三九郎は、傘かさに降ふりかかる雨のぽつぽつという音を耳にしながら、そんな彼らの反応をぼんやりと眺めていた。

「それで？　そちらの息子さんは、所有権をどうしたのかな？」

『ヤード』が甲かん高だかい声で尋たずねた。ジャッジは答える。

「坊ぼつちゃま──イエ、三九郎さまは、所有権を放ほう棄きされマシタ」

「ぎゃはは、そりゃそうだろうねえ。魔ま法ほうが使えないんだもん！」

『ワーク』はそう言って、バカにするようなくすくす笑いを漏もらし──

　遮さえぎるように、雷らい火かが口を開いた。

「ジャッジ。五工房による戦争というが、まさか本当に、工房同士の戦争を起こすわけではないのだろう？」

「ハイ。工房による全面戦争など起こした日には、この親王坂の地が残らず焼け野原になってしまいマス。異い位い相そう空間内による限定戦争を行うのデスよ」

　メイジ世界のルールを制定する機関である『評ひよう議ぎ会かい』は、メイジの存在が表の世界に──『普通の人間』たちに知られることを嫌う。表立った闘とう争そうは、彼らの介かい入にゆうを招く格かつ好こうのきっかけになる。それゆえメイジ世界には、工房間の揉もめ事を解決するのは、異い位い相そう空間における限定戦争によるという不ふ文ぶん律りつがある。

「でも、どうして私たちなの？　うちはともかく、他の工房にはもっとレベルの高いメイジがいるでしょ？」

　話し合いではない、武力に寄る解決。弱肉強食のメイジ世界では常法だが、それでもメイジたちは戦争をこう呼んでいた。「非常手段としての戦争──ブラックアーツ」。

　それまで黙だまっていた形代ドールが、不意に口を開いた。太い樹じゆ木もくの前で二つの輪が交差している印章。『街工場ウィステリア』だろう。

「この戦争を企き図とするに当たって、参加メイジのレベルに制限を設もうけさせていただきマシタ。レベルが一ひと桁けたであるコト──でないト、それぞれの工房長に出張って来られてしまいマス。マスターメイジ同士の戦いなんて、想像するだけでも恐ろしいとは思いまセンカ？」

　同意するような沈ちん黙もくが漂った。それぞれが自分の工房のマスターメイジを思い浮かべたのだろう。メイジになれなかった三九郎も、マスターメイジの怖ろしさはよく知っている。彼らの戦争など起きた日には、異位相空間ごと、この街が灰になるだろう。

「マタ、他にもいくつかのルールを決めさせていただきマシた。ご了りよう承しようくだサイ」

「ルールか。呉葉ちゃん、ルールってキライだな……」

　一番右の紙切れが自分の名前をバラしやがった。『無貌の形代トラクト・ドール』の意味がまるでないが、誰だれも驚おどろかない。『マーチラビット・ワークショップ』とはそういう工房である。

「そうかい？　僕ぼくは好きだよ。ルールは利用するためにある──」

「言っておきマスが、参加者の闇やみ討うちはルールによって禁止されておりマスよ？」

「なっ……！」

　一番左が絶句する。『シャドウミドウ・ジャンクヤード』とはそういう工房である。

「それで、ルールの全容は？」

「ハイ、こちらになっております」

　ジャッジが指を鳴ならすと、彼女の背後、墓ぼ石せきの上の空中に文字が浮かび上がった。

　ホログラフィのように揺ゆらめく文字は、こう書いてあった。







１．『伏ふし桜ざくら製作所』の所有権を巡っての代理戦争を『伏桜継けい承しよう戦争』と呼こ称しようする。




２．『伏桜継承戦争』における『勝利』の定義とは、それぞれの参加者の『戦札タグ』を破は壊かいすることである。最後まで『戦札タグ』を破壊されず、最後の『戦札タグ』を破壊したものを、『伏桜継承戦争』の勝利者とする。




３．『戦札タグ』は『伏桜継承戦争』の審しん判ぱんであるジャッジによって定められる。定められた『戦札タグ』には、『伏桜製作所』の印章である五枚の桜の花びらが幻げん視し魔ま法ほうによって記される。また、他者の『戦札タグ』を破壊したものには、戦争を有利に進めるためのボーナスが与えられる。




４．『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』の期間は、五月十日から勝利者が定まるまでとする。ただし、戦せん闘とう可能時間は日本標準時における午後四時から午後七時までの三時間とし、この時間以外の戦闘行為を固く禁ずる。戦闘時間外に参加者および『戦札タグ』への攻こう撃げきが確認された場合、『伏桜継承戦争』は即時凍結され、事実関係が判明するまで休戦するものとする。




５．『伏桜継承戦争』の戦場は、親しん王のう坂ざか高校敷地内、その異い位い相そう空間とする。戦闘可能時間内は、参加者および『戦札タグ』の戦場外への離り脱だつを禁止する。棄き権けんを望むものは、自みずからの『戦札タグ』を破壊した上でジャッジに申し出ること。




６．これらのルールに違反した場合、ジャッジは違反者の『戦札タグ』を破壊し、その所有権を剝はく奪だつすることができるものとする──。







「なるほど。よく考えられていますね」

　しばらくして、『ギギリヤ重工』が、小さくつぶやいた。

「特に四番目のルールはありがたい。これがなければ戦争そのものより、その時間以外での奇き襲しゆうや暗殺にもっとも気を配らなければならないところでした」

『マーチラビット・ワークショップ』が、楽しそうに笑った。、

「呉くれ葉はちゃんはこれでいいよ。うちの『工房哲学コンセプト』にも書いてある──『暴風のようにカッ攫さらう』。全員薙なぎ倒して、呉葉ちゃんがカッ攫ってやる」

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』も、ぼそりとつぶやく。

「……いいよ。上等だ。闇やみ討うち禁止といっても、戦闘時間外だけのことだろう？　時間内なら……なにをしても……いいわけだ」

「左さ様ようでございマス」

　ジャッジの言葉に、『ヤード』は暗い笑みを漏もらす。厭いやな笑みだった。形代ドールの向こうからでもそれがそれがわかるほどに、じっとりと陰いん湿しつな気配が漂ってくる。

「他のみなさまも、問題ありまセンネ？」

　他の三者も、それぞれに肯こう定ていを返す。

　そして、最後にジャッジは、三さん九く郎ろうを見た。

「……三九郎坊ぼつちゃまも、それで、構いまセンネ？」

「はあ？　なんでそいつに話振るのさ、ジャッジ？　工房の所有権を投げ出した、腰抜けの落ちこぼれだろ？」

「おいおい、『ワーク』、言葉は正確に使えよ。彼は落ちこぼれなんかじゃない。彼は『普通の人間』──魔ま法ほうも使えない、ただの下等動物さ」

『ワーク』と『ヤード』が、口々に三九郎をあざける。

　三九郎は屈くつ辱じよくを嚙かみ殺した。かつてメイジを志こころざしたこともあった。

　メイジになれなかったという劣等感も確かにある。

　だが、それ以上に今の彼にあるのは、人間を見下して恥はじしないメイジたちへの嫌悪感だった。

「ジャッジ。無意味な雑談が続くようなら、僕はもう帰りたいんだが」

　雷らい火かが、強い口調でそう言った。

　ジャッジは首を振る。二つの工房をにらみつけ、

「主人の遺い命めいを遂すい行こうするタメデス。──よろしいデスネ、坊ちゃま？」

「……ああ。俺には、関係ない」

　三九郎は、押し殺した声でそうつぶやいた。

　伏ふし桜ざくら三九郎は『普通の人間』だ。

　メイジを志していた彼は、もういない。

「それでは、これにて、伏桜団だん慶けいの一いつ周しゆう忌きを終わらせていただきマス。みなさま、お足元のお悪い中、ご足そく労ろうまことにありがとうございマシタ。一週間後──戦場にて、再びお会いできる日を、楽しみにしておりマス」

　ジャッジが告げると、『無貌の形代トラクト・ドール』は独りでに折り畳たたまれ、紙飛行機となった。そうして、それぞれの工房に帰っていく。

「坊ぼつちゃま」

　誰だれもいなくなった墓ぼ前ぜんで、ジャッジは三さん九く郎ろうに向き直り、へその前で手を合わせた。

「おまえと話すのも、今日が最後かな」

　ぽつりと言うと、ジャッジはうなだれるように、頷うなずいた。

「そうかもしれまセン。私は、しょせんは工房の付属物。『伏ふし桜ざくら製作所』がどなたかのものになれバ、私もまた、その方のものになってしまいマス」

「今まで、いろいろと、ありがとう」

　本心だった。団だん慶けいが死去してから今まで、メイジ同士の争いや諍いさかいが三九郎にまで及およんでこなかったのは、ジャッジがうまく立ち回ってくれたからだ。彼女が守ってくれなければ、今ごろ三九郎は、どこかの工房のメイジに殺されていたかもしれない。

「……三九郎坊ちゃま。これを、お受け取りくだサイ」

　不意に、ジャッジは懐ふところに手を入れて、そこから一本のナイフを取り出した。

　美しいナイフだった。柄つかに三つの宝石をあしらい、刃はは白く透すきとおっているようだ。軽く指でなぞってみる。刃を潰つぶしてあるのか、切れ味はほとんどなさそうだ。

「銘めいは『アエリシス』。団慶さまの、最後の作品デス」

「……親父の？」

「団慶さまの遺い作さくヲ。どうか、お受け取りくださいマセ」

　三九郎は小さく頷うなずいて、答えた。

「わかった。もらっておくよ」

「ありがとうございマス、坊ちゃま──」

　ほっと胸を撫なで下ろすように、ジャッジはつぶやいた。それから、とん、と地面を蹴けって、宙に浮かび上がったかと思うと、次の瞬しゆん間かんには彼女の姿は虚こ空くうへ溶けて消えていた。

　そぼ降ふる雨の中、三九郎は歩き出す。

　遺い影えいを抱かかえて、霊れい園えんの出口に向かおうとして──

「三九郎。ちょっと、時間いいかな」

　雷らい火かに呼び止められた。




　　　　　　　　◆




　待合いロビーからは、霊園の全景がよく見渡せた。

　雨に白く煙けぶる中、どこまでも広がる草原に、ぽつぽつと墓ぼ標ひようが浮いている。墓標の群れが訪れるものもなくただ雨に打たれているさまは、どことなくもの悲しい。

　ロビーのベンチに座って、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうと桐きり原はら雷らい火かはその光景をぼんやりと眺めていた。

「メイジの墓場」

　不意に、雷火が口を開いた。

「ここに入ることができたメイジは、幸運だよ。葬ほうむってくれる奴がいるってことだし──墓が必要な程度には、死体が残ったっていうことだから」

「シビアなこと言うなあ、おまえは」

「でも、そうだろう」

「まあ、確かにな」

　死体が残るメイジは、少ない。

　戦せん闘とうによっても、謀ぼう略りやくによっても、志こころざし半なかばに倒れるメイジは数多い。そのほとんどは、死体も残らないほど無む惨ざんな死に様を遂とげるか、あるいは単純に『行方ゆくえ不明』になってしまうか。死体が残っても埋まい葬そうされるとは限らない。

　引き取り手のない、未熟なメイジの死体は『実験体』にされることもあるのだという。

　自らの利益を追求して、他者の痛みを顧かえりみないメイジたちは、仲間の死にすら尊そん厳げんを許さないのだ。

　だが、雷火は。

　三九郎は、隣となりに座る友人のことを見た。

　金きん髪ぱつ、碧へき眼がん。日独のハーフである彼は、その中性的な顔立ちから女性に間ま違ちがえられることも多い。雷火が表情を変えることは滅めつ多たにないが、女顔を指摘されると本当に不ふ機き嫌げんになることを、三九郎は知っている。

　ふと、雷火の青い眼めが三さん九く郎ろうのことを見た。

　そこに罪悪感が宿っていることを見て取って、三九郎はあえて笑う。

「仕方ないんだよ。俺が継いだところで、他の工房に取られるだけだから。『伏桜製作所』は、誰だれか、能力のある誰かが管理しないと」

「……『伏桜製作所』が生み出すクォーツは、世界でも最高レベルのものだからね」

　クォーツ。魔ま晶しよう石せき、あるいは奇き晶しよう石せきとも呼ばれる、一見すればただの宝石にしか見えない結晶体。しかし、それこそがメイジの魔ま法ほうの源──燃ねん料りようであるのだ。

「竜りゆう脈みやくが重なる土地だからだろう。親しん王のう坂ざかはただでさえ竜脈が多いけど、三つも重なっている場所は、世界でも『伏桜製作所』だけだ。馬鹿でかい油田を独占しているようなものさ。戦争のひとつやふたつ、起こってもおかしくない」

　三九郎は無言で頷うなずいた。工房とは、メイジの組織であると同時に、メイジにとってなによりも重要なクォーツを作り出す施設でもある。所属工房のテリトリーを広げることは、多くのメイジにとって至し上じよう目的だ。

「でも、三さん九く郎ろう。僕ぼくは勝つよ」

　毅き然ぜんとして、雷らい火かは顔を上げる。

「勝って、工房を手に入れる。たとえ桐きり之の宮みやの紐ひも付きだろうと、工房長であることに代わりはない。あそこに、僕は『桐きり原はら』の名を──母さんの名を、掲かかげてみせる」

　三九郎は少しのあいだ黙だまってから、小さな声でつぶやいた。

「死ぬなよ」

　雷火は頷うなずく。胸元からブローチを取り出す。その中に、彼の母の写真が収められていることを、三九郎は知っている。

「今までずっと、そうしてきたんだ。どんなことがあっても、僕は、必ず、勝つよ」

「おまえの、母さんのために」

　雷火の青い瞳ひとみが三九郎を見る。その瞳は、かすかに笑っているようでもある。

「そして、僕ときみのためにもね」

　それを聞いて、三九郎もちょっとだけ笑った。







[image: 『一日目　日常（の終わり）』──火蓋を切る]







　そして、その日が来た。




　いつも通りの朝を迎え、いつも通りの通学路を通り、いつも通りの授業を過ごして、いつも通りの放課後がやってきた。

「さんちゃん、一いつ緒しよに帰ろっ！」

　鞄かばんを抱かかえたねねこが、そんなふうにやってくるのも、いつも通り。三さん九く郎ろうは頷うなずいて立ち上がり、ねねこと一緒に教室を出る。

「ねえねえ、今日のおゆはんはなに？」

「なんだろうな。なにがいい？」

「おにく！」

　さすがにのけぞった！

「またかよ！」

「……だって、好きなんだもん……」

「いや、いいけどさ。野菜も食べろよ」

　一階に降おりたところで、三九郎はふと、体育館へと通じる廊ろう下かに目を向けた。

　長い黒くろ髪かみと、しなやかな立ち姿が、遠くに見えた。切れ長の瞳ひとみは憂うれいを帯びているようだ。その瞳が、こちらを向いている。三九郎のことを見ている。

「神しん藤どうさん」

「え？　かやちゃん？　どこ？」

　ひょい、と首を伸ばして、ねねこも体育館のほうに目を向ける。そのときにはもう、華か夜やは黒髪を翻ひるがえして、どこかへ立ち去ってしまっていた。

　ねねこは、きょとんとした声でつぶやく。

「いないよ？」

「……うん、ごめん、見み間ま違ちがいかもしれない」

　ぽりぽりと頰ほおを搔かいて、三九郎はそう言った。

　それから、二人は昇しよう降こう口ぐちを出た。夕焼けに染まった空。グラウンドからは運動部のかけ声が聞こえてくる。その声を背中に、ねねこは鞄を持ったまま、「ん～っ」と伸びをした。

「──はあ！　今日も疲れて、おなかがすいたよ！　さんちゃん！」

「……あのさ、ねねこ、さすがに我が慢まんしきれないから言うけど」

「うん？」

「そんなことばっか言ってバカスカ食べてるから、ついに体重が50㎏を越えたんだぞ」

　ねねこは真っ赤になって、ぽかぽかと三九郎の頭を叩きはじめた。

「うううううううっ！」

「あいた！　痛い！　やめろ、ねねこ！　事実を言っただけだろ!?」

　そんなやり取りをしながら、三さん九く郎ろうはふと、本校舎の大時計を見上げた。

　ちょうど、午後四時を示そうとしているところだった。

　今日がなんの日か、覚えている。

　覚えているどころか、一週間前のあの日から、ずっとこの日を意識してきたのだ。

　戦争が始まる日。父の工房を巡って、メイジたちが殺し合いを始める日。

　だが、すでに三九郎には関わりのない話だ。世界の裏側で戦争が起こっていようと、表側にいる三九郎は平へい穏おんな日常を続けていく。それが、三九郎が選んだ道──メイジとしてではない、普通の人間として歩もうと決めた道だった。

「さんちゃん？　どしたの？」

　その様子が気に掛かったのか、ねねこは叩くのをやめて、不ふ思し議ぎそうに問いかけた。

　メイジのことをなにも知らない幼なじみに、三九郎は向き直り、首を振った。

「いや、なんでもないよ」

　そう答えて、歩き出そうとして──

「はぶっ」

　なにかが、三九郎の顔にぶつかった。

　柔やわらかいゴム膜まくに顔を突っ込んでしまったような感かん触しよくだ。跳ね返され、たたらを踏む。顔を押さえながら、目をぱちくりさせて前を見る。

　ちょうど、校門がある場所の空間に、奇妙な波は紋もんが広がっていた。

　三九郎の心しん臓ぞうが、どくんと鳴なった。

「あうっ──、な、なに？　なに、これ？」

　ねねこは鼻をさすりながらつぶやき、それから、周りを見て目を丸くした。

「あれっ？　みんなは？」

　いつの間にか、周りに誰だれもいなくなっていた。先ほどまで、三九郎たちと同じように下校する生徒のグループが大おお勢ぜいいたのに、今はもう三九郎とねねこしかいない。

　どくどくと、心臓が、厭いやな感じに拍はく動どうを速めていく。

　空が灰色に凍こおりついている。古い映画の中のようなモノクロームの中空には、太陽の代わりに青い文字列が浮かんでいる。16:00:32と記され、次し第だいにその数字を増していく。

　一週間前、三九郎にも配られた、戦争のルールが頭に思い浮かぶ。




『戦せん闘とう可能時間は日本標準時における午後四時から午後七時までの三時間とし──』




　戦争──ブラックアーツ。

『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』。

　ここがその舞台であり、今がその時間内であることは、間ま違ちがいないようだ。

「さんちゃん？　どう、したの？」

　隣となりにいるねねこが、不安そうに三さん九く郎ろうの袖そでを引いた。三九郎は強しいて笑みを作り、彼女を振り返る。ここが戦場であることに間ま違ちがいはないが、自分たちが放り込まれたのはなにかの間違いだ。そう信じていた。

　なぜならば、自分はとっくの昔に、『伏ふし桜ざくら製作所』の所有権を放ほう棄きしたのだから──

　その考えは、ねねこの顔を見た瞬しゆん間かん、吹き飛んでしまった。

　きょとんとして自分を見つめている、ねねこの左の頰ほおに。

　五枚の桜の花びらが──伏桜の印章が、記されていた。

「え？　な、なに？　なんでさんちゃん、そんなに怖い顔してるの？　──きゃっ!?」

　三九郎は腕を伸ばして、そんなねねこの肩を摑つかむ。もう片方の手で、ねねこの左頰に触ふれる。指先でなぞってもこすっても、消えることはない。幻げん視し魔ま法ほうのようなものだと、あの書面には書かれていた。

『戦札タグ』。

『伏桜継承戦争』の参加者たちが、破は壊かいしようとしている標的。

　それが、ねねこの頰に──！

「ジャッジ!!」

「ひゃっ!?」

　突然、大声で怒ど鳴なった三九郎に、ねねこはびくりと身体からだを震ふるわせる。

「ジャッジ、見てるんだろ!?　出てこい！　出てきて、説明しろ！」

　それでも、三九郎は必死になってジャッジを呼びつづけた。こうしていれば、いつかジャッジが現れるだろうという奇妙な確信があった。

　果たして──目の前の空間が歪ゆがみ、そこからジャッジがぬるりと這はい出してきた。

「え、え!?　だ、だれ!?　なに!?　どこから──!?」

　ジャッジの胸ぐらを、三九郎は両手で摑んだ。吊つり上げる。小こ柄がらなジャッジはあっさりと持ち上がり、二つの足が首吊り死体のようにぷらぷらと揺ゆれた。

「……ジャッジ、ふざけるなよ！　これは、どういうことだ!?」

　三九郎に吊り上げられたまま、ジャッジは恐ろしいほどの無表情で、答えた。

「見てのとおりでございマス。あなたは『伏桜継けい承しよう戦争』参加者の、ひとりなのデス」

「……な、なにを、馬鹿なことを！　俺は工房は継がないと言ったはずだ！　その俺が、ど、どうして、メイジ同士の戦争なんかに参加しなくちゃならないんだ!?」

「僭せん越えつながら──あなたの意思は、関係ないのデスよ。坊ぼつちゃま」

　ジャッジの声は、機き械かいのように冷たく、無む機き的だった。

「これは、団だん慶けいさまの命令なのデス。あなたに工房を受け継がせるためノ。もしもあなたが所有権を放ほう棄きし、継承戦争が起こるようであれバ──その戦争に、あなたを参加させるようにと、私は団だん慶けいさまから直じき々じきに命ぜられていマシた」

　三さん九く郎ろうの手から、力が抜けた。

　ジャッジはすとんと地面に降おり立つ。その口元には、相変わらず、どんな感情も浮かんでいない。どれだけよくできていたとしても、ジャッジはしょせん人じん工こう精せい霊れいだ。

　主あるじの命令であれば──どのような非情な行いでも、平へい然ぜんとやってのける。

　かすれた声で、三九郎は尋たずねた。

「……どうして、ねねこなんだ？」

「春日かすがねねこさまが、あなたの一番大切な人だからデス。見捨てて逃げるわけにはいかない、守るために全ぜん霊れいを尽くして戦わなくてはならない──あなたの『戦札タグ』は、そういうモノでなければならなかッタ」

　三九郎は、メイジという人種がどういうものなのかをよく知っている。

　たとえ『戦札タグ』が人間であったとしても、容よう赦しやすることはない。自分の目的のために、躊ちゆう躇ちよなく『破は壊かい』するだろう。──殺すだろう。

「さんちゃん……？」

　振り返る。ねねこは泣きそうな顔をしていた。そうして、三九郎の袖そでを摑つかんでいた。事情もわからぬまま、彼女はおずおずと、幼なじみの手を引いた。

「け、喧けん嘩かしちゃ、だめだよ！　なにがあったのかは、わからないけど──」

　三九郎は、唇くちびるを嚙かむ。

　ねねこはなにも知らない。自分がメイジたちの標的にされてしまったことも──それどころか、メイジなどという存在がこの世にいることさえ知らないのだ。

　そのねねこが、どうして、こんな戦争に巻き込まれないといけないんだ──!?

「どうすれば、助けられるんだ」

　三九郎の声には、哀あい願がんの響ひびきが混じっていた。

「簡単デス。あなたがこの戦争を勝ち抜けばよろしいのデスよ」

「おまえ……俺が、どう呼ばれているのか、知らないわけじゃないだろう!?」

「エエ、存じておりマス。『伏ふし桜ざくらの落ちこぼれ』。『最高のメイジから生まれた出で来き損そこない』。──そのほかにもいろいろ、あなたがどのように呼ばれているか、存じておりマス。あなたがご自身のことを、どのように捉とらえていらっしゃるカ──」

　三九郎は言葉を吞のみ、ジャッジは首を振る。

「そのような評判は、あなたとはなんの関わりもないことデス、三九郎坊ぼつちゃま。──胸を張ってくださいマセ。あなたは、史上最高のメイジ、伏桜団慶のただひとりのご子息であられるのデスよ！」

「……っ！」

「団慶さまは、あなたのことを信しん頼らいしていたからコソ、この『伏桜継けい承しよう戦争』にあなたを投げ入れたのデス。団だん慶けいさまは──いえ、団慶さまだけでなく私も、三さん九く郎ろう坊ぼつちゃまがこの戦争に勝ち抜くことを、確信しているのデス！」

　強く激げき励れいされても──三九郎には、「勝手なことを言うな」としか思えなかった。

　なにもできない。魔ま法ほうのひとつさえ、使うことができないのだ。

　クォーツを手にして、必死に呼びかけても、御み柱はしらからなにも答えられなかった。十年前夢を絶たれた悔しさは、今になって実際的な危険を帯びて蘇よみがえった。それはただ屈くつ辱じよくであるだけではない。──自分には、ねねこを守るためのどんな力もないのだ。

　そんな自分が、ブラックアーツを生き抜くことなんて、

「ジャアアアアッ、ジイイイイー」

　不意に、間ま延のびした声が響ひびいた。

　三九郎は声のした方向を振り返り、そして、目を見はった。

　給きゆう水すい塔とうが歩いていた。

　直径３メートル、高さ５メートルほどの鉄の円筒が、校舎の壁へき面めんに張りついている。腹からいくつも突き出している透とう明めいな足は、どうやら高速で流動している水のようだった。それが水流のキャタピラになって、給水塔を壁かべに留とどめている。

　給水塔には小こ柄がらな少女が腰かけていた。

　ハニーブラウンに染めた髪かみをツインテールに束たばね、片足をぷらぷらと遊ばせながらケータイをいじくっている。ざっくりと開いた制服の胸元からは、日に焼けた褐かつ色しよくの肌が覗のぞいていた。鎖さ骨こつの上にはウサギのタトゥー。見覚えのある印章だ。

　ハートとスペードの眼がん帯たいで両目を塞ふさぎ、牙きばを剝むいて笑うウサギは、凶きよう悪あくなメイジの工房──『マーチラビット・ワークショップ』の印章。

「おっ、…………おい。ちょっと、待てよ」

　少女メイジの長いまつげが三九郎のほうを向く。ラメが入ったベビーピンク・グロスの隙すき間まから、白い歯と紅あかい舌がちろちろと覗のぞく。

「ねえ、ジャッジ？　そいつ、ヤっていいんだよね？」

「ルール上は、なんの問題もございマセン」

　三九郎は言葉を失う。青ざめた顔でジャッジを見た。

「ま、待てって！　そんな、そんなっ──！」

「どうぞ、御ご武ぶ運うんヲ」

「ぎゃは」

　少女はウサギ型のカバンにケータイを放り込み、代わりに水みず鉄てつ砲ぽうを二丁、両手に握った。アメリカ製アサルトカービン『Ｍ４Ａ１』とソビエト製アサルトライフル『ＡＫ４７』。縦たてに強く揺ゆすぶって、ジャキン、と装そう塡てん完了。銃口からぴゅっと水が噴ふき出した。

　次の瞬しゆん間かん、巨大な給水塔は校舎の壁から剝はがれ落ち、どぷん、と地面に降おり立った。

　さすがに、ねねこが、呆ぼう然ぜんとした声をあげる。

「なに？　あれ──」

「ぎゃははははははははははははははははははははははははははははははっ!!」

　ねねこの疑問を吞のむように、哄こう笑しようが響ひびき渡り。

　それをさらに圧するほどの轟ごう音おんを放ちながら、水流に運ばれる給きゆう水すい塔とうが、三さん九く郎ろうたちに向かってまっすぐに突とつ撃げきしてきた。

「──っ、に、逃げるぞ、ねねこ！」

「えっ？　あっ、さんちゃん!?」

　ねねこの手首を摑つかんで、三九郎は走り出した。

　親しん王のう坂ざか高校をぐるりと囲む遊歩道へと駆かけ込む。この道には多くの木々が植えられている。あの巨体ならば、木々が邪じや魔まになって入って来られないだろうと判断したのだが──

「ぎゃははははははっ！　じゃ・ま・だ・よぉっ！」

　右手に握った水みず鉄てつ砲ぽう──『ＡＫ４７』を突き出し、舌をべろりと出して、叫ぶ。

「『水の刃アクア・グラデイオ』！」

　少女のつけ爪づめのひとつが、まばゆい青色に発光した。

　魔ま法ほうの源、クォーツが燃ねん焼しようする光だ！

　その青色、その詠えい唱しようから、三九郎は反射的にレベル３『水属アクア』魔法、スクロール『切断』と判断する。咄とつ嗟さにねねこを突き飛ばし、自みずからも横に飛んだ。
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　分かれた二人のちょうど真ん中を、強力な水圧レーザーが走り抜けていった。ダイヤモンドすら切断する超高圧の水の刃やいばは、逃げ遅れた三さん九く郎ろうのスクールバッグを真っ二つに切り裂さいて、首を落とされた蛇へびのように三九郎たちの頭上で暴れ狂った。

　数秒後、何本もの両断された木々が、重々しい音を立てて倒れていった。

　倒れながら、三九郎は呆ぼう然ぜんと、その非現実的な光景を見つめていた。

　頭の芯しんが、まだ痺しびれたようになっていた。悪夢の中にいるように、現実感が伴ともなわない。

　しかし、たとえ夢だとしても、はっきりしていることがひとつだけある。

　あのメイジは、本気で、自分たちのことを殺そうとしている。

　そのとき──三九郎はスクールバッグの残ざん骸がいに、光るものを見つけた。

　反射的に、『それ』に手を伸ばそうとして、

「ちょっとー、大人しく死んでくれないと困るんだけど？」

　ずしん、と、三九郎の背中になにかがのし掛かってきた。首だけを動かして背後を見ると、給きゆう水すい塔とうのバケモノが、その流水の足で三九郎の背中を踏みつけていた。

「これが伏ふし桜ざくら団だん慶けいの息子？　信ッじらんない。メイジの才能ってさ、フツー遺伝するもんでしょ？　この蜜みつ月づき呉くれ葉はちゃんだって、ステキなメイジのパパとママがいるってのにさ！」

　少女メイジ──蜜月呉葉の口元には、嗜し虐ぎやく的な笑みが浮かんでいる。

「ぐっ──」

　踏みにじられながら、伸びたその指は、虚むなしく草を搔かいていた。

　もう少しで──あのナイフに、指が届くのに。

『アエリシス』。ジャッジから贈おくられた、伏桜団慶の遺い作さく。

　あれがマジックアイテムであり、この絶望的な状況を覆くつがえす力を秘めている。その可能性はどれだけあるだろうか？　あったとしても、奇跡と同じ程度の確かく率りつに過ぎないだろう。

　それでも、今の三九郎にはこれしかなかった。世界最高と謳うたわれた、伏桜団慶の遺い品ひんに縋すがるしか、あのメイジに対抗する術すべが残されていないのだ。

「つか、さっきからなにしてんの？　──ん？　なにそれ、ナイフ？」

　すっと、呉葉の顔から、感情の色が抜け落ちた。

「……なんかやばそー。ま、いいや。さっさと死んでね、無能ちゃん」

　ぎしり、とさらに背骨にかかる圧力が増した。強制的に肺から空気が絞り出される。自分の身体からだの根こん幹かんが軋きしんでいく。三九郎は砕くだけんばかりに歯を食いしばり、それでもまだ『アエリシス』に手を掛けようと、必死になって腕を伸ばしつづけ──

「さ、さんちゃんを、いじめないで！」

　ねねこの声が響ひびいた。

「うわっ、あぶなっ!?」

　どこから拾い集めたものか、ねねこはたくさんの小石を抱かかえて、それを呉くれ葉はに投げつけている。そのうちのいくつかが呉葉の頭をかすめ、彼女は慌あわてて給きゆう水すい塔とうに伏せた。

「な、なにすんだよ!?　つか、誰だれだよおまえ!?　なん──や、やめろっての！　石投げるな！　呉葉ちゃんに当たったらどーしてくれんのよ!?」

「あ、あなたがさんちゃんをいじめるからいけないんでしょ!?　さんちゃんを離はなして！　ケガしたらどうするの!?」

「ケガじゃねーっつーの！　殺すつもりだっつーの！」

　そこで呉葉は、ふと気づいたようにねねこを見つめた。

「てか、待って。その、ほっぺたの印──」

「…………！」

「アンタが、『戦札タグ』だね？」

　三さん九く郎ろうは手を伸ばすのを止めて、弾はじかれたように呉葉を見上げた。

「……やめろ。やめてくれ！　俺を殺せ！　ねねこは、関係ないんだ！」

　呉葉は目だけで三九郎のことを見た。

　その瞳ひとみには、強い侮ぶ蔑べつの色が浮かんでいる。

「テメェみたいな落ちこぼれ殺したって意味ねんだよ。『戦札タグ』を壊こわさねぇと」

「そ、れは……」

「呉葉ちゃんはメイジだ。おまえとは違う」

　そう吐き捨てて、呉葉は『ＡＫ４７』の銃じゆう口こうをねねこに向けた。

　銃口に射すくめられて、ねねこは身動きすることもできない。小石を投げつけようとしている体勢のまま、彼女は身体からだを強こわばらせる。

「『水のアクア──」

　呉葉がべろりと舌を出し、無情な詠えい唱しようを告げようとした、そのとき。

　不意に伸びてきた木の枝が、水みず鉄てつ砲ぽうの銃じゅう身しんに絡みついた。

「お？　──う、うおおおおおおおっ!?　な、なんだこりゃ!?」

　遊歩道周りの樹木から、その枝は伸びているようだ。見る間に太くなり、引き金から銃身まで覆おおい尽くしていく。呉葉は半なかばパニックになり、ぶんぶんと水鉄砲を振った。離れない。そのあいだにも木の枝は、呉葉の手に──

「このっ──ナメんなっ！　『水の嵐アクア・テンペスタス』!!」

　青の燃ねん焼しよう光が瞬またたく。『Ｍ４Ａ１』から吐はき出された破は壊かい的な激流は、『ＡＫ４７』を取り込みつつあった木の枝を、その銃身ごと吹き飛ばした。

「ははっ、ざまあ──、うぎゃっ!?」

　呉葉が勝ち誇ろうとして、不意にその足場が、ぐらりと揺ゆれた。

　引き金を固定した木の枝は、ほんの一部に過ぎなかったらしい。周囲の木から伸びるいくつもの枝葉が、今度は、給きゆう水すい塔とうそのものを引きずり倒そうとしていた。

「こ、こんな！　こんなこと！　クソッ──これは、呉くれ葉はちゃんのだぞっ！」

　呉葉は地じ団だん駄だを踏んで悔くやしがり、その足さえも枝葉が飲み込もうとする。ついに呉葉は給水塔を放ほう棄きして飛び降おりた。着地しようとして失敗し、ごろごろと転がって木の幹みきに頭をぶつける。

「私の枝は、決して折れない──」

　不意に、そんな声が響ひびいた。

　朽くち果てた遺い跡せきのごとく、今や完全に植物に吞のまれた給水塔に、いつのまにか、ひとりの少女が佇たたずんでいた。

　長い黒くろ髪かみがたなびき、両手足はすらりと細く、給水塔に立つその姿は、触ふれれば折れてしまいそうなほどに儚はかなげだ。憂うれいを帯びた瞳ひとみが、再び三さん九く郎ろうのことを見下ろしていた。

　ねねこが、呆ぼう然ぜんとその名を呼ぶ。

「……かやちゃん？」

　神しん藤どう華か夜や。

　彼女はねねこを見て、少し辛つらそうに眉まゆを寄せた。なにか言おうと、唇くちびるを開きかけ、

「『水の拳アクア・パグノ』！」

　呉葉がべろりと舌を出して『Ｍ４Ａ１』を構える。しかし水の砲ほう弾だんが撃うち出されるのは、その銃口からではない──銃身下部に取り付けられたグレネードランチャー・アタッチメントが、高密度の水の塊かたまりを吐き出したのだ！

　華夜はそれを飛び上がって回かい避ひする。そうしながら、彼女は叫んだ。

「逃げて！　二人とも！」

　その声に、ねねこはすぐ反応した。転がるように三九郎に駆かけ寄る。

「さんちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　走れる!?」

「……だ、大丈夫、だ……」

　押し潰つぶされそうになった身体からだは、まだぎしぎしと悲鳴を上げていたが、ここで逃げなければ今度こそ殺されてしまう。三九郎はよろめきながら立ち上がり、ねねこと一いつ緒しよに走り出そうとして──足あし下もとに、スクールバッグの残ざん骸がいがあるのを見つけた。

『アエリシス』。

　拾い上げ、ポケットに収めた。

　呉葉はふらつく頭を押さえながら、ようやく立ち上がろうとしていた。逃げていく三九郎たちを恨うらめしげににらみつけ、それからその視線を華夜へと向ける。

「テメエ。メイジなら、名乗りくらい上げろよ」

　華夜は、冷たい声で答える。

「『街工場ウィステリア』一番弟子でし、レベル９『生属ヴイ・ト』の、神藤華夜」

「ああ、そうか、確か秋あき葉ばが調べてたな。弟子がひとりしかいない、弱小工房が……！」

「こちらは名乗ったよ。そちらはどうなの、『ワーク』？」

　ぺっ、と唾つばを吐き捨てて、呉くれ葉はは凶暴に笑う。

「『マーチラビット・ワークショップ』十五番弟子でし、レベル７『水属アクア』の蜜みつ月づき呉葉ちゃんが、アンタを殺す相手の名前だ。もうすぐ飛び散るその脳ミソに──しっかり刻み込んでおきな……！」

　青の燃ねん焼しよう光。呉葉の周りからごぼりと水が湧わき出し、彼女を押し包んだ。それは次し第だいに、顔のない乙女おとめの形を取っていく。

　緑の燃焼光。華か夜やが右手に持っていた木の枝が、急速な生長をはじめる。華夜の手から離はなれたそれは、木の身体からだを持つ巨人の姿へとなっていく。

「やれ！　『水の乙女アクア・ヴアルゴ』！」

「『芽吹きの翁ヴイタ・シニクス』」

　メイジたちの声を背中に聞きながら、三さん九く郎ろうとねねこは力の限り走りつづけた。




　　　　　　　　◆




　体育棟に駆かけ込んだところで、力尽きた。

「さ、さんちゃん!?　だいじょうぶ!?」

「……だ、いじょうぶ、だ……それより、ねねこ、おまえは、先に……」

「なに言ってるの！　──こ、こっち！　こっちなら、見つからない、……よね……？」

　ねねこは、三九郎の身体を引きずるようにして、近くの部屋に入り込んだ。運動部の部室のようだ。ロッカーが立ち並び、中央にはベンチが据すえ置かれている。

　そこに座り、三九郎は、両手で顔を覆おおった。

「──くそ、くそっ！　なんで、こんなことになったんだ!?」

　押し殺した声で、三九郎は叫ぶ。ねねこが不安に怯おびえている。それがわかっていても、そうせずにはいられなかった。

「メイジに襲おそわれるなんて……、メイジ同士の戦争に巻き込まれるなんて！」

「さ、さんちゃん？」

「……どうする……どうすればいい……!?　どうすれば、あいつらから……！」

　恐怖と動どう揺ように、頭の中がぐちゃぐちゃになっている。三九郎はメイジがどういうものかを知っている。彼らが目的のために、どれだけ苛か烈れつになれるのか──かつてメイジを志こころざした、三九郎は、よく知っているのだ。

『普通の人間』が、メイジに敵かなうはずがないということを。

　だから、三九郎は絶望した。自みずからの無力を、ただひたすらに嚙かみしめ──

「さんちゃん！」

　ねねこの大声に、我われに返った。

　大きな黒い瞳ひとみいっぱいに、涙が浮かんでいる。怖いのだろう。不安なのだろう。当たり前だ。彼女はなにも知らないのだから。三さん九く郎ろう以上に、動どう揺ようしているに違いない。

　三九郎は──あまりの情けなさに、唇くちびるを嚙んだ。

　今。自分がすべきことは、メイジの影に怯おびえることではない。なにもできないかもしれないが──それでも、この幼なじみに、なにが起きているかを説明しなければならなかった。

　ねねこは彼の隣となりに腰を落ち着けた。そうして、震ふるえる声で尋たずねてくる。

「さんちゃん、知ってるんでしょ？　教えて。いったい、なにが起きているの？」

　三九郎は、ほんの少しのあいだだけ目を閉じてから、答えた。

「……メイジだ」

　その名を口にする。世界の裏側を飛び回る、魔ま法ほうを使うものどもの名前。

「今、この学校は、メイジ──メイジと呼ばれる魔法使いたちの、戦争の舞台になっている。俺たちは、それに巻き込まれてしまったんだ」

「……まほう？　せんじょう？」

　ねねこの反応は、無む垢くな子供のようにあどけない。あるいは、あまりにも非現実的な言葉だったからかもしれない。魔法。戦争。ねねこの世界からは、遠くかけ離はなれた言葉だ。

「それって、あの──おとぎ話に出てくるやつ？　カボチャを馬車にしたりする、あの魔法のこと？」

　ねねこの無む邪じや気きなイメージに、三九郎の口元がわずかに緩ゆるんだ。

「……ああ。そういう認にん識しきで、だいたい間ま違ちがいはない。実際は、もっと危険なものだけど」

「で、でも、どうして──戦争、なんて、するの？」

「工房を──この土地にある『伏ふし桜ざくら製作所』の所有権を、争ってるんだ」

　魔法のことなどなにひとつ知らないねねこにも、自分たちの状況がきちんと伝わるように、言葉を選びながら説明する。

「工房はクォーツを作り出す。そして、メイジはクォーツがなければ、どんな魔法も使うことができない。クォーツはメイジにとって欠かすことのできない燃ねん料りようだからな」

「ねんりょう……」

「石油と同じだよ。化石燃料がなければ車も船も飛行機も動かない。だから、みんな血ち眼まなこになってそれを確保しようとする。そのために戦争も起こす。メイジも同じだ。クォーツを確保するためなら、戦争くらい簡単に起こす」

「そ、そんなことしなくても──みんなで分け合えばいいじゃない！」

　三九郎は首を振った。それは、善ぜん人にんの発想だ。

「この親しん王のう坂ざかの土地の下には、『竜りゆう脈みやく』と呼ばれるラインが多く走っている。クォーツが豊富に採とれる土地なんだ。かつては二十を超える工房がひしめいていた。それが──今は、五つしかない。どうしてかわかるか？」

「……わ、わからない、けど……」

「奪い合い、食い合ったからだ。メイジがメイジを殺し、工房が工房を滅ほろぼした。資源を独占するために──もっとも、そんなのはメイジに限った話でもないけどな」

　なにか言おうとして、ねねこは唇くちびるを嚙かんだ。理解できない──そう叫んでも、三さん九く郎ろうを困らせるだけだからだ。彼女はのんびりとしているが、決して愚おろかではない。

　代わりに、彼女はもうひとつ質問を口にした。

「その戦争に、どうしてわたしたちが巻き込まれたの？」

　三九郎は、唾つばを飲み込んだ。

　言わなくてはいけない。それを。三九郎に課せられた無数の義務、そのうちのもっとも重いものを。言わなくては。ねねこに、伝えなくては。

「…………この戦争には……『戦札タグ』と呼ばれるものがある」

　三九郎は、蚊かの鳴なくような声で言った。

「『戦札タグ』を、すべて破は壊かいしたものが、この戦争の勝者だ。そう決められている」

　それを聞いて──ねねこは、立ち上がった。

　部室の片かた隅すみへと向かう。そこには洗面台と、鏡かがみが備え付けられている。ねねこは鏡の中の自分を見つめ、その頰ほおに記されている伏ふし桜ざくらの印章を、指でなぞった。

　五枚の桜の花びらで表される、『伏桜製作所』の印章。

「わたしが──さんちゃんの、『戦札タグ』、なんだね？」

　三九郎は、ただ頷うなずくことしかできなかった。

「そっか。わたしが、狙ねらわれてるんだ」

　ねねこの声が、静かに室内に響ひびく。

　三九郎を責めているわけではない。ただ自みずからの運命を告げられて、それを粛しゆく々しゆくと受け入れているような声だ。どこか晴れ晴れとした、いっそ清すが々すがしささえ感じさせる声だった。

　それを聞いて、耐えきれなくなった。

「すまない。ねねこ」

　絞しぼり出すように言った三九郎に、ねねこは驚おどろいたようだった。

「えっ？　ど、どうしてさんちゃんが謝あやまるの？」

「おまえを巻き込んでしまったのは、俺の責任だからだ」

　立ち上がる。そうして、三九郎はねねこの傍そばまで歩み寄り──

　その場に膝ひざを突いて、額ひたいを床ゆかにこすりつけた。

「さ、さんちゃん!?　そんなことしないで！」

「親父が命令して、ジャッジがおまえのことを『戦札タグ』に仕立て上げてしまった。俺をこの戦争から逃がさないために、おまえまで巻き込んだんだろう。俺が──もっと早く、そのことに気づいていれば……！」

　ねねこは無言のまま、土ど下げ座ざしている三さん九く郎ろうの傍そばに両りよう膝ひざを突いた。そうして、三九郎の両肩に手を置いて、無む理り矢や理り上半身を元に戻す。

　三九郎とねねこの視線が、ぴたりと合った。

「さんちゃんのせいじゃ、ないよ」

「……ねねこ」

「そんなの、わかるはずないじゃない。さんちゃんのお父さんが、なにを考えていたのかはわからないけど──こんなふうに、いきなり閉じ込められて戦わせるなんて、誰だれも予想できるはずないもの」

　自らの命を狙われて、恐怖にすくんでしまっても、少しもおかしくはないのに。

　ねねこは、逆に三九郎のことを励はげまそうとしているようだった。

　それを思い、三九郎は唇くちびるを嚙かみしめて、目を伏せ──

「うわっ!?」

　不意に、三九郎の頭が、ねねこに抱きかかえられた。

「さんちゃんが悪いんじゃない。だから──そんなふうに、謝あやまったりなんてしないで。そんなことをしてもらったって、わたしはちっとも嬉うれしくないよ」

「ね、ねこ──」

「わかってくれた？」

「と、とり、あえず、はなして──」

「だめ。わかってくれるまで、離はなさないから」

　三九郎は両腕をばたばたと動かしたが、それ以外になにができるわけでもなかった。よくわからない良い匂いに、頭の奥底が熱くなっていく。

「わ、わかった！　わかったよ！　もう、謝らない！　だから──！」

「うん。それなら、よろしい」

　ねねこはけろりと笑って、三九郎の身体からだを離した。

　彼女の笑顔を直視することができない。ねねこの大きな胸の柔やわらかさが、いまだに顔の表面に貼りついているようだった。

「？　さんちゃん、どうしたの？　顔、真っ赤だけど──」

「な、なんでもない。それより──」

「うん、そうだね！　これからのことを、話し合わないと！」

　ねねこは表情を引き締めた。といっても、のんびりした彼女のこと、授業中に眠気を我が慢まんしているような顔つきになっていたが、三九郎はそれを見て、ひとつの決意を固めた。

　この子を守るためならば、どんなことでもしよう。

　この子を生きて帰すためならば──自分は、喜んで捨て石になろう。なんの力も持っていない『普通の人間』であっても、できる限りの力を尽くそう。

　と、ベンチに腰かけていたねねこが、ふと顔を上げた。

「そういえばさ、さんちゃん。さんちゃんも、メイジさんなんだよね？」

　ぐさり、と言葉が胸に刺さった。

「だって、メイジさんについて詳くわしいものね？　だから、さんちゃんも──」

「違う」

「え？」

「俺は、メイジじゃない。メイジになれなかったんだ」

　その口調から、なにかを読み取ったのだろう。ねねこは、それ以上追つい及きゆうしてこなかった。代わりに、別の話題を口にする。

「でも、お父さんはそうだったんだよね？　わたし、さんちゃんのお父さんがメイジさんだったなんて、全ぜん然ぜん知らなかったよ」

　話題が変わったことにほっとしながら、三さん九く郎ろうは訂正する。

「ていうか、親父と話したこと自体、ほとんどなかっただろ」

「あ、そういえばそっか。でも、じゃあ、お母さんは知ってたのかな」

　伏ふし桜ざくら家と春日かすが家は遠とお縁えんの関係にある。三九郎とねねこが幼なじみになったのも、そこに依よるところが大きい。家は隣となり同士、自宅にいることがほとんどない父・団だん慶けいの代わりに、春日家はなにかと三九郎の面倒を見てくれたものだ。三九郎はその恩を忘れていない。

「メイジは、たとえ親しん戚せきでも『普通の人間』に秘密を明かすことはないよ。よほどのことがない限りは、メイジ世界に関することは秘ひ匿とくしようとするんだ」

「ふうん……、でも、どうしてそんなことするの？　魔ま法ほうが使えるんなら、その力をいろんな人に知らせて、いろんなふうに役立てればいいじゃない」

「……誰だれかを助けるなんて、メイジはそんなことは思いつきもしないだろう」

　嫌悪感を隠かくそうともせず、三九郎はそうつぶやいた。

　ねねこは目を丸くして、それから、もじもじと指を組み合わせた。

「でも、さんちゃんはわたしのこと、助けてくれたよ？」

「だから、言っただろ。俺はメイジじゃない」

「じゃあ、もしもさんちゃんが本当のメイジだったら、わたしのことを見捨てたの？」

　三九郎は言葉に詰まった。

　メイジとしての自分を夢想したことは何度もある。友人の雷らい火かのように、『火属イグニス』メイジとしての力を振るい、誰からも認められるメイジになること。

　だが、もしもそうなっていたら、三九郎は他のメイジと同じように、普通の人間を『劣おとる者』と考えるようになっていたのだろうか。

　ねねこのことも、『普通の人間』と見下すようになっていたのだろうか。

「それに、さんちゃんだけじゃないよ──」

　そこまで言って、ねねこはふと思い出したように、

「かやちゃん！　そうだ、かやちゃんは!?　かやちゃんも、メイジさんなんだよね!?」

「え？　──ああ、そうだな。魔ま法ほう、使ってたし」

「ど、どうしよう!?　あんな子を相手にして、かやちゃんが、た、戦うだなんて──！　止めないと！　わたしたちが、なんとかしないと！」

　部室から飛び出そうとするねねこの首根っこを押さえて、三さん九く郎ろうは静かに言う。

「心配なのはわかるけど、俺たちが出て行ってもどうにもならないだろ。それに神しん藤どうさんは『生属ヴイ・ト』──しかも、レベル９のメイジだと言っていた。一ひと桁けたしか参加していないこの戦争では最高レベルなんだし、よほどのことがない限り、負けることはないだろう」

「そ、そうなの？」

「ああ。特に『生属ヴイ・ト』は、自分のことを治ち癒ゆできるただひとつの『属性アライメント』だ。生存性にかけては、他のメイジとは比べものにならないほど優すぐれている」

　それを聞いて、ねねこは静まり返った。なにかを考えるような表情。それから、彼女は三九郎を見て、おずおずと口を開く。

「ねえ、さんちゃん。かやちゃんと一いつ緒しよにいることは──できない、かな」

　それは、神藤華か夜やと共きよう闘とうできないか、という意味だ。

　悪いアイディアではない──というより、現状ではそれが最良の選択だろう。華夜は三九郎たちを守ってくれた。彼女がいなければ、三九郎たちは間ま違ちがいなく殺されていた。

　それはわかっている。わかっているが──

「神藤さんは、自分の意思でこの戦争に参加しているんだ」

「え？　──う、うん。それは、そうなんだろうけど」

「『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』は、ルールはあるけどゲームじゃない。メイジたちは死に物狂いで自分の『戦札タグ』を守ろうとするだろうし、他の『戦札タグ』を壊こわそうとするだろう。はっきり言ってしまえば、これは、殺し合いなんだ」

　三九郎は小さく息を吸い込んで、覚かく悟ごを決めてから、言った。

「あの子は、自分の意思で殺し合いに参加した。誰だれかを殺す覚悟を持って、ここにいるっていうことだ。メイジに背中を預けるのは、かなりの危険を冒おかすことになる」

「さんちゃん！」

　大声で、ねねこは三九郎の言葉を遮さえぎる。

「かやちゃんはそんな子じゃないよ！　いつも物静かで、優やさしくて──わたしの、大事な友だちなんだよ!?　誰かを、こ、殺すなんて、そんなこと──！」

「それなら、どうして神藤さんはここにいるんだ？」

　今度はねねこが黙だまる番だった。

「神しん藤どうさんにどういう思おも惑わくがあるのか、まだわからない。どうして俺たちを守ってくれたのか、その目的がはっきりしない限り、共きよう闘とうはできない」

　傷つけられたように、ねねこの表情は痛みを訴えていた。

「……どうして、そんな、ひどいこと言うの……!?」

　そうしないと、おまえを守れないからだ。

　三さん九く郎ろうはそう思ったが、口には出さなかった。

　無能力者である自分の代わりに、神藤華か夜やにねねこを守ってもらう──確かに、それは良い考えなのかもしれない。しかし、あの少女が真実なにを考えているのか、それがわからない以上、ねねこの安全を任せるわけにはいかない。

　自分は、ねねこのことを守ると決めたのだ。そのためには、どんなリスクも見極める必要がある。神藤華夜がどういう人間で、どういう理由で戦争に参加したのかを知らない限り、うかつに共闘することはできない。

　と、不意にねねこは、なにかに気づいたような表情をして、辺りを見回した。

「……？　なにか、匂わない？」

　すんすんと鼻をうごめかせて、ねねこはそんなことを言う。

「なんか……レモンみたいな、すっぱい匂いがする。ね、さんちゃんはどう？」

　三九郎は眉まゆを寄せ、自分も空気の匂いを嗅かいでみた。

「いや、別に。なにも──」

　言いかけたとき、部室の扉が、がらりと音を立てて開いた。

　ひとりの少女が、無む造ぞう作さな足取りで部室に入ってくる。

　ねねこは、ぱっと表情を明るくして、その少女に駆かけ寄った。

「かやちゃん！　よかった、平気だったんだね！」

　神藤華夜は薄うすく笑い、そして、近づいてくるねねこに左手を突き出した。その指が、なにかを摑つかむような形に曲がっているのを、三九郎はぼんやりと眺めていた。

　とん、という音を、聞いたように思う。

　華夜に駆け寄ろうとしていたねねこの動きが、つんのめるようにして止まった。大きな目がびっくりしたように見開かれて、華夜の顔と、そして、自分の胸を交互に見る。

　その胸元から、ごぷりと血が溢あふれ出て、あっという間にねねこを紅あかく染めた。

「……かや、ちゃん……？」

　落とした声を、追うようにして。

　ねねこは、自分が作った血溜まりの中に、どしゃりと倒れ伏した。

「ハ、ハ」

　それを見下ろして、華夜は口を開かずに笑う。

「驚おどろくほど呆あつ気けないねえ。ま、ただの人間と落ちこぼれじゃ、こんなもんかな？」

　その声は、やや高くはあったが、まぎれもなく少年のものだった。

　しかし、三さん九く郎ろうは、そんな声は聞いていなかった。

　ねねこが倒れた瞬しゆん間かん、三九郎の世界は閉じた。ほとんどのものが見えなくなり、聞こえなくなる。ただ、床ゆかに伏せるねねこの周りに広がっていく血溜まりだけが、赤かった。

「ねねこ？」

　自分の声なのに、自分のもののようには思えなかった。

　重い水の膜まくを通したかのように、鈍にぶく響ひびいて聞こえてくる。

　ねねこの傍そばに跪ひざまずいて、三九郎は、震ふるえる手でその身体からだに触ふれた。

　今なお溢れる血が、三九郎の指先を濡ぬらした。

　心しん臓ぞうをひと突き。苦しまなかったのだろう。ねねこの表情は眠っているようにも見えた。

　頭上から、あざけるような声が響いた。

「自分を責めることはないよ。きみのような落ちこぼれが、僕ぼくたちと正面から張り合おうというほうが無理な話なんだ。『闇やみ夜よに潜ひそむ蛇へびのように』──それが、僕たち『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の工房哲学コンセプトだからね」

　それを聞いて、三九郎は再始動した。

「──────っ、う、ああああああああああああああああああああああああっ!!」

　床を蹴けり、突進する。彼にはもうなにも見えていない。いつの間にか、両手に『アエリシス』を握っていることにも気づいていなかった。

　ねねこを傷つけた人間の息の根を止めることしか、頭になかった。

　華か夜やは──華夜の姿をしたものは、貼りつけたような笑みのまま三九郎に向き直った。

　躍るようにステップを踏み、歌うように詠えい唱しようする。

「『一握の光ルクス・パグノ』」

　レベル２、スクロール『圧あつ縮しゆく』に位置づけられる『光属ルクス』魔ま法ほう。まともに食らえば失明は免まぬがれない。関係なかった。今の三九郎は、ねねこを殺あやめたものを殺すためだけに存在していたから。

　だから、それが起きたことにも気づかなかった。

　三九郎の目を焼き尽くそうとしていた『一握の光ルクス・パグノ』が、残らず搔かき消えたのだ。

「なに!?」

　少年の声で華夜は驚おどろきを発し、三九郎は躊ちゆう躇ちよせずに飛びかかった。華夜の姿をしたものはすかさず跳び下がり、危あやういところでナイフの一いち撃げきを避よけた。

　吐き出すように怒ど鳴なる。

「逃げるな！　俺と戦え！」

　華夜の姿がぐらりと歪ゆがんだ。

「……僕の魔法が、不発……？　クソ、『調ちよう達たつ屋や』め、ゴミみたいなクォーツを摑つかませたな。帰ったら、締め上げてやる」

　水面の月が揺ゆらいで消えるように、華か夜やの姿が揺らぎ、消え去り、その向こう側から白い学ランを着た少年が現れる。白色・真円のマスクが、一いつ切さいの表情を隠かくしている。ただ、そのマスクに穿うがたれた三つの黒い点だけが、憎にく々にくしげに三さん九く郎ろうのことをにらみつけていた。

「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』所属。レベル８『光属ルクス』の瀧たき丞じよう庵あんだ。そんなに死にたいなら、今、ここで、殺してやる」

　望むところだった。殺して欲しかった。

　丞庵と同じくらい、ねねこのことを守れなかった自分が、憎くて仕方がなかった。

　恐らく自分は、この『光属ルクス』メイジに殺されるだろう。それで結けつ構こうだった。ねねこを守れなかった自分に、生きている資格などない。だがその前に、目のひとつでもえぐってやらなければ気が済まなかった。腕の一本でも落としてやらなければ気が済まなかった。

　なぜなら、こいつは──！

「……ねねこは、」

　声が歪ゆがむ。感情を抑おさえることができない。はち切れそうな怒りと悲しみが、涙となって三九郎の頰ほおを伝っていく。

「なにも、知らなかったんだぞ。ただ巻き込まれただけの、普通の女の子だったんだ。それを、どうして、おまえは──」

「はあ？　そういうルールだろ？」

　丞庵は、むしろ呆あきれたように答えた。

「『普通の人間』なんて、虫けらくらいの価値しかない。むしろメイジの僕ぼくのために殺されたのだから、光栄に思ってほしいくらいだね。クズみたいな『普通の人間』でも──もしかしたら、その功こう績せきで御み柱はしらに認めてもらえるかもしれないんだからさ」

「…………っ！」

　ぎり、と歯を軋きしませる。もはやなにも言うことはない。三九郎は再び床ゆかを蹴けって丞庵に飛びかかり、丞庵は素早くカカトを鳴ならして詠えい唱しようを閃ひらめかせる。

「『輝きの刃ルクス・グラデイオ』！」

　三九郎の目の前で、光が凝ぎよう縮しゆくされる。三九郎は、それがどんな魔ま法ほうなのかを知っている。レベル３、スクロール『切断』に位置づけられる『光属ルクス』魔法。物理的な威い力りよくを持つまでに熱量を高めた光の刃やいばで、あらゆるものを切断する。人体に直ちよく撃げきすれば、いとも容易たやすく骨まで両断できるだろう。

　それがどうした、と思う。

　ねねこを失った自分に──もはや、怖おそれるものなどなにもない。

「輝きの刃ルクス・グラデイオ」が、三九郎に向かって放たれようとした、そのとき。

「『炎の蛇イグニ・アンギス』」

　背後から響ひびいた詠えい唱しようが、頭上をすり抜けていった。

　三さん九く郎ろうの髪かみの毛を何本か焼き切りながら、のたうつ炎の蛇へびは輝かがやく光の刃とぶつかり合い、相そう殺さいされ、消しよう滅めつする。

　なにが起きたのかはわからない。対消滅の衝しよう撃げきが、突風のように三九郎の全身を襲おそった。それでも彼は足を止めなかった。大きく腕を振り上げて、床ゆかを蹴けって跳ちよう躍やくして──逆さか手てに握った『アエリシス』で、丞じよう庵あんの仮面を斬きりつける。

「ッ！」

　刃はを潰つぶしているとはいえ鉄の塊かたまりだ。仮面の一部が砕くだけ、血の気を失ったように白い丞庵の頰ほおが、その向こうに覗のぞく。

「あ……」

　丞庵はよろめき、欠けた仮面を押さえた。三つの黒点が、三九郎を見る。

「おまえ……なにを、した？」

　三九郎は答えず、再びナイフを構える。だが、丞庵はそれも目に入っていない様子だった。仮面を押さえる手に、白く筋すじ張ばるほど力がこもる。

「仮面を……僕ぼくの、仮面を……傷つけたな。僕の仮面を──、壊こわしたな!?」

　片手で仮面を押さえながら、もう片方の手を開き、三九郎のほうへと向けた。

　そこには、四つものクォーツが煌きらめいていた。

「殺す！　殺してやる！　殺し尽くしてやる！　おまえも『桐きり之の宮みや』も！　全員、全員、光の彼方かなたに消え去るがいいッ！」

　狂気さえ滲にじむほどの憎ぞう悪お。白い仮面に穿うがたれた三つの黒い点が、どす黒く燃もえているかのようだ。次に自分を襲おそうであろう『光属ルクス』魔ま法ほうに、三九郎は身構える。

　クォーツを構えたまま──丞じよう庵あんの動きは、ぴたりと停止した。

「────ッ、工房長？　なぜですか！　こいつは、僕の仮面を──」

　わずかに仮面を上向けて、丞庵は空中に向かって抗こう議ぎしている。誰だれかと通話しているのか、そういう魔法でも使っているのか、すでにこちらのことは目に入っていない。

　三九郎の背後にいる人物は、そんなことは気にかけなかった。

　片手を胸元に当てて、詠唱する。

「『炎の群鳥シンド・イグニ・アヴエス』」

　クォーツが弾はじける。炎色の燃ねん焼しよう光は、それぞれが小さな炎の鳥となって現れた。かつて見たことがある。夕暮れの電柱。そこに留まっていた炎のカラス。その群れだ。

　それを従えて。

　桐きり原はら雷らい火かは、まっすぐに丞庵を指差した。

「征いけ」

　群ぐん鳥ちようが、炎色の軌き跡せきを描きながら三九郎の傍そばをかすめていく。熱線に触ふれたかのような痛みが全身に走るが、三さん九く郎ろうは微び動どうだにせず──炎の鳥に襲おそわれる丞じよう庵あんを、じっと見つめ、

　丞庵の身体からだをすり抜けて、すべての群ぐん鳥ちようが彼の背後の壁かべに着ちやく弾だんした。

　爆ばく発はつ。

『光属ルクス』メイジが得意とする、幻げん視し魔ま法ほうだ。すでに丞庵はこの部屋にいない。爆ばく炎えんが晴れると、壁に巨大な穴が開く。その穴の向こうから、丞庵の悔くやしげな叫びが聞こえてきた。

「──覚かく悟ごしろ、覚悟しろよ、おまえら！　僕ぼくの、僕の仮面を壊こわした罪は──必ず！　必ず償つぐなわせてやるからなァ！」

　雷らい火かは険けわしい表情で壁の穴を、丞庵の叫びの残ざん響きようを見つめていた。

　それから彼は三九郎に向き直り、

「どういうことだ、三九郎。どうしてきみがここにいるんだ？」

　三九郎はそれに答える術すべを持たない。そんなことができる心理状態ではなかった。

　黙だまり込む三九郎に、雷火は唇くちびるを嚙かみしめ──それから、手を差し出してきた。

「……『戦札タグ』を渡せ、三九郎。それで、なかったことにする。きみがどういうつもりなのかは知らないが──ここは戦場だ。殺し合いをするための場所だ！　僕と殺し合いをしたくないのなら──」

　三九郎は、反射的に首を振った。

「それは、できない」

「どうして──！」

　そこまで言って、雷火は口を噤つぐんだ。三九郎の傍かたわらに横たわるねねこの頰ほおに、『伏ふし桜ざくら製作所』の印章が刻まれているのを見て──辛つらそうに顔を歪ゆがめ、目を伏せる。

「──きみがここからいなくなってくれるのなら、それが一番良い。でも、同じ戦場に立つのなら、伏桜三九郎、きみは僕の敵だ」

「雷火。俺は」

「次に戦場で会ったら、僕はきみを、殺すよ」

　ぞっとするほど冷たい声でつぶやき、雷火は部屋から出て行った。

　三九郎は、それを追うこともできない。殺す。雷火から──親友から放たれたその言葉は、三九郎の足を貫つらぬき、その場に縫ぬい止めていた。

　ねねこの死。親友の言葉。あらゆるものが、三九郎を打ちのめした。

　そのとき、部室の窓を開けて、そこからひとりの少女が入ってきた。

　神しん藤どう華か夜やだ。息を弾はずませて、白い額ひたいには汗で黒くろ髪かみが張りついている。彼女は三九郎を見ると、焦あせったように声をかけてきた。

「……伏桜くん？　ねねちゃんは──」

　そう言いかけて──

　華夜は血に染まって床ゆかに横たわる親友の、無む惨ざんな姿に気づいた。




　　　　　　　　◆




　心しん臓ぞうを、壊こわされていた。

　すでに呼吸は失われ、かすかな脈みやく拍はくは今にも止まってしまいそうだ。どくどくと溢あふれ出す血液は留とどまるところを知らず、水たまりのように広がっていく。

「──ねねちゃん！　ねねちゃん、返事をして！」

　返事はしない。目を開かない。その身体からだを揺ゆすられても、ねねこは決して起きることはない。先ほどまで瑞みず々みずしい生命に溢れていた手は、今はぐったりと床ゆかの上に垂たれていた。

　ついさっきまで──俺のことを、抱きしめてくれていた手だ。

　そう思うと、たまらなくなった。

　三さん九く郎ろうは拳こぶしを握り締め、華か夜やに食ってかかる。

「なんとかできないのか!?　『生属ヴイ・ト』のメイジなんだろ!?　怪け我がの治ち療りようなら、神藤さんの専門のはず──」

「やってる！　やってるけど!!　私のレベルじゃ、こんなケガを治なおすことなんて──」

　血を吐くように叫んで、華夜は右手で耳の上の髪を撫なでつけ、詠えい唱しようする。

「──『芽吹く生命ヴイタ・プルルアント』！」

　緑色の燃ねん焼しよう光が閃ひらめき、ねねこの傷口がわずかに修復される。

　しかし、それだけだった。完治するわけではない。心臓を壊されているのだ。そんな複雑な器官を修復するだけの魔ま法ほうを、レベル一ひと桁けたに求めるのは酷こくというものだった。

「……ねねちゃん、お願い……目を覚まして……！」

　気がつけば、華夜は、泣いていた。

　美しいその顔を、ぐしゃぐしゃに泣き歪ゆがめて、何度も何度もクォーツの燃焼光を発している。彼女は本当にねねこを助けようとしているのだ。メイジでありながら、『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』を勝ち抜こうとしているものでありながら、『普通の人間』のねねこを救おうとしている。

　自分には、なにもできない。

　死んでしまいたくなるほどの無力感が、今の三九郎を押し包んでいた。

「ねねこ……」

　呆ぼう然ぜんと呼びかけながら、三九郎は、彼女の頰ほおを撫なでる。

　青ざめ、眠るように目を閉じているねねこの身体は──まだ、温かかった。

「……っ！」

　ぐっと、奥歯を嚙かみしめて、涙をこらえる。ここで泣くことなどできない。それだけはしてはいけない。泣くということは、ねねこの死を認めるということだからだ。

　しかし、それでは、自分になにができるのだろう？

　魔ま法ほうを使えない魔法使いである、この自分に？

　なにを考えるでもなく、三九郎はねねこの胸に、そっと触ふれて、

　光が灯ともった。

「え？」

　きょとんとした顔で、華か夜やがそれを見下ろす。その目が、驚おどろきに見開かれる。

　光っているのは、三さん九く郎ろうが握りしめているナイフだ。亡ぼう父ふ・伏ふし桜ざくら団だん慶けいの形かた見み。

『アエリシス』。

　柄つかにはめ込まれた三つの宝石が、それぞれ、青、白、緑に輝かがやいている。

　宝石に宿っていた白と緑の光が、ゆるやかに解とき放たれる。二に条じようの光は螺ら旋せんを描くようにして、『アエリシス』の刃やいばに絡みついた。

　三九郎はその切っ先を、ねねこの傷口に近づける。

　どういう考えがあったわけではない。ただ、彼の頭の中には、このナイフを自分に贈おくった亡父のことが浮かんでいた。

　歴史を変えるほどの天才。不ふ世せい出しゆつの魔法使い。世界最高位のメイジ。

　そうとまで呼ばれた伏桜団慶の遺い品ひんが、ただのナイフであるはずがない。

　螺旋の光が、一ひと際きわまばゆく輝く。三九郎と華夜は、思わず片手をかざして、その光から自分の目を守った。

「な、なに？　いったい、なにが──！」

　次し第だいに、まばゆいばかりの光は消え去っていく。

　ようやく目を開けると、そこには、傷ひとつないねねこが横たわっていた。

「……ねねちゃん……？」

　華夜が、幼児のような声をあげた。

　その声に揺ゆり起こされたかのように、ねねこはゆっくりと目を開ける。ぼんやりとした眼まな差ざしが左右に動き、自分を見下ろしている少年と少女に気づく。

「ふあああ……、ん、うん？　あ、おはよう、かやちゃん、さんちゃん」

　あくびをして、起き上がり、にっこりと笑う。

「？　どうしたの、かやちゃん──ひゃっ!?」

　感かん極きわまったように、華夜はねねこに抱きついた。

「……ねねちゃん……ねねちゃん！　死んじゃうかと思った……もう、め、目を覚まさないかと……二度と、話せないかと……！」

「ええっ？　な、なんだかよくわからないけど──わたしは、全然、平気だよ？」

　言いながら、ねねこはあやすように華夜の背中を撫なでる。

　華夜は黒くろ髪かみを振り乱しながら、一心にねねこを抱きしめていた。
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　三九郎は、深々と息を吐いた。

　そうでもしなければ、さまざまの感情が一気に吹き出してしまいそうだった。自分も華か夜やと同じように、涙を流してねねこに抱きついてしまいそうだった。彼女が生き返ってくれたという歓喜に流されて、考えなければならないことを考えなくなってしまいそうだった。

　しかし、それは、三さん九く郎ろうには許されない贅ぜい沢たくだ。

　彼は考えなければならない。

　ねねこの身に、なにが起きたのか。あきらかな致ち命めい傷しようを受けて、生命反応を失っていたねねこが、どうして一いつ瞬しゆんのうちに蘇よみがえったのか。

　三九郎は、『アエリシス』を見下ろした。

　亡き父・伏ふし桜ざくら団だん慶けいの形かた見みのナイフは、不ぶ気き味みな沈ちん黙もくを保っているだけだった。
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「いやあ、それにしても」

　ぱくり、とクッキーを食べて、ねねこはほくほく顔でつぶやいた。

「死んじゃうかと思ったねえ。さんちゃん？」

　三さん九く郎ろうはオーブンの前で腕を組みながら、むっつりと黙だまり込んでいた。

　実際に死んでたんだけどな……。

「あ。さんちゃん、クッキーなくなっちゃった。おかわり、ある？」

　ねねこがそんなことをほざくと、あちこちからブーイングがあがった。

「伏ふし桜ざくらくん、こっちまだひとつももらってないんだけどー！」

「そーだそーだ！　いくら奥さんだからって、えこひいきはダメだと思うな！」

「……わかってる……わかってるってば！　もうすぐ焼き上がるから、あとちょっとだけ待っててくれ！　あと、奥さんじゃない！」

　三九郎が悲鳴のような声をあげると、調理実習室のあちこちにいた女子が楽しそうな笑い声を立てた。まったく──と息をつくのと同時に、オーブンが高い音を立てた。ほくほくと香ばしい煙が立っている天板を引き抜くと、数人の女子がわらわらと群がってきた。

「焼けた？　焼き上がった!?」

「ね、ね、ちょっとちょうだい？」

　三九郎はイヤな顔をしたが、よだれを垂たらさんばかりに近づいてくる女子高生の圧力には抗あらがえなかった。クッキーを網あみに上げながら、箸はしと紙皿を手早く用意する。

「熱いから、ヤケドするなよ」

「やりっ！　いただきま──あっちぃ！」

　女子のひとりが警けい告こくを無視して、クッキーを素す手でで摑つかんで悲鳴をあげる。そうしながらも、焼きたてクッキーを口に放り込み、熱さとおいしさにまた悲鳴をあげる。

　アホか、と思うが、おいしいおいしいと喜んでくれている彼女たちの表情を見るうちに、口元が自然と緩ゆるんでしまう。自分の菓子作りの腕もなかなか上達したものだと、ひとりで満足していると──

「……あのさ、伏桜くん。ちょっといいかな」

　ねねこの前に座っていた少女が、たまりかねたようにつぶやいた。

　神しん藤どう華か夜や。

　ねねこの親友で、命の恩人。レベル９『生属ヴイ・ト』メイジであり、『伏桜継けい承しよう戦争』に参加するものでありながら、三九郎たちを助けてくれた。

　三九郎は焼き上がったチョコチップクッキーのうち、出来のいいものを厳げん選せんして皿に載のせた。二人の席に持って行くと、ねねこがきらきらと目を輝かがやかせながら、

「さんちゃん。それ、わたしたちのだよね？　食べていいんだよね？」

「ダメ」

「なんで!?」

「これは、神しん藤どうさんへの感かん謝しやの印だ。もちろんこんなもので済むなんて思ってないけど、とにかくお礼の品なんだから、おまえは食べちゃダメ」

　ねねこは視線の矛ほこ先さきを、三さん九く郎ろうから華か夜やに向けた。

　五秒が過ぎ、十秒が過ぎる。ねねこはじっと華夜を見つめている。華夜の口元がひくつきはじめ──三十秒が過ぎるころ、ついに彼女は音ねを上げた。

「……食べていいよ、ねねちゃん」

「やたっ！　ありがと、かやちゃん！　だいすき！」

　諸もろ手てを挙げて喜んで、ねねこはさっそくクッキーをひとつまみ、自分の口に放り込んだ。「ん～！」という幸せそうな声。三九郎とねねこは、同時にため息をつく。

　それから、二人はどちらからともなく、顔を見合わせた。

「……改めて、自己紹介。する？」

「そうだな。昨日は、バタバタしていて挨あい拶さつもできなかったし……」

　華夜は居住まいを正して、自みずからの胸に手を当てた。小声で名乗りをあげる。

「それじゃ、私から。神藤華夜、『街工場ウィステリア』所属のレベル９『生属ヴイ・ト』メイジ。そこの一番弟子でしをやってます。よろしくお願いします」

「伏ふし桜ざくら三九郎だ。ねねこの幼なじみ。よろしく」

「……所属工房と、『属性アライメント』と、レベルは？」

　三九郎は、痛いところを突かれたように顔を歪ゆがめる。

「俺には、レベルも『属性アライメント』もない。魔ま法ほうを使うことができないんだ」

　華夜は目を瞬まばたかせ、

「あのとき『ワーク』と『ヤード』が言っていたのは、本当なの」

「ああ。才能がないんだよ。生まれつき。伏桜団だん慶けいの、息子なのにな。──笑うか？」

　彼女はじっと三九郎を見つめ、首を振った。

「笑わないよ。そういう人もいるだろうから」

　三九郎は瞬きをした。彼にとって、メイジとは自らの無能を嘲ちよう笑しようし、『普通の人間』を下等生物と見下している存在だった。だからこそ、三九郎はメイジというものを嫌悪している。思いやりを持たず、悪意しか持たない彼らのことを、嫌っている。

　その中で、雷らい火かがただひとりの例外だったのだが──どうやら華夜は、二人目の例外であるらしい。

「でも、あなたに能力がないなんて信じられない。だって昨日、魔法を使ったよね。ねねちゃんの傷を治なおしてしまうくらい、強力な魔法を──」

「……かやちゃん」

　ぎくりとして、華夜はねねこのほうを見た。焦あせったように言う。

「ご、ごめんなさい、ねねちゃん。無神経、だったかな？」

　ねねこは華か夜やのことをじっと見つめ、ぽつりとつぶやいた。

「食べないの？」

「は？」

「さんちゃんのクッキー、おいしいんだよ。食べないと損そんだよ！」

「…………」

　三さん九く郎ろうは瞑めい目もくし、ねねこの唇くちびるの端はしについているクッキーのかけらを無言で拭ぬぐい取った。

「あ。ありがと、さんちゃん」

「ねねこ。１３６０だ」

「？　なにが？」

「おまえが今日摂せつ取しゆしたカロリー量の予想値」

「ぴっ!?」

「ちなみにこの昼休みだけで、もう８００キロカロリーくらいは摂取してるからな？　昼ご飯だけならまだしも、さっきからクッキーを十枚以上食べてるからな？」

「あ、あわ……あわわわわ……」

　ねねこは泣きそうになり、華夜は目を丸くしてそんなねねこを見つめた。

「あ、あの──今は、そんな話をしている場合じゃ、」

「だいたいおまえはダイエットしてるはずだろ！　それなのに、神しん藤どうさんのために用意したお菓子をぱくぱく食べやがって！　だからそんなぽっちゃり体型になるんだよ！　神藤さんを見習え！　おまえより身長が高いのに、おまえより６キロも軽いんだぞ！」

「だからそんな──、ちょっと待って！　なんで伏ふし桜ざくらくんが私の体重を知ってるの!?」

「あれ、違ってた？　44キロくらいだと思ってたんだけど」

「合ってる!!　なんで合ってるの!?」

　調理実習室にいた多くの女子が、慌あわてふためく華夜を見て、くすくすと笑いを漏もらす。

「やれやれ、これだから素人しろうとはんは、困りますえ」

「伏桜はんの眼力にかかれば、一ひと目めで体重を見抜かれてしまうゆうんは、この『伏桜お菓子教室』では常識でおますやろ」

「男子に体重を見抜かれる──うちらはそのリスクを負って、それでも伏桜はんのお菓子を食べにきとるんや。そこんとこ、覚かく悟ご決めてもらわんとかないまへんなあ」

「……なんで京都弁なんだ……？」

　一方でねねこは、生クリームをたっぷりよそったクッキーを口に放り込みながら、

「ひ、ひどいよさんちゃん！　わたしの体重までバラすなんて！　もぐもぐ！」

　女子たちはねねこをぎらりとにらみつけると、次々に椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「食ってんじゃねーよぽっちゃり女！」

「しかも生クリームまで!?　そら太るわい！」

「およこし！　こっちで処理したげる！」

「ご、ごむたいな！　それだけはお許しをー！」

　ねねこはクッキーの皿を抱かかえて逃げ回り、数人の女子はそれを奪うばおうと駆かけ回る。華か夜やは頭痛をこらえるように額ひたいを押さえ──ふと三さん九く郎ろうに向き直って、彼の手首を摑つかんだ。

「場所、変えよ。ここだとまともに話もできない」

「……そうだな……」

　室内の騒動を見回して、三九郎はため息まじりに同意した。そのまま、二人して調理実習室を出て行こうとしたところで、ねねこが駆け寄ってきた。クッキーの大皿は奪われたらしいが、最後の抵抗をしたのだろう。口の周りには生クリームがべっとりついている。

「ど、どこ行くの、二人とも？　わたしも一いつ緒しよに行くよ」

　三九郎はねねこをじっと見つめ、それから首を振った。

「……いや。おまえはここで待っててくれ」

「え──」

「そうだね。メイジ同士の話し合いだから、ねねちゃんは聞かないほうがいいかも」

　三九郎はメイジではないが──そのときは、華夜の言葉に同意した。ここから先の話し合いは、あるいは口論になるかもしれない。それをねねこに聞かせたくなかった。

「それじゃ、行こう、神しん藤どうさん」

　そう言って、三九郎はねねこに背を向けて、華夜と一緒に出て行った。




　　　　　　　　◆




「あのさ。私たちがどういう状況にあるのか、わかってる？」

　屋上への廊ろう下かを歩きながら、華夜は横目に三九郎を見て、そんな苦く言げんを呈ていした。

「わ、わかってるよ。わかってるけど──仕方ないだろ。毎週水曜日は、あそこでお菓子を振る舞うって約束をしているんだから」

　三九郎は中学生のころからほぼ自活している。家事全般を行うが、中でも料理が得意である。親しん王のう坂ざか高校に入学してからは、『料理研究会』なるものを立ち上げたりもした。会員は三九郎とねねこだけだが（しかもねねこは試食専門だ！）、それでも彼は調理実習室を部室として、前から興きよう味みがあったお菓子作りにチャレンジすることにした。

　やがて、その噂うわさを聞きつけて他の女子も集まるようになり──毎週水曜・昼休みの調理実習室は『伏ふし桜ざくらお菓子教室』と呼ばれ、一部女子生徒のサロンになったのだ。

「今日は水曜だから、やらなくちゃいけなかったんだよ」

　申し訳なさそうに言った三九郎に、華夜はどんよりとした口調で、

「こんなときにやらなくてもいいでしょ」

「こんなとき、だからだよ」

「……どういうこと？」

「『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』は、たぶん、一週間も続かないだろう。参加者は俺を含めて六人。きっと、今週のうちに決着がつくと思う。神しん藤どうさん。魔ま法ほうを使えない俺が、来週の水曜まで生き残っていられる可能性は、どれくらいあると思う？」

　華か夜やは黙だまり込んだ。

「さっき言ったことは本当だよ。俺は、メイジとしてはまったくの無能力者だ。だから──もし、お菓子教室を開けるとしたら、今日が最後かもしれないって、そう思ってさ」

　戦争のさなかにすることではないのかもしれない。それでもこれは、間ま違ちがいなく、かけがえのない『日常』のひとつだった。『普通の人間』として過ごしていた貴重な毎日だった。

　簡単に手放すことなんて、できなかったのだ。

　だが、それも、もう終わった。

「最後かもしれないお菓子作りだけど、お客さんは満足してくれただろう。だから──もう、いいんだ」

　華夜は気まずそうにうつむいて、頷うなずいた。

　三さん九く郎ろうは、気にしないようにと言葉をかけようとして、廊ろう下かの奥、曲がり角のところに人影を認めた。

　金きん髪ぱつ、碧へき眼がん。異国の血が混じった、中性的な容よう貌ぼうの少年が、こちらを見つめている。

「……雷らい火か」

　ぼそりと、三九郎は彼の名前を口にして、雷火に歩み寄ろうとした。

　そのときにはもう、雷火は踵きびすを返して足早に立ち去ってしまった。

　三九郎は、ぎゅっと拳こぶしを握り締めた。

　昨日の、雷火の言葉を思い出す。あの反応も当然だろう。雷火にしてみれば、三九郎は裏切り者なのだから。工房は諦あきらめると言っていたのに、いざフタを開けてみたら敵対者として同じ戦場に立っていたのだから。

　次に会えば殺す。雷火は、そう言っていた。

　彼の性格を考えれば──一度口にした言葉は違たがえまい。次に戦場で出会えば、たとえ友人であっても、雷火は間違いなく三九郎のことを殺そうとするだろう。優やさしげな外見とは裏うら腹はらに、雷火がそういった苛か烈れつな面を持っていることを、三九郎はよく知っている。

「誰だれ？　友だち？」

　華夜の問いかけに、三九郎は唾つばを飲み込んで、答える。

「『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の五番弟子でし。レベル９『火属イグニス』メイジの、桐きり原はら雷火。……俺の、親友だ」

　きっと、今も、まだ。

　その言葉は口にせず、三さん九く郎ろうは屋上へと向かう。追いすがりながら、華か夜やが叫ぶ。

「ま、待ってよ！　それじゃ、伏ふし桜ざくらくんも──」

「そうだ。俺も、友だちと戦わなくちゃいけない」

　改めて言葉にすると、胸が疼うずいた。

　ただひとりの親友が、ただひとり尊敬できるメイジが、自分を殺そうとしている。それは、考えただけで、身を切るような痛みを三九郎にもたらした。

　屋上への扉を開けると、強い風が吹き込んできた。それを受けながら、三九郎は痛みを忘れようと努める。

　今はそれより、話し合うことがある。

「それよりも、神しん藤どうさん。きみのほうこそ、どうして俺たちを助けてくれたんだ？」

　そう尋たずねると、華夜は辛つらそうに目を伏せ、自みずからの身体からだを搔かき抱いだいた。

「……ねねちゃんは、友だちだから。友だちを助けるのは、当たり前だよ」

　三九郎は眉まゆを寄せ、雷らい火かの痛みをあえて押し殺して、重ねて尋たずねた。

「でも、きみは『伏桜製作所』を継けい承しようするために参加しているんだろう。最終的には──俺たちと、敵対するはずだ。それが、どうして──」

「……そんなの、私にだって、わかんないよ」

　その声は、迷いと痛みによってねじくれていた。

　華夜の美しい横顔には、苦悩の色がまざまざと表れている。

「私には『伏桜製作所』が必要なの。だから戦争に参加した。自分の命なんて惜しくもなかった。それだけの理由があった。だけど……」

　息を吸い込み、歯を食いしばり、華夜ははき出すように言った。

「どうしてねねちゃんがいるの？　あの子は、メイジとはなんの関係もないのに！　それなのに、なんで『伏桜継けい承しよう戦争』の『戦札タグ』なんて役割を押しつけられているの!?」

　華夜の目からは、三九郎こそがねねこを戦争に巻き込んだ張本人に見えているはずだ。また、それは間ま違ちがいとは言えなかった。三九郎が親しくしていなければ、伏桜団だん慶けいによってねねこが『戦札タグ』にされることもなかったはずだからだ。

　そのことを説明すると、華夜は険けわしく三九郎をにらみつけてきた。

「そんなことのためだけに──ねねちゃんを、巻き込んだっていうの？」

「……ああ」

「人の命を、なんだと思っているの？」

　三九郎はただ、唾つばを飲み込んで、うつむくことしかできない。

「すまない」

　華夜はしばらく三九郎のことをにらんでいたが──やがて、そっと目を伏せた。

「……ごめんなさい。あなたのせいじゃないよね」

「いや。俺がいなければ、こんなことには、ならなかった」

　春の風が長い黒くろ髪かみを揺ゆらし、華か夜やは左手でそれを押さえつけた。

「今さら言っても、しょうがないよ」

「……そう、だな」

「それより、これから先の私たちになにができるかを考えよう。──伏ふし桜ざくらくん。あなたは、私のことを、信用してくれる？」

　三さん九く郎ろうは、一いつ瞬しゆんだけ答えに詰まった。

『伏桜継けい承しよう戦争』の終着点が、たったひとりの勝者を決めるバトルロワイアルであるとするならば、華夜はいつかは敵になるということだ。しかし──昨日、ねねこの亡なき骸がらを抱かかえて泣き濡ぬれていた華夜の姿が噓うそであるとは、三九郎にはどうしても思えなかった。

　神しん藤どう華夜はメイジである。しかし、三九郎のよく知るメイジではなかった。『普通の人間』を劣おとる者として見下すような、傲ごう慢まんな能力者ではなかった。

　人間らしい優やさしさや思いやりを秘めた、ひとりの少女でしかなかった。

　やがて、三九郎は小さな声で答えた。

「完全には信用できない。でも、きみがねねこのことを友だちだと思っていて、あいつを死なせたくないと思っていることは、本当だと思う」

　華夜の唇くちびるに、淡あわい笑みが浮かぶ。

「よかった。それくらいには、信用されているんだ」

「……悪い」

「ううん。『目に見えないものは信用しない』というのは、当たり前のことだもん。でも、あなたは私の行動を見て、それを信用してくれた。今の私には、それだけで十分だよ」

　そう言うと、華夜はぐっと顔を近づけてきた。

「伏桜くん。もしよければ、私と共きよう闘とうしない？」

「……いや、でも、俺は、」

「少なくとも、私たちの利害は一いつ致ちしてるよね。ねねちゃんを──私の親友であり、あなたの幼なじみであるあの子を、私は、死なせたくない」

　華夜の表情は真剣そのものだ。

　噓は感じられない。

「これから先、ねねちゃんを『戦札タグ』の役目から外す方法が見つかるかもしれない。──ううん、きっと見つけてみせる。それまでは、私たち二人で戦おう」

　そこまで言って、華夜はふと、弱気な表情を浮かべた。

「……だめ、かな？」

　三九郎は、首を横に振った。

「いや。こちらからも、ぜひお願いしたい。俺と、共闘してくれ」

　そう答えると、華か夜やは肩から力を抜いて、弱々しく笑った。

「よかった。断られるかと思って、緊きん張ちようしちゃった」

「とんでもない。本当は、俺からお願いすべきだったんだ。──そうだ、これを渡しておくよ。ありったけ、搔かき集めてきたんだ」

　三さん九く郎ろうはポケットから紫むらさき色の袱ふく紗さを取り出して、華夜に手渡した。

　袱紗の中を慎しん重ちように覗のぞき込むと、華夜は驚おどろきの声をあげた。

「クォーツ？　しかも、これは──『伏ふし桜ざくら製』の!?」

　三九郎の父・伏桜団だん慶けいが、万一の備えとして自宅のあちこちに隠かくしていたクォーツだ。『伏桜製作所』で精せい製せいされた、一般に『伏桜製』と呼ばれるクォーツは、その高品質ゆえに、メイジ世界では所有しているだけでひとつのステータスになるほどだ。

　煌きらめく宝石をつまみあげ、陽ひに透すかして見上げながら、華夜はため息のような声で、

「噂うわさには聞いてたけれど、初めて見るよ。……きれいだね」

「一番小さいクォーツでも、レベル10の魔ま法ほうを使うことができる。それだけの分量があれば、この戦争をずっと戦い抜くことも可能だろう」

　華夜はぴしりと背筋を伸ばすと、三九郎に向かって礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。

「ありがとう。うちの工房は、とても裕福とは言いがたいから、戦せん闘とう用のクォーツを捻ねん出しゆつするだけでもずいぶん頭を痛めてたんだ」

　華夜のレベルは９、一ひと桁けたレベルだけの『伏桜継けい承しよう戦争』では、雷らい火かと並んで最高レベルを誇る。だが、高レベルの魔法は高品質のクォーツによってしか実現しない。クォーツを持たないメイジというのは、燃ねん料りようの入っていない機き械かいのようなものだ。『伏桜製』のクォーツを使えば、華夜は実力を十じゆう全ぜんに発はつ揮きできるだろう。

「でも、本当にいいの？　伏桜くんが使う分は、ちゃんと確保してあるんだよね？」

「……いや、だから、俺はメイジじゃないんだって。魔法を使うことができないんだ。俺がクォーツを持っていても意味がないから、きみに渡すんじゃないか」

　そう言うと、華夜はまっすぐに三九郎を見つめた。

　またこの目だ、と三九郎は少々やりづらくなる。あざけりを受けるよりはずっとマシだが、それでも華夜の透明な眼まな差ざしに見み据すえられると、なんとなく落ち着かなくなる。

「伏桜くんは私のことを『全面的に信用するわけではない』と、ちゃんと言ってくれたよね。だから、私も同じように、正直になろうと思う。──悪いけれど、伏桜くんの言葉を信じることは、できない」

「……どういうことだ？」

「さっきも言ったけど、私の魔法ではねねちゃんを助けることはできなかった。昨日、死にかけていたあの子が助かったのは、間ま違ちがいなくあなたの力だよ」

　三九郎は黙だまり込んだ。

　自分にメイジの能力はない。それは、すでに三さん九く郎ろうにとって確定事項になっている。自分が人間であり、男であるのと同じように、三九郎の中での常識になっていた。

　だが、それだけでは昨日の現象の説明がつかない。三九郎が持っていたナイフから光が放たれて、それによってねねこが蘇そ生せいしたことの謎なぞが、解とけない。

　それならば、理由はひとつだ。

「たぶん、これのおかげだ」

　言って、三九郎は懐ふところから『アエリシス』を取り出した。

「親父の形かた見みだ。恐らくマジックアイテムなんだろう。親父は、このナイフを使って──俺に『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』を勝ち抜いてほしかったんだろう」

　声に、どす黒い感情が混じる。亡ぼう父ふ・伏桜団だん慶けいは、三九郎に工房を継がせるためにねねこの命を巻き込んだのだ。そこにどんな思おも惑わくがあったのだとしても──彼を許すことは、できそうになかった。

「ねねこの傷が治なおったのは、たぶんこのナイフに込められた魔ま法ほうの効果、だと思う。具体的にどんな力なのかは、わからないけどさ」

　華か夜やはしばらくのあいだ考え込んでいたが、やがてふっと息を抜くと、

「マジックアイテムの専門家に心当たりがないわけじゃないけど、調べてる時間はなさそうだし」

「ああ。それに、考える必要もないかもしれないからな」

　三九郎の言葉に、華夜は訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「どういうこと？」

「さっき、神しん藤どうさんも言っていただろう。ねねこを『戦札タグ』の役割から外すことができるかもしれない。その方法に、ちょっと心当たりがあるんだ」

　華夜は目を見開いた。それが本当だとすれば、共きよう闘とうなど必要ないではないか。

　その思いを見抜いて、三九郎は軽く笑って手を振った。

「いや、そんなに大した心当たりじゃないんだ。五割くらいの確率で失敗する。あまり期待してもらっても困るよ」

「ちなみに聞くけど、どういう心当たり？」

　射い貫ぬくような華夜の視線から、ふっと目をそらして、三九郎はつぶやく。

「ジャッジに頼たのむんだよ。幸い、俺はあいつと知り合いだからな。そのツテを使って頼めば、あるいは聞き入れてくれるかもしれない」

「……そんなこと……」

　できるわけがない、と華夜は言いたげだった。ジャッジは人じん工こう精せい霊れいだ。人工精霊とは、創造主の用を果たすためだけに存在する。いかに主あるじの息子の言葉であろうと、それによって命令を覆くつがえすはずがない。

「だから、五ご分ぶ五ご分ぶだと言っただろ。やるだけやってみるよ」

　華か夜やは小さく頷うなずいた。そうして、フェンスから背中を離はなす。

「それじゃ、私は教室に戻るね。また放課後に」

「ああ。また放課後に」

　別れの挨あい拶さつを交わして、華夜は屋上から、立ち去っていった。




　　　　　　　　◆




「あ、かやちゃん。教室に戻るの？」

　屋上から降おりると、ねねこと行き会った。ちょうど調理実習室から出てきたところらしい。唇くちびるの端はしにクッキーのかけらがついていて、華夜は思わず笑ってしまった。

「ねねちゃん。ここ」

　自分の唇を指で指し示すと、ねねこは反対側の端をごしごしと拭ふきはじめた。華夜はくすくすと笑いながら自分のハンカチを取り出して、拭ぬぐい取る。ねねこは親猫に顔をなめられる子猫のように、目を細めてそれを受け入れている。

　それから、二人は足を揃そろえて歩き出した。

「ねえねえ、さんちゃんは？　一いつ緒しよだったんでしょ？」

「ちょっと話し合いをしただけだよ。まだ屋上にいると思うけど──行く？」

「うーん……もうちょっとあとでいいや。まだ、時間あるよね」

　華夜は腕時計を見る。12:40。昼休みが終わるまでは、あと二十分ほどある。

　と、ねねこはカバンから、小振りなビニール袋を取り出した。中には──三さん九く郎ろうが焼いたチョコチップクッキーが入っている。

「えへへ。おなか空すいちゃった！　食堂で、一緒に食べよ！」

「……まあ、いいけど……なんで食堂？」

「クッキーを食べるのなら飲み物がいるでしょ？　わたし、カレー飲みたい！」

　カレーって飲み物だったんだ……。

　戦せん慄りつを覚えながら、華夜はねねこに引きずられるように、階段を降おりていく。確かによく食べる子だとは思っていたが、ここまでとは。

　食堂に入った瞬しゆん間かん、下品な笑い声が響ひびいてきた。

「ぎゃははははは！　マジで!?　カナエ、シメられたんだ？　ウケる！」

「う、ウケないでよ……！　アタシらじゃどうにもなんないからさ、ね？　呉くれ葉は、お願い！　なんとかさ、あいつらに思い知らせてやってよー」

　食堂の一角を、派手な色合いの女子グループが占せん拠きよしている。それぞれ髪かみを好き勝手な色に染め上げ、制服を好き勝手に改造しているようだ。

　その中心、大きくふんぞり返って机に脚あしを載のせている少女を見て、ねねこが「ひっ」と悲鳴をあげた。

『マーチラビット・ワークショップ』の『水属アクア』メイジ。蜜みつ月づき呉くれ葉は。

　華か夜やは眉まゆを寄せ、ねねこの手を摑つかんだ。

「……ねねちゃん。どこか、別のところで──」

「あれ？　おまえら」

　気づかれた。

　華夜は足早に、その場から離はなれようとする。呉葉はそれを許さない。身体からだのバネを使って椅い子すから飛び降おり、ふわりと着地すると、小走りにこちらに近づいてきた。

「あっ、ちょっと、呉葉!?」

　彼女の周りにたむろしていた女子が、ガタガタと椅子を鳴ならして立ち上がる。

　呉葉は舌打ちをして彼女らを振り返ると、吐き捨てるように、

「エリ高の奴らなら、呉葉ちゃんがひとりでヤっといてやるよ。それでいいんだろ」

　そうして、彼女は答えを待たずに食堂の扉を閉め、軽く手を上げた。

「よっ。久しぶりだな、えーと……『ウィステリア』だったっけ？　それにアンタ、確か『普通の人間』のくせに『戦札タグ』になっちまった、ツイてねえ女だよな」

「う、ううっ……」

「……なにか用なの？」

「別に、用ってわけじゃねーけどさ。アイツらがウザかったから」

「ウザかったって……友だちでしょ？」

　呉葉は唇くちびるを歪ゆがめ、ハッ、と笑った。

「ダチなんかいねーよ。このガッコにも、工房にもな。メイジは友だちなんか作ってちゃいけねーんだ。いつ寝ね首くびを搔かかれるかわかんないからな！」

　むしろ誇らしげに呉葉は胸を張る。

　華夜はなにも言わなかった。メイジとはそういうものであると、よく知っているから。

　しかし、ねねこは違った。

「……でも、そんなの、寂さびしくないの？」

「あ？」

　びきり、と呉葉の顔が引きつった。華夜の脇わきをすり抜けるようにしてねねこに近づき、手を伸ばしてねねこのほっぺたを摘つまむ。

「な、なに言ってくれちゃってんの？　このおにくは！」

「い、いたい!?　それにおにくって!?」

「アンタのことだよ！　この、ぷよぷよおにくちゃんが！　呉葉ちゃんはな、そういうのはないんだよ！　寂しいとか悲しいとか、そういう感情からはチョーエツした存在なの！」

「ご、ごめんなはい……ひたた!?」

「やめなさい」

　華か夜やは呉くれ葉はの手首を摑つかんだ。呉葉はそれを手を振り払い、腕を組む。

「おい、『ウィステリア』。アンタ、なんでこのおにくちゃんを守ってんだ？」

「……あなたには、関係ないよ」

「あるよ。だってこいつ、あの落ちこぼれの『戦札タグ』なんだろ？　それを守ってるということは──アンタ、あいつと共きよう闘とうしてるってことか？」

　呉葉がねねこのことを殺そうとして、華夜がそれを妨害したのは、ほんの昨日のことだ。あれから華夜と呉葉はしばらく戦せん闘とうを続けたが、決着はつかなかった。

「敵のあなたに、教える義理は──」

「そ、そうだよ。かやちゃんは、わたしとさんちゃんを、守ってくれてるの」

　言いかけたところで、ねねこがそう答えてしまった。

　困ったような華夜の視線にも、ねねこは「？」と首をかしげるばかりだ。

　呉葉は腕を組んだまま、首をかしげる。

「なんでそんなことしてんだ？」

「……なんでって」

「あいつ、ただの落ちこぼれだぞ？　なんで『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』にいるのかしらねーけどさ、最初に脱落する候補ナンバーワンだ。そんな奴と組んで、なんかいいことあんのか？」

「それは──」

「まさか、このおにくちゃんが友だちだからとか、そんな生ぬるい理由じゃねーよな？」

　バカにするような口調に、カチンと来た。

「……そうだよ。それが、どうかしたの？」

「そうだよって──おいおいおいおい、正気か!?　さっきの呉葉ちゃんの台詞せりふ、ちゃんと聞いてたか!?　友だちなんて、メイジには──」

「メイジにとってどうかなんて、関係ない。ねねちゃんは私の大切な友だちなの。だから私が守る。それだけ」

　華夜がそう言い放つと、呉葉は呆あつ気けに取られたような顔をした。構わない。敵にどう思われようと関係ない。華夜はねねこの手を引き、「行こ」とつぶやくと、そのまま足早に歩き出そうとして──

「ま、待って、かやちゃん」

　意外なことに、ねねこがそれに抵抗した。

「あのね。呉葉ちゃん、さん。いいかな」

　華夜は目を見開いた。

　あのねねこが。

　怯おびえる子猫のごとく、メイジ同士の争いに翻ほん弄ろうされ、ただ逃げまどうことしかできなかったはずのねねこが──呉くれ葉はに意見しようとしている。

　呉葉の険けわしい視線に怯ひるみつつも、ねねこは胸の前で両手を組み合わせ、言い放った。

「……さんちゃんは、落ちこぼれなんかじゃありません」

「あ？」

「た、確かに魔ま法ほうは使えないかもしれないけど、それでも、さんちゃんはすごい人なの！　だから、落ちこぼれとか、無能とか、言わないで。──ください」

　とんとんと、苛いら立だたしげに人差し指で自分の腕を叩いて、呉葉は低い声でつぶやく。

「で？　それだけ？」

「ま、まだあるの。えっとね、呉葉ちゃんさん、」

「ンだよその呼び方うっとーしーな。呉葉ちゃんは呉葉ちゃんでいいよ」

「う、うん。ありがと」

　小さく頷うなずいてから、ねねこは大きく息を吸い込み、

「呉葉ちゃんに追いかけられると、すごく怖くて泣いちゃいそうだからもう追いかけないでください！　お願いします！」

　そう叫んで、ほとんど直角に、頭を下げた。

「────────」

　あまりにも想定外の事態を突き付けられると、時として人はフリーズする。今の呉葉がまさにそうだった。殺すべき対象である『戦札タグ』から、なんの条件も提示されないまま「襲おそわないでください」とお願いされた呉葉は、微び妙みような顔つきで瞬まばたきを繰くり返した。

　その反応を見て、ねねこはハタと気づいたように懐ふところを探りはじめる。

「も、もちろんタダじゃないよ！　わたし、これでも学習してるんだから！　メイジさんにお願いするには、ちゃんと『みかえり』を用意しなきゃだめだって、知ってるもん！」

「お、おう……」

「これ、あげる！　とってもおいしいんだよ、食べてみて！」

　ねねこは、三さん九く郎ろうの手作りクッキーを呉葉に渡した。

　呉葉はなんとも言えない顔をしている！
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「……ねねちゃん？」

　居たたまれなくなって声をかけると、ねねこは華か夜やを振り返り、片目をつぶって親指をびしりと立てた。「交渉ならわたしに任せて！」とでも言いたげな表情だが、恐らくこれを交渉だと思っているのはねねこだけだ。

「ど、どうかな？　呉葉ちゃん！」

　勢いきおい込んで詰め寄ってくるねねこに──呉葉はぷいと顔を背そむけ、つぶやいた。

「……まあ、もらっといてやるよ」

「ほんと!?　あ、ありがとう！」

　ねねこはぱっと顔を輝かがやかせ、そのすぐ後ろで、華か夜やは自分の顔に片手を当てた。呉くれ葉ははただ贈ぞう答とう品ひんを受け取っただけだ。口約束さえ交わしていない。

　にもかかわらず──ねねこは、すべてをやり遂とげたような爽さわやかな笑顔で、自みずからの額ひたいを拭ぬぐっている。ぴょんぴょんと飛び跳ねるように華夜の元に戻ってきて、Ｖサイン。

「やったね、かやちゃん！　呉葉ちゃんが味方になってくれるって！」

「……そうだね。よかったね、ねねちゃん」

　呉葉が同情の眼まな差ざしでこちらを見ているのが、気き障ざわりで仕方がなかった。




　二人の姿が消えるのを待ってから、呉葉はクッキーの袋ふくろを開け、一枚を手に取った。

　まだじんわりと温かい。焼きたてなのかもしれない。そういえば、手作りのクッキーを食べることなど初めてであることに、ふと思い立った。

　歯を立てるといい音がした。チョコレートの甘味が口にほどけ、クッキーの歯は触ざわりがさくさくと心ここ地ちよい。五枚あったクッキーを、呉葉はあっという間にたいらげてしまった。

「……むう」

　うまかった。

　また食べたい。

　欲望に忠実な呉くれ葉はは、そんなことを考えながら、クッキーの空あき袋ふくろを弄もてあそんだ。




　　　　　　　　◆




　仮面を壊こわされた。

　仮面を壊された。

　仮面を壊された。

　僕ぼくの僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の仮面を──!!

　丞じよう庵あんは廊ろう下かを歩く。昼休み中、ずっとそうしていた。なにか用事があるわけではない。どこかへ向かっているわけでもない。そうでもしていなければ──教室に蔓延はびこる『普通の人間』どもを、皆殺しにしてしまいそうだった。

「僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の僕の……」

　ぶつぶつとつぶやきながら、丞庵は廊下を練り歩く。周りの生徒たちが丞庵から距きよ離りを取り、狂人を見る眼まな差ざしを彼に向ける。

　そのとき、昼休みの終わりを告げるチャイムが響ひびき渡った。

　あと少しだ、と頭のどこかで考える。『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』が始まれば、再びメイジとなることができる。メイジとして戦うことができる。

　殺すことができる。

　あの落ちこぼれを。伏桜三さん九く郎ろうを……！

「……僕の……」

　しゃん、という音が響いた。

　ぱっと顔を上げると、廊下に、シンバルを持ったサルのぬいぐるみが置かれていた。

　凍こおりつく。しかしサルのぬいぐるみはそれを無視して、しゃん、しゃん、とシンバルを鳴ならしながら回れ右をした。ことことと歩いていく。

　丞庵は、それについていくしかない。

　しゃん、しゃん、しゃん──音を鳴らしながら、サルのぬいぐるみは廊下をまっすぐに進んでいく。それについて歩く丞庵の足取りは、死刑台へ赴おもむく罪人のように重い。

　生徒でにぎわっていた廊下は、いつの間にか、誰だれもいなくなっている。

　やがて、ぬいぐるみは、ある教室の前で止まった。

　教室の表示には、クレヨンで『ごうもんしつ』と殴なぐり書きされている。

　しゃん、しゃん、しゃん──と、サルのぬいぐるみはシンバルを鳴らしつづける。

　丞庵は、その音に急せかされるように、部屋の中へと足を踏み入れた。

　がしゃん！　と、けたたましい音を立てて、『ごうもんしつ』の扉が閉まる。

「………………」

　部屋の中は、薄うす暗ぐらく、どんな音も聞こえなかった。

『ごうもんしつ』という名前とは裏うら腹はらに、その内側は子供の遊び場のようであった。クッションが山のように積み上げられ、天井は満天の星空、そこから月や太陽やスペースロケットの模も型けいが吊つり下げられている。窓に嵌はめられている鉄てつ格ごう子しだけが、異い様ようだった。

　丞じよう庵あんは床ゆかの上に英字ブロックが散乱していことに気づいた。英字ブロックはこう並べられている──『Ｃ』『Ｏ』『Ｍ』『Ｅ』、『Ｔ』『Ｏ』、『Ｃ』『Ｅ』『Ｎ』『Ｔ』『Ｅ』『Ｒ』。

　部屋の中央まで進み出ると、室内に、まばゆいほどの光が満ちた。

　音楽が鳴なり響ひびく。明るく、楽しげで、しかしどこか調子が外れている。それに合わせて、部屋の壁かべがゆっくりと回転しはじめた。『ごうもんしつ』の壁は、メリーゴーラウンドになっているのだった。首なしの馬が、部屋の壁へき面めんを駆かけずり回っている。

　そのうちの一頭に、御み影かげヶ原はら夜や楽がくがまたがっていた。

「やあ！」「やあ！」「やあやあ！」「丞庵くん！」「ジョーアンくん！」「タキ・ジョーアンくんじゃないか！」「どうしたんだい？　私の遊ゆう戯ぎ室に！」「一いつ緒しよに乗るかい？」

　ぐるぐると回るメリーゴーラウンドに乗りながら、夜楽は三つの仮面をくるくると回転させている。白い仮面に三つの黒点が穿うがたれた、丞庵がつけていたものと同じ仮面だ。夜楽はそれを、顔の周りに三つも貼りつけているのだった。

　丞庵はうつむいて、謝しや罪ざいを口にする。

「……も、申し訳、ありません……工房長……」

「おやおや！」「おやおやおや？」「ジョーアンくんは、なにかをしたのかな？」「お皿を割ったとか？」「花か瓶びんを落としたとか！」「校舎のガラスを砕くだいて回ったとか！」「私が精せい魂こん込めて作り上げた仮面を、些さ細さいな戦争で壊こわしたとか！」

　丞庵は肩を震ふるわせた。

　一方で、ごうんごうんと動くメリーゴーラウンドに、夜楽は笑い声を響かせる。

「アッハハハハハハハ！」「なんてね！」「なーんてね！」「ジョーアンくん、安心したまえ！」「私はそんなことでは怒ったりしないよ！」「戦争に犠ぎ牲せいはつきものだ！」「仮面は大事なもの！」「我わが工房の象しよう徴ちようだが！」「壊れたのならば作り直せばいいのだよ！」

「え……」

　丞庵は安あん堵どの表情を浮かべ、顔を上げようとして、

　天井から巨大なシンバルが振ってきて、丞庵の身体からだを叩き潰つぶした。

「がっ……!?」

　床に叩きつけられる。首を曲げて、ようやく頭上を見上げると、巨きよ像ぞうのようなサルのぬいぐるみが無感情に丞庵を見下ろしていた。

「私が怒っているのはね、ジョーアンくん」

　いつの間にか、メリーゴーラウンドが止まっていた。

　叩き潰つぶされた丞じよう庵あんの目の前に、ぴょん、と夜や楽がくが跳ねてくる。

　顔をぐるりと覆おおう三つの仮面。その上に乗ったシルクハット。身長１メートルもない、樽たるのような身体からだ。そのあちこちから生はえた、マジックハンドのような五本の腕。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の工房長、レベル34『心属アニマ』マスターメイジ。

「きみが誰だれひとり倒せなかったことだ」「きみがおめおめと逃げ帰ってきたことだ」「きみが私の制止を聞いたとき、口答えしたことだ」「きみが無能だからだ」「きみが落ちこぼれからだ」「きみが役立たずだからだ」「きみが、ジャンクだからだ」

　その言葉に、丞庵は激しく反応した。

「ジャンクじゃない！　僕ぼくは！　ガラクタじゃないッ!!　──ぐああっ！」

「アッハ！」「アハ！　アハハ！」「元気だ！」「元気だねェ！」「元気なことだ！」

　五つの手を打ち鳴ならして、夜楽は笑う。

「元気なのはいいことだ、ジョーアンくん」「でもね」「今、私をにらんだかね？」「私に口答えした？」「また？」「二度も？」

「……こ、工房長……夜楽、さま……お願いします……もう一度、チャンスを……チャンスをください、僕は、……僕は！　ジャンクじゃ……ありません……！」

「ふむ」

　哀あわれを誘う声に、夜楽は三つの仮面をぐるりと回転させた。

「まァねェ」「ここできみをデリートして、代用を立てるのはカンタンだ」「中身だけ入れ換えればね、いいわけだから」「ちょうどレベル15の『光属ルクス』ジャンクもあるしなァ」

　丞庵は絶句する。顔から血の気が引く。

「でもねェ、あいつがね」「ジャッジがねェ！」「あいつの目を欺あざむくのは、ちょいとばかし骨かなァ」「バレたら失格だからね」「うへェ！　失格！」「厭いやな言葉だ！　厭な言葉！」「ルールがあるから失格がある」「ルールなんて……なければいいのだよ……」

　夜楽は丞庵に話しかけているわけではない。自分自身に問いかけ、自分自身で答えているのだ。彼の世界はきわめてシンプルである。『自分』と『それ以外』しか存在しない。大事なのは前者だけで、後者は等しく価値がない──あるいは、利用価値しかない。

　ふと、夜楽は仮面をぐるりと動かして、丞庵のことを見た。

「ところで、ジョーアンくん」「きみ、『戦札タグ』持ってるだろ？」「『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』の参加者の証あかし、『戦札タグ』だよ」「見せたまえ」

　シンバルの圧力がわずかに緩ゆるむ。丞庵はもぞもぞと手を動かして、制服のポケットをまさぐった。そこに潜ひそませていた『戦札タグ』──腕時計を、夜楽に差し出す。

　夜楽はマジックハンドのひとつでそれをつまみ上げ、けらけらと笑った。

「アッハハァ！」「小こ賢ざかしい魔ま法ほうだな！」「『心属アニマ』によって、紋もん様ようが壊こわれた瞬しゆん間かんジャッジに知れるという寸すん法ぽうか」「アッハハ！　この私を前に、『心属アニマ』とはね！」「どれ……」

　吊つり上げられた腕時計に、他の四つのマジックハンドが群がる。ドリルで鋼こう鉄てつをえぐるような鋭するどい音が響ひびき、火花が薄うす暗ぐらい『ごうもんしつ』を照らす。丞じよう庵あんはただ、固かた唾ずを吞のんでそれを見守ることしかできない。

「さ！」「できたよ！」「これで、準備は万ばん端たんだ！」

　夜や楽がくは腕時計を放り投げ、代わりにあるものを丞庵に突き付けた。

　白い仮面。三つの黒点が穿うがたれている。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』のメイジであることの証あかしだ。

「……あ、新しい、仮面……？」

「そうとも」「そして」「これが」「きみの」「新しい」「『戦札タグ』だ」

　夜楽は仮面をくるりと裏返した。仮面の裏側、ちょうど額ひたいの辺りに──五枚の桜の花びらが、魔法の光を灯ともしていた。

「私が思うにね、ええと、なんだったか……」「まあなんでもいいや。ナントカくん」「この戦争はいびつだよ！」「『戦札タグ』？　戦せん闘とう可能時間!?」「ナンッセンス!!」「そんなものがあるから長引いてしまうのだよ！」「誰だれだって工房は欲しい。しかし命も惜おしい！」「命惜しさゆえに、戦争を諦あきらめるものも出るかもしれない！」「そこで、だ……」

　丞庵は、ようやく夜楽の思おも惑わくに気づいた。

　身体からだが震ふるえはじめる。

「この仮面を、きみの『戦札タグ』にしたのさ」

　仮面を。

「きみも、ようく知っているだろう？」「仮面は、きみにとって命と同どう義ぎだ」「これがなければ、きみはガラクタ同どう然ぜん」「アハ」「アッハ！」「アッハハハハハァ！」「ガラクタだ！」「ジャンクだ！」「『ジャンクヤード』に相応ふさわしき！」「役立たずさ！」

「違う！　僕ぼくは！」

「なら受け入れるかい？」

　丞庵は、呼吸を止めた。

『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』は完全なデスマッチではない。追い詰められたメイジは、いざとなれば『戦札タグ』を放ほう棄きして生き延びるだろう。すべては、命あっての物もの種だねだから。

　夜楽の思惑を受け入れれば──敗北が、すなわち死を意味するようになる。

　逡しゆん巡じゆんは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

「……受け入れます。工房長」

「アハ？」

「勝てば問題ない。そうでしょう？」

　シンバルが上がり、丞じよう庵あんはゆっくりと立ち上がった。その瞳ひとみに浮かぶのは、狂気にも似た危険な色だ。ぎらぎらと、両目をぎらつかせながら、丞庵は仮面を受け取る。

　夜や楽がくは五つのマジックハンドを打ち鳴ならして、浮かれたように叫んだ。

「そうだ！」「そうだとも！」「ようやくウチのメイジらしい顔になったね、ジョーアンくん！」

「……ありがとう、ございます……」

　対照的に、丞庵の言葉は死人のように低くなっている。

　その瞳をじっと見つめていた夜楽は、「ごほん」と咳せき払ばらいをしてから、尋たずねた。

「ところで」「きみ、勝つと言ったが」「まず、誰だれを倒すつもりかね？」

「決まっています。あの落ちこぼれ……僕の仮面を壊こわした、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうを……！」

　怒りに声が軋きしむ。新しい仮面を受け取っても、かつての仮面を傷つけられた怒りは到とう底てい収まらなかった。むしろ、この状況さえも三九郎が招いたものだと思うと、何度殺しても飽あき足らないほどの憎ぞう悪おがこみ上げてきた。

　しかし、夜楽はくるくると仮面を回転させて、それを否定する。

「アアー」「やる気になっているところ悪いんだがね」「それは止やめておき給たまえ」

「……は？」

「あいつ、あいつ」「伏桜三九郎は、最後にしておきなさい」「あるいは他の誰かにやらせるとか」「そうそう、わざわざきみがぶつかることはない」

　丞庵は、眉まゆを寄せた。

「どういうことですか？　工房長」

「そのままの意味だよ、ジョーアンくん」「伏桜三九郎。彼は危険だ……」「脅きよう威いだ」「リスクだ」「リスク！　おお、リスク！」「厭いやな言葉だ！　厭な言葉！」

「し、しかし……あいつは、魔ま法ほうも使えない落ちこぼれですよ！」

「その落ちこぼれを」「倒すこともできなかったのは」「どこの誰だれだね？」

　ぴしゃりと言い返されて、丞庵は口を噤つぐんだ。

「それに彼には……可能性がある！」「『アンチメイジ』！」「反逆者!!」「おお……恐ろしい！」「忌いまわしい！」「呪のろわしい！」

　樽たるのような体つきを奮ふるわせて、夜楽はそう叫ぶ。あらゆる法や美徳を踏みにじり、平へい然ぜんとしていられる夜楽が、確かに畏おそれている。丞庵は我わが目を疑った。

「……『アンチメイジ』とは……なんなのですか？」

「安心したまえ。そうではない可能性もある」「しかしそうである可能性もある！」「下手へたな刺激はリスクを生む！」「そういう刺激は、しないようにしなさい」「わかったね？」

「…………」

「わかったね？」

「……わかり……ました、工房長。言われたとおりにします」

「よろしい！」「良い子だ！」「きみには期待しているよ──ジョーアンくん！」

　おもむろに、夜や楽がくは五つの手を挙げた。

　マジックハンドのような手が、一いつ斉せいに「かちん」と打ち鳴ならされ──

　丞じよう庵あんは、教室に立ち尽くしていた。

「……瀧たき？　なにしてるんだ。早く席につきなさい」

　目の前に教師が立っている。すでに午後の授業が始まっているのだろう。いつの間にか、丞庵は自分がいたクラスに戻っていた。あるいはもともと、この教室から一歩も動いていなかったのかもしれない。

　丞庵は、無言で動き出した。クラスメイトたちの奇き異いの視線が突き刺さり、後ろで教師がぶつくさと文句を言っている。そのいずれも、丞庵の意識には入ってこなかった。

　彼の意識は、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうに占められていた。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』工房長、御み影かげヶが原はら夜楽。権けん謀ぼうと詐さ術じゆつの渦うず巻まくメイジ世界にあっても、彼の狡こう猾かつさは群ぐんを抜いている。

　その夜楽が、はっきりと言った。

　伏桜三九郎は、危険だと。

　僕ぼくのことは『ジャンク』と評したのに。

「………………」

　夜楽への反抗は重罪だ。彼の命令を聞かなかった、あるいは完かん遂すいできなかったというだけで、目を覆おおうような姿にされたメイジが、一体どれだけいることか。

　それがわかっていても──

　丞庵に、三九郎を許すことは、できそうになかった。




　　　　　　　　◆




　昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り終わると、三九郎はようやく、呼びかけた。

「……ジャッジ。いるんだろ？　出てきてくれ」

　空間が渦うずを巻き、その向こうから、ジャッジの白い姿が現れる。

「ハイ、三九郎坊ぼつちゃま。なにか御ご用ようデスか？」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞く。ねねこを『戦札タグ』から外すことは、可能か？」

　ジャッジは三九郎のことをじっと見つめ、それからふるふると首を振った。

「技術的には可能デスが、そうするつもりはありマセン。春日かすがねねこさまをあなたの『戦札タグ』とシタのは、あなたをこの戦争に繫つなぎ止めておくタメ──この戦争を勝ち抜いていただくためなのデスよ？」

　三九郎は頷うなずく。ここまでは、予想通りだった。

　あとは──『ルール』がどうなっているかに、賭かけるだけだ。

「ジャッジ、確認したいんだが、『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』の参加者が戦せん闘とう時間外に──自分の過失で死んでしまったとしたら、どうなるんだ？」

「……それは……その方の不注意デスから……戦闘時間内に死んだものと、同じように扱わせていただきマスが……」

「そうか。では、こうしたらどうなるんだ？」

　そう言って──三さん九く郎ろうは、手にしたナイフを自分の首元に突き付けた。

　儀ぎ礼れい用であっても、本気で突き立てれば、喉のどをかき切ることくらいできるだろう。

「参加者が自殺した場合。そいつにはもう勝ち目はなくなる。なにしろ死んだ人間が、他の『戦札タグ』を壊こわすことなんてできないからな」

　ジャッジは、絶句して三九郎を見つめた。

「そこで──ジャッジ、物は相談なんだが、今から俺は死ぬ。だから、その代わりに、ねねこのことは助けてやってくれないか。俺が死ぬのなら、そこで親父の望みは潰ついえる。これ以上、ねねこを巻き込む必要はないだろう」

　三九郎が本気であると、ジャッジに十分伝わるだけの間が過ぎた。

　やがて、彼女は大きくため息をついた。

「……驚おどろきマシた。いえ、やはり、驚くには値あたいしないのかもしれマセン。あなたがたは親子なのデス。考えが似に通かよったとしても、無理のないことなのかもしれマセン」

　三九郎は眉まゆをひそめた

「どういうことだ？」

「三九郎坊ぼつちゃま。あなたがそう言い出したときのことを、団だん慶けいさまは予想済みだったのデスよ。申し訳ありマセンが、すでにその質問への返答は、できておりマス」

　小さく息を吸い込んでから、ジャッジは朗ろう々ろうとした声で、

「どのような場合においても、参加者がリタイアした場合、その方が持っている『戦札タグ』は、私ことジャッジが責任をもって破は壊かいさせていただきマス！　それは、三九郎坊ちゃま、あなたであっても同じデス！　あなたが自殺した場合──この私が、春日かすがねねこさまを殺害させていただきマス！」

　望みを絶たれて──ナイフを握る手から、力が抜けた。

　うつむく。唇くちびるを嚙かむ。そんな三九郎を見て、ジャッジは言う。

「そんなに──戦いたく、ないのデスか？　坊ちゃま……」

「戦うとか、戦わないとかじゃない。俺はただ、ねねこを助けたいだけだ」

　ジャッジは首をかしげる。白いヴェネチアンマスクの下からでもそれとわかるほどの、あきらかな困こん惑わくが伝わってくる。

「幼なじみとはいっても、ねねこさまは『普通の人間』ではありまセンか。『普通の人間』がどうなろうとも、坊ぼつちゃまが気に掛けることでハ──」

　怒りをこらえるために、三さん九く郎ろうは奥歯をきつく嚙かみしめなければならなかった。

「いい。おまえにわかってもらおうなんて思っていない。この方法が使えないなら、もうおまえと話すことはない。行っていいぞ、ジャッジ」

「三九郎ぼっちゃま、私は、あなたガ──」

「行っていいぞ」

　繰くり返すと、ジャッジは再び恭うやうやしく礼をして、虚こ空くうに溶けて消えた。

　三九郎はその場に留とどまり、屋上からの風景をぼんやりと眺めていた。

　屋上から望む親しん王のう坂ざかの街は、普段とまったく変わりのないように思えた。いつもと同じように日が昇のぼり、日が運ばれて、日が沈む。

　そのとき、この世界は凍とう結けつする。そうして、三九郎たちは、再び戦場へと引きずり込まれてしまう。望みもしない戦争を続けるために。望みのない戦争を続けるために。

「……親父。どうしてこんなことをしたんだ？」

　金かな網あみを摑つかんで、三九郎は低い声でつぶやいた。

「俺は、そんなにあんたのことを、失望させていたのか？」

　父・伏ふし桜ざくら団だん慶けいは、三九郎にとって雲の上の人だった。彼が使うことのできた魔ま法ほうの最高レベルは81。ひとつの世界を創造することさえ可能とした、神に等しいメイジだ。

　それほどのメイジが、自分の息子が無能力者であると知ったとき──どれだけ失望したか、想像に難かたくない。そんな息子ならば必要ない。そう考え、このような死地に追い込んだのかもしれない。

　だが──、三九郎の摑んだ金網が、ぎしりと軋きしむ。

「……神様みたいなメイジなら、『普通の人間』を死なせても、許されるのかよ……!?」

　ねねこを死地に追いやった。三九郎を戦わせるという、それだけのために──ひとりの少女の命を、弄もてあそんだのだ。

　許せない。絶対に、許せなかった。父にどんな思おも惑わくがあったのだとしても、その事実ひとつだけで、自分は生しよう涯がい彼のことを許すことはできないだろうと思えた。

　そのとき、三九郎の視界が闇やみに閉ざされた。

「だーれだ？」

　明るい声と共に、背中に押しつけられる柔やわらかい感かん触しよく。

　三九郎は硬直する。動どう揺ようするあまり、固い声が出た。

「ね、ねねこ──？」

「当たりっ！　さすがだね、さんちゃん！」

　振り返ると、さらさらとした黒くろ髪かみの合間から、ねねこの眠たげな瞳ひとみが笑っていた。

　金網を握る手から、力が抜けた。ねねこのための憤いきどおりは、いざ本人の吞のん気きな顔を前にすると、あっという間に溶けて消えてしまった。

　ねねこは三さん九く郎ろうの隣となりに来ると、スカートを押さえながらその場に座った。

　えへへ、と笑いながら三九郎を見上げ、

「ちょっと、冷えるね」

「……教室に戻らないのか？　もう、授業、始まってるぞ」

「さんちゃんはここにいるんでしょ？　それなら、わたしもここにいるよ」

　無む邪じや気きに笑うねねこを見て、三九郎はなにも言えなくなった。言葉を吞のみ込んで、自分もまた、彼女の隣に腰を下ろす。

「なあ、ねねこ」

　がらんとした屋上を、二人で眺めながら、三九郎はぽつりと尋たずねた。

「なあに？　さんちゃん」

「怒ってないのか？」

　少しだけ黙だまってから、ねねこはすねたような声で答える。

「本当のこと言うとね、ちょっとだけ怒ってる、かな」

「……そうか……そうだよな……」

「だって、すごくびっくりしたんだもの。さんちゃん今まで、魔ま法ほうのことなんて、一言もわたしに言ってくれなかったじゃない」

「え？」

「わたし、さんちゃんにはなにも隠かくし事なんてしてこなかったし、さんちゃんもきっとそうなんだろうなって思ってたのに──違ったんだもん。ちょっと、傷ついちゃった」

　不ふ服ふくそうにつぶやくねねこに、三九郎は首を振った。自分はそんなことを言いたいわけではなかった。そんなことよりも、もっと重大なことがあるではないか。

「……戦争に、巻き込まれたことは……」

「それは、昨日、言ったでしょ。さんちゃんのせいじゃないって。さんちゃんのせいじゃないことで、さんちゃんが謝あやまることなんてないって。だから、それで終わりだよ」

　そう言って、ねねこは、きゅっと唇くちびるを引き結んだ。

「──でもね。さんちゃん」

　黒い瞳ひとみが、濡ぬれた色を浮かべて三九郎を見上げる。

「もしもね、さんちゃんが、悪いなって思ってくれるなら──ひとつだけ、お願いがあるんだけど、聞いてくれるかな」

「！　あ、ああ！　なんでも言ってくれ！　俺は、おまえのためならなんでもする！」

「……なんでも？」

　それを聞いて、ねねこはちょっと顔を赤らめた。その視線が左右に揺ゆれる。なにか、よからぬ妄もう想そうを弄もてあそんでいるかのような間が過ぎ去っていった。

　それから、こほん、と咳せき払ばらいをして、ねねこは正面から三さん九く郎ろうに向き合った。

「わたしのことを守って」

「は？」

　思わず、間の抜けた声が漏もれた。

　ねねこのことを守る。そんなのは、言われるまでもないことだったからだ。

　しかし、ねねこは真剣な表情を崩くずさずに、三九郎の胸にそっと手を当てた。

「わたしのことを守ってね、さんちゃん。最後まで、諦あきらめないで、わたしのために戦って。だから、だからね──」

　こくりと、ねねこの喉のどが上下した。まつげが震ふるえる。まるで、泣き出しそうになるのをこらえているかのような表情。

「だから、死ぬなんて、言わないで」

　心しん臓ぞうを、鷲わしづかみにされたかと思った。

「わたしを助けるためだからって、死ぬなんて、そんなことは二度と言わないで。わたしだけ生き残っても──ちっとも嬉うれしくないよ。だからね、さんちゃん」

　ねねこは、三九郎の胸に当てた手を、ぎゅっと握りしめた。

「お願いだから──生きて。戦って。わたしのことを、守って」

　三九郎は、呼吸を止めている。

　聞かれていた。

　ジャッジとの会話を、聞かれていたのだ。メイジとして力のない自分ができることは、命を張ってねねこを逃がすことだと思い込んでいた。そのためにできることをすると、そうジャッジに言ったあの会話を──ねねこに聞かれてしまった。

　ねねこは泣きそうになっている。当たり前だ。自分を助けるために、三九郎が命を捨てるなどと聞いて、心こころ優やさしいねねこがなにも思わないわけがないではないか。

「さんちゃん」

　三九郎の手を取って、その小指に自分の小指を絡めながら、ねねこは潤うるんだ瞳ひとみで三九郎のことを見つめた。

「やくそく。してくれるよね」

　三九郎は、頷うなずくことしかできなかった。




　それから──

　放課後が始まるまで、二人はずっと寄り添そったまま、屋上に座り込んでいた。

　三九郎と『ゆびきり』を交わしたあと、ねねこは全身の力を抜いて、居眠りをするかのように三九郎の肩に頭を預けてきた。ねねこの体温を、すぐ隣となりに感じる。その鼓こ動どうが速まっていることもわかる。

　三さん九く郎ろうの手と、しっかりと繫つながれたねねこの手のひらは、わずかに汗ばんでいた。

　当たり前だ。

　命を狙われている。

　メイジでもなんでもない。昨日まで普通の生活を営んできた、普通の女子高生なのだ。自らの死が喉のど元もとまで迫っていると知って、怯おびえないはずがない。

　それなのに、ねねこは微ほほ笑えんでいた。

　死の恐怖に屈することなく、静かに、穏おだやかに、笑みを浮かべる彼女は──

　今までに見てきたどんな人間よりも、どんなメイジよりも、気け高だかく、美しく、力強く、三九郎の目に映った。

　屋上の入り口に、華か夜やが立っているのが見える。

　三九郎とねねこは、手を繫いだまま立ち上がった。

　華夜の元へと向かう途中、三九郎はぽつりと呼びかけた。

「なあ、ねねこ」

　ねねこは三九郎の横顔を見上げ、答えた。

「なあに？　さんちゃん」

「俺、頑がん張ばるから」

　短い言葉は、今までの自分に対する決別のつもりだった。

　もう──逃げだそうとはしない。自みずからが無能力であることを言い訳にして、都合のいい結末を求めたりはしない。自分の命を捨てることで、ねねこの命を拾おうとはしない。

　それは、あるいは、ただ死ぬことよりも数倍難むずかしいことなのかもしれない。どれだけ覚かく悟ごを決めたとしても、自分と他のメイジの力の差を埋めることはできないのだから。

　でも、もう、諦あきらめたりしない。

　すぐ隣で、ねねこが柔やわらかく笑う。

「うん」

「おまえのことを、守るから」

「うん」

「だから、おまえも──俺のことを置いて、どこかに行ったり、しないでくれ」

　昨日みたいに、死んだりしないでくれ。

　ねねこは微笑んだまま、ぎゅっと三九郎の手を握りかえしてきた。

「わたしはどこにも行ったりしないよ。ずうっと、さんちゃんの傍そばに、いるよ」

　夕焼けに染まりつつあった空が灰色に凍こおりつき、青い数字が天に浮かぶ。

　放課後の戦争が、また始まる。
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　図書室の扉を後ろ手に閉めると、華か夜やは小さく息を吐いた。

「……よし。ここにしよう」

　彼女について図書館に入ってきた三さん九く郎ろうとねねこは、同時にこくこくと頷うなずいた。

　文化棟の一階にある図書館からは、校庭を見渡すことができる。定期試験前の放課後には、多くの生徒たちが訪れる場所だが、今はひとりの人影も見当たらなかった。しんと静まり返った本の部屋は、どことなく不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きを漂わせていた。

　華夜はクォーツと植物の種たねを取り出し、耳の上の髪かみを撫なでつけて、詠えい唱しようする。

「『流転する生命ヴイタ・テンペスタス』」

　鮮あざやかな緑の燃ねん焼しよう光が、種に移る。光り輝かがやくその種を、図書室の床ゆかに落とすと──それは爆ばく発はつ的な勢いきおいで芽め吹ぶき、あっという間にツタが生おい茂しげる緑の楽園へと変えてしまった。

　ねねこはぽかんと口を開けて、頭上でぷらぷらと揺ゆれるシダの葉を見上げた。

「さすがだな。レベル９は伊だ達てじゃない」

　三九郎が言うと、華夜は恥はずかしげに黒髪を搔かき上げた。

「と、とにかく、これで不意打ちをされることは、なくなったはず」

『生属ヴイ・ト』のスクロール『拡かく散さん』魔ま法ほうは、攻こう撃げき力を持たない代わりにずば抜けた迎げい撃げき力を発はつ揮きする。図書室に満ちたあらゆる植物は、すべて華夜の手足なのだ。敵がやってくれば、ツタは手足に絡みつき、食虫植物が喉のど元もとに食らいついてくるだろう。まさしくここは緑の要よう塞さい、『生属ヴイ・ト』の庭先なのだ。

「ふえー……」

　ねねこはぽけっとした表情で、ジャングルのようになった図書室を見渡している。それから、きらきらと目を輝かせながら華夜に向き直り、

「かやちゃん、すごいんだねえ。本当に本物の、魔法使いなんだ……！」

「べ、別に。これくらい普通だよ」

　少し恥ずかしそうに、華夜はそう答える。あまり褒ほめられることに慣れていないのだろうか。ねねこはにこにこしながらそんな華夜を見み遣やり──それから、ふと気づいたかのように、華夜に歩み寄った。

「あれ？　かやちゃん──」

「な、なに？」

「……なにかの花みたいな、甘くて良い匂いがする……。お菓子でも持ってるの？」

「ううん、持ってないけど──ひゃんっ!?」

　ねねこは鼻先を突き出して、華夜の首筋に顔を突っ込ませた。

「んんんんん？　どこから匂うんだろ……、ここかな？」

「ちょっ、ね、ねねちゃん!?　な、なにして──」

「ここからも匂う──あれ、こっちからも？　なんで？　かやちゃんの肌が匂ってるみたい。それにしても、うーん、良い匂い……」

　首筋をくすぐり、そこからうなじに移り、背中をまんべんなく堪たん能のうしたかと思いきや、ついに腋わきの下に移った。くんくんと、犬のように鼻先を突っ込んでいる。

　なんかエロい。

「ふ、伏ふし桜ざくらくん！　助けて！　ねねちゃんを止めて──にゃあああっ!?」

「あ、ここだ！　ここが一番、よく匂う！」

　最終的にねねこがたどり着いたのは、華か夜やの胸だった。ねねこに比べればかなり控ひかえ目な胸元に、容よう赦しやなく鼻先を突っ込む。くすぐったいのか恥ずかしいのか、華夜は顔を真っ赤にして涙なみだ目めになっている。

　華夜の細い身体からだを抱きしめながら、ねねこは真剣な表情で三九郎を振り返った。

「ほらほら、さんちゃんも来てみて？　嗅かいでみて！　良い匂いだから！」

　三さん九く郎ろうは頰ほおを搔かきながら目をそらした。

「いや、俺はいいよ……。ていうか、そんな匂い、全然しないぞ？」

「えーっ！　うそだあ！　こんなに強く匂うのに！」

「ね、ね、ちゃん、も、ゆる、してっ──ひゃううっ……！」

　ふと、ねねこは華夜の胸ポケットに鼻を近づけて、大声をあげた。

「あっ、これだ！　たぶん、これが匂いの元だよ！」

　そうして、びくびくしている華夜の胸元から、『それ』をするりと抜き取った。

　文庫本などに挟む、紙の栞しおりだ。美しいブルーのリボンが飾かざり付けられている。その裏側には五枚の桜の花びら──『伏ふし桜ざくら製作所』の印章が刻まれている。

「かっ、かえ、して……」

　華夜は栞を奪い返し、息を整えてから、ねねこを叱りつけた。

「ねねちゃん、いきなりなにするの!?　こ、この非常事態に！　いつ敵が襲おそってきてもおかしくないんだよ！」

「ううっ、ご、ごめんなさい……だって、あんまり良い匂いがするものだから……」

「どれだけ食い意地が張ってるんだよ……、うん？」

　そこで三九郎は、栞のリボンが風もないのにはためいていることに気づいた。

「それって──もしかして、神しん藤どうさんの『戦札タグ』か？」

　華夜は胸ポケットに栞をしまい込んでから、頷うなずく。

「私の『戦札タグ』は、愛用の栞なの」

「風、吹いてないよね？」

　不ふ思し議ぎそうにねねこがつぶやく。ひらひらはためくブルーのリボンは、ねねこが右に移動すると右に、左に移動すると左に、その向きを変えている。

「……わたしのほうに向いてる、のかな？」

「うん。『戦札タグ』は、もっとも近い相手の『戦札タグ』を探し出すからね」

　三さん九く郎ろうとねねこはぎょっとしたような顔になり、華か夜やは呆あきれた声を出した。

「ひょっとして知らなかったの？　吞のん気きだね」

「当たり前だろ!?　ルール説明には、そんなの一言も──」

「確かになかったけど、でも、それくらいは考えればわかるでしょ。どこかに『戦札タグ』を隠かくしたメイジが、そのまま死んでしまったりしたら、決着がつかなくなるんだから」

「そ、それもそうか──いや、待て。それなら、ねねこが匂ってるのって──」

「あっ、そっか。『戦札タグ』の匂いなんだね！」

　思い返してみれば、華夜に偽ぎ装そうした丞じよう庵あんが近づいてきたときも、ねねこは「レモンの匂いがする」と言っていたはずだ。栞しおりのリボンがはためいて他の『戦札タグ』の場所を示すように、ねねこは匂いによって他の『戦札タグ』を感知できるのだろう。

「ほら、言ったでしょ？　ちゃんした理由で匂ってたんだもん。別に、わたしの食い意地が張ってるせいじゃないもん。さんちゃん、ごめんなさいは？」

　胸を張って、大いばりでそう言ったねねこに、三九郎は頭を搔かきながら謝あやまる。

「……悪かった。まさか、他の『戦札タグ』の匂いだなんて思わなかったから」

「このルールがある以上、私たちの居場所はいずれ他のメイジに見つかるだろうね。だから結界を張っておいたんだけど、それを無視して襲おそってこられたら──」

「ねねこが戦せん闘とうに巻き込まれる可能性は高い、っていうことか」

「うん。そのために『盾たて』を使おうと思うんだけど、伏ふし桜ざくらくんの意見はどうかな？」

　かつてメイジを志こころざしていた三九郎は、少しばかり魔ま法ほうの知識がある。

『生属ヴイ・ト』の『盾』は、確か──

　彼女の言いたいことを汲くんで、三九郎は大きく頷うなずく。

「俺も神しん藤どうさんと同じ意見だよ。こっちからお願いしようと思っていたくらいだ」

「そう。ありがとう。それじゃ、そういうわけで──」

　華夜はにっこりと微ほほ笑えんで、ねねこに向き直った。

「な、なに？　かやちゃん？」

「ねねちゃん……さっきはよくも……、じゃなくて、ちょっとくすぐったいかもしれないけど、我が慢まんしてね？」

　無言で逃げだそうとしたねねこの首根っこを、三九郎はがしりと摑つかんだ。

「さんちゃん!?　なんで摑んでるの!?　は、離はなして!?」

「安心しろ、ねねこ。おまえの体型だとちょっときついかもしれないが──まあ、我慢してできないことはない」

「なんなの!?　なにするつもり!?」

　華夜は答えず、ただにこにこと笑っている。意外と執しゆう念ねん深い性格なのか。まあ年頃の少女が腋わきの下の匂いを嗅かがれれば、激怒して復ふく讐しゆうを誓ちかっても仕方のないことかもしれない。

「『生命の盾ヴイタ・スクトウム』」

「ひゅあっ!?」

　華か夜やの指先が大きな胸に差し入れられると、ねねこはびくんと身体からだを震ふるわせた。その服の下、ねねこの素す肌はだに生きたツタが巻き付き、ぐるぐる巻きにしていく。『生属ヴイ・ト』の盾たて。斬ざん撃げきにも打だ撃げきにも強く、加えて自己再生能力を持つ優すぐれた盾たて、なのだが──

「ちょっ──これ、き、きついっ!?　もう少しゆるく……あ、んんっ！」

　ねねこは顔を真っ赤にして、途と切ぎれ途切れに息を吐はいている。背中がじっとりと汗ばみ、眉まゆは悩ましげに寄せられている。

　ツタに巻き付かれたねねこの身体を見て、華夜はぽそりと感想を漏もらした。

「ぱっつんぱっつんだね」

　特に胸は、元から大きいためか、物もの凄すごいことになってしまっている。

　くっきりと浮かび上がった胸を見て、華夜が悔くやしげに唇くちびるを嚙かむのを、三さん九く郎ろうはしっかりと見てしまった。まあ確かに、華夜の胸はだいぶ控ひかえ目ではあるのだが──

「伏ふし桜ざくらくん？」

　そこまで思ったところで、切れ長の瞳ひとみがぐるりとこちらを見たものだから、三九郎は思わず身を跳ねさせてしまった。

「あのナイフ。『アエリシス』だっけ？　あれ、出してくれないかな」

　三九郎は素直に『アエリシス』を取り出し、苔こけ生むしたテーブルの上に置いた。

　つ、と刃は先さきに指を這はわせながら、華夜は問う。

「聞きそびれていたんだけど──これは、どんな状況で、どんな効果を起こしたの？」

「ねねこの身体に触ふれたときと──それに、丞じよう庵あんの魔ま法ほうに触れたときだ。あのとき、あいつはクォーツの不発だって思ってたみたいだけど……恐らく、このナイフのおかげだと思う」

　華夜は腕を組み、ナイフを見下ろしながら、ぽつりと、

「青」

「え？」

「本当に、その二回だけ？　この光は？」

　柄つかの宝石のひとつが青く輝かがやいている。そこに指で触れながら、華夜は目を細めた。

「クォーツが燃ねん焼しようするとき、『属性アライメント』固有の光を放つ。青色は、『水属アクア』のものだね」

「蜜みつ月づき呉くれ葉はだったか。彼女に襲おそわれたとき、俺のスクールバッグが『水属アクア』魔法で吹き飛ばされたんだ。『アエリシス』は、そのバッグの中に入っていた」

「……『水属アクア』の青……宝石の青……ううん……」

　華夜は腕を組む。三九郎も考え込んだ。世界最高のメイジ、伏桜団だん慶けいが遺のこしたマジックアイテム。父への怒りは冷めやらず、このナイフを使わなければならないことに忸じく怩じたる思いはあるが──ねねこを守るためだ。そのために、どんな効果を持つマジックアイテムなのか、それを見きわめなければならない。

　と、そこでねねこが、あっさりと言った。

「そっかー。じゃあ、その水の魔ま法ほうが、このナイフの宝石に入っちゃったんだね？」

　華か夜やと三さん九く郎ろうは、ねねこのことを同時に見た。

「魔法が？」

「入る？」

「うん。だって、青い光の魔法が当たったら、青く光りはじめたんでしょ？　じゃあ、その魔法が入っちゃったんじゃないの？　ゲームだったら、だいたいそうだけど」

　あっけらかんとしたねねこの言葉に、三九郎と華夜は顔を見合わせ、

「それはちょっと」

「ありえないな」

「えー!?　どうして？」

　言げん下かに否定されて不満げなねねこに、華夜は優やさしく解説する。

「ねねちゃんが言っているのは、『受けた魔法を吸収するマジックアイテム』っていうことだよね。でも、魔法には『属性アライメント』というものがあるの。ごく一部の例外を除いて、『属性アライメント』は反発しあっちゃうんだよ」

「は、反発？」

「たとえば──このナイフには『魔属デイアブル』の『属性アライメント』があるとするでしょ？　それで『水属アクア』を吸収すると、『魔属デイアブル』と『水属アクア』が反発してしまうの。なにかひとつの『属性アライメント』を付与したマジックアイテムには、他の『属性アライメント』を付与することはできない──そんなことをすれば、最悪の場合、そのメイジが『御み柱はしら』の加か護ごを失ってしまうことになる」

　それでもねねこは諦あきらめない。両手を振り立てて主張する。

「でもでも、例外はあるんでしょ？　ごく一部ではあっても、あるにはあるんでしょ？」

「……『複合魔法』のことだな」

　ぽつりと、三九郎がつぶやいた。華夜が気き遣づかわしげな視線を向けてくる。

「確かに、二つの『属性アライメント』を複合することのできるメイジは、いる。というか、まさに親父がそうだった。伏ふし桜ざくら団だん慶けい──世界最高のメイジは、『魔属デイアブル』と『空属トラクタス』を扱うことのできる、複合メイジだったんだ」

「じゃあ、間ま違ちがいないよ！　だってそれ、さんちゃんのお父さんが作ったものなんでしょ？　それなら──！」

「落ち着け。それでも、ありえないんだ。『複合魔法』が組み合わせられる魔法は二つまでなんだから。今までの仮説が正しいとすると、三つも『吸収』したことになってしまう。いくら親父でも、そんなことができたとは思えない」

　ねねこは唇くちびるをとがらせる。仮説が行き詰まった。だが、その代わりの説が出てきたわけではない。結局、『アエリシス』の謎なぞは解とけないまま──

「簡単でしょう。その力が『御み柱はしら』に囚とらわれないものだからですよ」

　不意に響ひびいた声に──三さん九く郎ろうと華か夜やは、弾はじかれたように振り向いた。

　司書カウンターの向こうに、そいつは座っていた。ダークスーツと縁ふちなしの眼鏡めがね、糸のように細い目。ツタの絡まったテーブルの上に本を開いて、静かにそれを読んでいる。

　メイジ──！

「神しん藤どうさん！」

「『流転する生命ヴイタ・テンペスタス』！」

　華夜の号令一下、室内に満ちあふれていた植物が牙きばを剝むいた。ツタがのたうちながらスーツに巻き付き、枝葉が首に絡む。スーツをぎりぎりと締め付けられて──それでもそのメイジは、薄うす笑えみを唇くちびるに浮かべ、かちん、と歯を嚙かみ鳴ならした。

「『忍び寄る悪夢デイアボラ・テンペスタス』」

　黒の燃ねん焼しよう光が瞬またたき、椅い子すに座ったままのメイジの足あし下もとから、黒い影が伸びた。全身を締め付ける植物をさらに押し隠かくすように、漆しつ黒こくの影が渦うず巻まきながら包み込んでいく。

　それが消えると──彼の身体からだに巻き付いていた植物は、足下に腐くさり落ちていた。

「いくら戦争とはいっても、挨あい拶さつくらいはするものですよ、神藤さん」

　落ち着いた声でそう言って、そのメイジは立ち上がった。

「『ギギリヤ重工』所属、レベル４『魔属デイアブル』メイジ、黒くろ谷たに平へい助すけと申します。どうぞよろしく」

　黒谷はスーツの胸元に手を当てて、にっこりと笑った。
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　仮面を被かぶる。白い学ランを着る。白の手袋を嵌はめて、日本刀を肩に立てかける。

　そうして、丞じよう庵あんは体育館の裏に座り込んでいた。

『普通の人間』に紛まぎれていることが、どうしてもできなかった。午後の授業が始まってすぐに、彼は授業を早退して、そしてすぐにここに着たのだ。

『光属ルクス』を駆く使しし、自みずからの姿を隠かくしながら、丞庵はずっとそうしていた。

　仮面を被っていると、落ち着いた。傍かたわらにある日本刀が、なによりも頼たのもしく思えた。自らが在あるべき場所に在るということに、丞庵は安らぎを覚えていた。

　頭に巡るのは、つい先ほどの光景──『ごうもんしつ』での出来事だ。

　あれが、現実のものだったのかどうか、丞庵にはわからない。

　レベル34のマスターメイジが使う魔ま法ほうがどのようなものなのか、丞庵には想像することもできない。それは文字通りの魔法、魔ま神じんの技だ。今の丞庵は、夜や楽がくの言葉どおりにするしかなかった。さもなければ魔ま神じんの怒りに打たれて、虚むなしく灰になるだけだろう。

　今はまだ──工房長に逆らうことはできない。

　今は、まだ。

　気き息そくを整える。じっとそのときを待つ。静かに殺意を研とぎ澄すませながら。

　やがて、四時になると同時に、丞じよう庵あんは立ち上がった。

『戦札タグ』は、他の『戦札タグ』の在あり処かを見つけ出す。丞庵の仮面は、それを『熱』として感知するようだ。右の頰ほお、やや上辺りに『熱』を感じる。

　やがて、そいつは廊ろう下かの向こうから現れた。

『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』所属。レベル９『火属イグニス』メイジ。桐きり原はら雷らい火か。

「おまえじゃない」

　ぽつりとつぶやくと、雷火は剣けん吞のんに目を細めた。学ランの上着のポケットから、ゆっくりとクォーツを抜き取る。まるで挑発するように。

「弱いメイジは大変だな。相手を選ばないと勝てないなんて」

「言い方を変えるよ、『桐之宮』。まだおまえを殺す番じゃない」

「『ヤード』では殺す順番まで工房長に決められるのか？」

「工房長は、関係ない」

　低く、しかし強く、丞庵は言う。

「僕ぼくの意思だ。僕の」

　雷火は、少し意外そうに目を見はった。

「僕の意思で──あいつを殺す。そうでなければ、僕は、僕でいられない。僕の仮面を傷つけたあいつを。僕を傷つけたあいつを、許さない」

「……誰だれのことだ？」

「伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう」

　それを聞いて、雷火はかすかに笑ったようだった。

　丞庵は、弾はじかれたように顔を上げ、声を張り上げる。

「なにがおかしい？」

「いや。ただ、そうなると、ますますおまえを逃がすわけにはいかなくなった」

　その言葉の意味を、丞庵はゆっくりと考えた。

　やがて、あることに思い当たり、あざけりの笑いを漏もらす。

「そういえば、おまえは伏桜三九郎の友人だったね。メイジのくせに、お友だちごっこのクセが抜けないなんて──」

「言い方を変えるよ、『ヤード』。あいつにおまえを倒されるわけにはいかないんだ」

　美しく澄すんだ青い瞳ひとみが、丞庵に向けられる。

「三九郎は僕の友人で、僕の、最大の敵だ。僕が最後に戦うのは、きっとあいつだろう」

「……なんだと……？」

「だから、三さん九く郎ろうには他のメイジを倒させるわけにはいかない。ジャッジによれば、『戦札タグ』を破は壊かいしたものにはボーナスがあるらしいから。敵が強くなっていくのを、見過ごす馬鹿はいないだろう」

「……僕ぼくが、あんな落ちこぼれに、負けるというのか？」

「落ちこぼれ？　三九郎が？」

　雷らい火かは、本当に不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべ──それから、失しつ笑しようを漏もらした。

「本当にそう思っているようであれば、さっさと『戦札タグ』を破壊して放ほう棄きすることを勧すすめるよ。相手の力量を計れないような三さん下したメイジに、この戦争は少しばかり荷が重い」

　丞じよう庵あんは、昆虫のように仮面を傾かたむけた。

　その内側に──マグマのように湧わき上がるものがある。それは屈くつ辱じよくである。それは憤ふん怒ぬである。それは憎ぞう悪おである。それは怨えん恨こんである。

　そのすべての向かう先は、目の前にいる『火属イグニス』メイジではなかった。こんなヤツはどうでもよかった。好きに言わせておけばよかった。

　自分が、殺さなければならないのは──

　左カカトを打ち鳴らして、丞庵は詠えい唱しようした。

「『白霧の幻影ルクス・フアンタズマ』」

　白い燃ねん焼しよう光が、雷火の目を眩くらませた。彼が身構えたとき、そこにはいくつもの丞庵の幻げん影えいが生まれていた。足止めのための幻まぼろし。今はそれで構わない。今は、こいつは殺さなくていい──

　仮面の下の目を狂気に見開きながら、丞庵は音もなく走りはじめた。
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　図書室は、しんと静まり返っている。

　新たに現れたメイジ、黒くろ谷たに平へい助すけは、礼れい儀ぎ正しく辞じ儀ぎをすると、再びカウンターの向こうの席に腰を下ろした。慌あわてて礼を返したのはねねこだけで、三九郎と華か夜やは、根が生はえたようにその場から動けずにいた。

『ギギリヤ重工』──。

　その名を知らないメイジは存在しない。

　所属メイジは千人を超え、所有する支部工房は五十を数える、最大規模の工房組織だ。

　他の追つい随ずいを許さない組織力によって、メイジ世界のルールを制定する司法機関・『評ひよう議ぎ会かい』を立ち上げることに成功した彼らは、利己と無む秩ちつ序じよのはびこるメイジ世界を、事実上牛ぎゆう耳じっている。魔ま法ほうやメイジの存在が外に漏れていないのは、ひとえに『評議会』の審しん問もん官かんの優すぐれた手腕のためだ。『ギギリヤ』の発言力が強いことは確かだが、それでも『評議会』はメイジ世界の法と正義を象しよう徴ちようする中立の組織である。

　しかし、いかに法と正義を掲かかげたところで、しょせん工房はメイジの集団だ。

『ギギリヤ重工』は多くのメイジから一いち目もく置かれている。それは、彼らの『正義』に敬意を払っているからではない。強大な組織力と、広大な諜ちよう報ほう網もうを怖おそれているからだ。事実、『ギギリヤ重工』には黒い噂うわさが絶えない。工房間紛争を裏で操あやつり、自分たちの意に添そわぬ工房を滅ほろぼしたことも、一度や二度ではないと聞く。そして、他ならぬ『評ひよう議ぎ会かい』がそれを目こぼししているとも。

　ねねこが呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

「く、黒くろ谷たに先生ですよね？　先生も、メイジさんなんですか？」

　そう──彼、黒谷平へい助すけは、親しん王のう坂ざか高校に勤める教師でもあるのだ。

　黒谷は軽く肩をすくめ、

「そんなに驚おどろくことはないでしょう。あなたのお友だちもメイジだったのですから。いえ、それ以前に、この高校にはかなりの割合でメイジがいるのですよ」

「そ、そうだったんですか!?」

　ねねこは驚きを露あらわにするが、三さん九く郎ろうも華か夜やも驚かない。工房がひしめく親王坂の土地に、多くの学生メイジがいるのは自然なことだ。

　しかし、今大事なのはそんなことではない。

「……黒谷、先生。どうやってここに入ってきたんですか？」

　図書室は『生属ヴイ・ト』結界で覆おおい尽くされている。だが、黒谷はそれを無視して図書室のカウンターに出現した。その魔ま法ほうの正体が、摑つかめない。

「自分の手の内を明かすメイジがいると思いますか？」

　軽く肩をすくめ、黒谷はそう答えた。

「とはいえ、私は教師ですから、生徒に質問されてなにも答えないというのも、職しよく務むに反していますね。──代わりに、伏ふし桜ざくらくん。きみの能力を教えてあげましょう」

　三九郎は目を見開く。

「お──、俺の、能力？　なんであなたが、そんなことを、」

「私は『ギギリヤ重工』の所属ですよ。『戦争』遂すい行こうに必要なあらゆる情報を得ています。たとえば──神しん藤どう華夜さん、あなたが戦う目的とか」

　華夜の顔色が、変わった。

　神藤華夜の戦争目的。確かに聞いたことはなかった。『伏桜製作所』が必要だから参加したのだと聞いてはいたが、なぜ必要なのかまでは、聞いたことがなかった。

　それを、黒谷は知っているのだという。

「順番に行きましょう。まずは、伏桜くんの能力について。簡単にいえば──それは、きみのお母さん、伏桜詩し絵えの能力だったのですよ」

　三さん九く郎ろうは目を見開き、身を乗り出して尋たずねた。

「母も、メイジだったのですか？」

「ああ、難むずかしい質問ですね、それは。きみの母上、伏ふし桜ざくら詩し絵えさんは、メイジだったと言えるし、またそうではなかったとも言える。当時のメイジたちは、彼女のことをこう呼んでいたものですよ──『アンチメイジ』、と」

『アンチメイジ』。

　メイジに、反するもの。

「もちろん、彼女に反逆の意思があったわけではありません。彼女は自分はメイジだと、そう言い張っていた。しかし彼女の力は、メイジというにはあまりにも忌いまわしい力だった」

　なにかを懐なつかしむように、黒くろ谷たにはその目を細める。

「『スティール』。魔法を盗む魔法です」

「魔ま法ほうを、盗む……!?」

　華か夜やが息を吞のむ。その表情には、恐怖と嫌悪が映し出されていた。

　どれだけ傲ごう慢まんなメイジであっても、『御み柱はしら』を侮あなどるものはいない。『御柱』はメイジにとっての神、彼らに魔法の力を授さずけてくれる守しゆ護ご者なのだから。守護だけではなく、覿てき面めんの罰ばつを下すこともある。『属性アライメント』を偽いつわったメイジが、即座に魔法の力を奪われたという事例は、枚まい挙きよにいとまがない。

　魔法とは、クォーツを代だい償しように『御柱』から授さずかる奇跡だ。それを盗む。メイジであれば、その怖おそろしさ、忌まわしさがよくわかるだろう。

　が。

　ねねこはメイジではなかった。彼女は、『普通の人間』だった。

　嬉うれしそうに手を挙げると、彼女はあっけらかんとした声で、

「えと、それって、わたしが正解ってことでいいんですか？」

　黒谷は頷うなずく。

「そのとおりです、春日かすがねねこさん。魔法のことなどなにも知らないあなたが──いえ、それゆえに、真理を言い当てることができたのでしょうね」

「えへへ。ありがとうございます、黒谷先生」

　よくわかっていないのだろうが、ねねこは照れて頭を搔かく。

「ほら、やっぱり！　さんちゃんは、落ちこぼれなんかじゃなかったんだよ！」

「……いや、あのな、ねねこ、」

「わたしにはわかってたもん！　さんちゃんはすごいんだって！　今までだって、ずっとわたしのことを守ってくれてたもんね！」

　ねねこは三九郎の両手を取り、ぴょんぴょんとその場で飛び跳ねた。声をかけるのがためらわれるほどに舞まい上がっている。

　だが、当の三さん九く郎ろうは困こん惑わくするばかりで、うまく受け入れることができないでいた。

『スティール』。魔ま法ほうを盗む魔法。

　……本当に？

　三九郎にとって、自分が無能力者であるということは、すでに当たり前のことになっていた。『普通の人間』であるということを受け入れていたのだ。

　それが──突然、そんな力を持っていると言われても、困こん惑わくするだけだ。

　そんな三九郎を見て、黒くろ谷たには裂さけるような笑みを浮かべ、そして、

「どうです？　神しん藤どうさん？　今が決断すべきときではありませんかね？」

　華か夜やは訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。黒谷は構わずに、言葉をつづけた。

「今なら、まだ、あなたでも伏桜くんを殺せますよ」

　部屋の空気が、確かに凍こおりついた。

　華夜は唾つばを飲み込み、そして、低い声で尋たずねた。

「……なにが言いたいんですか？」

　黒谷はにこやかに笑っている。

「ですから、伏ふし桜ざくらくんを殺して、『戦札タグ』を破は壊かいするのは今がチャンスということです。時間が経たてば経つほど、彼は手がつけられなくなっていきますよ？　それは、あなたにしてみればまずいのでは？　なにしろ──あなたがこの戦争で勝たなくては、あなたの母親の病を治なおすことはできないのですから」

「『生命の刃ヴイタ・グラデイオ』！」

　迸ほとばしった声はぞっとするほど冷たく、確かな殺意が込められていた。あまりにも突然の攻こう撃げきは、ねねこはおろか、三九郎さえ予測できなかった。

　黒谷の足あし下もとに生はえたツタのいくつかが、突然変異を起こしたかのように急激な生長を始めた。しなやかな枝が硬こう質しつ化し、鋭えい利りなトゲとなって──黒谷に襲おそいかかる。

「おやおや」

　黒谷は歯を嚙かみ鳴ならし、なにかを詠えい唱しようした。

　瞬しゆん間かん、その姿が搔かき消えた。

『生属ヴイ・ト』の刃やいばが虚むなしく司書カウンターを切り裂さいていく。木片が砕くだけ散り、粉こな々ごなになって宙に舞まった。だが、黒谷はすでにそこにはいない。

　彼は、華夜の背後に現れていた。

「大人しい人ほど、逆上したときになにをするか、わからないものですね」

「──っ!?」

　華夜は距きよ離りを取りながら振り返る。黒谷はそこにいる。三九郎たちと華夜の中間地点、苔こけの生えたテーブルに本を置き、その表紙を撫なでている。

「……なにを、したの？」

「もちろん、魔ま法ほうを使ったのです」

　華か夜やは唇くちびるを嚙んだ。クォーツを構えるが、再び詠えい唱しようをしようとはしない。黒くろ谷たにの得体の知れない能力を、警けい戒かいしたのだろう。

「……黒谷先生」

　そのとき、ねねこがぽつりと言葉を発した。

「かやちゃんのお母さんが──やまい、って、病気っていうことです、よね？」

　ねねこの顔に浮かぶのは不安の色だ。友人の家族を気き遣づかう、ねねこらしい優やさしさの発はつ露ろ。それを見て、黒谷は、なぜか嬉うれしそうに頷うなずいた。

「ええ、そのとおり。ご存知ありませんでしたか？　神しん藤どうさんは──」

「やめて」

　華夜が制止する。黒谷はそれを無視した。一いち瞥べつだけを華夜にくれると、彼はすぐねねこに向き直り、毒どくを垂たらすような一言をつぶやく。

「神藤さんは、そのために、戦争をしているのですから」

「え……」

「ねねちゃん、聞かないで！　聞いちゃだめ！」

　悲ひ壮そうな華夜の叫びが響ひびく。しかし、ねねこは耳を塞ふさがなかった。好奇心のためではない。あまりの衝しよう撃げきに、ぴくりとも身体からだが動かなくなっていたのだ。

「春日かすがさん。あなたの親友、神藤華夜さんのお母さんは、病気で死にかけています」

　ねねこの瞳ひとみが、衝しよう撃げきに揺ゆれた。

「だから彼女は『伏ふし桜ざくら製作所』が必要なのですよ。あなたも知っているでしょう？　強力な魔法には、高品質のクォーツが必要。死に至いたる病を食い止めるような高度な魔法を使いつづけるには──『街工場ウィステリア』では、いささか荷が重すぎますからねえ」

　黒谷は、なめらかに喋しやべりつづける。実に楽しそうに、嬉しそうに、その場にいる自分以外の人間を見回しながら。

「だから、彼女はこの戦争に勝たなくてはならない。そうしなければ、最愛の母親が死んでしまうのですからね。──おやおや！　大変だ！　勝たなくては──誰だれを犠ぎ牲せいにしても、勝って、工房を手に入れなければ！」

　道どう化けめいた仕し草ぐさで、黒谷は大きく両腕を広げた。その言葉の意味を理解できないものは、少なくともこの場にはいなかった。

　戦争に勝つには、すべての『戦札タグ』を破は壊かいしなければならない。

　そして、ねねこは──

「『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』ッ!!」

　怒ど鳴なりつけるような詠唱。緑の燃ねん焼しよう光が図書室を照らし出す。スクロール『召しよう喚かん』によって呼び出された『生属ヴイ・ト』の生き物が顕けん現げんしはじめる。ファンタジー世界に現れる老木の巨人、エントのような姿をした『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』は、図書室にうっそりと立ち上がった。

　三さん九く郎ろうは慌あわてて、華か夜やを制止しようとした。

「神しん藤どうさん、こんなところで──」

「やりなさい！」

　三九郎の声は、華夜にはまるで届いていなかった。黒くろ谷たにの頭上めがけて、人型の巨木は枝葉の拳こぶしを振り下ろした。図書室全体がずしんと揺れ、バランスを崩くずしたねねこのことを、三九郎は慌てて支える。

「か、かやちゃん！　やめて！」

　ねねこの叫びは、さすがに華夜に届いたようだ。ぴくりと黒くろ髪かみを揺ゆらし、しかし、華夜は振り返らない。彼女の白い横顔には、激しい怒りが表れていた。

　その怒りに──黒谷が、油を注そそいだ。

「やめる？　あなたもおかしなことを言いますね、春日かすがさん。なぜやめるのです。神藤さんは、このためにここにいるのですよ」

　彼は窓まど際ぎわに立っていた。ガラス窓に寄りかかりながら、相変わらずの薄うす笑えみを口元に貼りつけている。

「戦争を。殺し合いをするために、ここにいるのです。母親のために」

「私の、母さんのことを──口にするな！」

『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』が向きを変えようとするが、巨体が災わざわいしてうまく行かない。六人掛けのテーブルが足に引っかかり、あっさりとひっくり返った。足を挟まれそうになり、三九郎は慌てて距きよ離りを取る。

「そうそう、気をつけたほうがいい。なにしろ神藤さんはメイジなのですから」

　くすくすと笑いながら、黒谷はようやく、クォーツを構えた。

「近くにいても油断はできません。仲間に見せかけて、事故に見せかけて──うっかり殺されてしまうかも」

「──っ、黙だまれぇ！」

　叫ぶ華夜の表情は、泣いているようでもある。自みずからの心の痛いところをぐりぐりと踏みにじられて、端たん正せいな顔立ちが幼児のように崩くずれていた。

　そのさまを、黒谷は、あきらかに楽しんでいる。

　華夜の心を踏みにじることを、なによりも楽しんでいるのだ。

　蜜みつ月づき呉くれ葉はは凶きよう暴ぼうだった。瀧たき丞じよう庵あんは狡こう猾かつだった。しかし、この古文教師の皮を被かぶったメイジ、黒谷平へい助すけは──邪悪なのだ。

「叩き潰つぶせ！」

　激げつ昂こうした華夜は、老木の巨人に命令を下した。

「……かやちゃん」

　三さん九く郎ろうの腕の中で、ねねこが悲しそうな声を漏もらした。温厚だったはずの親友が、怒りも露あらわに誰だれかを殺そうとしているからだ。

　近づいてくる巨人に、黒くろ谷たには両腕を広げた。その指先には、クォーツが黒い燃ねん焼しよう光を放っている。歯を嚙かみ鳴ならして、彼は『御み柱はしら』へと供く物もつを捧ささげる。

「『悪魔の両手デユオ・デイアボラ・パグノ』」

　漆しつ黒こくの燃ねん焼しよう光。彼が両手を突き出すと、黒い輝かがやきは弾だん丸がんのように放たれて、『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』の両足に命中する。老木は構わずに前進しようとして、バランスを崩くずした。

　老木の両足が、黒く変色している。足を前に踏み出そうとして、ぼぎりとイヤな音がした。腐くさった膝ひざが、老木の重さに耐えきれずに自じ壊かいしたのだ。

　老木は、そのままゆっくりと──三九郎に向かって倒れはじめた。

　華か夜やが血相を変え、叫ぶ。

「よ、よけて！」

　三九郎はねねこを突き飛ばした。逃げる時間などどこにもない。自分に向かって倒れ込んでくる巨木に向けて、目をつぶって『アエリシス』を突き出していた。

『スティール』。

　声には出さず、意識だけで懇こん願がんする。自分の能力でも、他のなにかでも、なんでもいい。発動できなければ、自分だけではなく──ねねこまで、死んでしまう！

　次の瞬しゆん間かん、巨大な老木が、一いつ瞬しゆんにして消えた。

「──────」

　慌あわてて、三九郎は手元のナイフを見る。

　柄つかの宝石に青の光。そして、そのすぐ隣となりの宝石に、今度は緑の光が灯ともっていた。

『スティール』──魔ま法ほうを盗む魔法。

　今、このナイフは、華夜が唱となえた『召しよう喚かん』魔法を、まるごと盗んだのだ。

「……よかった……」

　華夜は安あん堵どの声を漏もらし、それから、うなだれた。その表情には後悔の色が滲にじんでいる。激情に囚とらわれ、うかつな攻こう撃げきを仕掛けたことで、かえって三九郎を、そしてねねこを危険にさらしてしまった。その罪悪感が、ありありと表れていた。

　黒谷は、獲え物ものを見つけた狼おおかみのように笑う。

「『スティール』成功。お見事です、伏ふし桜ざくらくん。神しん藤どうさんは、残念でしたねえ。『戦札タグ』を破は壊かいできる絶好の機会だったのに」

「…………！」

　怒りを込めて、華夜は黒谷をにらみつける。黒谷は平へい然ぜんとその視線を受け流し、親指で華夜の後方を示した。

「そのような怖い顔をするものではありません。──お友だちが怯おびえていますよ」

　ねねこは正直な女の子だ。

　噓うそをつくということができない。ごまかすということが苦手だ。感情を隠かくすなど、今までの人生でしたことがあるのかどうか。

　だからねねこは、生きのままの恐怖を、華か夜やに向けてしまった。

　三さん九く郎ろうの背中に隠かくれたのは、無意識だったのだろう。恐怖に凍こおる瞳ひとみをしていることも、自覚していなかったに違いない。

　だが、それは──華夜とっては、あまりにもあきらかな、拒絶の仕し草ぐさだった。

「……あ……」

　かすれた声を漏もらして、華夜はなにかを言おうとした。失敗する。なにを言えるはずもなかった。黒くろ谷たにによって、すべてはあきらかにされてしまった。

　華夜はねねこを殺さなくてはならない。さもなくば、彼女の母親が、死んでしまう。

　華夜は唇くちびるを嚙かみ、うつむいた。端たん整せいな顔立ちが、泣き色に濡ぬれる。

「神しん藤どうさん、」

　三九郎は、彼女の名を叫んだ。そのときにはもう、華夜は身を翻ひるがえし、図書室の窓から外に向かって飛び出していくところだった。

「かや、ちゃん……」

　混乱するように、ねねこがつぶやく。感情を隠すことができないねねこは、しかし、愚おろかなわけでは決してなかった。自分の恐怖が華夜を傷つけてしまったということが、ねねこにはわかっているのだ。

　三九郎も、同じように混乱している。華夜の戦争目的は──あまりにも重く、深い。友人と家族を天てん秤びんにかけて、彼女がどちらを選ぶのか。その答え次し第だいでは、華夜は自分たちの敵に回ってしまうだろう。

　しかし、だからといって。

「……このまま、放っておけるか」

　押し殺した声で、三九郎はそう言った。ねねこが三九郎のことを見る。

「さんちゃん──？」

「追うぞ。ねねこ」

　ねねこは瞬まばたきを繰くり返している。その目からは、今にも涙がこぼれ落ちそうだ。

　三九郎は、黒谷のことを警けい戒かいしながら、説いて聞かせた。

「どうなるとしても、俺は、このまま神藤さんと別れるのはイヤだ。だから追いかける。追いかけて、どうなるにしろ──あの子の話を聞く。おまえはどうだ、ねねこ？」

　少しの沈ちん黙もくのあと、ねねこは顔を上げた。

「……わたしも、イヤだよ」

　か細い声でつぶやいて──それから、ねねこは意を決したように頷うなずいた。

「わたしも、かやちゃんを追いかける。追いかけたい！」

「じゃあ、行こう」

「うん！　いこ！」

　ねねこは身を乗り出す。その二人に、黒くろ谷たにが声をかけた。

「いいのですか？　神しん藤どうさんは敵かもしれないというのに」

　ねねこがきっと黒谷を見た。その目には、彼を責める色が浮かんでいる。

　三さん九く郎ろうはそれを制して、冷静に答えた。

「黒谷先生。ひとつだけいいですか」

「どうぞ」

「あんたは最低だ。二度と俺の前に姿を見せないでくれ」

　そう言って──三九郎とねねこは、図書室から飛び出し、華か夜やのあとを追った。
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　二人を振り切るために、魔ま法ほうまで使った。

『伸びゆく緑の腕ヴイタ・ブラキウム』を伸しん縮しゆくさせて、屋上に這はい上がる。フェンスを乗り越え、着地して──そうして、その場にうずくまってしまう。

「神藤さん！　話を聞いてくれ！」

「かやちゃん、違うの！　さっきのは──！」

　地上から、二人の声が聞こえてきて、華夜を苛いら立だたせた。ここは戦場だ。あんなふうにがなり立てるバカがいるか。ねねちゃんはともかく、伏ふし桜ざくらくんはそれくらい自覚していなくてはいけないのに──！

　華夜は黒くろ髪かみに手を突っ込んで、ぐしゃぐしゃと搔かき乱した。

　そう思うなら、自分で守ればいいのだ。

　守る？　バカを言うな。私にそんな資格があるものか。

　私はメイジ、この戦争に進んで参加した、強ごう欲よくなメイジのひとりなんだ。クォーツを得るために戦いを──人殺しをよしとした。吐はき気がするけど、仕方ないと思っていた。家族を救うため。母を救うため。そのためなら、どんなことでもすると、自分に誓ちかったんだ。

　ねねこが『戦札タグ』になったと、知るまでは。

「……ねねちゃん……」

　自分を見るねねこの、恐怖に凍こおりつく眼まな差ざしを思い出して、華夜は固く目を閉じた。

　ねねこが怯おびえるのは当然だった。他のメイジは違う。彼らは、たとえ敗やぶれても命まで取られることはない。その代わりに『戦札タグ』を差し出せばいいのだから。

　だが、ねねこは。

　三さん九く郎ろうが最後まで勝ち抜かない限り、彼女は必ず、殺されてしまうのだ。

　そして自分は、『殺すもの』のひとりだ。どう取り繕つくろおうとも関係ない。ねねこにとって、なんの違いがあるだろう。

　目的を持って戦争に参加した。

　その目的を果たすためならばどんなことでもすると誓ちかった。

　どんなことでも──

　たとえそれが、友人を殺すことであっても！

「……ぐ、……うううっ……」

　どうすればいいのか、わからなかった。友人と母親。救えるのはどちらかひとり。どちらだろう？　華か夜やにはわからない。しかし、選択肢は華夜にある──華夜にしかない。彼女が選ぶのだ。どちらを救い、そして、どちらを死なせるのか。

　どれだけ考えても、答えは出なかった。昨日、戦場でねねこを垣かい間ま見たときから、ずっと続く苦悩。かろうじて、必死になって隠かくしていたその苦悩を──黒くろ谷たにによって、あっさりと暴あばかれてしまったのだ。

　動どう揺ようと、混乱の極きよく致ちに、華夜は叩き落とされていた。

　だから、それに気づいたのは、ほんの僥ぎよう倖こうに過ぎなかった。

　屋上に風が吹く。華夜は黒くろ髪かみを押さえつけ、永遠に答えの出ない思考に戻ろうとして、ふと気がついた。

　ここは異い位い相そう空間だ。現実世界からほんの少しだけ位相がずれた場所にある狭はざ間まの世界。外からは完全に隔かく離りされている。

　風が吹くはずはない。

　華夜が弾はじかれたように振り返るのと、それがフェンスの向こう側の空に飛び上がるのは、ほとんど同時だった。

　大きく翼つばさを広げた、炎の鳥。神こう々ごうしいほどにまばゆく燃え盛っている。

　瞳ひとみのない白い目が華夜を見、そして、甲かん高だかい鳴き声をあげた。

　まっすぐに、突っ込んでくる。

「……ッ！」

　華夜は咄とつ嗟さに『緑の腕』を横に伸ばした。右側のフェンスにツタが絡みつき、一いつ瞬しゆんのうちに収しゆう縮しゆくする。華夜の細い身体からだが吹っ飛ぶように移動し、その一秒後、炎の鳥が屋上を舐なめ焦こがしながら通り過ぎていった。

　鳥が激げき突とつした金かな網あみが、どろどろに溶けていく。炎の翼を羽ばたかせて、鳥の姿をした怪物は切り揉もむように跳び上がり、灰色に凍こおりついた空をぐるぐる旋せん回かいしはじめた。

「三九郎は、いないんだね」

　不意に響ひびいたその声に、華夜は振り返る。

　給きゆう水すい塔とうの近くに、右手をポケットに突っ込んで、誰だれかが立っていた。

　金きん髪ぱつ。碧へき眼がん。中性的な顔立ちに、ぞっとするほど冷れい酷こくな無表情を湛たたえて、こちらを見つめている。

　華か夜やは身構えた。

　雷らい火かは身構えなかった。左手で胸元に触ふれながら、こちらに歩いてくる。

「『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』所属。レベル９『火属イグニス』メイジ。桐きり原はら雷火だ」

「……『街工場ウィステリア』所属。レベル９『生属ヴイ・ト』メイジ、神しん藤どう華夜」

「『炎の蛇の巣シンド・イグニ・アンギス』」

　歩きながら片手に胸を当て、雷火は詠えい唱しようした。クォーツが炎色に煌きらめき、揺ゆらめく光が何匹もの炎の蛇イグニ・アンギスと化して、華夜へと殺さつ到とうする。

「『生命の防壁ヴイタ・ウオール』！」

　ほぼ同時に、華夜も詠唱を終えた。華夜の目の前に、植物の壁かべが現れる。防ぼう御ぎよ力に加え、自己再生機能まで加えられているその壁に、すべての蛇へびが嚙かみついで焼き尽くした。

「くっ……！」

　間合いをとるため、華夜は自みずから跳び下がり、後転した。再び視界に雷火を収めたとき、彼の後ろで飛び回っていた火の鳥が、再び突っ込んでくるのが見えた。

　華夜は、あえて雷火に向かって駆かけ出した。

　頭上すれすれを、『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』が通過していく。ちりちりとうなじを焼く熱。その痛みをこらえながら、華夜は『緑の腕』を雷火の顔面に──

「『火炎蜥蜴イグニ・ラセルタ』」

　雷火の手のひらが空中に円を描く。丸く切り取られた空間が燃もえ上がり、燃えさかるトカゲが現れる。炎の舌が伸びて『緑の腕』を焼き尽くし、しかしそのトカゲ自体も、『緑の腕』に頭を破は壊かいされて砕くだけ散る。

　魔ま力りよくの衝しよう撃げき波が華夜の黒くろ髪かみを後ろに流し、雷火の金きん髪ぱつを揺ゆらす。

　吹き散る灰の向こうに、二人のメイジは、互いの姿を見み出いだしていた。

　華夜は、静かに言う。

「ずいぶんと──まっすぐなんだね」

　半分は時間稼かせぎのため、しかしもう半分は、率そつ直ちよくな感想だった。不意打ちも挑発もない。こちらの命を奪うことしか頭にない。これほど直線的なメイジも珍しい。

「うちの工房哲学コンセプトなんだ。『威い風ふう堂どう々どう』。それに恥じる戦いをするわけにはいかない」

「『桐之宮工廠』に忠実ってこと？」

「いいや。違う」

　青い眼めが華夜を見る。その背後で、炎の鳥が威い圧あつ的に羽ばたいている。
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「僕ぼくは完かん璧ぺきでなければならない。誰だれにも文句のつけられない戦いをしなくちゃいけない。そうでなければ、この工房を、任せてもらえない」

　そこまで言って、ふと、雷らい火かは天を仰あおいだ。

「あの二人がいないのは──僕ぼくにとっても、きみにとっても、幸運だった」

　華か夜やは表情を強こわばらせる。あの二人。誰だれを示しているのか、考えるまでもなかった。

「ずっと考えていた。どちらのほうがいいのかと。どうしようもないとき、どうにもならないとき、どうすればいいのか？　きみはどうだ、神しん藤どう華夜。どういう答えを出した？」

「……なにを、」

「親友を他人に殺されるのと、自分の手に掛けるのでは、どちらがいいと思う？」

　華夜は呼吸を止めて、じっと雷火のことを見つめた。

「……本当に、その二に択たくしか、答えはないの？」

「ない。あるはずがない。これは戦争なんだ」

「──私は、」

　言おうとして、華夜は首を振り、潰つぶれた声で言い直した。

「どういう選択をしても、悔くいは、残るよ。どちらがいいとか、悪いとか──そういう問題では、ないと思う」

「……そうだな」

　雷火がうつむく。

　その瞬しゆん間かん、共感めいた感情が華か夜やの中に湧わき上がった。

　彼は自分と同じだ。友人を戦争に巻き込まれて、苦悩している。答えが出るはずがない問いに苦しんでいる。あるいは彼はすでに答えを出しているのかもしれない。雷らい火かの迷いのない戦い方は、それゆえに、迷いを排はい除じよしようと足あ搔がいているようでもあった。

「余計なことを話しすぎた。おしゃべりは、終わりだ」

　やがて、断定的に雷火が言った。炎の鳥が追つい随ずいするように飛び上がる。

「うん。戦おう」

　華夜はそう答えた。クォーツを──三さん九く郎ろうから贈おくられたクォーツを手に握りしめると、かすかな痛みが胸を刺した。

　それを無視するように、華夜は髪かみを撫なでつけ、詠えい唱しようを開始した。
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　完全に、見失ってしまった。

「ど、どうしよう、さんちゃん？」

「……うーん……」

　こりこりと、人差し指でこめかみを搔かく。三九郎だけでねねこを守るのは、あまりにも心こころ許もとない。どうあれ華夜と合流しなくてはならないのだが、当てもないのに歩き回っていたのでは、他のメイジに先に見つかってしまうだろう。となれば──

　ハタと、三九郎は顔を上げた。ねねこの小振りな鼻を見る。

「そうだ。そうだった。おまえは鼻が利きくんじゃないか、ねねこ」

「鼻が利くって、女の子に対して……」

　ねねこはイヤそうな顔をしたが、なにが言いたいのかは汲くみ取ってくれたらしい。軽く顔を上向けて、すんすんと鼻を鳴らす。指を突き付けられた子猫のような仕し草ぐさだ。

「あ！　な、なにか、匂うような……」

「がんばれ、ねねこ！　がんばって嗅かぎ回ってくれ！」

「だ、だから、その言い方、なんとかならないの──、あっ！」

　ねねこは無人の職員室を横切って、親しん王のう坂ざか高校の前庭に面した窓に張りつく。彼女が指差すその先には、黒髪をなびかせながら歩く華夜の姿があった。

「かやちゃん！」

　三九郎とねねこは、同時に駆かけ出した。華夜は振り向かない。ゆったりとした足取りで進み──そして、本校舎の脇わきに併へい設せつされている、屋外プールへと入っていった。

　華夜を追って屋外プールに足を踏み入れた二人は、彼女が飛び込み台に立ち尽くしているのを見た。風が吹き、彼女の黒髪が揺ゆれる。

「……神しん藤どうさん？」

　三さん九く郎ろうの訝いぶかしげな呼びかけにも、華か夜やは答えない。振り返ることさえしなかった。こちらに背を向けたまま──飛び込み台からプールの中に、ふわりと倒れ込んでいった。

　三九郎は思わず駆かけ寄り、そして、目を見はった。

　断崖絶壁になっていた。

　ごつごつとした岩肌の狭はざ間ま、谷底に流れている細長い川に向かって、黒くろ髪かみを激しく乱れさせながら、華夜が落ちていくのが見え──

「さんちゃんっ!!」

　ねねこが、三九郎の腕を取って飛び出した。

「なっ、おま、なにを──!?」

　無理心中のような飛び降おりは、数秒も続かなかった。

　三九郎とねねこは、断崖絶壁の中空に着地した。

　ほんの一秒間だけ、思考が麻ま痺ひする。その一秒のあいだに、ねねこが声を張り上げなければ、三九郎の首は胴体から離はなれていただろう。

「レモン！　レモンの匂いがする！」

　その言葉に、三九郎は即座に反応した。

　ねねこを突き飛ばすように、横っ飛びにその場から離はなれる。わずかな風かざ鳴なりが確かに聞こえた。目に見えない刃やいばが首筋をかすめ、背筋がぞわりと粟あわ立だつ。

　あのときと同じだった。華夜の幻げん影えいで獲え物ものをおびき寄せ、油断しているところを一いち撃げきで仕留める──『闇やみ夜よに潜ひそむ蛇へびのように』、卑ひ劣れつな『光属ルクス』メイジの業わざだ！

「……くそ。時間切れか」

　つぶやき声が響ひびいた瞬しゆん間かん、三九郎たちの足あし下もとが、枯かれたプールへと戻った。

　同時に、５メートルほど離はなれた地点に、ひとりの少年が現れる。

　白い仮面。白い学ラン。仮面に穿うがたれた三つの黒点が、あきらかな憎しみと共に三九郎を凝ぎよう視ししている。

『シャドウミドウ・ジャンクヤード』所属。レベル８『光属ルクス』メイジ、瀧たき丞じよう庵あん。

　ねねこを殺した男だ。

　三九郎は『アエリシス』を握りしめる。鼓こ動どうが、呼吸が、荒くなっていく。目の前のメイジに対する敵意のためだ。決して、このメイジを恐れているわけではない。そう自分に言い聞かせた。

　クッ──、と、喉のどを鳴らすような音が聞こえた。

　クッ、クッ。その音が響くたびに丞庵の肩が揺ゆれる。仮面がかたかたと震ふるえる。その向こうにある瞳ひとみの、狂きよう的てきな光までもが、透すけて見えるようだった。

「ようやく──おまえのことを、殺せるな？　落ちこぼれ？」

「…………」

「僕ぼくが。おまえを。殺すんだ。殺して殺して殺して殺す。おまえの首を切り取って、そっちの女の首も切り取って、二つ仲良く便器に突っ込んでやるよ」

　ちり、と鍔つば音おとを立てて、白はく刃じんがわずかに覗のぞいた。

　汗が頰ほおを伝っていく。手の震ふるえを、強く握りしめることで押し隠かくす。

　背を向けることはできない。その瞬しゆん間かん、魔ま法ほうか日本刀が飛んでくるだろう。誰だれに助けを求めることもできない。華か夜やはこの場にはいない。

　この戦いからは逃げられない。

　三さん九く郎ろうが、戦わなくてはならないのだ。

「それじゃ、早さつ速そく──」

　クォーツを握った丞じよう庵あんの手が、ゆっくりと上がり、

「『リリース』！」

　その言葉は、自然と三九郎の口から迸ほとばしっていた。

『アエリシス』の柄つかに嵌はめられている宝石が、緑に輝かがやく。

　今まで内に潜ひそめていたものを、外へと解とき放とうとするように。

「なに……!?」

　驚きよう愕がくする丞庵の目の前で、解き放たれた緑の燃ねん焼しよう光は、巨人の姿を形作っていく。華夜から盗んだそのままの姿で、『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』が這はい出してくる。両足は、黒くろ谷たにの攻こう撃げきによって腐くさったままだ。

　果たして、これが自分の命令を聞くものか……？　やや疑問に思いながらも、三さん九く郎ろうは叫んだ。

「ねねこを守れ！」

「えっ？　──わ、わっ、きゃあっ!?」

　枝葉でできた大きな手が、ねねこの身体からだを摑つかんだ。どうやら命令を聞いてくれるらしい、と安あん堵どする。『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』は、そのまま自分の胴どう体たいに開いているうろ穴へとねねこを押し込めた。

　これで、不意打ちでねねこを殺される心配はなくなった。あとは──

「それで？　おまえのことは、誰が守ってくれるんだ？」

　いつの間にか、すぐ近くにまで接近されていた。

　白刃が閃ひらめき、三九郎の首筋を狙ねらう。逃げようとする意識と守ろうとする意識が衝しよう突とつして、三九郎は『アエリシス』を構えながら足をもつれさせた。

　丞庵の刃やいばが、『アエリシス』を三九郎の手から弾はじき飛ばす。尻しりもちを突いた三九郎のてっぺんの毛を、流れる刃が切り飛ばしていった。

　冷や汗が、一いつ瞬しゆんのうちに三九郎の全身を濡ぬらした。

　それでも、身体は動いていた。尻しりもちを突いたまま、ぐるりと後転して丞じよう庵あんから距きよ離りを取る。魔法だけではなく、剣けん術じゆつにも精通しているのだろう。日本刀を構えた丞庵の立ち姿は、それだけで素人しろうとの三さん九く郎ろうを威い圧あつしていた。

　いつの間にか、三九郎は肩で息をしはじめていた。運動は苦手ではないはずだが、命のやり取りをしているという意識が、三九郎の体力と気力を激しく削けずり取っていた。

　そんな三九郎の無ぶ様ざまを見て、丞じよう庵あんは不ふ思し議ぎそうに仮面を傾かしげた。

「おまえ──今、なにをした？」

「……なんの、ことだ？」

「『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』を出したな。あれは、『生属ヴイ・ト』の魔ま法ほうだろう。どうして落ちこぼれが『生属ヴイ・ト』なんて使えるんだ？」

　答える義理はない。だが、未み熟じゆくな三九郎は、思わず弾はじき飛ばされた『アエリシス』へと目を向けてしまった。

　丞庵は肩を揺ゆらして笑った。

「なるほど。あのナイフの効果か？」

　三九郎の顔が、あからさまに引きつった。

「ハ、ハ。気が抜けるほどのアホだな。それを僕ぼくにわからせてどうする？　ごまかせばいいものを──まあ、いいや。死ね」

　丞庵がクォーツを掲かかげ、左カカトを打ち鳴ならす。同時に三九郎は、『アエリシス』に向かって地面を蹴けった。三九郎の無防備な背中に、丞庵は再び笑い、そして詠えい唱しよう。

「『輝きの刃ルクス・グラデイオ』」

　高温・高密度のレーザーが、三九郎のふくらはぎを撃うち貫つらぬいた。

「ぐあっ──！」

　激げき痛つうにうめきを上げながら、三九郎は転がるように『アエリシス』にたどり着き、それを胸に搔かき抱いだいた。全身の冷や汗が、あっという間に脂あぶら汗あせに変わる。心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つたびに、ふくらはぎがじくじくと痛んで血を溢あふれさせていく。

『スティール』を。あいつの魔法を。盗まなければ。

「『輝きの刃ルクス・グラデイオ』」

　白い光が瞬またたく。そう思ったときには、すでに光の刃やいばが三九郎の脇わき腹ばらを貫通していた。あまりの激痛に、視界が霞かすみそうになる。奥歯を嚙かみしめながら、三九郎はもうひとつの事実も嚙みしめていた。

　魔法を盗むためには、その魔法を『アエリシス』で斬きりつけなければならない。だが──詠えい唱しようを見てからでは、間に合わないのだ。『光属ルクス』は、文字通り光の速さで迫せまってくる。それを迎げい撃げきすることなど不可能だった。

「『輝きの刃ルクス・グラデイオ』」

　丞庵は、愚ぐ直ちよくに同じ魔法を繰くり返す。『スティール』を試みるが、やはり失敗。反応さえできず、左腕を貫かれる。──三九郎を、いたぶっているのだ。

「ハ。ハハハ。いいザマだなァ、落ちこぼれ。どうだ？　助かりたくないか？」

　丞じよう庵あんは首を傾かしげる。三つの黒点が厭いやらしく笑っている。

「おまえが……命いのち乞ごいをして……『芽吹きの翁ヴイタ・シニクス』を解かい除じよするなら、考えてやらないでもないよ？　ハハ、ハ。そして僕ぼくの目の前で、自分の手であの女を殺すんだ。そうすれば、おまえの命だけは助けてやってもいい」

　三さん九く郎ろうは、唇くちびるを嚙かむ。

　その表情を見て、丞庵は機き械かいのような声で笑う。

「ハ、ハ、ハ──いいね、その顔。でも、本音を言えば、僕はおまえの、もっと怯おびえた顔が見たいんだ。だから──『輝きの刃ルクス・グラデイオ』」

　白の燃ねん焼しよう光が瞬またたき、レーザーが放たれる。三九郎の左肩を貫つらぬく。目の前がちかちかするほどの激痛。弾はじき飛ばされ、プールの内ない壁へきにぶち当たる。

「……あっ……ぐ、うううっ……」

「どうした？　泣いているのか？　いいねえ、実にいい。命乞いをしてくれればもっといい。さ、やってみな。『丞庵さま、ごめんなさい、自分の手で恋人を殺しますから、どうかこの哀あわれな僕だけは助けてください』と懇こん願がんするんだ──」

　激痛に身をよじりながら、三九郎は、丞庵の言葉を聞いていなかった。

　こちらは体中を撃うち抜かれ、もう満足に動くことさえできない。対して丞庵はほぼ無傷、三九郎を十回殺してもまだお釣りが来るほどの余力を残している。

　絶望的なまでの、戦力差だった。

　だが。

「……仮面」

　三九郎はぼそりとつぶやく。

　あざけるように身体を揺ゆらして笑っていた丞庵は、その言葉に、動きを止めた。

「仮面、どうしたんだ？　俺が壊こわしてやった奴だよ」

「────────」

「換かわりをもらったのか？　おまえのところの工房長ももったいないことをするな。どうせ壊されるのに、新しいものを支給するなんて──」

　丞庵はクォーツを掲かかげた。

　白い燃焼光が、今までにないほど激しく輝かがやきはじめる。

　高レベルの魔ま法ほうには、それに相応ふさわしい高純度のクォーツと、それを燃焼しきるだけの時間がかかる。詠えい唱しようは一いつ瞬しゆんだが、燃焼──自みずからが信しん仰こうする『御み柱はしら』にクォーツを届け終えるまでの時間が必要なのだ。

　だから、これが、最後の隙すきだった。

　三九郎は『アエリシス』を丞庵に突き出した。

　痛みに食いしばった歯の隙すき間まから、三さん九く郎ろうは大声で叫ぶ。

「『リリース』！」

　丞じよう庵あんが身じろぎをしたが、すでに遅い。『アエリシス』──『異い端たん』の名を冠かんするナイフは、昨日すでに盗んでいた『水の刃アクア・グラデイオ』を撃うち出した。蜜みつ月づき呉くれ葉はが撃ち出し、三九郎のスクールバッグを切断し──そして、『アエリシス』と交差した瞬しゆん間かんに盗まれた、『水属アクア』の魔ま法ほうを。

　高こう圧あつ縮しゆくの水が、丞庵の胸に音もなく吸い込まれた。

　丞庵は、信じられないとでもいうように、自らの胸を見下ろし──

　その姿が、煙けむりのように搔かき消えた。

「え」

　三九郎は、呆ぼう然ぜんとした声を漏もらした。

　煙のように消えた丞庵の、すぐ横から──もうひとりの丞庵が現れる。

「ハ、ハ。『アンチメイジ』。工房長があれだけ言ってたんだ。どんなことをしてくるのかと、期待していたんだが、複数の魔法を使うというだけか？」

　その隣となりに、もうひとりの丞庵が現れ、やはり笑う。

「ま、確かに恐ろしい能力だろうけど──どんな能力だって、使い手がクズならしょせんはクズさ。役に立たないガラクタ、ジャンクに過ぎない」

　丞庵は、次々と現れていく。二体が四体に。四体が八体に。八体が十六体に──ねずみ算式に増えた丞庵は、やがてプールを埋め尽くした。

　膝ひざを突いたまま、三九郎は、呆然とその光景を眺めていた。

　レベル８『光属ルクス』、特とく殊しゆスクロール『幻げん影えい』に属する魔法。『白霧の幻影ルクス・フアンタズマ』。光の屈折を操あやつり、自みずからの思うままの虚きよ像ぞうを作り上げる魔法だ。

　偽にせの華か夜や、偽の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、そして──偽の丞庵。

　だが、この数は──

「全部……偽にせ物もの、だったのか……」

「ハハ。ようやく気づいたか？　僕の幻まぼろしと必死に戦うおまえの姿は、なかなかのエンターテイメントだったよ。──まあ、全部が偽物というわけじゃないがね。この中のひとつは、『召しよう喚かん』魔法──『白の似姿ルクス・スペクラム』だ」

　種たね明あかしをするように、どこかにいる丞庵が言う。三九郎の前には決して姿を現さず、自らは身を隠かくした『光属ルクス』メイジは、処刑を下すような断定的な口調で、言い放った。

「おまえの手の内はすべてわかった。もう生かしておく理由もない。死ね」

　ずらりと並ぶ似に姿すがたが、すべてクォーツを構える。どれが本物かわからない。いつやってくるのかも。

　だから三九郎は深く息を吐はき出し──『アエリシス』を構えて、目を閉じた。

　クォーツが燃え尽きる。カカトが打ち鳴らされる。そして、詠えい唱しよう──

「『極光の瞳ルクス・コラプス』」

　極ごく大だいに灯ともる光が、三さん九く郎ろうの身体からだを焼き尽くそうと迫せまる。

　その光の中で、三九郎は、歯を食いしばりながら笑ってみせた。




　　　　　　　　◆




　華か夜やは頰ほおを濡ぬらす汗を、手の甲で拭ぬぐった。

　引きつるような痛みが走る。拭った手の甲を見下ろすと、無む惨ざんな火傷やけどがあった。

　戦せん闘とう力の高い『火属イグニス』とはいえ、同レベルの相手にここまで追い詰められているのは、理由がある。

　桐きり原はら雷らい火かは、『スクロール特化型』のメイジだ。

　魔ま法ほうにはスクロールと呼ばれるものがある。要するに性質だ。『切断』や『圧あつ縮しゆく』や『召しよう喚かん』など、メイジはさまざまな状況に対応できるように、複数のスクロールを使いこなしている。

　雷火は、どうやらその中でも『召喚』に特化しているらしい。

　程度の差はあれ、ひとつのスクロールに特化すれば、他のスクロールの威い力りよくはその分だけ劣れつ化かする──あまりに偏かたよりすぎると使えなくなってしまう。事実、雷火は一度も『切断』や『圧縮』を使っていない。危険なことだ。ひとつの状況だけに特化しているということは、他の状況には対応できないということなのだから。

　だが、今の状況──こと戦せん闘とうにかけては、『召しよう喚かん』は大きなアドバンテージになる。

　今、雷火が呼び出した火の鳥が、甲かん高だかい鳴なき声をあげながら虚こ空くうへと消えていった。召喚可能時間が過ぎ去り、『御み柱はしら』の元へと還かえっていく。それを無表情に見つめながら、雷火は再びクォーツを取り出した。

「また、試してみるか？」

　ぎり、と唇くちびるを嚙かんで、それでも華夜は髪かみを撫なでつけ、クォーツを取り出した。

「『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』」

「『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』！」

　胸元に当てた雷火の手の中で、真しん紅くの燃ねん焼しよう光がまばゆいほどに煌きらめいた。

　燃焼光の中で、クォーツが溶けるように小さくなっていく。その代わりに、燃焼光それ自体が鳥の形を帯び、大きく翼つばさを羽ばたかせた。再び召喚された炎の鳥は、雷火の近くに降おり立つと、服ふく従じゆうを示すように嘴くちばしを地面につけた。

　だが──華夜のほうには、なにも起こらない。

　クォーツは燃もえることなく、美しい光を宿しながら、彼女の細い指に挟はさまっている。

「……ダメか……！」

『召しよう喚かん』が、使えない。

　今までの戦せん闘とうで、その原因を探っていた華か夜やは、ひとつの仮定に行き当たっていた。

　魔ま法ほうにはいくつかのルールがある。そのうちのひとつに、次のようなものがあった。

　どのような魔法も、『重ねがけ』をすることはできない。

　たとえば『召喚』を行い、現れた召喚物がいるあいだは、別の『召喚』を行うことができない。雷らい火かがいくつもの召喚物を扱あつかっているように見えるのは、厳げん密みつには別の魔法であるからだ。『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』を二体以上呼び出すことは、『スクロール特化型』でもできない。

　だから、華夜が『召喚』を使えないのは、『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』がまだ生きているからだ。

　恐らくは、三さん九く郎ろうの持つナイフ──『アエリシス』に囚とらわれているからだ。

　その仮定を確かめる術すべはない。確かめたところで、どうにもならないことでもあった。『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』を解かい除じよするためには三九郎にそれを出してもらわなくてはいけない。だが、三九郎がどこにいるのかさえ、今の華夜にはわからないのだから。

（自じ業ごう自じ得とく、かな）

　華夜は皮肉げな笑みを浮かべ、雷火はぽつりとつぶやく。

「……そろそろ、終わりにするよ」

　華夜は身構えるが、なにもできない。ヘタに魔法を飛ばしても、火の鳥に食われ、そのままカウンターをもらうのがオチだろう。

　雷火は胸に手を当てたまま、詠えい唱しよう開始。

「『火炎蜥蜴イグニ・ラセルタ』」

　クォーツが燃ねん焼しようし、燃もえさかるトカゲが空中に現れ、ちろちろと舌を出した。

「『炎の蛇イグニ・アンギス』」

　クォーツが燃焼し、炎色に揺ゆらめく蛇へびが空中に現れ、かま首をもたげて華夜を見た。

　頭上には炎の鳥、左右に炎のトカゲと蛇を従えて、雷らい火かは華夜に近づいてくる。

　遠くにあってもなお伝わってくる熱ねつ波ぱが、華夜の白い頰ほおをちりちりと焼いていた。

「……『生命の盾ヴイタ・スクトウム』」

　右手に植物の盾たてをまとわせる。時間稼かせぎでしかなかった。いずれは突とつ破ぱされる。あるいは次の瞬しゆん間かんにでも。じりじりと近づいてくる三つの炎がその距きよ離りを詰めてきたら──防ぎきれる自信は、ない。

　その様子を冷静に眺めながら、雷火は胸に手を当て、詠えい唱しようしようとして、

「『水の嵐アクア・テンペスタス』！」

　水が螺ら旋せんを描きながら雷火に殺さつ到とうする。『火炎蜥蜴イグニ・ラセルタ』がひとりでに動き、それを防いで、破は壊かいされた。

　雷火は素す早ばやく視線を走らせ、攻こう撃げき者をにらみつけた。

「おまえは……！」

　視線の先にあるのは、アメリカ製アサルトライフル『ＡＣＲ』の銃じゆう口こうだ。もちろん水みず鉄てつ砲ぽう、しかしそこから放たれる威い力りよくは本物以上。給きゆう水すい塔とうの上に腰かけて、ぶらぶらと足を遊ばせているその少女は、不ふ思し議ぎそうに銃口を覗のぞき込んでいた。

「やっぱ『水の嵐アクア・テンペスタス』はちゃんと出るんだよね。なんで『水の刃アクア・グラデイオ』だけ使えないんだろ」

「……『ワーク』。なんの用だ？」

「はあ？　ボケたの、『桐きり之の宮みや』？　戦場の用なんて一個に決まってンでしょ？」

　給水塔から飛び降おりて、沈み込むように着地する。左手に持った『ＡＣＲ』と右手に持った『ファマス』を胸の前で交差させて、呉くれ葉ははべろりと舌を出した。

「戦争、しにきたのさァ！　『水の回転歯車デユオ・アクア・テンペスタス』！」

　変換言語によるスクロール『拡かく散さん』は、二つの銃口から絡まり合う螺ら旋せん階段のような激流を弾はじき出した。『炎の蛇イグニ・アンギス』が切り防ぐ。

「『ウィステリア』！　ボっとしてんな、テメェも働け！」

　華か夜やは我われに返った。左手で髪かみを撫なでつけ、右手に緑色の燃ねん焼しよう光を迸ほとばしらせる。

「『流転する生命ヴイタ・テンペスタス』！」

　広がる葉よう脈みやくのごとく、地面の上をツタが這はい伸びて、雷らい火かの足に絡みついた。アキレス腱けんをぎりぎりと締め付けられて、雷火の表情が痛みに歪ゆがんだ。

「よくやった！　あとで褒ほめてやるッ！」

　両手に持った『ＡＣＲ』と『ファマス』を惜おしむことなく投げ捨てて、ウサギ型のカバンから代わりの銃を取り出した。ポンプアクション式ショットガン、『レミントンＭ８７０』！　銃じゅう身しんをぐるりと回転させてレシーバーをわし摑づかみ、ガシャン、と片手だけで排はい莢きようする。

「『水の十指シンド・アクア・パグノ』！」

　腰だめにショットガンを構えて舌をべろりと出し、水の散さん弾だんをショットする。小さな小さな水の弾たまが、霰あられのごとく雷火に降ふり注そそいだ。

　雷火は回かい避ひ行動を取りながら、胸元に手を当てて詠えい唱しよう開始。

「『渦巻く炎の大蛇サーカ・イグニ・アンギス』！」

　炎色の燃ねん焼しよう光が、火炎の大蛇おろちとなって雷火を囲い、炎による絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよを完成させる。『水の十指シンド・アクア・パグノ』は巻き上がる炎の蛇へびの大口に飲み込まれ、消し飛ばされた。

　だが、呉葉の笑みは崩くずれない。片手を天に突き上げて、舌を出して彼女は叫ぶ。

「来い、『水の乙女アクア・ヴアルゴ』！」

　ドゴン！　と鈍にぶい音を立てて、呉葉の背後の給水塔がひしゃげた。ドゴン、ドゴン！　──再び続いた衝しよう撃げきに、ついに給水塔は内側から破は裂れつする。中から這はい出てきたのは無む貌ぼうの乙女おとめ、流れる水によって作り出された『水属アクア』の召しよう喚かん物ぶつだ。

　ごぼごぼと耳みみ障ざわりな音を立てながら、『水の乙女アクア・ヴアルゴ』は両腕を網あみのように広げ、炎の壁かべをまるごと飲み込もうとした。

　そこに『炎の化鳥イグニ・アヴエス』が突っ込んできた。燃もえさかる嘴くちばしで、乙女おとめの顔を激しく攻こう撃げきする。乙女は悲鳴のような音を立てながら、水の腕で化け鳥ちようを抱きしめた。火と水、相あい反はんする二つの『属性アライメント』が衝しよう突とつし合い、対つい消しよう滅めつをはじめる。

　嵐のような魔ま法ほうの応おう酬しゆうが、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、途と切ぎれた。

　その一いつ瞬しゆんを突いて、雷らい火かが炎の壁かべを突き破り、華か夜やへと襲おそいかかった。

「なっ──」

　雷火の全身が炎に覆おおわれている。鋭するどい爪つめと牙きばを持つ炎の獣けもの──スクロール『特とく殊しゆ召しよう喚かん』に位置づけられる魔法、『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』。術者自身を『火属イグニス』の獣けものと化す大技だ。華か夜やは慌あわてて『生命の盾ヴイタ・スクトウム』を振りかざし、燃えさかる爪つめの一いち撃げきを防いだ。

　くぐもった声が、炎の獣けものの奥底から響ひびいてくる。

「しぶといな」

「……それは……こっちの台詞せりふだよ……！」

　軋きしるような声を返す。あまりの圧力に耐えきれない。『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』は、術者の身体能力そのものを大幅に引き上げるのだ。片足が折れ、膝ひざを突く。

　──押し潰つぶされる！

　そのとき、灰色の世界が、眩まばゆいほどに輝かがやいた。

「!?」

　一瞬、雷火の身体からだが硬直した。呉くれ葉はの横おう撃げきを警けい戒かいしていたからだろう。視線が華夜から外れ、どこかで生まれた極きよく大だい的な光の発生源を探ろうとする。

「……『生命の刃ヴイタ・グラデイオ』！」

　その隙すきを突いて、華夜は詠えい唱しようした。硬質なトゲを生かしたツタが、炎の獣けものの脇わき腹ばらに絡みつく。バランスが崩くずれた雷火から、華夜は転がるように逃れ──

　なにかが頭にゴチンとぶつかった。

「いたっ！」

「ぎゃっ!?　な、なにすんだテメエ！　恩知らずが！」

　ぶつかったのは、ハニーブラウンの頭──呉くれ葉はだ。互いを削けずり合う化鳥と乙女から逃れてきたらしい。二人の少女はほんのわずかのあいだ、頭をさすりながらにらみ合い、それからすぐに共通の敵へと目を向けた。

　雷火から視線を外さずに、華夜は囁ささやく。

「……まさか、ねねちゃんのクッキーに買収されたわけじゃないよね？」

　呉葉もまた、敵から視線を外すことはなかった。苦にが々にがしげに答える。

「バッカじゃねェの。……ま、まあ、確かにうまかったけどさ。呉葉ちゃんにはもっと、エンダイなセンリャクテキなケーカクがあんの」

「どんな？」

「だってあいつクソ強えーじゃん。あいつに『戦札タグ』壊こわされたらもっと強くなっちまう。それじゃ困るんだよ。強い奴には、さっさとご退場願わないとさ！」

「……なるほど」

　華か夜やは薄うすく笑う。確かに、戦略としては正しいだろう。

　呉くれ葉はは味方になったわけではない。敵の敵というだけだが、ひとりであの『火属イグニス』の化け物に立ち向かうよりは、ずっと心強かった。もっとも、背中を刺されることへの警けい戒かいは、常にしておいたほうがよさそうだが──

「……あいつ、なにしてんだ？」

　不意に、呉葉がそう言った。

　雷らい火かの態度は奇妙だった。まるで華夜たちの存在など忘れてしまったかのように、じっと立ち尽くしている。溶けたフェンスから、地上を見下ろしているようだった。

「まあいいや、この隙すきに！」

　ぺろりと唇くちびるを舐なめて、呉葉は『レミントン』を雷火に向ける。

　トリガーを引こうとした、その矢先──雷火は身を翻ひるがえし、屋上から飛び降おりた。

「はあっ!?」

　驚おどろきの声をあげ、呉葉は呆ぼう然ぜんと『レミントン』の銃じゆう口こうを下ろした。華夜は呼吸を止め──次の瞬しゆん間かんには、屋上の縁へりへと駆かけ出していた。

　先ほどの雷火と同じ場所に立って、下を見下ろして──

「……伏ふし桜ざくらくん」

　その光景を目にして、華夜は呆然とつぶやいた。




　　　　　　　　◆




　その光景を目にして、黒くろ谷たには薄うすく笑っていた。

　夕暮れの校舎に、黒谷はひとり立ち尽くしている。生徒はいない、メイジもいない。黒谷平へい助すけただひとりが、廊ろう下かに長い影を作って、窓の外を見下ろしていた。

「『アンチメイジ』」

　ぽつりと、その名を口にする。

　それは黒谷にとって、多くの意味を持つ言葉だった。彼の過去、彼の憧どう憬けい、彼の執しゆう念ねん、彼の憎ぞう悪お──すべてが集約される言葉だ。

　失われたと思っていた。すでに終わったものだと。

　どうやら、終わっていなかったらしい。

　少なくとも、伏桜団だん慶けいに、終わらせるつもりはなかったらしい。

　自分も相当だが、彼もなかなか執念深い。なにか皮肉めいたものを感じて、黒谷は細長い身体からだを折って、低く笑いはじめ──

「なにがおかしいのデスか？」

　不意に響ひびいたその言葉に、笑うのを止やめた。

　長く伸びる廊ろう下かの先、長く伸びる影の先に、ひとりの少女が浮かんでいた。

　神かん主ぬしのような白しろ装しよう束ぞく。背の中ほどまで伸びた黒い髪かみ。細い顔立ちの鼻から上を覆おおい隠かくす、白いヴェネチアンマスク。

　ジャッジ。

「いや、別に。ただ、彼も苦労するな、と思いましてね」

　ジャッジは──世界最高のメイジが作り上げた、世界最高クラスの人じん工こう精せい霊れいは、首を傾かしげる。白いヴェネチアンマスクが、無感情に黒くろ谷たにを見つめている。

「どちらのことデス？」

「……どちらも、ですかね。息子のためにこんな迂う遠えんな計画を立てた団だん慶けいも──それに振り回される、三さん九く郎ろうくんも」

　クク、と笑い、

「実によろしい。伏ふし桜ざくらが苦しむ姿を見るのは、いつでも私の喜びです」

　マスクの奥に、桃もも色の光が灯ともる。

「あなたト、我わが主あるじの関係は、存じておりマス」

　黒谷の笑みが深くなった。

「私は、この戦争を円えん滑かつに遂すい行こうするための装そう置ちに過ぎまセン。逆に言えば、この戦争をつつがなく進行するためならバ、どのようなことでもスルというコト」

「なるほど。理りに適かなっていますね」

「妨ぼう害がい行為をするとなれバ──あなたでも、ただでは済みまセンヨ」

　人間に近くなると、勘かんも鋭するどくなるのか。

　黒谷は、降こう参さんをするように両手をあげた。

「やめてください、私のようなレベル一ひと桁けたを捕まえて。私はただの観戦官ですよ。ブラックアーツの趨すう勢せいがどう動くのかを見み極きわめにきただけ。それだけですよ」

「……それを信じろト？」

「信じられないと？　ではどうするのですか、ジャッジ？　私を排はい除じよする？　実に良い案ですね。世界最大の工房組織『ギギリヤ重工』にケンカを売るのは、伏桜団慶亡きあとの『伏桜製作所』のファーストステップとしては上出来です」

　ジャッジは、悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

「……ナゼ、団慶さまが、あなたを指名したのか……私には、わかりまセン……！」

「人工精霊ごときにわかる機き微びではない。わきまえなさい」

　黒谷は、にこにことした笑みを崩くずさずに、そう言った。

　マスクの奥に灯ともっていた桃もも色の光が、不意に消失した。ジャッジは深々と礼をする。

「失礼をいたしマシタ、黒くろ谷たにさま。ご武ぶ運うんヲ、お祈りいたしておりマス」

「噓うそをつけるというのは、良い人じん工こう精せい霊れいの証あかしですよ、ジャッジ──」

　そう言ったときにはもう、ジャッジの姿はそこにはなかった。

「……ふう」

　息を吐はく。窓の外へと目を向ける。

　戦せん闘とうは、すでに終わっていた。

　それを見下ろす黒谷の襟えり元もとから、なにかが飛び上がった。

　黒い紙人形だ。十じゆう字じ架かに似た形だが、頭のところが丸く、足のところが細く尖とがっている。

　紙人形は、抗こう議ぎするように回転していた。

「モーバイン。心配しすぎです。勘づかれているかもしれませんが、尻しつ尾ぽは摑つかまれていません。今はまだ、ね」

　黒い紙人形は、ぶるぶると震ふるえてみせた。

「バレているのなら、私はとっくに空間の狭はざ間まにでも落とし込まれているでしょう。ですが、そうはなっていない。安心しなさい」

　紙人形は逆さまになる。黒谷は深々とため息をついた。

「……しっかりしてください……支部とはいえ、あなたは工房長でしょう。そんなザマでどうするのです。第一、もう遅い。賽さいは投げられた。あとは天運のみです」

　逆さまのまま回転してさらに震えはじめるが、もう黒谷は聞いていなかった。

　眼がん下かに広がる光景を眺めながら、ぽつりとつぶやく。

「『伏してもなお咲く、伏ふし桜ざくら』。──よかったな、団だん慶けい。彼は間ま違ちがいなく、おまえの息子だ」




　　　　　　　　◆




　その光景を目にして、丞じよう庵あんは、大きく目を見開いていた。

「……バカな」

　ぽつりとつぶやき、首を振る。

　それでも、目の前の光景は変わらない。脳のう裏りに浮かべていたあるべき光景──レベル８『光属ルクス』魔ま法ほう、『極光の瞳ルクス・コラプス』を受けて消し炭になり、大きく抉えぐれたプールの内ない壁へきは、どこを探しても見当たらなかった。

　その代わりにいるのは、肩と足から血を流し、それでも内壁にもたれかかるようにして立ち上がっている──伏桜三さん九く郎ろうの姿だ。

「バカな。バカな」

　首を振る。頭の中に浮かんでくる言葉を、必死になって否定する。

　クォーツを掲かかげる。左カカトを打ち鳴ならし。詠えい唱しよう。

「『輝きの刃ルクス・グラデイオ』！」

　白の燃ねん焼しよう光が閃ひらめいた。三さん九く郎ろうの心しん臓ぞうを貫つらぬくはずの魔ま法ほうの刃やいばは──しかし、彼が持っているナイフに吸い込まれ、二度と戻ってこなかった。

　よろめき、後ずさる。

　そんなことをする必要はないのだ。まだいくらでも手はある。なにも逆転していない。『白ルク霧の幻影ス・フアンタズマ』はまだ三九郎を取り囲んでいるし、『白の似姿ルクス・スペクラム』は丞じよう庵あんの指示を待っている。なにも心配することはない。なにも。なにも。

　クォーツを掲げる。左カカト。詠唱。

「る、──『輝きの刃ルクス・グラデイオ』ッ！」

　なにも起こらない。

　丞庵は混乱して、手元のクォーツを見下ろした。燃焼光などどこにも見当たらない。美しい結晶体だけがそこにある。

「……!?　な、なんだ？　なぜっ──」

「なるほど」

　ぼそりと、かすれた声が響ひびいた。

「確かにそうだった。『重ねがけ無効』。一度使った魔法は、効果が切れるまで、使うことはできない。神しん藤どうさんには悪いことをした。襲おそわれてないといいけど」

　内ない壁へきから背を離はなし、三九郎は、引きずるような足取りで丞庵に近づいてくる。

　全身を『輝きの刃ルクス・グラデイオ』で撃うち抜かれ、満足に動くこともままならない。今のうちに逃げ出せば、もう追ってはこられないだろう──

　そこまで考えて、丞庵は愕がく然ぜんとする。

　逃げる？　誰だれが？　僕ぼくが？　誰から？　──この、落ちこぼれから!?

「ふざっ、…………ふざけるなァ！　なんで、僕が、──おまえなんかにッ！」

　自みずからの中に湧わき上がった恐怖を、塗り潰つぶすかのように丞庵は叫ぶ。怒りと憎ぞう悪おを呼び起こして、丞庵はクォーツを構えた。左カカトを打ち鳴らし、詠唱。

「『一握の光ルクス・パグノ』！」

「『スティール』！」

　圧あつ縮しゆくされた『光属ルクス』は、三九郎にたどり着くよりも先に消失した。三九郎が構えているナイフが光を切り払い、吸収する。ナイフの柄つかに嵌はめられた三つ目の宝石が白く輝かがやく。

「俺は、昔は、メイジを目め指ざしていた」

　ぼそぼそとした声で、三九郎がなにかを言っている。

「メイジになるために──親父について回って、いろいろな工房のメイジを、見させてもらった。だから、よく知っている。メイジには、クセがあることを」

「……な、にを、」

「魔ま法ほうを使うのは、容易たやすいことじゃない。おまえも、長いあいだ訓練してきたんだからわかるだろう。『御み柱はしら』の加か護ごだけあっても意味はない。頭の中のイメージを、現実に呼び起こすために──メイジは『意識のトリガー』を引かなくちゃいけない」

　ひたりと、三さん九く郎ろうはナイフの切っ先を、丞じよう庵あんに据すえた。

「たとえば、瀧たき丞庵。おまえは、詠唱の前に左カカトを鳴ならすクセがある」

　丞庵は言葉に詰まる。自分ですら、そのクセに気づいていなかったからだ。

「おまえだけじゃない。蜜みつ月づき呉くれ羽はには舌を出すクセがあるし、雷らい火かには胸に手を当てるクセがある。すべて魔法を使うのに必要な『トリガー』だ」

　──それを、全て、こんな短時間で見抜いたのか。

　ともすれば湧わき上がりそうになる畏い怖ふを振り払い、丞庵は叫んだ。

「そっ、──それが、どうしたっていうんだ!?」

「苦労したよ。『光属ルクス』魔法は、文字通り光の速度でやってくるからな。詠唱を聞いてからじゃ遅い。タイミングを合わせるまで、時間がかかってしまった。……でも」

　満まん身しん創そう痍いの身体からだを引きずりながら、三九郎は、獰どう猛もうに笑う。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。おまえの魔法を盗む下準備は、できあがった」

　その言葉に、丞庵は激しく反応した。

「盗む？　──盗むだと!?　盗んだのか!?　僕ぼくの魔法を!?」

　三九郎は笑ったまま、べ、と舌を出してみせた。

「そうだよ。今さら気づいたのか？　バァァカ」

「そッ、──そんなことが、許されると思ってるのか!?　反逆──大たい逆ぎやくだ！　偉大なる『御み柱はしら』の力を、捧ささげ物もなしに盗むなんて──」

「うるッせえよ!!」

　丞庵は身をすくませ、口を噤つぐんだ。

　三九郎は、片手にナイフを握りしめ、それ以外のすべての手足からは止めどなく血が流れている。霞かすんだ目は失血が著いちじるしいことを物語っている。遠からず、彼は倒れ伏し、二度と起き上がることはないだろう。

　それでも、今この瞬しゆん間かんの彼は、激しい怒りに突き動かされているようだ。

「なにが、『御み柱はしら』だ。なにが、メイジだ。魔法が使えるから、奇跡が起こせるから──だから『普通の人間』よりも偉えらいっていうのか!?　だから、『普通の人間』を踏みつけにしても許されるっていうのか!?」

「……あ、当たり前だろ、メイジは『普通の人間』よりも優すぐれた存在で……」

「それが、思い上がりだってんだよ!!」

　三九郎は近づいてくる。四し肢しを引きずるように、血の跡あとを刻みながら──それでも、その目だけは、不ふ屈くつの光が宿っている。

　そう。こいつは屈さない。落ちこぼれのくせに、なんの魔ま法ほうも使えない『普通の人間』だったくせに──決して、折れようとしないのだ！

「覚えている。絶対に忘れないぞ。瀧たき丞じよう庵あん。おまえはねねこを殺した」

「──そ、れは、」

「自分がメイジだからという理由で、ねねこが『普通の人間』だからという理由で。ただそれだけの理由で、虫けらでも踏みつぶすみたいにねねこのことを殺したんだ！　──それがメイジだっていうなら、俺はメイジになんてならない。なりたくない」

　手の中でナイフを回転させる。丞庵から、『光属ルクスの御み柱はしら』から盗んだ三つの光を宿して、その刃はは禍まが々まがしく笑っているようでもあった。

「それなら、俺は、────『アンチメイジ』でいい」

『アンチメイジ』。

　メイジに反するもの。メイジに敵するもの。

　それが──今、丞庵が対している相手の、正体だ。

[image: ]

　そのとき、丞庵の頭に響ひびく声があった。

（アラ）（アーララ）（アーララララララ！）（目覚めさせてしまったねえ！）

「ひっ!?」

（言ったね？）（ああ、言ったとも）（私は確かに言った！）（伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう──『アンチメイジ』には、決して手を出すなと！）（アア、アア、それなのに!!）

　丞じよう庵あんはよろめき、また一歩、後ずさった。

「ち、違います、工房長！　これは、なにかの間ま違ちがいだ──僕ぼくが、僕が！　僕が、こんな奴に負けるはずがない！」

　くっくっ、と三さん九く郎ろうは喉のどを鳴ならした。

「どうした？　取り込み中か？　少し待ってやろうか？」

「────ッ、ほ、ほざけェ！」

　半ば以上は恐怖のため、丞庵は地面を蹴けった。

　魔ま法ほうを盗まれるのならば、魔法を使わなければいいだけだ。丞庵の剣けん術じゆつは一流に類るいする。この程度の素人しろうと、数秒もかからずに切り捨てることが──

　逆手に握ったナイフを構え、三九郎は叫ぶ。

「『リリース』！」

　ナイフに込められた魔法が発動する。もともとは丞庵が唱となえた『輝きの刃ルクス・グラデイオ』が閃ひらめき、丞庵の手のひらを撃うち抜いた。

　日本刀が弾はじけ飛び、乾いた音を立ててプールの床ゆかを滑すべる。

「がっ──!?」

　その隙すきに、三九郎は転がるように『白の似姿ルクス・スペクラム』に接近する。『白の似姿ルクス・スペクラム』は自じ律りつ的に動き、日本刀で切り伏せようとする。三九郎のナイフがそれを受け止め、

「『スティール』！」

　その瞬しゆん間かん、『白の似姿ルクス・スペクラム』は盗まれた。

　丞庵は、愕がく然ぜんと、その光景を眺めていた。

　なんだ？　これは？

　つい、一分前まで、こっちは王手をかけていた。十回殺してもお釣りが来るほどの余裕があった。それなのに、今は、もう、

「『光のルクス──」

　反射行動のように、丞庵は詠えい唱しようをしようとした。だが、その詠唱は尻しりすぼみに消えてしまう。魔法を唱えて、そして、どうしようというのだろう？　盗まれるのか？　先ほどまでと、まったく同じように──相手に力を与えるのか？

「『リリース』。──やれ、『白の似姿ルクス・スペクラム』！」

　丞庵とまったく同じ姿をした分身が現れ、なんの躊ちゆう躇ちよもなく斬きりかかってくる。自分とまったく同じ腕前を持つ分身。上段からの袈け裟さ斬ぎりをかろうじて躱かわし、そこから連なる中段からの切り上げを、避よけることができなかった。

　切っ先が丞庵の仮面をかすり、それを跳ね飛ばした。

　心しん臓ぞうが、ばくん、と鳴なった。

　白い仮面がくるくると宙を舞まうのを、丞じよう庵あんは呆ぼう然ぜんと見つめる。

　待て。

　待ってくれ。

　噓うそだろ？　こんなところで？　こんな奴に？　──この、僕ぼくが!?

　周囲の時間がスローモーションになる。ゆっくりと宙を滑すべっていく白い仮面──丞庵の『戦札タグ』であり、丞庵自身であるもの。自分の手がその仮面に伸ばされる。届かない。届かない。三さん九く郎ろうがナイフを掲かかげるのが視界の端はしに見える。

（アハ）（アハハ）（アッハハハハハハハ！）（残念だ、エート……なんだっけ？）（まあなんでもいいか！　ナントカくん！）（きみの仕事はここで終わり、終わり、終わりだね！）

「待ってください！　工房長、僕は、まだ！」

（待たないよー！）（残念ながらタイムリミット！）（そして、ジャストタイミングだ！）（これならば、ジャッジも疑うまい！）（まったく！　きみは素す晴ばらしい仕事をしてくれたよ、ナントカくん！）

　丞じよう庵あんの視界が白く塗り潰つぶされていく。三九郎の『リリース』。丞庵から盗んだ丞庵の最大魔ま法ほう、『極光の瞳ルクス・コラプス』が放たれる。丞庵ではなく──彼の『戦札タグ』、白い仮面に向けて。

（『シャドウミドウ・ジャンクヤード』は私のためのガラクタ置き場ジヤンクヤードだ！）（ゴミみたいなジャンクを私が見み出いだし！）（私の役に立つように作り替える！）（その点で、きみは役に立つガラクタだったが──）（しょせん、ジャンクの域いきを超えなかった、ということだね！）（さよなら、ナントカくん！）（きみのことは忘れないよ！）（──ところで、名前はなんと言ったかな？）（アハ！）（アハハ！）（アハハハハハハハハハ！）

　頭の中で、夜や楽がくの狂きよう笑しようが響ひびき渡っている。

　丞庵は両耳を押さえ、うずくまった。それでも、血走った目は『それ』から離はなれない──離すことができない。自みずからが自らである証あかしであり、そして、この戦争に参加する資格である『戦札タグ』が──白い仮面が、光の塵ちりと消えようとしている光景を。

　丞庵は、その意識が光に溶け去るまで、焼きつくようにその光景を見つめつづけていた。




　　　　　　　　◆




　うろ穴の中は、暗く、ほのかに温かかった。

　外から戦せん闘とう音が聞こえてくるたびに、ねねこは暗くら闇やみの中で身を震ふるわせた。

　恐怖のためではなく、無力感のために。

「出して！　お願い！」

　拳こぶしを握り締め、振り上げて、叩きつける。無駄な努力だった。枝葉によって塞ふさがれたうろ穴は、殴なぐっても痛くないが、その代わりにびくとも動かない。『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』は忠実に、新たな主あるじの命令を守っている。

「……出して、…………っ」

　泣きそうな顔で、ねねこはうつむいた。

　なにもできない。否いな。なにもするべきではないのだ。仮にここから出たところで、待っているのはメイジたちの戦場なのだから。ねねこは『戦札タグ』、他のメイジに狙ねらわれる標的であり、三さん九く郎ろうや華か夜やの足を引っ張る重荷でしかない。

　そのことが、今のねねこには、なによりも辛つらい。

　今までずっと親しくしていた華夜が。今までずっと想っていた三九郎が、どこか、遠くに行ってしまいそうな気がして──

　そのとき、がさり、と音がして、枝葉の向こうから光が差し込んだ。

「！」

　ねねこはうろ穴に駆かけ寄る。穴を塞ふさぐ枝葉が、緩ゆるくなっている──というより、消えかけているのだ。ねねこは知る由よしもないが、『召しよう喚かん』の限界時間を迎えた『芽吹く翁ヴイタ・シニクス』が、消しよう滅めつしかけているのだった。

「さんちゃん！」

　ねねこは叫び、迷わず頭を枝葉の中に突っ込んだ。スカートが枝に引っかかり、あちこち破けてしまうが頓とん着ちやくしない。プールの床ゆかにべしゃりと墜つい落らくして、それでもめげずに立ち上がって、ねねこは三九郎に向かって駆け出す。

　三九郎は、ねねこのことを振り返り、微ほほ笑えんだ。

「……ああ……ねねこか」

　そのまま、ぐらりと三九郎の身体からだが傾かしぐ。

　ねねこは慌あわてて三九郎の身体を受け止めた。そうして、彼の全身がぞっとするほど大量の血で濡ぬれそぼっていることに気づいた。目を見開き、唾つばを飲み込む。こんなときでなければ失神していたかもしれない。だが、今はそんな場合ではない。

「さ、さんちゃん、血が！」

「…………そう、だな……神しん藤どうさん、治なおしてくれると、いいけど…………」

「そ、そうだ！　かやちゃん！　かやちゃんを、探さないと！」

　ねねこがそう叫んだ、その瞬しゆん間かん。

　枯かれたプールに、炎の獣けものが降おり立ってきた。

「──────！」

　ねねこは声を失う。彼女のことを、炎の獣は無感情に見つめた。やや猫背になって立ち上がり──ふっと、その身体を包んでいた業ごう火かが消え去る。

　その内側から、桐きり原はら雷らい火かが姿を現した。

　青い瞳ひとみが、二人を見る。

　三さん九く郎ろうは、憔しよう悴すいしきった笑みを浮かべた。

「……やあ、雷らい火か」

「やあ。三九郎」

　友人同士の挨あい拶さつを交わし、それから雷火は、地面に転がるそれを見下ろした。

　そこには──白い学ランを着て、日本刀を腰に携たずさえた、マネキン人形が転がっていた。

　雷火は目を細め、独ひとり言ごとのようにつぶやく。

「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』。狂える人じん工こう精せい霊れい、御み影かげヶが原はら夜や楽がくを工房長に戴いただく、人工精霊たちの工房だ。『心属アニマ』魔ま法ほうが吹き込まれた仮面こそが、彼らの本体。それを傷つけることは、魂たましいを傷つけられるのと同じこと。だから、あんなに三九郎のことを恨うらんでいたんだろう」

　そうして、雷火は三九郎のことを見た。

「『意識のトリガー』のことを丞じよう庵あんが知らなかったのは幸運だったね。もっとも、知っていたところで対応することはできなかっただろうけど。トリガーの読み合いは、相当な場数を踏んだ熟じゆく練れんのメイジでもなければできることじゃない。──どうやって気づいたんだ？」

「勘かんと、経験だ」

　ふらつく身体からだを支えながら、三九郎はそう答えた。父に連れられ、多くの工房を訪れ、多くのメイジをその目にしてきた。その経験がなければ、この土ど壇たん場ばで見抜くことはできなかっただろう。

　三九郎の言葉に、雷火は目を細めた。かすかな笑みが口元に浮かぶ。

「さすがだ。でも、僕ぼくにそんな手が通用するとは思わないほうがいい」

「…………」

「言ったはずだよね。三九郎。僕ぼくと同じ戦場に立つのならば──」

　指に挟んだクォーツが、炎色の煌きらめきを放つ。

「僕は、きみを殺す」

　三九郎は身構えようとして、ずるりと、その手から『アエリシス』がこぼれ落ちた。

　もう──ナイフ一本を握る力も、残ってないのだ。

　それを見て、ねねこは全身の血が逆流するような思いを味わった。

　三九郎が傷ついている。ねねこを守るため、彼はナイフを握ることもできないほどに、すべてを使い果たしたのだ。

　それなら。

　ねねこは三九郎の前に出て、両腕を広げた。

「……なんのつもりだ？」

　雷火の冷たい声が響ひびき、ねねこは震ふるえた。無力感ではなく、恐怖のために。

　それでも──彼女は、その場を退ひくことはしなかった。

「さ、……さんちゃんは、わ、わた、わたしが、守る、もん。絶対、絶対に──あなたなんかには、さんちゃんを傷つけさせないんだから！」

　雷火は険けわしく眉まゆを寄せ、胸に手を当てて、詠えい唱しようを、

「『生命の防壁ヴイタ・ウオール』！」

　緑の燃ねん焼しよう光が、頭上から稲いな妻づまのように撃うち込まれる。三九郎たちを守るように配置された種は、あっという間に芽め吹ぶき、広がり、植物でできた壁かべへと進化した。レベル７『生属ヴイ・ト』魔ま法ほう、スクロール『防ぼう壁へき』。自己再生能力を有する生きた壁だ。

　ねねこは頭上を見上げ、大きく目を見開いた。

「かやちゃん!?　──それに、」

「ちょっとちょっとちょっとちょっと!?　なッ、なにしてくれてンのよあんた──ぎゃああああああっ!?」

「ごちゃごちゃ言ってないで──ちゃんと狙って！」

　二人の少女がもみくちゃになりながら落ちてくる。ひとりは黒くろ髪かみを逆風になびかせて、その腕は緑色の植物に覆おおわれていた。もうひとりはハニーブラウンのツインテールを逆さまに、じたばたと暴れている。どうやら、黒髪のほうがハニーブラウンを抱いて、植物を命いのち綱づなに、屋上から飛び降おりたらしい。

「くそっ、もう、どうなっても、知んないからね！　──『水の刃アクア・グラデイオ』！」

　がくがくとブレる照しよう準じゆんを、どうにか雷らい火かへと合わせて、呉くれ葉はは『タボール』の引き金を引く。水圧のレーザーが床ゆかを舐なめ、雷火は紙かみ一ひと重えでそれを躱かわした。もっともそれは狙い通り。制せい圧あつ射しや撃げきは仕し留とめるためではない、着地の隙すきを殺すためだ。

　並んで着地した二人を見て、ねねこは表情をぱっと明るくした。

「呉葉ちゃん！　あ、ありがとう!!」

　呉葉は一いつ瞬しゆん、困ったようにねねこのことを見た。しかしねねこは、『生命の防壁ヴイタ・ウオール』の隙すき間まから、目を輝かがやかせて呉葉のことを見つめている。救きゆう世せい主しゆを見るような眼まな差ざしに、呉葉は居い心ごこ地ち悪そうに前を向いて、叫ぶ。

「約束だからな、『ウィステリア』！　あいつの『戦札タグ』は呉葉ちゃんのものだ！」

「……それでいいよ、『ワーク』。今だけでも共きよう闘とうしてくれるなら」

　雷火は目を細め、二人に向き直った。

　ねねこは息を止める。メイジたちの戦いがどうなるのか、彼女にわかるはずもない。ねねこは傍ぼう観かん者しやだ。戦争に、口を出すことはできない。

　だが──

「さ、さんちゃん!?　なにしてるの!?」

　三さん九く郎ろうが『生命の防壁ヴイタ・ウオール』の外へと這はい出ようとしている。ねねこは慌あわててそれを引き留めた。だが、どこにそんな力が残っていたのか、三九郎はねねこの手を振り解ほどいて、雷火のことをにらみつけていた。

「……俺は、俺が、……戦わなくちゃいけないんだ……あいつ、とは……」

　ねねこは言葉を失う。なにが彼をそこまで追い立てているのか──『普通の人間』でしかないねねこには、わからなかった。

　三九郎がねねこから離はなれる。

　遠くへ行ってしまう。

　その背中に声をかけることはできず、ただ腕を伸ばして、彼の腕を摑つかもうとして──




　その瞬しゆん間かん、枯かれていたプールに、汚れた水が戻ってきた。







[image: 『二日目　日常（夜）』──みんなでおふろ！]







　誰だれも、なにも言わなかった。

　全員、藻もが浮いた水に胸まで浸つかっている。プール開きなど二ヶ月も先のこと、洗浄はおろか水抜きさえ行っていない。半年以上にわたって自然のままに放置されたプールは、ドロリと濁にごった緑の沼地のようになっていた。

　やがて、呉くれ葉はが口火を切った。

「なんじゃこりゃあ！　汚い！　臭くさい！　厳きびしい！　どうなってんの!?」

　ばしゃばしゃと、緑色の汚お泥でいを跳ねさせながら呉葉は喚わめいた。近くにいた華か夜やが迷めい惑わくそうな顔をする。美しい黒くろ髪かみに、ヘドロがへばりついている。

「……アー、みなさま、盛り上がってるところ、大変申し訳ありまセンが──」

　不意にそんな声が響ひびいて、その場のすべての視線を集めた。

　ジャッジだ。飛び込み台の上にしゃがんでいる。白しろ装しよう束ぞくの袖そでで口元を覆おおっているのは──まあ、臭におうからだろう。

「時間デス」

　空はすでに、灰色から夜の黒に染められていた。時刻表示はどこにもない。風が吹き、ジャッジの髪を揺ゆらした。

「……七時、か……」

　ようやく、三さん九く郎ろうはそのことに思い当たった。

　ねねこが、情けない声を出す。

「……さんちゃん、ぬるぬるするよ……なんか臭いし……は、早く、出ない？」

　その言葉に異い議ぎを挟むものは、雷らい火かを含めて、誰もいなかった。




「うへえええ、ぐちゃぐちゃ！　くっそう、コレ、高かったのに！」

「……戦いを避さけられたのはよかったけど、この臭い……ジャッジももう少し気を利かせてくれればいいのに……」

「そーだそーだ！　ジャッジのせいだ！　補ほ償しようしろ！　ほれ、ねねこもなんか言え！」

「そ、そーだそーだ！　さんちゃんも、なんとか言ってよ──へくちっ」

　プールから上がり、ぐちぐちと文句をつぶやいていた少女たちの矛ほこ先さきは、結果的にジャッジへと向かうことになった。春先のプール水など、ありていに言えば汚お水すいである。そこに胸まで浸からされたのだから、誰かに文句を言わなければ気が済まないのだろう。

　ジャッジはその文句を軽かろやかにスルーして、三九郎に向き直った。

「サテ、初のメイジ撃げき破は、おめでとうございマス──三九郎坊ちゃま」

「……ありがとう」

　三九郎は複雑な表情で礼を言う。傍かたわらにいる華夜が、『生属ヴイ・ト』魔ま法ほうによる治ち療りようを施ほどこしていた。まだ多少ふらつくが、どうにか自分の足で帰ることはできそうだ。

「早さつ速そく、ボーナスをお与えいたしマス──と言いたいところデスが、今は時間外デスから確認できまセンネ。マ、次の戦せん闘とう可能時間までには、適用しておきマショ」

　ジャッジの声は淡たん々たんとしていた。三さん九く郎ろうが丞じよう庵あんを倒したことへの驚おどろきなど、どこにも見当たらない。当たり前のことが、当たり前のごとく起きたのだといわんばかりの態度。そのまま、彼女は虚こ空くうへと消え去っていった。

　ふう──と息を吐はき、三九郎はふと、出口へと目を向ける。

　雷らい火かが出て行こうとしているところだった。その背中に、三九郎は声をかける。

「雷火」

　雷火は立ち止まり、振り返った。こちらをにらむ表情は──険けわしい。

「……なんだ？　敵と馴なれ合うつもりは……」

「髪かみ。藻もがついてる」

「…………」

　険しい表情を崩くずさずに、雷火は金髪にへばりついた藻を摑つかんで、足あし下もとにべしゃりと叩きつけた。そのまま出て行こうとするところに、再度、声をかける。

「また明日な」

　雷火は、それに応こたえることはしなかった。

　それから、三九郎はねねこたちを振り返り──全員、呉くれ葉はでさえも、肩を寄せ合うようにして震ふるえていることに気づいた。

「……さ、さんちゃん、たすけてっ……！」

「……汚いし、臭くさいし、厳きびしいし、さ、さささ、さむい……！」

「……風か邪ぜ、引いちゃう……！」

　時刻はすでに夜だ。まだ涼しさが残る季節、水に濡ぬれた身体からだにこの気温はかなり辛つらい。一いち陣じんの強い風が吹いて、四人の身体から体温をさらに奪うばっていった。

「……こ、これは、た、確かに、キツイな……！」

「さ、さんちゃん、おふろ、はいろ！　おふろ！」

　身を縮ちぢこまらせたねねこが近づいてきて、三九郎に意見具ぐ申しん。三九郎は頷うなずいて同意を示したが、残りの二人は首を傾かしげた。

「……おふろ？」

　ぽつりとつぶやいた華か夜やに、ねねこは満面の笑みを浮かべて、頷いた。

「うん！　さんちゃんちのお風ふ呂ろは、すっごく大きいんだよ！」




　　　　　　　　◆




　そして神しん藤どう華夜は、湯船に浸つかっている自分を発見した。

「………………」

　瞬まばたきをする華か夜やの目の前に、浴室の天てん井じようから垂たれた水滴が、ぴちょん、と音を立てて落ちてくる。檜ひのきの湯船に張られた水面みなもに、ゆらゆらと揺らめく波は紋もんが広がっていく。

「ふふんふふふんふふふーんふふふふんふふーんふーんふーんふーん」

「おいコラ！　泡あわが飛んだぞ！　後ろに呉くれ葉はちゃんがいること忘れんなよ！」

「あっ、ごめんなさい、呉葉ちゃん」

　洗い場では、ねねこが鼻歌交じりに髪かみを洗い、その背中を呉葉が流している。先ほどまでは呉葉が頭を洗い、その背中をねねこが流していた。華夜も誘われたが断だん固ことして拒否した。自分の髪と背中くらい自分で洗える──

　いや、そうではなくて。

　問題は、そんなところにあるのではなくて。

「……なんで、こんなことになっているの……？」

　湯船の縁へりからあふれるお湯を見つめながら、華夜は呆ぼう然ぜんとそうつぶやいた。

「あン？　なんか言ったか、華夜？」

　呉葉が耳ざとく聞きつけて、じろりと華夜を見た。ツインテールは解ほどかれてまとめられ、ターバンのように巻いたタオルの中に押し込まれている。平へい坦たんなスタイルの呉葉がそうしていると、まるで幼児のようである。

「百歩譲ゆずって、私とねねちゃんが入るのはいいとしましょう。でもね、蜜みつ月づきさん」

　ざばりと水音を立てて、華夜は呉葉を指差した。

「どうしてあなたまで、ここにいるの!?」

　呉葉はムっと鼻はな白じろんだ。ねねこの白い背中を洗い流しながら、不満げに、

「ンだよ、別にいいじゃんか。呉葉ちゃんだって寒かったんだよ！　近くにお風ふ呂ろがあるっていうんだから、入るのは当たり前だろ！」

「そういう問題じゃない！　そもそも、私たちとあなたは敵同士で──」

「ハッ！　じゃ、あんただってダメじゃんか！　ホントは敵なんだから！」

「っ！」

　返す言葉もなく、華夜は口を噤つぐんだ。

「……かやちゃん」

　頭を泡まみれにしたまま、ねねこがじっとこちらを見つめている。その視線を、見返すことができない。

　あのときの、ねねこの表情が──忘れられない。

　友だちと母親。その二つを天てん秤びんにかけて、どちらが重いのか。華夜はその答えを、まだ出すことができないでいた。

　華夜は鼻のすぐ下まで湯船に浸つかってしまう。水面にぶくぶくと泡が立つ。

　ねねこはそんな華か夜やを見つめ、小さく息を吸い込み、そして、

「にゃあああああああああっ!?」

　なんの前まえ触ぶれもなく、呉くれ葉はがねねこの大きな胸を鷲わしづかみにした。

「うお、スゲーなコレ。なに食えばこんなんなるんだ？」

「ちょ、ちょちょちょっと!?　呉葉ちゃん!?」

「いーなーコレ、スッゲーなーコレ。ねえねえ、ちょっと呉葉ちゃんに分けてよ。すべてにおいてパーフェクトな呉葉ちゃんの唯ゆい一いつの弱点がおっぱいなんだよねー」

　友人である華夜でさえ息を吞のむほどの大質量を、呉葉はなんの遠えん慮りよ容よう赦しやなくこねくりまわしている。華夜の目の前で、白いお肉が餅もちのように、変へん幻げん自じ在ざいに形を変える。

　華夜は木き桶おけを摑つかみ、蛇じや口ぐちをひねり、水を溜ためて、

「ひゃっ、やっ、あんっ、ちょっ、やめっ、かやっ、ちゃっ、たすけっ」

「おやおやぁ？　よさげな声が出てきちゃってるぞォ？　ぎゃっははは、呉葉ちゃんってばテクニシャン！　安心しろって、すぐにもっと気持ちよくしてアバッ!?」

　なみなみと注そそいだ冷水を、呉葉の頭にブチ撒まけた。

　あまりの冷たさに、呉葉の身体からだが陸おかに上がったハマチのようにびくびく跳ねる。そのうちにバランスを崩くずし、足を滑すべらして、彼女は大おお股また開きにすっ転んでしまった。

　そのあいだに、ねねこはざぶんと湯船に飛び込んできた。お湯が大量に溢あふれ、浴室の床ゆかをプールのようにする。

「なっ、なにすんだよ、テメエ!?」

「なにすんだ、じゃない。あなたこそなにしてるの？」

「おっぱい揉もんでンだよ！」

「そこまでストレートに言われると逆に清すが々すがしいね……」

「いーじゃんか別に！　でかいおっぱい揉むの好きなんだよ、呉葉ちゃんは！」

　ねねこは屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちに顔を赤くし、華夜は呆あきれたようにため息をつく。

「そんなにしたいなら、自分のですれば？」

「自分のじゃ面おも白しろくないだろ。つか、だったらあんたので──、…………あー…………」

「……………………なに？」

「いや、ワリ。なんでもない。ごめんな。さすがに呉葉ちゃんが悪かったわ。言っていいことと悪いことがあるよな」

　びきりと、華夜は顔を引きつらせた。

　気にはしていたのだ。脱だつ衣い場じようで汚お水すいに濡ぬれた服を脱いだときから、ねねこと自分を見比べて、なぜこんなにも貧ひん富ぷの差があるのかと苦悩していた。今までそれを表に出さないよう、必死になって押しとどめていたというのに──！

　と、隣となりにいたねねこが、華夜の肩をつついて囁ささやいてきた。

「か、かやちゃん、よくわからないけど落ち着いて──」

「ねねちゃんは黙だまってて！」

「ごっ、ごめんなさいっ!?」

「おいおい、八つ当たりしたってオマエのぺちゃぱいはでっかくなんねーぜ？」

　華か夜やは立ち上がった。前を隠かくしもしない。黒くろ髪かみに手をやって、そこに忍ばせていたクォーツを取り出す。戦せん闘とう可能時間外だが──知ったことでは、ない！

　そうして、髪を撫なでつけ、詠えい唱しようをしようとしたその瞬しゆん間かん、

「あー。ちょっといいか？」

　磨すりガラスの向こうの脱だつ衣い場じようから、三さん九く郎ろうの声が響ひびいた。

　華夜はギクリと身を強こわばらせ、、ねねこは湯に浸つかった吞のん気きな声で答える。

「なーにー、さんちゃん？」

「着替え、持ってきたぞ。ねねこのパジャマを使ってもらうけど、いいよな？」

「うん。ありがと」

「あとさ、風ふ呂ろであんま暴れるなよ。近所の人に心配されたぞ……」

「ご、ごめんなさい……」

　華夜とねねこは思わず謝あやまり、呉くれ葉はでさえバツの悪そうな表情をした。三九郎の影は軽く手を振り、脱衣場から出て行く。

　気まずい空気の中、最初に動いたのは呉葉だった。彼女は立ち上がると、湯船の縁へりをまたいで、ねねこの隣となりに入ってきた。ねねこは湯船の中でちょっと動き、場所を作る。

　華夜、ねねこ、呉葉という順番で、肩を並べて湯に浸つかることになった。

「……いーきもちー……」

　ため息のような声で、ねねこがつぶやいた。

「……そーだなー……あったまるなあ……」

　同じような声で、呉葉がそれに応じた。

「…………」

　無言のままで、華夜はざばりと自分の顔を洗った。

　どうやら一いつ緒しよのお風呂に入ると、敵意と緊きん張ちようは溶けて流れてしまうらしい。お湯の温度でリラックスするうちに、華夜はだんだん、呉葉と一緒に湯船に浸かっていることが当たり前のように思えてきた。奇妙なことだ。この少女は紛まぎれもなく敵、それも、ねねこのことを殺そうとしていた仇かたきだというのに──

「ねえねえ、呉葉ちゃん？」

「あン？」

「呉葉ちゃんは──どうして、戦争なんかしてるの？」

　呉葉はとろんとした目でねねこを見、バカにするように笑った。

「そんなの、決まってンじゃん。工房が欲しいからだよ」

「……工房っていうのは、そんなに、すごいものなの？」

「あのなァ──、まあいいや。『普通の人間』だもんな、知らなくても仕方ないか。教えてやる。工房ってのはな──メイジにとっての、夢の城なんだよ！」

　ざばっと音を立てて、呉くれ葉はは立ち上がった。幼い身体からだの腰元に両手を当てる。

「工房ってのは、クォーツを生み出す場所なんだからな！　メイジ世界じゃ、他のなにがなくてもクォーツさえありゃなんとかなる！　メイジにとってクォーツはすべての材料、金を超える金、夢を越える夢なのさァ！」

「……はあ」

「いい寝ね床どこ！　うまい食い物！　キレイな服もアクセサリも、イケメンだって思いのままだ！　うちの工房長──『マダム』みたいに、他のメイジどもを侍はべらせて靴くつ磨みがきとかもさせられる！　サイッコーだろうが！」

「……そんなことのために、人も殺すの？」

　一いつ瞬しゆん、呉葉と華か夜やの視線がぶつかり合い、火花が散った。あいだに挟まれたねねこが、おろおろと狼ろう狽ばいする。

「そうだ。工房には、それだけの価値がある」

「……くだらない」

　挑発するつもりはなかった。だが、欲望にまみれた呉葉の言葉に、我が慢まんすることができなかったのだ。

　しかし、呉葉は怒らなかった。再び、勢いきおいよく湯船に沈むと、彼女はこきこきと首回りをほぐしながら、なんでもないことのように言う。

「ま、最初からわかってもらおうなんて思っちゃいねえよ。くだらなくても結けつ構こう。呉葉ちゃんは、欲しいものをいただく。そンだけだ」

　それから、彼女はちろりと、ねねこと華夜のことを見た。

「おまえらは良い奴やつだ。貴重なおっぱいだし。もしかしたら、ダチになれてたかもな」

「じゃ、じゃあ──！」

「でも、ま、仕方ねぇさ。敵は敵だ。殺し合うだけだな」

　ねねこはうつむいた。恐怖、というよりは、悲しそうに。今、一いつ緒しよの湯に浸つかっている相手と、明日には殺し合わなくてはならないということが、やりきれないのだろう。

　それに気づいて、呉葉はにこにこと笑い、

「ンだよ、そんな顔すんなよー。だいじょぶだって、できたら殺さないように手加減してやっからさ──って、ああ、あんたは『戦札タグ』なんだったか。じゃ無理だ。でもま、苦しまないように殺してやるさ！　だから、ほれ、元気出せって！」

「……あ、あり、がとう？」

「ところでさ、ねねこ。サンクロってどんなヤツだ？」

「え？　さんちゃん？　さんちゃんは、わたしの幼なじみだけど」

「あいつ、おもしれーヤツだよな？　呉くれ葉はちゃん、ちょいとばかし興きよう味みがあるぜ──」

　二人のやり取りを聞きながら、華か夜やは物思いに耽ふける。

　呉葉はどうしようもない──ある意味で、きわめてメイジらしいメイジだ。自分の目的を最優先にする。そして、目的を見定めたあとは、決してブレようとはしない。

　では、自分はどうなのだろう？

　浴室の天てん井じようをぼんやりと見上げながら、華夜はまた、そのことを考えはじめた。




　　　　　　　　◆




「これで──よし、と」

　本日のメニューは、たっぷりのロールキャベツと大量の野菜スープ、それにバゲットが少々だ。あり合わせだから大したものはできなかったが、手早さを優先させた。ダイニングテーブルに配はい膳ぜんが完了して、三さん九く郎ろうはエプロンの前で、満足げに腕を組んだ。

　全身の傷は完全に癒いえたわけではない。先ほど、湯を張っているあいだにざっとシャワーを浴びたときも、『輝きの刃ルクス・グラデイオ』で撃うち抜かれた箇か所しよがずきずきと痛んでいた。『生属ヴイ・ト』の治ち癒ゆも、決して万能というわけではないのだ。

「おっ!?　なになに、いい匂いすんじゃん！」

「ほんとだー。さっすがさんちゃん！」

　どやどやと、風ふ呂ろ上がりの女子がリビングへと入ってくる。もちろん全員着替えなどなかったから、ねねこのパジャマを代わりとしているのだが、問題がひとつある。

　ねねこのパジャマは動物の着ぐるみなのだ。

　ねねこはいい。もともと彼女の持ち物だ、タヌキの着ぐるみパジャマがよく似合っている。

　呉くれ葉はもいい。金きん髪ぱつで小麦色の肌だが、小学生と言っても通じるほどの幼い容よう貌ぼうの持ち主だ。ウサギの着ぐるみパジャマは、むしろ彼女のために存在するかのようである。

　では、最後のひとりはどうか？

「…………」

　彼女はいつまで経たってもリビングに入ってこようとしなかった。それに気づいたねねこと呉葉は、同時に手をドアの向こうに差し入れる。

「ほら早く。あんたが入ってこないと呉葉ちゃんがごはんにありつけないだろ？」

「そうだよ、かやちゃん。わたしもう、お腹ぺこぺこだよ」

「……ちょ、ちょっと待って。もう少しだけ、時間くれないかな。こ、心の準備が──っていうか、伏ふし桜ざくらくん！　他の着替えはなかったの!?」

　そう言われても。三さん九く郎ろうはぽりぽりと頭を搔かき、

「うちにある女物の服はそれだけだよ。ねねこの家から、借りてくることはできるだろうけど」

「そ、それ！　それだよ！　初めからそうしてくれれば──」

「でもまあ、俺が取りに行くわけにはいかないし、どっちにしろねねこは着替えさせなくちゃいけなかったからな。今から取りに行ってもらおうか？」

「ね、ねねちゃん！　取りに行ってくれないかなっ!?」

　タヌキの着ぐるみパジャマの中で、ねねこは目をぱちくりとさせていた。しばらく何事かを考えてから、ねねこはにっこりと微ほほ笑えみ、

「ごはん、食べてからね？」

　進しん退たい窮きわまった。華か夜やは諦あきらめ、おずおずとリビングに入ってくる。

　ネコの着ぐるみパジャマだ。

　丈たけが短い。ねねこと華夜はかなり身長差があるから当たり前なのだが、手首と足首が完全に露ろ出しゆつしてしまっている。それが恥ずかしいのか、華夜は美しい顔を羞しゆう恥ちに紅あかく染めて、両手で猫耳フードを、できる限り引き下げようとしている。

　なんというか、グっとくる。

「……あ、あんまり、見ないで？」

[image: ]

「ッ、ご、ごめん」

「それじゃ、おいしく食べましょう！」

　ねねこははしゃいでそう言い、全員がそれぞれ、席に着いた。

「おっ──」

「んっ──」

　ロールキャベツを一口食べた瞬しゆん間かんに、呉くれ葉はと華か夜やの顔色が変わった。

　それでも華夜は節度を保ったが、ねねこと呉葉はもうダメだった。がつがつと一気にロールキャベツを搔き込むと、同時に空からになった木目ボウルを差し出してくる。

「さんちゃん、おかわり！」

「こっひも、おはわり！」

「……もっとゆっくり食べてくれないかな……」

「仕方ねーだろ！　うまいんだから！」

　そう言われると悪い気はしない。中央の鍋なべから、二人の木目ボウルによそっていると、三つめのボウルがおずおずと差し出された。華夜だ。

「わ、私も、おかわり、いいかな」

「はいはい。ちょっと待ってな」

　答えながら、三さん九く郎ろうは自分の口元がほころぶのを感じた。自分の作った料理を喜んでもらえるというのは、やはり嬉うれしいものだ。

　いくらもしないうちに、鍋の中身はすっかり空になった。全員、命のやり取りで消しよう耗もうしていたのだろう。呉葉はスープを皿から直接すすり、華夜はもったいなさそうにちびちびとロールキャベツを削けずり、ねねこに至いたってはバゲットを全部食べ尽くしてしまった。

「──っぷは！　いやー、食った食った！　ごっそさん！」

「はい、お粗そ末まつさま」

「粗末なんかじゃねーよ、やるじゃンか、あんた！　さっすがは伏ふし桜ざくら団だん慶けいの子供だな！」

「……昨日、正反対のことを言われた気がするんだが……」

　冷たく返すと、呉葉はにやにやしながら頰ほお杖づえを突いた。

「まあまあ、あんときはアンタ、実力隠かくしてただろ？　ヒトが悪いね。なんだっけ、アレ──『スティール』だっけ？　魔ま法ほうを盗むなんて、マジでシャレんなんねーもんな！」

　華夜のスプーンを動かす手が、止まった。

　しかし、当の三九郎は冷静に答える。

「別に隠してたわけじゃない。知らなかっただけだ」

「またまたァ！　ケンソンしちゃって！　──ま、そんなところもいいんだけどな！」

「……？　なにがいいんだ？」

「だ・か・らァ──」

　にい、と笑い──呉くれ葉はは、テーブルの上に乗り上がった。

「お、おい」

「な、アンタ──サンクロ。呉葉ちゃんと組もうぜ？」

「「はあ!?」」

　三さん九く郎ろうと華か夜やの声が見事にハモる。呉葉は構わずに、テーブルの上に四つん這ばいになって近づいてきた。着ぐるみパジャマの胸元から、素肌がちらちらと覗のぞいている──ちなみに言えば、ねねこ以外は、着ぐるみパジャマの下にはなにも着けていない。

　ねねこはきょとんとした顔で、首を傾かしげた。

「あれ、でも、呉葉ちゃん、さっきは敵だって──」

「ま、敵さ。最後の最後にはな。でも、それまでは組んだっていいだろうよ。あの気味の悪い『ギギリヤ』と、アホみたいに強つええ『桐きり之の宮みや』がまだ残ってるんだ。一いつ緒しよに組んで、あいつらをヤっちまおうぜ？」

「…………」

「あれ？　なんだ？　ご不満か？　なんだったらいいモノあげちゃうぜ？」

「なんだ、それ？」

　呉葉は親指で、自みずからの胸をずびしと示した。

「呉葉ちゃんのヴァージンだ！」

　危あやうくスープを噴ふき出しそうになった。

「いっ──、いるか、そんなもん！　大事に取っとけ！」

「おいおい、そりゃないだろ！　いくら呉葉ちゃんでも傷つくぜ！」

「おまえは女の子って気がしないんだよ！　だいたい、会ったばかりの相手に──」

「会ったばかりでも」

　遮さえぎって──呉葉は、はっきりとした声で、そう言った。

「サンクロは、おもしろい。そして呉葉ちゃんは、おもしろいヤツが好きだ！」

「…………」

「呉葉ちゃんは間ま違ちがえやすいけどな、間違いを直すのも早いんだよ。サンクロはおもしろいし──それになによりも作るメシがうまい！　抱かれる条件としては十分だな！」

　テーブルの上にあぐらを組み、腕を組んでうんうん頷うなずく呉葉の姿は──なんというか、漢おとこらしかった。

　三九郎はため息をついて、それから、首を振った。

「せっかくの申し出だけど、断らせてもらう」

「あン？　なんでだ？　いい話だろーが！　共きよう闘とう相手ができて、ついでにえっちもできるってんだから──」

　直接的な言葉に動どう揺ようしながら、それでも三九郎は強い口調で、

「俺には神しん藤どうさんがいる。相手は間に合っているよ」

　しん、と。

　食卓が、静まり返った。

（……うん？）

　三人の少女たちが、それぞれに三さん九く郎ろうのことを見つめている。ねねこなどは目をまん丸にして、食事の手を止めてしまっていた。あってはならないことだ。

　呉くれ葉ははテーブルにあぐらを搔かいたまま、ゆるゆると首を振った。

「……そっか。なら仕方ないや。相手がいるんじゃなー」

「え？」

「しっかし、サンクロもヒトが悪いなー。会ったばかりがどうのこうのヌかしてたクセに、会ったばかりのカヤのことはきっちりヤっちゃってんじゃん。手ェ早えーな」

「……っ!?」

　ようやく、三九郎は己おのれの言葉の迂う闊かつさに気づいた。

　華か夜やは三九郎の大切な共きよう闘とう相手だ。だからこそ、『相手』には間に合っていると答えたのだが──どうやら呉葉は、それをもうひとつの意味にも適用してしまったらしい。

　ねねこが声を震ふるわせて、華夜のことを見た。

「そ、そうなの？　かやちゃん──」

「へっ!?　い、いやっ、私は、そんな──！」

　華夜は見るからに狼ろう狽ばいし、ぶんぶんと首を振った。その勢いきおいで猫耳フードが外れ、耳たぶまで真っ赤になった華夜の顔が露あらわになる。

「ん？　ちげーのか？」

　呉葉がうろんな顔つきで、華夜と三九郎を見比べた。その反応に、華夜は息を詰めたようになる。それからぐるぐると、何事かを考え──

「っ!?」

　華夜は、三九郎の手に、自分の手を重ねた。

　その顔は、今にも熟うれ落ちそうなほどに赤らんでいる。大きく息を吸い込んで、大きく息を吐はき出して、華夜は一いつ世せ一いち代だいの大告白をするように、きっと顔を上げて言った。

「……ち、違わない。私たちは──こういう、カンケイ、なの」

　三九郎はぱくぱくと口を動かした！

「……ンだよ、それならそうと、先に言えってんだよ。あーあ──せっかく、いいオトコが見つかったと思ったのになァ……」

「ごめんね。でも、伏ふし桜ざくらくんは、私のっ、…………オ、オトコ、だから」

　なに言ってるんだこいつは!?

　三九郎は華夜を見、華夜も三九郎を見返した。思ったよりも強いその視線を受けて、三九郎は華か夜やの思おも惑わくを推すい測そくする。

　恐らくは──呉くれ葉はに、三さん九く郎ろうとの共きよう闘とうを諦あきらめさせようとしているのだろう。それはわかる。親しみやすくはあっても、呉葉は他人を踏みにじることをよしとする『悪あしきメイジ』なのだから。彼女を仲間などした日には、いつ背中を刺されるかわかったものではない。

　呉葉を諦めさせるには、別の共闘相手がいるとはっきりわからせたほうがいい。さらに、華夜と三九郎の二人が男女の仲であると偽いつわれば、なおさら間に割って入ることはすまい。そう考えたのだろう。

　が。

「…………………………………………」

　ねねこが、フォークを握りしめたまま、じっと自分の木目ボウルを覗のぞき込んでいた。

　黒いボブカットがその顔を押し隠かくし、どんな表情を浮かべているかはわからない。

　なぜか、三九郎の背筋を、冷たいものが伝っていく。

　三九郎とねねこは、周囲からは『夫婦』と揶や揄ゆされるほど仲が良い。だが、恋人関係にあるというわけでもないのだ。血の繫つながっていない、同い年の家族──というのが、もっとも相応ふさわしいだろう。

　それなのに、今のねねこに声をかけることが、どうしてもできない。

　一方で、呉葉は華夜の袖そでを引き、顔を赤くしながら尋たずねている。

「……な、なあなあ。呉葉ちゃんはヴァージンだからわかんないんだけどさ、やっぱり、はじめてのときって……痛いのか？」

「えっ!?　──そ、それは、うん、まあ、そ、それなりに」

「そ、そうかっ。じゃ、じゃあ、アレだ。気持ちよかったりは、しないのかな？」

「えっ!?　──そ、それも、うん、まあ、そ、それなりに」

「痛いけど、気持ちいいってことなのか？」

「……そ、そんな感じ」

「おお……そうかァ……気持ちいいんだなあ……」

　あとで、説明は、しなくてはいけない。

　しかし──今この瞬しゆん間かん、リビングの空気は、針はりのむしろのように三九郎を苛さいなんでいた。




　　　　　　　　◆




　桐きり原はら雷らい火かは夢を見ていた。




　その神社の裏手には、白い玉たま砂じや利りが敷しき詰められていた。参さん道どうといったものは見当たらず、禁きん殿でんの手前にどこまでも白い庭が広がっているばかりだ。足を踏み入れると、ざく、ざくと小こ気き味みのいい音がして、雷らい火かの心を少しだけ落ち着けてくれた。

　この場所は好きだった。うるさくないのがいい。うるさい奴やつがいないのがいい。他のことをなにも考えず、ただひとつのことに専せん心しんして練習できるのが、なおいい。

　自分に残されたただひとつのもの。

　魔ま法ほうを。

「……？」

　ふと、雷火は眉まゆをひそめた。

　玉たま砂じや利りの上に、自分以外の足あし跡あとが残っている。

　この神社は『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の管かん轄かつだ。神かん主ぬしもまたメイジであり、禁きん殿でん付近には厳げん重じゆうな結界が張り巡らされていて、『普通の人間』は入れないようになっている。

　つまり、別のメイジが、この玉砂利の庭にいるということだ。

　顔を上げて辺りを見回すと、庭の端はしにひとりの子供がいた。

　自分と同じくらいの年頃の、見たことのない少年だ。壁かべに向かって立ち尽くし、じっとなにかを念じている。

「……ここでなにしてるんだ？」

　そいつはゆっくりと目を開け、雷火を振り返った。

　意志の強そうな瞳ひとみだった。

「……魔法の、練習だ」

　乾いた声の裏側に、なにかが滲にじんでいるようだった。その『なにか』がなんなのか、雷火にはわからない。ただ、どことなく覚えのある響ひびきのようにも思えた。

　この場にいて、魔法の練習をしている。以上のことから、雷火は彼をメイジと認にん識しきした。ひたりと視線を見み据すえたまま、名乗りを上げる。

「『桐之宮工廠』所属。レベル２『火属イグニス』メイジ、桐きり原はら雷火だ」

　そうして、相手の答えを待つが──

　少年は、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんで、うつむくばかりだった。

　不快を表に出す。腕を組み、いらいらと指で肘ひじを叩く。

「所属と『属性アライメント』は？　メイジの基本だろう」

「……どっちも、ない」

「なに？」

「伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろう。ただの、伏桜三九郎だ」

　雷火は目を見はった。

　伏桜の名を知らぬものは、メイジ世界にはいないと言っていいだろう。伏桜団だん慶けい。歴史を変える天才にして、世界最高の複合魔法使い。弟子でしは取らず、誰だれとも与くみせず──ただ、自みずからの圧倒的な魔法の才能だけでメイジ世界と渡り合う、『伏桜製作所』の工房長。

　伏ふし桜ざくらの名を冠かんするということは、その息子だろう。

　世界最高のメイジの、息子。

　それだけで──気に入らなかった。

「たかがレベル２の僕ぼくに、所属工房も『属性アライメント』も教える必要がないということか？」

「ち、違う。そうじゃなくて、俺は──」

「どうでもいいさ。目め障ざわりだ。ここは僕の庭なんだ。どこかに行ってくれ」

　三さん九く郎ろうは拳こぶしを握り締め、うつむいた。それでも、彼の足は動こうとはしない。雷らい火かの苛いら々いらが募つのっていく。有力メイジの息子が、父親の威い光こうを笠かさに着て意を通そうとしている──雷火には、三九郎の態度はそういうふうに見えたのだ。

「消えるつもりが、ないというなら」

　するり、指のあいだにクォーツが現れる。そのクォーツが、炎色に輝かがやきはじめる。

「僕がこの手で、追い出してやる！」

　ここは僕ぼくの場所だ。僕だけの場所だ。他のメイジが──まして、他工房のメイジが、おいそれと足を踏み入れていい場所じゃない。一度それを許せば、どんどん侵しん略りやくされて、いつかは奪うばい取られてしまう。メイジ世界とは、そういう世界なのだ。

　侵略者は追い払う。それが、身を守るただひとつの術すべだ。

「『炎の拳イグニ・パグノ』！」

　胸に手を当てて、意識のトリガーを引く。同時に詠えい唱しよう。覚え立てのレベル２、スクロール『圧あつ縮しゆく』に位置づけられる『火属イグニス』魔ま法ほうだ。クォーツが放つ赤色の燃ねん焼しよう光は、雷らい火かが突き出した人差し指の前で、こぶし大の火の塊かたまりとなって圧縮していく。

　それを見ても──三さん九く郎ろうは、ぴくりとも動かなかった。

　雷火は、迷わず解き放つ。

『炎の拳イグニ・パグノ』は、三九郎の腹に着ちやく弾だんした。小しよう爆ばく発はつのような音が響ひびき、三九郎の身体からだがくの字に折れて吹っ飛んだ。

　玉たま砂じや利りを蹴け散ちらしながら、数メートルも跳ね飛んだ三九郎を、雷火は見下ろした。

「クォーツを構えもしないなんて、脅おどしだとでも思ったのか？　僕ぼくは本気だ。おまえがどこの誰だれであろうと──そんなのは、関係ない」

「違う」

　砂利の上に這ばいつくばり、咳せき込んでいた三九郎は──顔を上げて、雷火をぎらりとにらみつけた。

「俺は、魔法を使えないんだ」

「……なに？」

「だから『属性アライメント』はないし、工房にも所属していない。クォーツを構える必要もない」

　雷火は険けわしく眉まゆを寄せ、三九郎の視線を見返した。

　文句があるのならば魔ま法ほうで反はん撃げきするだろう。怖おじ気けづいたのなら逃げ出すだろう。

　そのどちらも選ばないということは、この少年は、本当に──

　三さん九く郎ろうは歯を食いしばり、立ち上がり、地面を蹴けった。

「だからって──やられっぱなしで、黙だまってられるか！」

　動どう揺ようしていたからか、意識のトリガーを引くこともできなかった。雷らい火かがクォーツを構えるよりも先に、三九郎は握りしめた拳こぶしを彼の顔面に叩き込んだ。

「がっ──」

　雷火はよろめき、しかし、踏みとどまる。鼻血が溢あふれ、口中に鉄の味が滲にじむ。

　三九郎に対するさまざまな感情は、そのときには吹き飛んでいた。さらに殴なぐりかかってくる三九郎の拳をいなして、クォーツを炎色に煌きらめかせ──

「なにをしている、雷火」

　不意に響いた声が、雷火の手を摑つかみ取った。

「三九郎。やめなさい」

　ほとんど同時に、三九郎もまた、ぴたりと動きを止めていた。

　二人の少年は、同時に声の方向に目を向け──そこに、互いの父を見出した。

『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』工房長、桐之宮新しん開かい。

『伏ふし桜ざくら製作所』工房長、伏桜団だん慶けい。

　二人の工房長は、玉たま砂じや利りを踏みしめながらこちらに近づいてきた。視線を交わさないまま、世間話でもするような口調で会話をする。

「息子が失礼をしたな、伏桜。謝しや罪ざいしよう」

「お互い様でしょう。たかが子供のケンカです」

「ただの殴り合いであればな。魔ま法ほうを使えば、それは殺し合いということだ」

　雷火は唇くちびるを嚙かみしめ、山のような父の巨きよ軀くを見上げた。

　新開は、じろりと雷火のことを見下ろす。アリを見つけた象ぞうであれば、あるいはこのような眼まな差ざしをするかもしれない。取るに足りないものを見下す、巨人の瞳ひとみだ。

「伏桜の息子を殺すつもりであったのか？　雷火よ」

　雷火は答えられない。父が怖おそろしくて──身をすくませているだけだ。

「そうであるのならばよい。そうでないのなら、雷火。貴様はメイジとして、失格だ」

「…………」

「クォーツはメイジの血肉と、何度も教えたはずだな。それを、このようなくだらん諍いさかいで使うとは。恥はじを知れ」

　団慶が、三九郎が、雷火を見ている。それでも雷火は、やはりなにも答えられない。

　新開はそんな雷火を見下ろし、太いため息を吐はいた。

「所しよ詮せん、出で来き損そこないということか」

「…………！」

「エリスの『遺ゆい言ごん状じよう』さえなければ、おまえのような厄やつ介かい者もの、捨て置いたものを──」

　耐えられなくなった。

　踵きびすを返す。駆かけ出す。玉たま砂じや利りを跳ね上げ、ひとりになれる場所へと逃げ出していく。

「あっ、おい！」

　そんな声が、背後から聞こえたようにも思えた。雷らい火かは振り返らなかった。頭の中が煮え立ったようになっていて、なにかが溢あふれそうで、彼はただ闇やみ雲くもに走りつづけた。




　桐きり原はら雷火はこの神社に預けられている。

　ここは『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』管かん轄かつの拠きよ点てんだが、本ほん拠きよ地ちというわけではない。地下に『竜りゆう脈みやく』は流れておらず、よってクォーツを精せい製せいする施設もない。『桐之宮工廠』全体にとっては、あまり重要ではない拠点のひとつだ。

『桐之宮工廠』工房長、桐之宮新しん開かいの庶しよ子し、桐原雷火は──そんな場所に預けられ、日々を過ごしていた。

　この神社に、雷火がひとりになれる場所はいくらでもあった。たとえ誰だれかがいたとしても、雷火がそこに近づけばそそくさといなくなってしまう。工房長の庶子である桐原雷火は、厄介の種たね以外の何物でもない。近づきたいと願うものは、どこにもいないのだ。

　今もまた、雷火はひとり、倉の前に座り込んでいた。

「…………」

　クォーツを、手のひらで弄もてあそぶ。

　メイジの血肉。確かにそうだ。メイジは、クォーツがなければなにもできない。だからこそクォーツは尊く、それを生み出す工房はさらに尊い。

　工房に属していなければ、メイジに価値はない。

　だから雷火はここにいる彼を受け入れてくれる工房は、ここだけだから。桐原雷火には、メイジであるということ以外の価値はない。それを奪うばわれたら、彼にはなにも残らない。

　それでも、今のようなときには、この工房を飛び出したくなる衝しよう動どうがこみ上げてくる。

　ふと、雷火は顔を上げて、神しん殿でんの脇わきの通り道を見た。

　伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうが立っていた。

「…………」

　なにも言わず、ただこちらを見つめている。その目には、先ほどの怒りの色はない。他のメイジたちが見せるようなへつらいも、あざけりも、どこにもない。

「なに？」

　ぶっきらぼうに、雷火はつぶやいた。

「……別に」

　ぶっきらぼうに、三さん九く郎ろうは答えた。

　そのくせ、彼は雷らい火かに近づいてきた。雷火から少し離はなれた場所に腰を下ろす。

　少しの沈ちん黙もくがあった。

　ふと思い立って、雷火はズボンのポケットを探り、缶を取り出した。

　未み熟じゆくな『火属イグニス』メイジは、魔ま法ほうの取り扱あつかいを誤あやまり、火傷やけどを負うことが多々ある。そのために、火傷の治ち療りよう用よう軟なん膏こうを持ち歩いているのだ。

　それを渡そうと思ったのはなぜだろう。ろくな事情も聞かず、いきなり攻こう撃げきしたことにわずかな罪悪感を抱いだいたからだろうか。

　いずれにせよ雷火はそれを投げ渡し、三九郎は器用にキャッチした。缶のフタを、不ふ思し議ぎそうな表情で眺める。

「それ。火傷に効くから」

　雷火が早口にそう告げると、三九郎は瞬まばたきをして、雷火のことを見た。

　なんとなくバツが悪くなって、三九郎から視線を逸そらす。

「初めてだ。おまえみたいなメイジ」

　雷火は目だけで三九郎を見返し、ぼそぼそと尋たずね返した。

「僕ぼくみたいなメイジって、どういうこと？」

「傷つけた相手を心配するような、ヘンなメイジってこと。俺はメイジがキライだけど──おまえは、別だな」

　言って、三九郎は雷火に笑いかけた。

　雷火はもじもじと身体からだを動かした。ヘンなのはそっちのほうだろ──、そう思う。さっきは殴なぐりかかってきたくせに、今は笑いかけてきている。わけがわからなかった。

　まあ、それは、軟なん膏こうを渡した自分だって、同じなのだけれど。

　しばらく黙だまってから、雷火はふと、尋たずねた。

「……魔法が使えないって、本当？」

　三九郎の表情が翳かげり、雷火は少しだけ後こう悔かいする。それでも、三九郎は小さく頷うなずき、

「ああ。本当だよ」

「それなら、なんで、魔法の練習なんて」

「親父の言いつけなんだ。いろんなところで、いろんなメイジを見て、学べって。──俺に魔法の才能なんてないことは、親父が一番よく知っているのに」

　その声には、かすかな怒りが込められているようだった。雷火は同情する。『御み柱はしら』の守しゆ護ごがなければ、いくら練習したところで意味がないからだ。無意味にあちこちの工房を連れ回される『普通の』子供が、メイジたちからどんな目で見られるか──雷火は、容易にそれを想像することができた。

　メイジの、好奇と悪意が入り交じった視線には、雷火も慣れていたから。

　風が吹いて、頭上の木立をざわめかせた。

　ふと、三さん九く郎ろうは思い出したかのように、

「エリスって、誰だれだ？」

　別のメイジに言われていたら──雷らい火かは、立ち上がっていただろう。そうして『火属イグニス』魔ま法ほうをぶつけていたかもしれない。それは雷火にとってのタブーだからだ。誰にも触ふれさせることを許さない名前だからだ。

　けれど、なぜかこのときの雷火は、それを許してしまった。

　思えばこのときに、雷火は三九郎のことを友人として認めたのだろう。

「僕の母さんだ」

　雷火は、囁ささやくような声で言った。

「今はもういない。父さんに『遺ゆい言ごん状じよう』を託たくして、──還かえってしまった。僕をこの工房に預けるように」

『遺言状』──メイジが最後に遺のこす、力持つ書状のことだ。それは、ある意味では呪のろいとも呼べる。その書状に記されている事こと柄がらが果たされない場合、メイジが最さい期ごに振り絞った魔法の力が、託たくされたメイジへと降ふりかかることになるからだ。

　だからこそ、桐きり之の宮みや新しん開かいは、庶しよ子しである雷火を受け入れた。エリスもまた、レベル20を越えるメイジだったからだ。マスターメイジである新開といえど、その『遺言状』を無視することはできなかった。

「でも、僕は、ここがキライだ」

　今まで誰にも告げることのなかった本当の気持ちを、雷火は衝しよう動どう的に口にしていた。

「母さんの言葉だから、今はここにいるけど──いつか、出て行ってやる。自分の工房を手に入れて、そこに母さんの名前を、桐きり原はらの名がついた看板をかけるんだ。だから、僕は、桐之宮の名前は絶対に使わない。あいつと同じ名前なんて、名乗るものか」

「……そっか」

　三九郎は、小さくつぶやいた。

　なぜこんなことを口にしてしまったのだろう、と雷火は我われながら不ふ思し議ぎに思った。父に知られれば、工房を追放されかねない不ふ穏おんな発言だ。

　それでも、なぜか後こう悔かいはなかった。それどころか、胸につかえていたものが取れたような、すっとした気持ちだけがあった。

「あ」

　三九郎は立ち上がった。神しん殿でん脇わきの小道に、伏ふし桜ざくら団だん慶けいが立っていた。

　小走りに、団慶に駆かけ寄ろうとして──三九郎は、ふと雷火を振り返った。座り込んだまま、じっと自分を見上げる雷火に、軽く笑いかける。

「またここに来てもいいかな。雷火」

　雷らい火かはそっぽを向いて、こう答えた。

「……三さん九く郎ろうの、好きにすればいいよ」




　そこで、目が覚めた。

　夢を見ていた。

　懐なつかしい夢だ。三九郎と出会ったときの夢。二人ともまだ子供で、三九郎はメイジになるための不毛な努力を強しいられ、雷火は工房から出るために足あ搔がこうとしていた。

　あれから数年が経たった。三九郎はメイジになることを諦あきらめてしまった。一方で、雷火は『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の番ばん弟子でしとなり、あと少しで自みずからの工房を──母の名前を掲かかげた工房を手に入れることができるところまでこぎ着けた。

　だが、そのためには、三九郎を倒さなくてはならない。

　ただひとりの。掛け替えのない友人を。自らの手で。

「…………」

　天てん井じようをにらみつけて、雷火は目を細めた。

　──伏ふし桜ざくらの息子を殺すつもりであったのか？

　夢の中の、父の台詞せりふが脳のう裏りに響ひびく。

　そのときはなにも答えられなかった。殺すつもりなどなかった。ただ脅おどして追い払うつもりでしかなかった。そのあとに後悔したりもした。

　しかし、今は──

「……そうだよ。僕は、あいつを殺さなくちゃいけないんだ」

　押し殺した声でつぶやいて、雷火は静かに目を閉じた。




　　　　　　　　◆




「……これでよし、と」

　洗った制服をすべて干し終えて、華か夜やは一息ついた。

　食事のあとは、自然とそれぞれの役割を果たす時間となった。三九郎は食器の片付けと洗い物・および呉くれ葉はが食い散らかしたテーブルの掃そう除じを行い、華夜は洗せん濯たくが終わった自分たちの制服を、一時的に伏桜家の脱だつ衣い場じように干していた。

　ねねこは呉葉と一いつ緒しよに着替えを取りに行っている。あの二人はわりと気が合うらしく、食事のあともあれこれおしゃべりに興きようじていた。どう考えても羊ひつじと狼おおかみが仲良くするようなものだと思うが、まあ、ねねこらしいといえばねねこらしい。

　ふと、華夜は脱衣場にある鏡かがみに視線を向けた。

　ネコの着ぐるみパジャマの中に、自分の顔がある。黒くろ髪かみは風ふ呂ろ上がりの湯ゆ気げに艶つやめき、その肌は上気している。なんとも言えない形に唇くちびるを歪ゆがめて、華か夜やはごまかすように自分の頰ほおを搔かいた。

（……どうして、あんなこと言っちゃったんだろ）

　不意に、そんな物思いが浮かぶ。先ほどから、何度も繰くり返している思いだ。

　三さん九く郎ろうと共きよう闘とうする。そのこと自体に異論はない。むしろ、『母親を助ける』という目的を隠かくしていた自分を受け入れてくれたと思うと、逆に感かん謝しやしたい気持ちだった。

　けれど、それにしたってアレはない。共闘相手だけならばともかく、三九郎が、その──自分の、オトコ、だなんて。あとでねねこにきちんと説明しないといけない。

　それに──三九郎は、あんなことをした自分を、どう思っただろうか？

「…………」

　華夜は赤くなった顔をうつむかせて、リビングへ戻った。

　リビングには三九郎がいて、華夜は思わず身構えてしまった。食器の片付けを終えて、飲み物を注ついでいるようだ。華夜のことを見て、コップを指差す。

「お疲れ様。なにか飲む？　冷たい緑茶と、オレンジジュースと、コーラがあるけど」

「……じゃあ、お茶で」

「了解」

　二つのコップに、手早く緑茶を注いでいく。シンクの上の食器カゴに、食器が整せい然ぜんと並んでいるのが見えた。あれほどに呉葉が食べ散らかしたテーブルは、何事もなかったかのように綺き麗れいになっている。あの絶品ロールキャベツといい、つくづく家庭力の高い男子だ。

　緑茶のコップを前に、テーブルに差し向かいで座る。

　こちこちと、時間が経たつ音だけがリビングに響ひびいている。

　華夜は、ちらちらと三九郎の様子を窺うかがう。

　三九郎は、特に華夜に気を払ってはいないようだ。緑茶を飲んで、小さく息を吐はいたりしている。その顔色は、まだ悪い。当然だろう。瀧たき丞じよう庵あんとの戦いによって、三九郎は全身を魔ま法ほうで貫かれ、大量の血液を失っていたのだから。

　華夜はおずおずと、口を開いた。

「傷、どうかな？」

「え？　──ああ。ずいぶんマシになったよ。ありがとう」

「……ごめんね。私も、『治ち癒ゆ』の『スクロール特化型』ならよかったんだけど」

「とんでもない。きみがいなければ今ごろ死んでいた。感かん謝しやしてるよ」

　柔やわらかく笑いかけられて、華夜はうつむいた。

　思考の堂どう々どう巡めぐりにも飽あいた。決着をつけなくてはならない。

　母か、親友か。どちらを助け──どちらを、見捨てるのか。

　華夜が切り出そうと、顔を上げた、そのとき。

「お母さんの具合は、そんなに悪いのか？」

　三さん九く郎ろうのほうから、まっすぐに切り込んできた。

　出で鼻ばなをくじかれて、華か夜やは思わず言葉に詰まってしまう。母のこと、ねねこのこと──さまざまのことを考えていた華夜の頭は、反射的に言葉を返していた。

「うん。悪い。すごく。──本当なら、もう、助からないくらいに」

「お母さんを助けるために、『伏ふし桜ざくら製』のクォーツがいるというのは──」

「……ほんとう、だよ。お母さんが、今、どうにか生きていられるのは……お父さんのおかげ。お父さんの、魔ま法ほうのおかげ」

　華夜の父は、華夜と同じように『生属ヴイ・ト』のメイジだ。

　彼は『街工場ウィステリア』を営み、その優すぐれた治ち癒ゆ能力を駆使して多くのメイジに恩を売ることで、自工房の独立を守っている。その傍かたわらで、町医者という表の顔も持っていた。『生属ヴイ・ト』魔法を『普通の人間』にも振るう、心こころ優やさしい人格の持ち主だ。

　そんな、『善よきメイジ』である彼の妻が、命を蝕むしばむ悪病に罹かかってしまったことは──華夜には、なにかの呪のろいのようにしか思われなかった。

「お父さんは、レベル25の『生属ヴイ・ト』メイジだけど、それでも病気を治なおすことはできなかった。どんな検査をしても、病名も病原もわからないまま。ただ、身体からだだけが衰すい弱じやくしていって、そのうち、ベッドから起き上がることもできなくなって──」

「…………」

「──お母さんは──大だい丈じよう夫ぶだって笑っていたけど、諦あきらめているみたいだった。だから、だからこそ──私たちは、諦められなかった」

　そう。諦められなかった。そのために、もっとたくさんのクォーツが必要だった。『街工場ウィステリア』で採とれるものよりも、より大量の、より高品質の、クォーツが──

「だから、『伏桜継けい承しよう戦争』に？」

　三九郎の言葉に、華夜は、押し殺した声で答えた。

「生きていて、欲しかったから」

　視界が歪ゆがむ。目を閉じる。それでもこみ上げるものは押さえきれず、きつく閉じたまぶたの隙すき間まからこぼれ落ちていく。

「──そのためなら、どんなことでもするって、そう、誓ちかって──『戦争ブラツクアーツ』でも、人を殺してでも、どうしても、お母さんに、生きていて、欲しかったから──」

　膝ひざ上うえの手に、熱を持つ雫しずくがぽたぽたと落ちてくる。

「でも、まさか、ねねちゃんがいるなんて──ねねちゃんを、殺さなくちゃ、いけないなんて。そんなこと、想像も、していなかったから。だから、どうしたら、いいのか、わからなくなって。……なにも、言えなくて……」

　嗚お咽えつをこらえる。肩が震ふるえた。謝あやまらなくてはならない。隠かくしていたこと、騙だましていたことを、三さん九く郎ろうとねねこに説明して、彼らが望むようにしなくては。

　信用できない、二度と近づかないでくれ──そう言われても、仕方がない。

　動どう機きを抱かかえた華か夜やは、いつ彼らの背中を刺すかわからないのだから。

「ごめんなさい」

　だから、華夜は、目を閉じたままそうつぶやいた。

「私は──あなたたちのために戦うつもりだよ。ねねちゃんを殺して、それで得たクォーツで助かっても、きっと、母さんは喜ばないだろうから。──でもね、伏ふし桜ざくらくん。もしもあなたが、私を信用できないというなら」

　華夜は懐ふところから紙の栞しおりを取り出して、そっと三九郎のほうに差し出した。

「こわして、いいよ」

　母の命、そのもの。

　手が震える。『戦札タグ』から手を離はなすことができない。それでも、それは、華夜の精いっぱいの償つぐないだった。そうしなくてはならなかった。華夜は唇くちびるを嚙かみしめ、手を離そうとして──

　温かいものが、華夜の手に重なった。

　三九郎の、手だ。

　顔を、上げる。目を開く。歪んだ視界の向こうで、三九郎は困ったような顔をしていた。

「そんなことは、しない」

「……どうして、」

「きみは俺の共きよう闘とう相手だ。失うわけにはいかない」

　三九郎は栞を華夜のほうに押し戻してから、ハンカチを取り出して、彼女の顔を拭ぬぐった。

　まるで、母親が幼児の顔を拭うような、優やさしい手つき。情けなく、恥はずかしい。それでも、その心ここ地ちよさを振り払うことができない。──在ありし日に、母がしてくれたようなその仕し草ぐさを、拒否することができない。

　涙を拭ふき終えると、三九郎は何事もなかったかのように話を続けた。

「あのな、神しん藤どうさん。何度も言うようだけれど、俺は、ひとりではなにもできないんだ。他のメイジを倒すことも、ねねこを守ることも、なにもできない」

　なに言ってるんだ。この男は。

　洟はなを啜すすりながら、華夜は恨うらめしげに三九郎をにらんだ。

「昼間のこと、もう忘れたの？　瀧たき丞じよう庵あんを倒したのはあなたの力だよ。『スティール』──『アンチメイジ』の力」

「『アンチメイジ』か」

　ぽつりとつぶやいて、『アエリシス』を取り出し、机の上に置いた。

　柄つかに嵌はめられた宝石は、丞庵から盗んだ白の光が煌こう々こうと輝かがやいている。

　メイジである華夜の目には、それが、禍まが々まがしい輝きに見えた。

「瀧たき丞じよう庵あんは、俺が『スティール』を使えるということを知らなかった。だから、辛かろうじて勝つことができたんだ」

「……それは……」

「考えてもみてくれ。もしも瀧丞庵が、最初から俺が『アンチメイジ』であるということを知っていて、それに冷静に対処できていたら──俺に、勝ち目があったと思うか？」

　華か夜やはもう一度、洟はなを啜すすった。

　冷静に、現実的に、思考を巡らせる。

「……難むずかしかった、かな。それに対処する方法は、いくらでもあるから」

「そうだ。『アンチメイジ』は、最強じゃない。むしろ、最弱に近いかもしれない。なにしろ、相手が魔法を使わなければ普通の人間と変わらないんだから」

　なんとなく、三さん九く郎ろうの言いたいことがわかってきた。

「『アンチメイジ』の弱点はたくさんあるんだ。魔ま法ほう以外の手段で攻こう撃げきされたら手も足も出ないし、飛んでくる魔法を斬きりつけなくちゃいけないから、魔法を盗むのだって簡単じゃない。三つしか盗めないんだから、物量で来られたらどうしようもない。この力を、効果的に使うためには──」

「……仲間がいるね」

　ぼそりと、華夜はつぶやく。

　三九郎は、強い眼まな差ざしで頷うなずいた。

「ああ。仲間がいる。『戦争』を勝ち抜くためには──俺の傍そばにいて、一いつ緒しよに戦ってくれるメイジが、必要なんだ」

「それが、私ということ？」

「謝しや礼れいは考えてある。きみはクォーツが必要なんだろう」

　華夜は息を吞のんで、三九郎を見つめた。

　三九郎の瞳ひとみには、強い光が宿っている。それは、絶望を乗り越えて希望を摑つかんだものの瞳だった。決して諦あきらめず、決して折れない──戦場にあるものの瞳だった。

「俺は工房なんていらない。どれだけのクォーツを、どれだけの富を生もうが、『伏ふし桜ざくら製作所』なんてクソ食らえだ。俺だけならともかく──ねねこを巻き込んだ親父のことを、俺は、一生許さない」

「…………」

「だが、きみには必要なんだろ。お母さんを助けるために。だから取り引きだ」

「と、取り引き？　どんな──」

「俺はこの『伏桜継けい承しよう戦争』を勝ち抜いて、ねねこを守り、『伏桜製作所』を手に入れる。そのあとで──神しん藤どうさん。きみに、『伏桜製作所』を譲ゆずり渡す」

　華夜は、無意識のうちに、かすかに首を振った。

　そんなことをするメイジがいるとは──信じられなかった。

　華か夜やの父は、『善よきメイジ』だ。それは、とりもなおさず、父以外のすべてのメイジは『悪あしきメイジ』だったということに他ならない。それは偏へん見けんというわけではなかった。利り己こと悪あく徳とくがはびこるメイジ世界において、善ぜん性せいを持つメイジこそが異い端たんなのだから。

　だから、華夜は、最初からそんな選択肢を想像さえしていなかった。

　莫ばく大だいな富、クォーツを生み出す工房を、容易たやすく譲ゆずり渡すメイジがいるなどと。

「何度も言うが、俺はメイジじゃない」

　華夜の思考を読み取ったのか、三さん九く郎ろうは、低い声で言った。

「『アンチメイジ』だ。メイジに反するものだ。もともと、メイジはキライだったからな。欲しいのは、元通りの静かな日常だけだよ。だから」

　そうして、彼は、栞しおりを握る華夜の手を、彼女の元へと押し戻した。

「だから──選択肢は、神しん藤どうさんのほうにあるんだ」

　手を離はなす。温ぬくもりが離れたことを、華夜は反射的に「寂さびしい」と感じた。

　しかし、三九郎は再びその手を差し伸べていた。その向こうに、あの、強い瞳がある。諦めを拒否したものの瞳が、じっと華夜を見み据すえている。

　華夜は、その瞳と三九郎の手を見比べた。

「信用できないというなら仕方ない。俺との共きよう闘とうを解消してくれても構わない。でも。もし。共に戦ってくれるというのなら──これ以上ないくらい、感かん謝しやするよ」

　それほど長くは、迷わなかった。

　華夜はその手を握った。

　三九郎は、むしろ驚おどろいたように目を見開いた。

「え。──い、いいのか？　そんなにあっさり──」

「なに？　断ったほうがよかった？」

　冗じよう談だん交じりに混ぜっ返すと、三九郎はぶんぶんと首を振った。そのさまがおかしくて、華夜はくすりと笑う。

　再び戻ってきた温ぬくもりに、どこか安らぎを覚えながら、華夜はぽつぽつと、

「迷うことなんてなにもないよ。私ひとりじゃ、『戦争』を勝ち抜くことなんて、絶対にできないもん。だから──」

　思考が澄すみ渡る。

　今までの悩みが噓うそのように、華夜はまっすぐに三九郎に向き合うことができた。

　すべて、彼のおかげだ。彼が自分の迷いを取り払ってくれた。母と親友の板いた挟ばさみになっていた自分のことを、救ってくれた。

　華夜は微ほほ笑えみ、心からの感謝を告げた。

「だから、これからもよろしく。伏ふし桜ざくら、三九郎くん」

　それに応じるように、三さん九く郎ろうもにっこりと笑った。

「ああ。こちらこそよろしく。神しん藤どう華か夜やさん」

　どきん、と。

　その笑みを見て、華夜の心しん臓ぞうが鳴なった。

（……あれ？）

　疑問符が頭に浮かぶ。

　三九郎の笑顔を見ていると、なぜか──心臓が、どきどきとしてくる。顔に血が上のぼってくる。やがて直視することもできなくなって、華夜は顔をうつむかせた。

　三九郎は、不ふ思し議ぎそうに声をかける。

「神藤さん？　どうかしたのか？」

「……う、ううん。なんでもない、よ」

　そう返して、華夜はもう一度、ちらりと三九郎の顔を盗み見た。

　親友であるねねこを守り、自分の迷いを拭ぬぐい去ってくれた、ひとりの男の子を。

（あれ。あれ──）

　どくどくどくどく、と、次し第だいに鼓こ動どうが速まっていく。三九郎の手に重ねた手が、じっとりと汗ばむ。それを悟さとられるのを嫌って、華夜は手を引っ込めた。

　三九郎は、ようやく自分がしていることに気づき、手を引っ込めた。

「ご、ごめん。いつまでも、その、握ってしまって」

「きっ、──気に、しないで！」

　しゃっくりのような声が出る。そのこと自体に驚おどろく。三九郎の手に重ねていた手を胸元に当てる。心臓は、いまだに鳴り止やむ気配を見せない。

（だめだよ。だって、この人は、ねねちゃんの）

　そう自分に言い聞かせても、胸を刺す甘やかな痛みは、なにも変わらなかった。




　その二人を──

　春日かすがねねこは、リビングに通じるドアの陰かげから、じっと見つめていた。




　　　　　　　　◆




「ハイ、これで、最後デス、ネ──」

　ぽん、とプールの内ない壁へきを叩くと、一いつ瞬しゆんだけ空間がぐにゃりと歪ゆがんだ。渦うず巻まく飴あめのような風景が元に戻ると、魔ま法ほうによって焼き抉えぐられていた壁かべも元通りになる。

　親しん王のう坂ざか高校、異い位い相そう空間内。

　現実の親王坂高校と、少し位相がズレた場所にあるとはいえ、それでも破は壊かいの跡あとは破壊の跡である。明日、またここにやってくる参戦者たちが健全に戦えるように、それらの痕こん跡せきはすべて消しておかなくてはならなかった。

　それは、『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』を主催する、ジャッジの役目だ。

「審しん判ぱんの務つとめとはいえ──毎日毎日、面倒なことデスよ、ほんとニ」

　ぶつぶつと独ひとりごちながら、それでもジャッジは上じよう機き嫌げんだった。

　なにしろ、三さん九く郎ろうがついにその力に目覚めてくれたのだ。これほどにめでたいことはかつてない。三九郎がこの世に生まれたときよりも、ある意味では、祝福すべき日であるのかもしれなかった。

　感かん慨がい深い思いに囚とらわれて、ジャッジは灰色に凍こおりついた空を見上げた。

「やはり──三九郎サマは、あなたのご子息でしたネ。団だん慶けいサマ」

『スティール』。『アンチメイジ』。それは、団慶が遺のこした力ではない。彼の妻であり、三九郎の母親、伏桜詩し絵えが持っていた力だ。

　三九郎が団慶から受け継いだ資質は、もっと別のもの。

　なによりも重要で、なによりも貴とうとい、伏桜の名に相応ふさわしい能力──

「……ン」

　ふと、ジャッジは、それに気づいた。

　瀧たき丞じよう庵あんの、残ざん骸がいだ。

　同じ人じん工こう精せい霊れいである丞庵に対して、ジャッジに同情の念はない。『シャドウミドウ・ジャンクヤード』に属する人工精霊は、自みずからを主人として、自らの存在にのみ執しゆう着ちやくする。ジャッジにとってみれば、彼らはみな道を外れた存在でしかない。

「マ、残骸の処分くらいは、してあげマスか──」

　そうつぶやきながら、マネキンの素顔を晒さらしている丞庵の近くにしゃがみ込み、




　丞庵が起き上がった。




　反応をする暇ひまもなかった。その次の瞬しゆん間かんには、丞庵の背中から飛び出した三本のマジックハンドめいた手が、ジャッジの全身を絡め取っていた。

「────、ッ────！」

　そのまま宙に吊つり上げられて、ジャッジは声もなくもがき、

「アハ！」

　そんなジャッジを見て、丞庵が、笑った。

　マネキンの白い顔をこちらに向けながら、声だけで──いや、違う。いつのまにか、その右眼になにかが張りついている。『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の人工精霊たちがその顔に貼りつける白い仮面、そのミニチュア版のようなマスクが、丞庵の右眼部分に貼りついているのだ。

「アハ！」「アハハ！」「アッハハハ！」「捕つかまえた！」「捕まえた！」「捕まえたよー！」

　砕くだけ散った仮面の破は片へんがひとりでに浮かび上がり、次々と丞じよう庵あんの顔に貼りついていく。左眼部分を覆おおい、鼻から下を覆う。

　やがて、それは、三つの仮面となって丞庵の顔の前面部を覆い尽くした。

　ひとつの身体からだに、三つの仮面。三つの魂たましい。

　その人じん工こう精せい霊れいの名を、ジャッジは知っている。

「…………御み影かげ……ヶが原はら……、夜や楽がく…………！」

　丞庵に──丞庵の残ざん骸がいに張りついた三つの仮面、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の工房長・御影ヶ原夜楽は、身体を反そらすようにして笑った。

「アッハハハハ！」「わかるかい？」「やはり、わかるかい？」「さすがはジャッジ！　世界最高の人工精霊だ！」「私のところの出で来き損そこないとはレベルが違うね！」

「…………どう、して…………ここ、に…………!?」

『レベル一ひと桁けたのメイジ以外の立ち入りを禁ず』──それは、この空間を支配する、大前提のルールのはずだった。

「ンー！」「いいところに気づく！」「さすがはジャッジ、世界最高の──」「まあ、それはもういいか！」「種たね明あかしをするとだね──こういうことさ！」

　ぐるりと、丞庵の首が百八十度ほど回転した。その後頭部には、いつの間にか、ヴェネチアンマスクが貼りつけられていた。自みずからのそれに酷こく似じしたマスクに、ジャッジの優すぐれた感情機構は激しい嫌悪感を覚えた。

　ヴェネチアンマスクの奥に桃もも色の光が灯ともり、かくかくと上下に動く。

「ヤア！」「ボクジャッジ！」「ヨロシクネ！　ヨロシクネ！」

　甲かん高だかい、バカにしたような裏声。

　だが、それは、紛まぎれもなくジャッジの声だ。

　ジャッジはすべてを理解し、そしてもがいた。束そく縛ばくを振り払い、右手を素す早ばやく装しよう束ぞくに突っ込む。クォーツを握りしめて──

　それよりも先に、底そこ響ひびきのする夜や楽がくの詠えい唱しようが放たれる。

「『心象の陰影アニマ・レアリタテム』」

　レベル18。スクロール『深しん幻げん影えい』に位置づけられる『心属アニマ』魔ま法ほう。自らの全身が狼おおかみに食い尽くされる幻覚を味わって、ジャッジの身体が不規則に痙けい攣れんした。

「おいおい、あまりなめないでくれよ？」「きみは確かに優れた人工精霊だが──」「メイジとしては、私のほうが何十枚も上うわ手てなのさ！」

　言いながら、マジックハンドのひとつが、ジャッジのマスクを剝はぎ取った。

　そこには、美しい少女の顔がある。

　だが、彼女は人間ではない。その証しよう拠こに──両目があるはずの場所には、桃もも色の輝かがやきを放つクォーツが埋め込まれていた。

　虚うつろな表情を浮かべる少女を、夜や楽がくはまじまじと覗のぞき込んだ。

「さてさて」「それでは問題です」「私はどうやってここに入り込んだでしょうか？」

　団だん慶けいによって組み立てられた、繊せん細さいな論理機構を破は壊かいされたジャッジは、レベル一ひと桁けたの『心属アニマ』メイジが作る出で来き損そこないの人じん工こう精せい霊れいのごとく、機き械かい的に答えた。

「……私の……ダミー・アカウントを作り……それを……私と……認にん識しきさせテ……」

「正解！」「正解！」「大正解、だ！」

　御み影かげヶが原はら夜楽は人工精霊であり、しかも、レベル34という高レベルの『心属アニマ』マスターメイジだ。自らの精神を三つに分化させるという、狂気的な自じ衛えい手段を使っている彼にとって、自らの精神の一部を『ジャッジ』のダミーとして、この異い位い相そう空間の認識システムを化かすのは、そう難むずかしいことではなかっただろう。

『レベル一ひと桁けたのメイジ以外の立ち入りを禁ずる』

　この異位相空間を支配するルールの、唯ゆい一いつの穴。

　審判であるジャッジには、そのルールが適用されない。

　それを利用すれば、御影ヶ原夜楽がこの空間に存在することは可能だ。なぜならば、今の彼は『ジャッジ』であるから──少なくとも、工房の防ぼう衛えいシステム上ではそう認にん識しきされているから。ルールの枷かせに囚とらわれない審しん判ぱんとして、この場にいることができる。

　しかし、それでも──

「ここハ……異位相空間、デスよ……！」

「うん？」「まあ」「そうだね」

「外の世界とハ……別の、位相に、あるハズ……！　あなたヲ……私と、認にん識しきさせたとしても……どうやって、ここまで……!?」

「アァ」「なんだ」「そんなことか？」

　ぐるん、と夜楽の首が回転する。再び三つの仮面がジャッジを見み据すえる。マジックハンドのひとつが白ランの襟えり元もとに突っ込まれ、そこから一枚の紙を取り出す。

　黒い紙人形──『無貌の形代トラクト・ドール』。

　じたじたと、紙人形は手から逃れるように暴れている。だが、夜楽はそれをジャッジの目の前に突き付け、高らかに叫んだ。

「──このお方のおかげさ！」「誰だれだかわかるかい？」「わかるかい!?」「わかるまい！」「では私が教えてあげよう、この方は──！」

「……『ギギリヤ重工』……極きよく東とう支部長……アラビスカ……モーバイン……」

「おや」「なんだ」「わかってたのか、つまらない」

「……他に……団だん慶けいサマの『空属トラクタス』を欺あざむけるメイジなど……そうそう、おりまセン……！」

　クォーツの瞳ひとみに宿る桃もも色の光が、一いつ瞬しゆん、ぎらりと煌きらめいた。

　彼らの謀ぼう略りやくの全容が、ようやく明らかになったからだ。

　夜や楽がくはジャッジを吊つり下げたまま、踊るようなステップを踏みはじめた。

「私たちは最初から、こんな『戦争』をするつもりなどなかったのさ！」「たかが一ひと桁けたのニュービーに、なぜ『伏ふし桜ざくら製作所』を獲とらせなければならない？」「そんなものは、ナンッッッセンスだよ、きみ！」「やるなら、確実に獲れる方法を探るさァ……」

　ステップの速度は増していく。ジャッジは指一本動かすことができない。吊り下げられた操あやつり人形のごとく、遠心力に従ってその手足ががくがくと揺ゆれている。

「取り分は、私たちが七割、彼らが三割さ！」「Ｗｉｎ─Ｗｉｎ関係という奴だよ、これは！」「我われらが『シャドウミドウ・ジャンクヤード』と」「彼ら、『ギギリヤ重工』の」「きわめて建設的な、同盟関係なのだ！」

　黒くろ谷たに平へい助すけが、『無貌の形代トラクト・ドール』をこの異い位い相そう空間に忍ばせる。

　優ゆう秀しゆうな『空属トラクタス』マスターメイジであるアラビスカ・モーバインが、その人形を通じて密ひそかに異位相空間に穴を開ける。

　あとは、その穴を通じて、御み影かげヶが原はら夜楽が瀧たき丞じよう庵あんと自分をリンクさせればいい。瀧丞庵は最初から、『戦争』に勝つためではなく──夜楽の『チャンネル』となるためだけに送り込まれたのだろう。

　二つの工房の思おも惑わくが組み合わさった陰いん謀ぼう。この『戦争』をめちゃくちゃにして、彼らが自分たちの利り益えきを独占するための──！

「そんなこと……許されまセン……！　団だん慶けいサマの意思に反シ……」

「アッハ！」「死んだ人間の意思など！」「なんの問題になるものかねッ！」

　ステップの勢いきおいはそのままに、夜楽はジャッジの身体からだをプールの内ない壁へきに叩きつけた。

「カハッ……！」

「アハ！」「アハハ！」「アッハハハハ！」「いいザマだ、ジャッジ！」「いいザマ！」

　夜楽は口を大きく開けて笑う。かくかくと、狂的にその身体を揺ゆらして。

「伏ふし桜ざくら団慶が生きていたときなら、ともかくゥ」「今はもォ、どこにもいないじゃないかねェ？」「そんなものを、恐れるこの私ではないよ！」「恨うらむならァ──この程度の小こ細ざい工くに、気づけなかったァ」「自分のことを、恨むんだね！　きみィ！」

　ぴたりと笑うのを止やめて、夜楽はジャッジの身体を引き寄せた。

　仮面のうちのひとつが、低く、冷たい声を漏もらした。

「これでこの空間は私のものだ」

　もうひとつが、それに応じてつぶやく。

「『評ひよう議ぎ会かい』にも、他の工房にも、気づかれることなく」

　最後のひとつは、ジャッジの目を覗のぞき込みながら──

「あとは明日の四時。この戦場にやってきたものたちを──皆殺しに、すればいい」

　ジャッジは足あ搔がこうとした。他のものはどうでもいい。だが、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうを殺されるわけにはいかない。このような不正で、伏桜の意思を潰ついえさせるわけには──！

　三本の手がジャッジを壁かべに押しつけたまま、二本の手がぐいっと伸びて。

　ジャッジの両目に、突き込まれた。

「────ッ、────────」

　声もなく、ジャッジの身体からだはびくびくと痙けい攣れんする。桃もも色の燃ねん焼しよう光を放ちつづけるクォーツは、生命、人格、すべてを含んだ、『ジャッジそのもの』だ。

　そのうちの片方が、ゆっくりと、ジャッジから引きずり出されていく。

「ンーンン」「素晴らしい」「美しい！」「『伏桜製』のクォーツ！」「しかも、これは、最高級のエバーライト！」「出すところに出せば『コルドロン』が買えるよ！」

「……ア……」

　ジャッジは震ふるえる手を伸ばして、引きずり出された『自分自身』を取り戻そうとする。

「……かえ、して……それ……だいじな……、だい、じ、な……」

「ダメだね」

　冷たく、夜や楽がくの声が響ひびく。もう片方の目に突き込まれたマジックハンドが、ゆっくり、ゆっくりと、引き抜かれていく。

　最後にジャッジに残されたジャッジが──奪われていく。

「返すものは、なにもない！」「きみは私に敗北し！」「そして、すべてを奪われるのだ！」「それが、メイジの作法というものだよ！」「アハ！」「アッハハハハハハハハハハァ！」

　夜楽の哄こう笑しようが響く中、ついにマジックハンドが、完全に引き抜かれ。

　そして、ジャッジの意識は、闇やみに閉ざされた。
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　そのとき、蜜みつ月づき呉くれ葉はは体育館にいた。




「さて、と」

　メイクミラーを閉じて、呉葉はグロスを塗ぬったばかりの唇くちびるを、ぺろりと舌で舐なめた。

　時刻は午後四時になったばかり。体育館で遊んでいた十数名の生徒たちは、その残ざん響きようごと消え去ってしまった。

　がらんとした館内にひとり佇たたずみ、呉葉はウサギ型リュックを下ろした。

　二本生はやしたウサギの耳がふるふると揺ゆれて──不意に、折れ曲がった。ある方向を指し示している。呉葉の『戦札タグ』であるウサギのリュックは、こうやって他の『戦札タグ』がある方向を示すのだ。

　それが向かう先を想像して、呉葉はぽつりと本音を漏もらした。

「……ねねこかなァ。だったら、ヤだな」

　春日かすがねねこは、『普通の人間』だが、良い子であることに違いはない。

　呉葉に友人はほとんどいない。知人ならばいる。『マーチラビット・ワークショップ』に何人か、それにこの親しん王のう坂ざか高校にも何人か──だが、それは、単に互いの能力を利用し合う間あいだ柄がら、ということでしかない。メイジは呉葉の魔ま法ほうを。女子生徒は呉葉の美び貌ぼうを。それぞれ利用する。呉葉もそうする。ギブアンドテイク、それはそれで居い心ごこ地ちが良い。

　ねねこは、違う。

　なにを求めるわけでもない。ただ、呉葉の傍そばで、にこにこと笑っていてくれた。

　昨日の夜のことを、思い出す。

　ほっぺたを摘つまんだり髪かみを撫なでたりおっぱいを揉もんだり。呉葉は好き勝手していたが、ねねこは呉葉がなにをしても怒らなかった。正確には、焦あせったり困ったりちょっとスネたりしていたのだが、それも、なんだか見ていて面おも白しろくなるような感情表現だった。

　本音を言えば、あまり殺したくは、ない。

　しかし。

「ま、そんときはそんときだな。考えても仕方ねェし」

　両手を頭の後ろで組んで、呉葉はそんなふうにボヤいた。

　殺したくはない──だが、工房を諦あきらめるという選択肢は、呉葉の中にはない。良い子で、好きだが、それでも殺さなくてはならないとなれば、呉葉はそうするだろう。

　なぜならば、彼女はメイジなのだから。

「さて、そンじゃ、早さつ速そく──」

　つぶやいて、歩き出そうとして、呉葉は、あることに気づいた。

　前に進まない。

「あ？」

　足は動いているのに、身体からだが前に進まないのだ。なぜかといえば、足が空から回まわりしている。車輪を回すネズミのごとく、くるくると宙を搔かくだけで、なんの反発動作も生み出さない。

　なぜかといえば、呉くれ葉はの身体が浮いているからだ。

　なぜかといえば──呉葉の背後に現れた、五本の腕を持つ瀧たき丞じよう庵あんが、後ろから、呉葉の身体を串くし刺ざしにして、宙に浮かべているからだ。

「……あ？」

「アハッ」

　こふ、と血を吐はいた呉葉の、すぐ眼がん前ぜんで──九つの黒点を持つ三つの仮面が、嘲あざけるようにぐるりと回転した。




　　　　　　　　◆




　そのとき、桐きり原はら雷らい火かは屋上にいた。




　四時になると同時に、頭上に広がる空が灰色に凍こおりついた。16:00:00のデジタル文字が浮かび、一秒ごとに形を変えてゆく。

　雷火は胸元からブローチを取り出し、その表面を見た。

　母の形かた見みのブローチが、桐原雷火の『戦札タグ』だ。フタの表面には秒針じみた光の線が走っている。これが他の『戦札タグ』の在あり処かを示しているのだ。光の線が強く輝かがやくほど、それは、近くに別の『戦札タグ』があるということだ。

　しかし──と、雷火は息をつく。よりによって、これが『戦札タグ』とは。持ち物からランダムで選ばれるとのことだが、このブローチは母の形見であるという以上に、最後の切り札でもある。それが使えないというのは、大きな不利だ。

　とはいえジャッジに文句をつけるわけにもいかない。雷火は諦あきらめて、歩き出そうとして、

　ぞわりと背中が粟あわ立だち、

　反射的に、身を投げ出すように転がっていた。

　その一秒後、雷火がいた場所に五つの斬ざん撃げきが放たれていた。もう少し遅れていれば、雷火の身体はバラバラになってその場に転がっていただろう。

「アレ？」「おかしいな？」「なんで気づかれた？」

　雷火は目を見開き、それを凝ぎよう視しした。

「……瀧……、いや……なんだ、おまえは!?」

　確かに、それは一いつ見けんすれば、瀧丞庵のようにも見えた。

　だが──それが纏まとう雰ふん囲い気きは、あの瀧丞庵からはあまりにもかけ離はなれていた。

　だらりと下げた両手に一本ずつの日本刀を握りしめ、足はふらふらと安定しない。背中から突き出している三本のマジックハンドにも日本刀が握られている。きちりと整せい髪はつされていた黒くろ髪かみは無む惨ざんに乱れ、その下には、三つの仮面が九つの視線を放っている。

　雷らい火かは流れるようにクォーツを抜き放ち、詠えい唱しようする。

「『炎の蛇イグニ・アンギス』！」

　炎色の燃ねん焼しよう光が揺ゆらめく蛇へびに変化し、『それ』に向かう。『それ』は回かい避ひ行動さえ取らなかった。ただゆらゆらと、五つの日本刀を揺らめかせながら、丞じよう庵あんに向かって歩いてくる。

　その身体からだを──『炎の蛇イグニ・アンギス』はすり抜けていった。

　ぐるりと、三つの仮面がそれぞれに回転する。

「アハ？」

　首を傾かしげて、可か愛わいく問う。

　だが、そのときにはもう、雷火は走り出していた。

「アレッ！」「チョット！」「待ちなさいよ！」「ええと……なんだっけ……名前は……」「まあいいや！」「ナントカくん！　待ちなさい！」「怖がらないで！　友だちになろう！」

　無む論ろん、雷火は待たない。戯たわ言ごとに付き合っている余裕はない。

　敵に背を向けるのは『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の『工房哲学コンセプト』にも、また、雷火の本意にも反する行いだ。だが──雷火が背を向けたのは、敵ではない。あれは、もっと、なにか、おぞましいものだ。なにか、この『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』を揺るがすほどに異様なことが、自分に襲おそいかかってきている！

　まずはそれから逃れるために、雷火は屋上の扉を開け、

　その向こうに、懐なつかしい母の顔があった。

「ッ────」

　つんのめるように、立ち止まる。

　母は、微ほほ笑えんでいた。最さい期ごのあのときと同じように、美しい金きん髪ぱつを波打たせ、美しい青い瞳ひとみを雷火に向けて、にっこりと笑っている。

　その瞬間、雷火の頭からすべての思考が吹き飛んだ。それは、ほんの一秒にも満たない時間──だが、それだけで十分だった。母の小さな背から三本のマジックハンドが飛び出し、雷火の喉のどを切り裂さくには、それが十分すぎる時間だった。




　　　　　　　　◆




　そのとき、伏桜三さん九く郎ろうは校庭にいた。




「…………」

「…………」

「……なあ？」

「え？」

「なあに？　さんちゃん」

「なんで二人とも、なんかその──変な感じなんだ？」

　ねねこと華か夜や。二人の少女は、今朝けさ顔を合わせたときから、どことなくよそよそしい雰ふん囲い気きを漂わせていた。

　華夜は三九郎が近づくとさりげなく距きよ離りを取るし、ねねこは普段に増してぼんやりしているようだ。話しかけても返事がないことが多く、三九郎への態度もどこかぎこちない。風か邪ぜでも引いたのだろうかとも考えたが、そういうわけでもないようだ。

　二人は同時に、ふるふると首を振り、

「べ、別に？」

「ち、ちっともヘンな感じなんかじゃ、ないよ？」

「…………」

　三九郎は疑わしげに二人を見る。ねねこも華夜もあらぬほうを見ている。決して三九郎と視線を合わせようとはしない。

　怪あやしい。

「そ、そんなことよりさ、伏ふし桜ざくらくん。作戦を立てよ？」

「……まあ、いいんだけど」

　疑いつつも、三九郎は頷うなずいた。特に目に見えて問題があるわけではないし、今は戦争中なのだ。聞き出すのは生き延のびたあとでいい。

「あ。そういえばさ、さんちゃん」

　ふと、思い出したようにねねこが発言した。

「あのね。わたし、赤い糸が見えるようになりました」

　ねねこのファンタジーな発言に、三九郎は眉まゆを寄せた。やはり風邪を引いているのだろうか？　右手をねねこの額ひたいに当て、左手を自分の額に当てる。平熱である。

　ねねこはすねたように唇くちびるをとがらせた（それでも三九郎の手は振り払わなかったが）。

「ち、違うもん！　熱があるとかじゃないよ！　本当に見えるの！　赤い糸！」

「赤い、糸？」

「それってもしかして──昨日、丞じよう庵あんの『戦札タグ』を壊こわしたボーナスかな？」

　華夜の言葉に、三九郎は「ああ」と声をあげた。

「なるほど。そういえば、そんなことを言ってたな。──ねねこ、その赤い糸っていうのは、どういうふうになってるんだ？」

「えっとね。まず、わたしの胸から四本くらい赤い糸が生はえてて、そのうちの一本は華夜ちゃんに繫つながってるの。触さわることはできないみたい」

「ということは──幻げん視し魔ま法ほうの一種だね。私に繫つながっているというのは、私の『戦札タグ』に繫がっているんだと思う」

「つまり、複数の『戦札タグ』の、正確な居場所を見つけることができるのか」

　華か夜やは頷うなずいた。どことなく複雑な表情で、言う。

「これで──少しは有利に進められるかな。基本的に『戦札タグ』は、一番近くの『戦札タグ』にしか反応しないから、私が囮おとりになって伏ふし桜ざくらくんが奇き襲しゆうを仕掛ける、ってこともできると思う」

　彼女の表情がどこか暗いのは、戦せん闘とうという行為自体が嫌いだからだろう。それでも、そこに疑ぎ義ぎを挟むものはいなかった。

　これは『戦争』だ。生き残るには勝たなくてはならず、負ければすべてを失う。そのことを、三さん九く郎ろうも、華夜も、ねねこでさえも理解しはじめていた。

　三九郎は強しいて声を励はげまし、その空気を跳ね飛ばそうとした。

「それじゃ、早さつ速そく作戦を立てるか──」

「いやいや」「そんな心配をする必要は」「ないのだよ」

　甲かん高だかい声は、頭上から聞こえた。

　三人が弾はじかれたように見上げるのと、その影が降ふってきたのはほぼ同時。白はく刃じんの煌きらめく先を見て──三九郎は咄とつ嗟さに、左腕で華夜を突き飛ばした。

　その左腕が、切り飛ばされた。

「──────」

　十六年間、常に自分にくっついていた器官が、別の物質と成り果てて宙を舞まう光景を、三九郎は目を見開いて見つめ、

「──ぐ、ああああああああああああああああああっ!?」

　絶ぜつ叫きようをあげた。

　苦痛の絶叫であり、そして、怒りの絶叫だ。三九郎は『アエリシス』を持った右手で、切り飛ばされた左の肘ひじを押さえながら、怒ど鳴なった。

「神しん藤どうさんッ!!」

「──、『流転する生命ヴイタ・テンペスタス』！」

　三九郎の負傷に青ざめながら、華夜は緑色の燃ねん焼しよう光を瞬まばたかせた。四方の木々が『生属ヴイ・ト』魔ま法ほうに呼び起こされた枝葉が、次々に襲しゆう撃げき者に殺さつ到とうしていく。

「アハハハハハハハハハハッ！」

　そいつは甲高く笑い、顔に張りついた三つの仮面が歯車のように回転した。

「『分かてシンド』！」「『心性のアニマ』！」「『形代ドール』！」

　五つの刃やいばが十回振るわれ、すべてのツタと枝葉を切り払った。切られた枝には桃もも色の光が付着し、それはにょきにょきと再生して手となった。マジックハンドじみた、オモチャのような手──そのそれぞれに、日本刀を持っている。

　その手が、向きを変えて、華か夜やに殺さつ到とうした。

　華夜はなにもできず、迫せまり来る刃やいばの先せん端たんを見つめ──

「……『スティール』ッ！」

　あいだに割り込んだ三さん九く郎ろうが、痛みに軋きしむ声と共に『アエリシス』を振るった。

　十にも及およぶ日本刀は、『アエリシス』に触ふれた瞬しゆん間かんに盗まれ、宝石の輝かがやきのひとつとなる。その色は桃もも色。『心属アニマ』魔ま法ほうの燃ねん焼しよう光だ。ということは、これは幻げん覚かく──生物の心に作用する魔法がもたらした、幻まぼろしの傷に過ぎないのだろう。

　それでも、なくした腕は、気が狂いそうになるほどの幻げん肢し痛つうを訴え続けていた。

「伏ふし桜ざくらくん、て、手当を──！」

　華夜が泣きそうになっている。ねねこは放心したように、切り離はなされた三九郎の左腕を見つめている。その腕から何本ものキノコが生はえはじめ、キノコの傘かさの下では親指ほどの妖よう精せいがこちらを指差してゲラゲラと笑っていた。

　その笑い声に唱しよう和わするように、そいつは声をあげた。

「こんにちは！」「『アンチメイジ』くん！」「私の愛しいジャンクが世話になったね！」

　一いつ見けんすれば、それは、瀧たき丞じよう庵あんのようにも見える。

　だが、断じてそうではない。瀧丞庵には五本も手はなかったし、髪かみもあんなに乱れてはいなかった。仮面が三つも顔に張りついていなかったし──

　それに、この威い圧あつ感。

　たとえばそれは、『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』工房長、桐之宮新しん開かいが漂わせていたような。

　五つのマジックハンドを流れるように動かして、襲しゆう撃げき者は恭うやうやしく辞じ儀ぎをした。

「私は、御み影かげヶが原はら夜や楽がく！」「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の工房長にして」「レベル34の『心属アニマ』メイジさ！」「以後、きみが死ぬまで、お見知りおきを願うよ！」

　レベル、34。

　ふざけるな。そう思う。

　俗ぞくに、知ち略りやくや戦術でどうにかなるレベル差は、５が限界と言われている。それ以上レベルが離はなれてしまえば、どれだけ努力しようとも、ほとんど勝ち目はない。

　それが──今まで、レベル９が最高だった戦争に──34のマスターメイジ、だと？

「……馬鹿な……この戦争は、レベル一ひと桁けただけのものだ……ジャッジが……」

　うめくように言うと、夜楽は、かくん、と首をかしげ、

「ジャッジ？」「ああ──アイツか」「アイツなら殺したよ？」

「なっ」

「大したこともなかったなァ！」「アイツに埋め込まれたエバーライトは素す晴ばらしかったけどね！」「あとでオークションにかけるつもりだ」「『伏桜製』のエバーライト！」「一体いくらになるのか！」「想像しただけでゼッチョーしちゃうね！」「アハハハハッ！」

　ジャッジが、死んだ？

　脂あぶら汗あせを流しながら、三さん九く郎ろうは必死に思考を巡らせようとする。うまくいかない。痛みが思考を阻そ害がいしている。焦あせりばかりが脳内にぐるぐる渦うずを巻いて、答えが出ない。

　汗にまみれた、三九郎の額ひたいに──

　華か夜やの、冷たい手が、ひたりと当てられた。

「……神しん藤どう、さん……？」

「『芽吹く生命ヴイタ・プルルアント』」

　緑の燃ねん焼しよう光は、三九郎の腕を包み、その痛みを少しだけやわらげてくれた。

　三九郎のことを支えながら、華夜はまっすぐに夜や楽がくをにらみつけた。

「……ジャッジがいないとしても、こんなこと、『評ひよう議ぎ会かい』が決して許さないでしょう」

　メイジ世界の司法機関『評議会』は、ルールに基もとづいてのみ『戦争』を許可する。マスターメイジそのものが、ルールを破ったと知られれば、重大な問題になるだろう。

　だが、夜楽の答えは明快だった。

「アハ！」「まさしく愚ぐ問もんというヤツだね！」「確かに知られれば問題だが──」

　ぐるん、夜楽の首が百八十度回転した。

「知られてまずいことなら」「知られなければいい」「そうだろう？」「具体的には」「事実を知るものを皆殺しにすればいい」「それから、こう言えばいいのさ！」

　夜楽の後頭部には──ジャッジを模した、ヴェネチアンマスクが嵌められている。

　その仮面がかくかくと上下に動き、甲かん高だかい声を発した。

「ヤア！」「ボク、ジャッジ！」「コノ工房ハネ、夜楽クンノモノサ！」「夜楽クンノモノサ！」「夜楽クンノモノサ！」「アハハハハハハハハハッ！」

　三人は呆ぼう然ぜんと、その光景を眺めていた。

　華夜が、動どう揺ようにまみれた声を絞り出す。

「……そ、そんな……そんなこと、できるわけ……！」

　──いや。

　三九郎は、痛みを堪こらえながら、必死に考える。

　不可能なことではない。もともとこの『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』はメイジ同士の殺し合いなのだ。勝者ひとりだけを残して、他のメイジが全ぜん滅めつしてもなにも不ふ思し議ぎではない。それから、ジャッジを模した人じん工こう精せい霊れいを作り上げ、そいつを通じて『評議会』に報告すればいいのだ。

『伏桜継承戦争』の勝者は『シャドウミドウ・ジャンクヤード』であると。

　三九郎は、うわごとのようにつぶやく。

「……他の、他のメイジを……」

「他のメイジ？」「ああ──彼らか」「みんな殺したよ？」

　今度こそ、三人は、言葉を失った。

「まあ本当に死んだわけじゃない！」「私の『心象の陰影アニマ・レアリタテム』で、死んだと錯さつ覚かくしているだけだ！」「レベル18、特とく殊しゆスクロール『深しん幻げん影えい』に位置づけられる魔ま法ほうだよ！」「『アンチメイジ』くん！　きみの腕も、本当はくっついたままだ！」

　先制するように、夜や楽がくはそう言った。

「とはいえ、解とくのは不可能だ！」「痛いだろ？　苦しいだろ？」「その苦痛を感じている限り──きみは、私の幻覚に囚とらわれたままということさ！」「意識するがいい。幻覚だと、自分に言い聞かせてみるといい」「そうすれば、そうするほど……」「きみは、深く、嵌はまっていくのさ……」

　夜楽の声が耳から脳のう髄ずいに染み渡る。そのたびに、三さん九く郎ろうはなくした腕を意識する。地面に転がる左腕にはキノコでできた都市が造り上げられ、妖よう精せいたちがその傘かさの上と傘の下にぞろりと座り、三九郎のことをゲラゲラ笑っている。激痛。激痛。あまりの痛みに吐はき気がする。吐いた。ピンク色の吐と瀉しや物ぶつの中からキノコが生はえ、その傘の上によじ登ってきた妖精が三九郎を見上げてゲラゲラ──

「伏ふし桜ざくらくん!!」

　身体からだを強く揺ゆすぶられ、三九郎は正気を取り戻した。

「おや……」「もう少しだったのに」「余計な真ま似ねをしてくれるねェ！」

　ずらりと、夜楽は五本の刀を構える。三九郎はまともに動くこともできない。ねねこは尻しりもちをついたまま、目に涙を浮かべるばかりだ。

　そんな絶望的な状況にあって──華か夜やは、毅き然ぜんと背筋を伸ばし、つぶやいた。

「三つ目で、光を出して」

「ン？」「なんだ？」「なにを言っている」

　かくんと、夜楽は首をかしげる。顔に張りついた三つの仮面が、ギ、ギギ、と、油の切れた歯車のように回転しかけ、すぐに止まった。

　華夜は厳きびしい表情のまま、カウントを始めた。

「ひとつ。二つ。──三つ！」

「……『リリー……ス』……」

　途と切ぎれ途切れの言葉は、しかし、確かに発動した。

『一握の光ルクス・パグノ』。瀧たき丞じよう庵あんから盗んだ魔法のうち、最後のひとつだ。

「うおおおおおおっ!?」「な、なんだね!?」「いったいなんだね!?」

　爆ばく発はつ的な光が夜楽を襲おそう。直視すれば潰つぶれるほどの、圧倒的な光量。その中で、華夜もまた詠えい唱しようを完成させていた。すなわち──

「『取り巻く生命の壁サーカ・ヴイタ・ウオール』！」

「ねねこ！　走れッ！」

「えっ。──う、うん！」

　光の中で、植物が持ち上がる。夜や楽がくの身体からだを囲むように、壁かべとなって視界を塞ふさぐ。

　その隙すきに、三さん九く郎ろうたちは走り出していた。ねねこも慌あわてたように立ち上がり、華か夜やと肩を並べて駆かける。

「アハ？」「アハハハハハハハッ！」「逃げるつもりかい？」「この？　私からァ？」「いいだろう、逃げるがいい！」「でもねェ、忘れちゃいけないよ──」「今や！　この私が！　この世界の、支配者だということをねェ！」「アハハハハッハハハハッ！」

　爆はぜるような光の中で、夜楽の声が不吉に響ひびく。

　その声は、逃げ行く三人の背中に、どこまでも貼りついてくるようだった。




　　　　　　　　◆




　走る。

　走る。

　走る──。

　息が切れる。その息を飲み込んで、まだ走る。いつの間にか、ねねこが先せん導どうする形となっていた。なぜならば──

「……こっち！　体育館に、ひとつ！」

　ねねこが指差した方向に、ふらつきながら走りつづける三九郎の顔は、激痛に歪ゆがみ、脂あぶら汗あせによって濡ぬれそぼっていた。

　泣きそうになる。三九郎の腕は、根元から切り飛ばされ、赤黒い切断面を示していた。

　いつものねこであれば、失神していたところだろうが──

　今、気を失ってしまえば、その時点でこの三人の命めい運うんが尽きる。

　他のメイジとの合流──。あの化け物のようなメイジから逃げている途中、三九郎はそれを指示した。そうする以外に活かつ路ろはない。三九郎と華夜とねねこだけでは、彼に勝つことはできない。

　そのために、『赤い糸』が見えるねねこの目が必要なのだ。

「伏ふし桜ざくらくん、ちょっと待って、手当を──！」

「……無む駄だ、だ。この幻覚は……きみのレベルじゃ、どうにも、ならない……」

「でも！」

「今は……一いつ刻こくも早く、他のメイジたちと、合流しないと……！」

　息を切らして走りながら、ねねこは二人の会話に耳を澄すませていた。メイジの会話。自分には、戦いのことも、魔ま法ほうのことも、なにもわからない。三九郎とそのことについて話せる華夜が、ひどく羨うらやましく思えるのはなぜだろう？

　昨日。二人で手を重ねている、あの光景を見てしまったからだろうか？

　胸の奥がずきりと痛んだ。自分がなぜ走っているのかわからなくなる。三さん九く郎ろうがどこか遠くへ行こうとしている。それを追いかけるために、走っているのだろうか──

　ねねこは首を振る。余計な考えを振り払う。自分ができる、ただひとつのこと。それさえもできないのなら、自分は本当の役立たずになってしまうから。

　体育館が見えた。半開きになっているその扉を、体当たりをするようにして開く。

　磨みがき抜かれた木目の床ゆかに──呉くれ葉はの、ちっぽけな身体からだが転がっていた。

「……呉葉、ちゃ……」

　言いかけて、ねねこは、その胸に大きな穴が開いていることに気づく。ハニーブラウンの髪かみは解ほどけて乱れ、その顔を押し隠かくしている。

「ねねちゃん。伏ふし桜ざくらくんをお願い！」

　華か夜やはねねこに三九郎の身体を預け、素す早ばやく呉葉に近づいた。脈みやくを取り、呼吸を診みる。その表情には険けわしさが残ったままだったが、それでも彼女は小さく頷うなずき、

「脈はないし、心しん臓ぞうも止まっているけど──傷の割には、出血はほとんどない。伏桜くんの傷と同じだよ」

「幻まぼろしを、見せられてるっていうこと？　でも、じゃあ、どうやって、」

　そこまで言って、ねねこはふと気づき、目を輝かがやかせた。

「あ、そうだ！　『スティール』は!?　さんちゃん、魔ま法ほうを盗めるんだよね？　じゃあ、呉葉ちゃんにかけられている魔法を盗めば──」

「ダメだ」

　ねねこの言葉を遮さえぎって、三九郎は自分の傷口を見下ろした。

「さっきから、何度も、やってるんだ。俺の腕の傷が、幻覚だというのなら、その魔法を盗めば元に戻るはずだと思って。でも──ダメなんだ。盗めない」

「ど、どうして!?　宝石は、まだ空あいてるんでしょ？」

「わからない。──もしかしたら、レベルが高すぎるのかもしれない。今まで盗んできた魔法は、すべて一ひと桁けたのものだ。夜や楽がくはこの魔法がレベル18だと言っていたから、あまりにレベルが高すぎると、盗むことはできないのかも」

　絶望の影が、ねねこの頭上をぐるりと覆おおった。

　目を閉じて、うずくまってしまいたくなる。すべてが夢だと思い込みたくなってしまう。長い夢、長い悪夢──その幻想に逃げ込んで、眠ってしまいたくなる。

　そんなねねこの目の前で、華夜は詠えい唱しようをはじめた。

「──『芽吹く生命ヴイタ・プルルアント』！」

　緑の燃ねん焼しよう光が輝かがやき、呉葉の身体を包む。だが、それはなんの効果も生み出さない。華夜のレベルは９。18の魔法を打ち破るには、あまりにも技ぎ倆りようが足りない。

「──『芽吹けヴイタ』！　『芽吹く生命ヴイタ・プルルアント』!!」

　それでも──華か夜やは、諦あきらめない。強い意志をその瞳ひとみに宿して、何度も、何度も、魔ま法ほうを繰くり返している。

　その横顔に──ねねこは、見とれてしまった。

　かやちゃんは、きれいだ。

　見た目もそうだし、中身もそう。穏おだやかで、優やさしくて。強くて、美しい。誰だれかを守るために、自分の身を投げ打つことができる。わたしの、自じ慢まんの友だち。

　少し前までは、そのことを誇らしく思うことができた。

　でも、今は、もう──

　ねねこは悄しよう然ぜんとうつむき、華夜はそのことには気づかず、拳こぶしで床ゆかを叩いた。

「──やっぱり無理なの？　ねねちゃんのときと同じように──」

　それを聞いて、三さん九く郎ろうが顔を上げた。

　大きく目を見開いたまま、華夜の言葉を繰り返す。

「……ねねこの、とき」

　呉くれ葉はは胸に穴を開けて倒れている。確かに、あのときと状況は同じだ。ねねこが丞じよう庵あんに胸を貫つらぬかれ、斃たおれたときと。

　だが、ねねこは蘇そ生せいした。

　華夜の魔法ではどうにもならないはずだったのに──どうやって？

　三九郎は、呉葉に近づいていく。その手に『アエリシス』を握りしめている。

「伏ふし桜ざくらくん？」

「俺の親父は複合魔法使い、だったはずだ」

「……そ、それが……？」

　不ふ思し議ぎそうに見上げる華夜の隣となりに、三九郎は膝ひざを突いた。

　複合魔法。二種類の『属性アライメント』を掛け合わせて生み出す、強力な魔法。

　伏桜団だん慶けいは、それを使うメイジだった。レベル９の『空属トラクタス』と『魔属デイアブル』を共に行使した彼は、最大で81という常識外れの高レベル魔法を唱となえることのできる、世界最高位のメイジだったのだ。

　その団慶が遺のこした、最後のマジックアイテム。

「……まさか」

　華夜が、ぽつりと漏らした。

　三九郎は構わずに、ナイフを呉葉に近づける。『スティール』。呉葉の身体にまとわりついていた緑の光が吸い込まれ、宝石が緑色に輝かがやきはじめ──

　その緑色は、すぐ隣の桃もも色と混じり合い、不ふ可か思し議ぎな色となって刃やいばに満ちた。

「複合魔法器……!?　そんな、そんなものが──！」

　そうだ。

　あのときも、ねねこを蘇よみがえらせたときも、同じことが起きた。

『光属ルクス』の白色と『生属ヴイ・ト』の緑色が混じり合い、螺ら旋せん状じようの光となった。それに触ふれた途と端たん、ねねこの傷が癒いえたのだ。あのときのねねこは心しん臓ぞうを壊こわされていた。レベル７の『治ち癒ゆ』では、治しようがないほどの重傷だったはずだ。

　だが──複合魔ま法ほうは、乗数効果を生む。レベル７の『治癒』であっても、レベル３の『光属ルクス』にその効果を乗せれば、レベル21という強大な魔法になるのだ。

　そして、今も。

　夜や楽がくから奪った『心属アニマ』魔法に乗せられた治癒効果が、幻まぼろしの死を洗い流していく。呉くれ葉はの胸の傷が塞ふさがり、土つち気け色だった呉葉の顔に、次し第だいに生気が戻っていく。

　やがて、呉葉はうめき声をあげながら、身じろぎをした。

「……う、んん……？」

「やった！　伏ふし桜ざくらくん！」

　華か夜やが笑い、三さん九く郎ろうも明るい表情で頷うなずく。

　ねねこもぎこちなく笑い、二人に歩み寄ろうとして、




　その背後に伸びる影から、ずるりと夜楽が現れた。




「ねねちゃん!!」

　華夜が叫ぶ。床ゆかを蹴ける。

　ねねこの背中を、後ろから貫つらぬこうとした刃やいばは──彼女の身体からだを突き飛ばした華夜の、腹に突き刺さった。

「ッ────！」

　痛みに、華夜の表情が歪ゆがむ。その顔を、ねねこはすぐ近くから見せつけられた。

「かやちゃん？」

　かすれた声が、ねねこの口から漏もれた。

　尻しりもちを突いたまま、ねねこは華夜と、彼女の腹を刺した夜楽を見上げていた。のっぺりと立ち尽くす夜楽の影は、心持つなにかのようには思われなかった。彼はただ、機き械かい的に背中の腕を振り上げて、華夜にトドメを刺そうとして、

　呉葉が弾はじかれたように起き上がった。

「『水の拳アクア・パグノ』！」

　照しよう準じゆんと同時に詠えい唱しよう、青の燃ねん焼しよう光がマズルフラッシュめいて瞬またたく。その手に握られているのはドイツ製自動拳けん銃じゆう『Ｈ＆ＫＵＳＰ』、それを模した水みず鉄てつ砲ぽうだ。だが──そこから放たれる『水属アクア』魔法は、拳銃と比して遜そん色しよくない威い力りよくを有している。

　ねねこのこめかみをかすめるようにして、『水の拳アクア・パグノ』は夜楽の顔面に命中した。その顔を構成する三つの仮面のうち、ひとつが打ち砕くだかれ、その身体からだが後方に吹き飛び、

「アハ！」「アハハハハ！」

　吹き飛びながら、夜や楽がくは刀の一本を呉くれ葉はに投げつける。

　投げつけられた刀が、呉葉の頰ほおをかすめた。呉葉は顔をしかめ、立ち上がる。ツインテールが解ほどけ、その顔を半分だけ隠かくしている。シャドウを引いた目に光るのは、ぎらぎらとまばゆいほどに燃もえる戦意だ。

「くそっ、なにがどうなってんだ!?」

　ようやく事態を把は握あくした三さん九く郎ろうが、ねねこと華か夜やをかばうように立った。『アエリシス』を構えながら、早口に言う。

「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』だ。工房長自みずから、この戦争に勝ちに来たらしい」

　それを聞いて、へっ、と呉葉は笑う。

「マジかよ。ぎゃはは。ウケるな──、っつーか、華夜。大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ええ……、なん、とか……」

　致ち命めい傷しようでなければ、『芽吹く生命ヴイタ・プルルアント』によって治ち療りようできる。華夜はそうした。ねねこの肩を借りて立ち上がり、夜楽に目を向ける。

「昨日、断ったばかりで悪いけど、やっぱり共同戦線を張ることになりそうだね」

　呉葉は寝起きのように、ぐしゃぐしゃと髪かみを搔かき乱しながら、つぶやく。

「アー……それって、つまり、そうしないと呉葉ちゃんたちは皆殺しってことか？」

「そういうこと」

「んじゃ──出し惜おしみは、ナシだ！　派手にやるぞ、華夜ァ！」

　アメリカ製回転機関銃ガトリングガン『Ｍ１３４』、通称『ミニガン』。自分の身長ほどもあるそれを腰だめに構えて、呉葉は景気よくドラムを回転させる。舌をべろりと出し、

「『水の機銃掃射カレオ・アクア・テンペスタス』！」

　詠えい唱しようと共に『ミニガン』が咆ほう吼こうする。致命的な密度の水量が夜楽に降ふり注そそぎ──しかし、彼は凄すさまじい速度で四本の刀を動かして、それを弾はじき飛ばした。

「アハ！　アハーッハハッハハハハハハハハハハアアァァァ！」

　呉葉は休まない。圧倒的な砲ほう火か──もとい、砲ほう水すいによって、まさしくホースで水を撒まくごとき攻こう撃げきを続けている。そうしながら、彼女はチっと舌打ちをして、

「なんだあいつ？　なに笑ってんだ!?」

　その疑問に、ぼそりと三九郎が答える。

「多分──あれは、本体じゃない。『深しん幻げん影えい』とやらの魔ま法ほうだろう。幻覚なんだ。御み影かげヶが原はら夜楽は、『心属アニマ』のマスターメイジだから」

　うへえ、と、射しや撃げきを続けながら呉葉はイヤそうに舌を出し、

「幻覚かよ。なら、本体を叩くのが一番だろうが──そんで、サンクロ、もちろん勝ち目はあるんだろうな？」

「……ある。あるけど」

　その瞳ひとみに迷いが浮かぶ。華か夜やのことを見る。

　華夜はそれを受けて、淡あわく笑った。

「……『芽吹く生命ヴイタ・プルルアント』」

　回復の魔ま法ほうを右手に宿らせ、それを三さん九く郎ろうに差し出す。三九郎は少しだけ考えてから『アエリシス』をかざし、その魔法を盗んだ。

「伏ふし桜ざくらくん。ここは、私と呉くれ葉はで食い止めるから──ねねちゃんを連れて、あなたのお友だちを起こしに行って」

「はあ!?　ちょ、勝手に決めンなよ!?」

　文句を言いながらも、呉葉は射しや撃げきを続けている。夜や楽がくは目にも留まらぬ速度で日本刀を振るい、その射撃を弾はじき飛ばしながら、じわじわと距きよ離りを詰めようとしている。

「桐きり原はら雷らい火かは、私たちの中で最強のメイジだよ。あの人がいないと、あいつには勝てない」

「クソッ──、じゃあ、さっさとそうしろ！」

「うん。あ、その前に──」

　ぼそぼそと、華夜は三九郎に耳打ちをする。三九郎は一いつ瞬しゆん躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せたが、すぐに諦あきらめて首を振り──呉葉にそっと近づいていく。『アエリシス』を振り上げ、

「『スティール』！」

「……はっ？　ちょ、なにを──！」

『水の機銃掃射カレオ・アクア・テンペスタス』を盗まれて、『ミニガン』が虚むなしく空から回まわりする。その隙すきを逃さず、夜楽は──夜楽の姿を取った幻げん影えいは、まっすぐに呉葉に突っ込んできた。

「わっ、おま、なに、やめっ──」

「『流転する生命ヴイタ・テンペスタス』！」

　緑の奔ほん流りゆうが夜楽の身体を覆おおい尽くし、背後の壁かべに縫ぬいつけた。

『ミニガン』を盾たてにしたまま固まっていた呉葉は、ぎろりと三九郎をにらみつけ、その足を思いっきり踏んだ。

「あいたっ!?」

「なにすんだ、いきなり！　呉葉ちゃん、死んじゃったかと思っただろ！」

「ごめんね。あなたの『水属アクア』が必要だったの。──というわけで、先に行って、伏桜くん。あいつを片付けたら、すぐに私たちも後を追うから」

　夜楽の幻影は刀を振り回し、緑の束そく縛ばくから逃れようとしている。

　三九郎は頷うなずき、ねねこの手を引いて体育館を出て行こうとして、

「……ねねこ？」

　ねねこは、動けなかった。

　今し方の光景が目に焼きついている。華か夜やの腹に刀が突き刺さったときのこと。なんの役にも立たない自分の身代わりに、貴重な戦力である華夜が犠ぎ牲せいになろうとしている──。そのことが、ねねこには不自然に思えた。

　唾つばを飲み込む。華夜の顔を見上げる。そうして、ねねこは唇くちびるを開こうとして、

「ねねちゃん」

　華夜が浮かべる温かな微ほほ笑えみに、なにも言えなくなってしまった。

「また一いつ緒しよに、クッキー、食べようね」

「──────」

　泣きそうになるのを、ぐっと奥歯を嚙かみしめて、ねねこは我が慢まんした。うつむく。黒くろ髪かみが顔を隠かくす。胸に渦うず巻まくさまざまの感情を、吐はき出すことはできなかった。

　三さん九く郎ろうに手を引かれるがまま、ねねこは走り出した。

「ねねこ！　雷らい火かがどこにいるのか、わかるか!?」

　ねねこは答えず、ただ、指で方向を示した。

　その先は──本校舎、屋上。

「わかった。……もう少しだけ、辛しん抱ぼうしてくれ……！」

　いたわるような三九郎の声が、なぜだか遠くに感じた。
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　三九郎は走りながら何度も後ろを振り返り、夜や楽がくが追ってこないか確かめていた。

　不可解なことが多い。レベル34の夜楽がこの空間に入ってこられたこともそうだが、それ以上に、マスターメイジがやることにしてはあまりにも手ぬるいやり口であることが気に掛かった。『心属アニマ』魔ま法ほうによる死の錯さつ覚かくを与えられた呉くれ葉はは、三九郎の手によって復活を遂とげることができた。だが、それも『幻まぼろし』だったからだ。本当に死んでいれば、もう打つ手はなかっただろう。

　夜楽はなぜ、呉葉を実際に殺さなかったのか。

　やらなかったのか。あるいは、やれなかったのか。

　付け入る隙すきがあるとしたら、恐らくは、そこなのだろう。

　異常に気づいたのは、三階の踊り場を通り過ぎたときだった。

（……サルのぬいぐるみ？）

　シンバルを持ったサルのぬいぐるみが、踊り場の中央にちょこんと置かれていた。回かい避ひするのも時間の無む駄だだと思ったから、三九郎はそれを蹴けり飛ばし、ねねこと一緒にさらに上の階に向かった。

　次の踊り場にも置かれていた。

　蹴けり飛ばした。

　次の踊り場にも置かれていた。

　蹴り飛ばした。

　次の踊り場にも置かれているのを見て、ついに三さん九く郎ろうは、立ち止まった。

「……なんだ、これは。どうなってる……!?」

　はあはあと、肩で息をする。シンバルを持ったサルのぬいぐるみ、踊り場の壁かべに記されている数字は『６』。本校舎は、五階建てだ。

　こんなことはありえない。

　そして、ありえないことを起こすのが、魔ま法ほうだ。

「くそっ──」

　それでも、三九郎は前に進むことしかできない。次の踊り場も。その次も、その次も、その次の次の次にたどり着いたところで、ついにねねこに体力の限界が来た。

「……も、もう……だめ……」

　踊り場で、へたり込んでしまう。三九郎は彼女に肩を貸して、立たせようとする。

「立て、ねねこ、こんなところで、立ち止まっていたら──」

　三九郎も、息が切れている。加えて、切り飛ばされた右腕がじくじくと痛み出していた。それでもねねこを励はげまそうとしていると──不意に、耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。

　サルのぬいぐるみが、シンバルを鳴ならしはじめたのだ。

「……っ、この！」

　腹立ち紛まぎれに蹴けり飛ばす。それでもサルは、シンバルを鳴らすのを止めない。ぎゃっぎゃっと、耳障りな音さえ立てて二人を嘲あざけるばかりだ。

　三九郎は激げつ昂こうする。近づいて足を振り上げ、カカトを叩きつけて中の仕掛けごとぬいぐるみを踏みつぶした。無む駄だだとわかっていた。間ま違ちがいなく、これは幻覚魔法なのだ。そんなことをしても、なんの意味もないとわかっていながら──そうせずには、いられなかった。

　やがて、すすり泣きが聞こえてきた。

　ねねこが、うずくまりながら、泣いていた。

「……さんちゃん……わたしのことなんて、置いて、先に行って……」

　なにを、言っているんだ。

　三九郎は表情を強こわばらせ、ねねこに近づこうとする。その背中に手を置こうとする。

　それを拒むように、ねねこは半身を起き上がらせ、涙に濡ぬれた目で三九郎を見た。

「わたし、もう、無理だよ」

「……ねねこ。確かに、今は苦しいかもしれない。でも──」

　三九郎はねねこを励まそうとした。彼女の心が折れてしまったとしても、責めようとは思わなかった。こんな状況下で今まで保ったことのほうが奇跡だ。彼女は、ごく普通の女子高生なのだから。

　だが──

「だって、わたし、足手まといだから」

　ねねこは、三さん九く郎ろうが予想もしなかった言葉を吐はき出した。

「え？」

「……わたしは、メイジじゃないから……かやちゃんみたいに、さんちゃんの役に立つこと、できないもん。だから、置いていって、さんちゃん。わたしのせいで、さんちゃんが死んじゃったりしたら……やだよ……」

　三九郎はそれに、返す言葉を持たない。

　そんなことを思っていたなんて、想像もしていなかった。

　三九郎は、涙を流しているねねこの頰ほおに触ふれようとして、

「アハッ！」

　笑い声が、響ひびいた。

「アハハ！」「アハハハハハ！」「見つけた、見つけた、見いーつけた！　よ！」

　壊こわれたサルのぬいぐるみが、潰つぶれた半顔をこちらに向け、しゃんしゃんしゃんしゃんとシンバルを叩いた。ひとつ叩くごとに、サルは潰れたまま巨大化し、みるみるうちに見上げるほどになった。その口がぱかぱかと開き、夜や楽がくの声を発する。

「その子の言うとおりだよ、『アンチメイジ』くん！」「アハハ！　きみほどの才能の持ち主が──」「なんだって、そんな『普通の人間』を気にするんだい？」「幼なじみだから？」「それとも恋人なのかな？」「おっぱいが大きいからだったりして！」

「……っ、黙だまれ！」

　狂きよう的てきな笑いを響かせながら、サルのぬいぐるみは巨大化していく。

「その子と一いつ緒しよにいたいのかな？」「だったら、安心だ」「今から……この私が……」

　じゃん！　一ひと際きわ大きく、ぬいぐるみはシンバルを鳴ならした。

　その轟ごう音おん、その衝しよう撃げきは、風圧となって三九郎の前まえ髪がみを揺ゆらした。

「きみたちを、まとめて！」「ひき肉にしてあげるからねェ！」「アッハハハハハ！」

「──走れ、ねねこ！」

　サルのぬいぐるみが、一歩、三九郎たちに近づいてくる。それを察さつ知ちして、三九郎はねねこの手を引いて飛び降おりた。廊ろう下かに走り込む。雷火からは遠ざかることになってしまうが、あんな化け物を相手にするくらいならば──！

　その決意は、一秒後、絶望に変わった。

　廊下が無限に続いている。

　合わせ鏡かがみの通路のように、永えい劫ごうを思わせる遙はるか彼方かなたまで、廊下は続いていた。

　それでも走るしかない。じゃん！　じゃん！　と巨大なシンバルを打ち合わせる音は、すぐ後ろから追いかけてくる。転がる大岩から逃げる映画の一シーンを思い出す。

　だが、映画とは違い、この通路に出口はない。

　いずれ、追いつかれる。

　その『いずれ』は、意外と早くやってきた。

　ついに力尽きたのか、あるいは意思が折れたのか。ねねこの足から力が抜け、彼女は前のめりに転んでしまった。

　手が、離はなれる。

　立ち止まる。振り返る。サルのぬいぐるみはねねこをひき肉の塊かたまりにするために迫せまってくる。10メートル。５メートル。３メートル──

　ねねこの目が、三さん九く郎ろうを見た。

　──行って。

　涙に濡ぬれた目が細められ、唇くちびるが、そんな形に動いた。

　三九郎は、歯を食いしばり──そして、再び走りはじめた。

　前方に、ではない。サルのぬいぐるみに向かって。

「さんちゃん!?　だめっ!!」

　絶ぜつ叫きよう。ねねこのこんな声は聞いたことがない。それが少しおかしく、三九郎はわずか笑い──そして、叫んだ。

「『スティール』！」

　シンバルが打ち鳴ならされる。三九郎の肘ひじから先が、それに押し潰つぶされた。肉がひしゃげ、骨が砕くだかれ、神経の随ずいまでが粉こな々ごなに砕け散る。激痛。激痛。視界がちかちかする。明めい滅めつする通路のあちこちで、妖よう精せいがゲラゲラ声を立てて笑っている──

　次の瞬しゆん間かん、廊ろう下かが元の姿に戻った。

　サルのぬいぐるみも、笑う妖精も、鏡かがみ合わせの通路も、消え失せて元に戻る。からん、と音を立てて、『アエリシス』がタイルの上に転がった。

　柄つかの三つの宝石は、青と、緑と、そして桃もも色に、輝かがやいている。

　残った幻覚は、切り飛ばされ、押し潰された、三九郎の両腕の激痛だけだ。

　三九郎はその場に転がり、胎たい児じのように身体からだを丸めた。そうでもしなければ意識が飛んでしまいそうだった。脂あぶら汗あせが全身を濡らす。ねねこの泣き声が遠くから聞こえる。

「──さんちゃん、さんちゃん、さんちゃん！　どうして!?　わたし、さんちゃんに、助かってほしかったから──さんちゃんだけでも、生きていてほしかったから！　だから、諦あきらめたのに！　それなのに!!」

　朦もう朧ろうとした意識の中で、三九郎は、答えた。

「……言っただろ……」

「え？」

「どこにも、行ったり、しないって。ずうっと、傍そばに、いるって」

　二日目。屋上。二人で授業をサボって、ずっと一いつ緒しよにいた。春先の強い風が身体からだをなぶり、互いで互いを守るかのように肩を寄せ合っていた。

　そのときに、確かに、彼らは交わしていた。

「置いていったり、しないって、約束、したろう」

　ねねこは、かすかに唇くちびるを動かした。

　言葉にはならなかった。ぽたぽたと涙を流しながら、ぎゅっと目をつぶる。三さん九く郎ろうの手を握ろうとする。叶かなわぬ願いだった。彼の手は、もうどこにも存在しない。

「……さんちゃん……さんちゃん！」

　肩を震ふるわせ、三九郎に覆おおい被かぶさるようにして、ねねこは泣きつづけ──

「おやァ？」「知ってるぞォ？」「愁しゆう嘆たん場ば、というのだよね！　こういうのは！」

　五本の日本刀を提さげて、近づいてくる。三つの仮面が、思い思いに回転している。

　幻覚ではない。本物の御み影かげヶが原はら夜や楽がく──レベル34のマスターメイジ。

「それにしても、よく見抜いたねェ」「正解！　あのサルは、『深しん幻げん影えい』ではないのだよ！」「『召しよう喚かん』に属する低級の魔ま法ほうさ！」「盗むことはできるが、でも──」

　夜楽は芋いも虫むしのように転がる三九郎を見下ろし、くつくつと笑った。

「代だい償しようは、大きかったねェ？」「これでもう、盗むことはできない」「恐るべき『アンチメイジ』から、ただの虫けらくんに逆戻りというわけだ！」

「……ねねこ」

　夜楽を無視して、三九郎は顔を上げた。

　ねねこは、まだ泣いている。その顔は涙に濡ぬれている。

　けれど、弱音はどこにも見当たらない。

　三九郎は笑った。ねねこも笑おうとした。いいことだ。どんなときでも笑えるということは、決して諦あきらめないということだから。

「──────」

　三九郎は、あることを囁ささやき、ねねこは力強く頷うなずいた。

　そうして、ねねこは立ち上がった。

　気力と体力を使い果たし、走ることさえままならない『普通の人間』。それでも、彼女は黒い瞳ひとみに強い意志を湛たたえて、毅き然ぜんと夜楽を見み据すえる。

　ゆらゆらと、五本の日本刀を揺ゆらめかせていた夜楽は、ぴたりと動きを止めた。

「……なんだい？」「……その目は？」「たかが『普通の人間』が!?」「この私に!?」「気に入らない！」「気に入らない、気に入らない、気に入らない、ねえ！」

　桃色の燃ねん焼しよう光が、仮面の黒点から漏もれはじめる。

　ねねこは息を止め、じっと夜や楽がくから目を離はなさず──

「行け！」

　三さん九く郎ろうの号令と共に、駆かけ出した。

　身を低くして、廊ろう下かの隅すみ、夜楽の脇わきをかすめるように。

　夜楽の三つの仮面が、かたかたと揺ゆれた。あざ笑うように。当然だ。彼の五本の日本刀は、廊下を制圧するように広げられているのだ。どれだけ素す早ばやく動こうとも、切り刻まれるのが目に見えている──

　瞬しゆん間かん、解とき放たれた『水の機銃掃射カレオ・アクア・テンペスタス』が、夜楽の胸にぶち当たった。

「があっ!?」

　苦痛の声をあげ、夜楽は仰あお向むけにひっくり返る。ねねこは夜楽の身体からだを飛び越して、そのまま走り抜けた。三九郎に絶対の信しん頼らいを寄せる少女は、振り返ることさえしなかった。

「──な、なっ！」「なんだね!?」「なにを、した!?」「おまえ、両腕を切り飛ばされたのに、どうやって──」

　叫びかけて、夜楽は、声を吞のんだ。

　三九郎は立ち上がっていた。

　その口に、『アエリシス』をくわえて。

　獣けもののような目つきで、夜楽のことをにらみつけている。

「……………………」

　歴れき戦せんの勇士でさえ、両腕を失って、なお戦意を失わないなどということができるだろうか。伏ふし桜ざくら三九郎は、数日前まではただの高校生だったはずだ。メイジですらない『普通の人間』だったはずだ。それが。なぜ。

　そのとき、夜楽の頭に、ある言葉が閃ひらめいた。

『伏桜製作所』の『工房哲学コンセプト』。

「『伏しても』」「『なお咲く』」「『伏桜』、か」

　三つの仮面が、それぞれにつぶやいた。先ほどまでの狂きよう的てきな笑みは残らず消え去っている。夜楽にとって、今までのドタバタは戦いですらなかった。猫がネズミをいたぶって遊ぶような、ただのゲームに過ぎなかった。

　ここからは違う。

　ここからは、戦争だ。

　五つの切っ先をひたりと据すえて、夜楽は機き械かいのようにつぶやいた。

「認めよう」「おまえは私の敵だ」「今、ここで、確実に」「私は、おまえを仕し留とめる」

　やってみろ。

　三九郎はナイフをくわえた唇くちびるを笑ませて、その意思を示した。
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　走る。

　走る。

　走る──。

　息を切らして、その息を吞のみ込んでねねこは走る。もう周りには誰だれもいない。ねねこひとりきりだ。呉くれ葉はも、華か夜やも、三さん九く郎ろうも──彼女を守ってくれるメイジは、みんなみんな、彼女を逃がすためにその場に留とどまった。

　それが、ずっと、ねねこの心を重くしていた。自分にそんな価値はないのだと思っていた。なんにもできない役立たず。どうしようもない足手まとい。自分を助けてくれた親友にさえ、醜みにくい嫉しつ妬とを抱いだいてしまう、見下げ果てた人間だと──そう思っていた。

　違う。

　違うと言ってくれた。他の誰でもない三九郎が、そう言ってくれた。

　──ねねこ。雷らい火かに、伝言を頼たのむ。

　三九郎が告げた言葉が、どういう意味を持つのかは、ねねこにはわからない。彼女にとってより重要なのは、その次に、ねねこに向けて告げられた言葉のほうだった。

　──おまえは、俺を信じてくれてたんだろう。『アンチメイジ』になるより前から。

　──それと同じくらい、俺は、おまえのことを信じているよ。

　顔が熱くなる。そんな場合ではないとわかっていながら、胸の奥が疼うずいてしまう。

　その油断が災わざわいしたか──ねねこは、再び足をもつれさせ、転んでしまった。

「──はあ、はあ、はあ、はあっ──！」

　肩で息をする。全身ががくがくする。もともとねねこは運動が得意ではない。こんなに必死になって走ったのは、生まれて初めてだった。

　それでも──彼女は立ち上がり、また走りはじめた。

　なぜ自分が走っているのか、もう迷うことはなかった。

　夜や楽がくから逃げるためではない。遠ざかる三さん九く郎ろうの背中を追いかけるためでもない。

　生きるために、三九郎と一いつ緒しよにいるために──走っているんだ！

「ッ!?」

　屋上へ続く階段を上ろうとしたところで、ねねこは足を止めた。

　階段が──火に炙あぶられた飴あめ細ざい工くのように、ぐにゃぐにゃに歪ゆがんでいた。

　ねねこは大きく息を吸い込んで、持てる勇気をすべて振り絞り、その階段を駆かけ上がろうとした。沼地のように足首まで沈む。階段を一歩上のぼるごとに、信じられないほどの体力を使う。粘ねばつく手が頭上から伸びてきて、ねねこの肩を摑つかんだ。

　あっという間に──ねねこは、蜘く蛛もの巣に囚とらわれる蝶ちようのように、全身をねばねばとした粘ねん液えきで包まれてしまった。

　消化が始まる。服が、皮ひ膚ふが、酸さん性せいの粘液に焼けただれていく。熱い。痛い。皮膚を一枚ずつ引き剝はがされていくような激痛が、ねねこを苛さいなむ。

　それでも、ねねこは前に進む。

　全身の力を使って、搔かき分けるように。這はいずるように。先がどこに続いているのかもわからない、肉色の闇やみの中を──進む。

　その瞳ひとみに灯ともった意思の炎は、決して、決して、消えようとしない。もはや自分しかいないのだ。呉くれ葉はも、華か夜やも、三九郎も、自分を信じて戦っている。

　ここで自分が潰ついえることは、彼らすべてを、裏切ることだ。

「……どいて」

　粘ねん液えきの手がねねこの目を塞ふさごうとする。黒くろ髪かみを引っ張る。太ももを撫なで回す。お腹のおにくをつまんでいる──

「どいて！　さんちゃんが、待ってるの!!」

　怒りと共に、ねねこがそう叫んだ、その瞬しゆん間かん。

　すべての幻覚が吹き飛んで、目の前に屋上の光景が広がった。

　頭上に広がる灰色の空。青いデジタル文字が示すのは99:99:99という数列だ。ジャッジになった夜や楽がくが、時間切れを起こさないようにしたのだろう。ねねこは唇くちびるを嚙かみ──それから、屋上に転がる死体を見た。

　桐きり原はら雷らい火か。

　三さん九く郎ろうの親友にして、最大のライバル。

　ねねこは彼の近くに膝ひざを突いた。喉のどが切り裂さかれている。事切れている。

　それを見ても、やはりねねこは諦あきらめなかった。彼女には秘ひ策さくがあった。三九郎に告げられた言葉。それを耳元で囁ささやけば、必ず復活するはずだと、三九郎は言っていた。

「…………」

　小さく息を吸い込んだ瞬しゆん間かん、ある疑ぎ念ねんがねねこの頭に差した。三九郎を疑うわけではない。彼女が心配に思ったのは、そのあとのことだ。

　が、今は悩んでいる時間さえ惜おしい。ねねこは倒れている雷火の耳元に口をつけ、

「いっ──、『──いつまで寝てるつもりだ？　母親の名前を工房に掲かかげるんじゃなかったのか、この、マザコン野郎』っ!!」

　雷火の目がぎらりと見開かれ、ねねこのことを凶きよう悪あくににらみつけた。

　ねねこは即座に言い足した。

「──って、さんちゃんが言ってました！」




　　　　　　　　◆




　五本の日本刀を構えたまま、夜楽はぴくりとも動かない。

　口に『アエリシス』をくわえたまま、三九郎はぴくりとも動けない。

　今──彼の周りは、地じ獄ごくと化していた。

　長く続く通路は、なにか巨大な生物の臓ぞう腑ふのように、赤い血管と桃もも色の肉がうごめいている。どくどくと、不ぶ気き味みな脈みやく動どうが足あし下もとから響ひびいてくる。こめかみから汗がしたたり落ちると、そこに転がっているねねこの生首に当たって、彼女は苦痛のうめき声をあげた。

　──痛いよ。さんちゃん。痛いよ。苦しいよ。助けてよ。助けてよ。さんちゃん──

　三九郎は、動じない。

「ふむ」「無む駄だか」「気を強く持たれると、『心象の陰影アニマ・レアリタテム』はあまり意味を持たない」「『心属アニマ』の弱いところだねェ」「種が割れてしまうと、威い力りよくが半減してしまう──」

　微び動どうだにしないまま、夜楽の三つの仮面が、歯車のように回転した。

「だが──」「耐えることしか、できまい？」「この魔ま法ほうのレベルは18だ」「きみに、盗むことは、できないよ」「レベルが、離はなれすぎているからねェ」

「…………」

「それとも時間稼かせぎかな？」「助けが来るのを待っているとか？」「残念だが、それは無理だ」「あのメイジたちに、私の『心象の陰影アニマ・レアリタテム』を破ることはできないよ」「あの『普通の人間』も──」「今ごろは、ぐずぐずに溶けていることだろう──」

　三さん九く郎ろうは、目を細める。

　言ってやりたいことがあったが、口が塞ふさがっている。反論して『アエリシス』を取りこぼすなど、あってはならないことだった。

　夜や楽がくはかすかに笑うと──再び、その目の奥で桃もも色の光が灯ともった。

　ぐにゃりと足あし下もとが歪ゆがむ。いくつもの血まみれの手が伸びて、三九郎の足を摑つかもうとする。ねねこの声に混じって、華か夜やの、呉くれ葉はの、雷らい火かの声が響ひびく。助けてくれと。痛いと。苦しいと。おまえのせいだと。責任を持って、おまえもこちらに来いと。誘いざなう声が──

　夜楽が踏み込んできた。

「っ!?」

　三九郎は、素す早ばやく後ろに跳び下がった。一いつ瞬しゆんだけ遅れ、夜楽が突き出した五本の刀のうち、二本の切っ先が三九郎の腹を傷つけた。新鮮な痛みが、三九郎の意識を覚かく醒せいさせる。

「おや」「惜おしい」「決まったと思ったのだが」

　夜楽は笑い、再び引き下がった。

　幻覚で三九郎の集中力を乱し、隙すきと見るや即座に攻こう撃げきを仕掛けてくる。時間をかけて、確実に勝利をもぎ取る──狡こう猾かつなマスターメイジのやり口だ。

「そろそろ諦あきらめたらどうだい？」「そうすれば楽に殺してあげるよ？」

　夜楽の嘲ちよう笑しようを聞き流して、三九郎はあることを考える。

　恐らく、夜楽は、『心象の陰影アニマ・レアリタテム』しか『大技』を使うことはできないのだ。

　この場にいる夜楽は、丞じよう庵あんの身体からだを間ま借がりしている。その分、能力を制限されてしまうのではないだろうか。使える『大技』は、『心象の陰影アニマ・レアリタテム』だけ。他の魔法は、丞庵がそうであったように、レベル一ひと桁けたのものしか使うことができないのだろう。

　それを使えば、三九郎に盗まれてしまう。

　だから、彼は、『心象の陰影アニマ・レアリタテム』だけに頼たよっているのだ。

　すべて、三九郎の推すい測そくに過ぎない。

　だが──今の彼には、その推測に頼り、待ちつづけることしかできない。

「しかし」「いい加減」「飽あきて、きたねェ」

　一ひと際きわ強く、夜や楽がくの目が桃もも色に輝かがやいた。

　足首に、なにかが這はいずり回っている──いや、足首だけではない。夜楽に斬きりつけられた傷口から、失われた両腕の傷口からも、なにかが這い出してきている。ちっぽけで、煩わずらわしいもの。ゲラゲラ笑っている。見なくてもわかる。ピンク色をした妖よう精せいだ。

　眉まゆを寄せる。必死になって、正気を保とうとする。

　妖よう精せいたちがそれをあざ笑っている。一匹が『アエリシス』の切っ先にぶら下がって、大きく身体からだを振って取りこぼさせようとする。一匹が三さん九く郎ろうのまぶたを引っ張り、焦しよう点てんがぼやけるほどの至し近きんに醜みにくい笑顔を映し出す。二匹が両耳にぶら下がり、耳みみ障ざわりな笑い声を吹き込んでくる──

「ほっ」

　夜や楽がくの刀が、三九郎のつま先を貫つらぬいた。

「……アハ」「ついに」「つーかまえた、と！」

　残りの四本を煌きらめかせて、夜楽は笑う。

　動けない。足を縫ぬい止められている。幻覚ではない、本物の刀かたな傷きず。夜楽の九つの目が殺意に輝き、残りのすべてを三九郎に叩き込もうとする。

　それでも、三九郎は目を閉じなかった。

　彼は信じていた。ねねこと、そして──

「『火炎の化鳥イグニ・アヴエス』！」

　桐きり原はら雷らい火かという男の、執しゆう念ねんを。

　雷火は、ねねこの肩を借りて立っていた。その首筋は、まだ深々と切り裂さかれている。そうでありながら、彼はかすれた声で詠えい唱しようし、『召しよう喚かん』を行っている。

　夜楽の背後で、圧倒的な熱量が渦うずを巻く。夜楽の首が百八十度回転し、そこに翼つばさを広げている炎の鳥を見る。──突っ込んでくる！

「『心性の防壁アニマ・ウオール』！」

　夜楽は咄とつ嗟さに、レベル一ひと桁けたの魔ま法ほうを使った。先ほどの三九郎の推すい測そくを裏付ける行動だ。

　だが、そんなことを考えている暇ひまさえ、三九郎にはなかった。狭い廊ろう下かを、夜楽を迂う回かいするように天てん井じようすれすれを舞まい上がった火の鳥は──そのまま、まっすぐ三九郎に向かってきたのだから。

　三九郎はタイミングを合わせ、インパクトの瞬しゆん間かんに大きく首を振った。

『スティール』。

　火の鳥が刃やいばに吸い込まれ、『アエリシス』の宝石が赤く輝かがやく。

　同時に、三九郎の目も輝いた。意思だけで、『アンチメイジ』の能力をトリガーする。

『リリース』。

『火属イグニス』と『生属ヴイ・ト』、二つの魔ま法ほうを込めた『アエリシス』は、三さん九く郎ろうの意思に応じて、複合魔法器としての力を十じゆう全ぜんに発はつ揮きした。

『再生の炎サン・サーラ』、とでも名付けるべきか。永遠の命を司つかさどる不ふ死し鳥ちようが、異い端たんの刃やいばから生まれ出いでる。美しい産うぶ声ごえと共に、新緑色に輝かがやく炎の翼つばさが、三九郎のことを押し包んだ。

　全身が焼ける感覚──しかし、それは再生のための痛みだ。両腕を切り飛ばし、押し潰つぶしていた幻覚が、焼け焦こがれて消しよう滅めつする。ピンク色をした妖精たちが甲かん高だかい絶ぜつ叫きようをあげながら火だるまになり、やがて、ひとつかみの灰となって吹き散らされていった。

　エメラルド色の不ふ死し鳥ちようを背後に従えて、三さん九く郎ろうは、口にくわえていた『アエリシス』を右手に握りしめた。

　その切っ先を前に向け、叫ぶ。

「行け！」

　不死鳥は、命令通りに動いた。夜や楽がくを囲む『心性の防壁アニマ・ウオール』を迂う回かいして、雷らい火かへとたどり着く。『再生の炎サン・サーラ』は、雷火とねねこを苛さいなんでいた幻覚を、残らず焼き尽くした。

　喉のどの傷がなくなった雷火は、よく通る声で三九郎を非ひ難なんした。

「……三九郎……おまえな！　誰だれがマザコンだ!?」

　三九郎は、元に戻った左手でぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「いや、だって、そうでも言わないと目覚めなかっただろ、おまえ」

「だからって、よりにもよって──！」

「……馬鹿な」

　そのやり取りを、夜楽のつぶやきが阻はばんだ。

「馬鹿な」「馬鹿な！」「馬鹿なッ!?」「そんな、そんなことで──」「私の『心属アニマ』が！」「『深しん幻げん影えい』が、破れるだと!?」

「あんまり、僕ぼくたちをナメるなよ。御み影かげヶが原はら夜楽」

　じっとりとした声で、雷火が言う。胸元に当てた手から、炎色の燃ねん焼しよう光が漏もれる。

「おまえみたいなルール違反を、見逃すわけにはいかない。『評ひよう議ぎ会かい』に縋すがるまでもない。僕たち自身の手で──おまえのことを、排はい除じよしてやる！」

　夜楽の動きが、ぴたりと停止した。

　三つの仮面の奥、爛らん々らんと燃える桃色の光が、狂気を帯びる。

　ガヅン！　と硬い音を立てて、三本の日本刀が足あし下もとに突き立てられた。三つのマジックハンドが摑つかむのは──三つのクォーツだ。桃もも色に、燃焼している！

「そっちこそ！」「調子に乗るんじゃないよォォ！」「誰に物を言ってるんだい!?」「私は御影ヶ原夜楽！」「『シャドウミドウ・ジャンクヤード』の──工房長だッ!!」

「『火炎蜥蜴イグニ・ラセルタ』！」

「『リリース』！」

　三さん九く郎ろうと雷らい火かは同時に詠えい唱しようする。炎でできたトカゲが夜楽に襲おそいかかり、シンバルを持ったサルが夜楽を押し潰つぶそうと迫せまる。ねねこは雷火の背中に隠かくれるようにして、息を殺してそれを見守っている。

　その三者をぐるりと見わたして、夜楽は「アハ！」と笑い、

「「「──────────────ッッ!!」」」

　甲かん高だかい不協和音が、通路に響ひびき渡った。

　桃もも色の燃ねん焼しよう光が通路に荒れ狂う。トカゲを打ち据すえ、サルを叩きのめし、雷らい火かとねねこをまとめて吹き飛ばす。三さん九く郎ろうはかろうじて『スティール』し、それを防ぎ、

「なんのために」「仮面を三つも」「つけていると思っているんだい？」

　二本の刀が、頭上から降ふってきた。

　三九郎は掲かかげたままの『アエリシス』でそれを受け止める。ぎりぎりと、鍔つば競ぜり合いの音。渾こん身しんの力を使って夜や楽がくを跳ね飛ばそうとするが、彼の三つの仮面は、馬鹿にするように回転している。

「レベル３『心属アニマ』魔ま法ほう、『心乱す風アニマ・テンペスタス』は、魂たましいと肉体を同時に打ちのめす」「脳ミソの外側と内側を、同時にぶん殴られるのはどんな心ここ地ちかな？」「本来の私に比べれば、クソみたいな低レベル魔法だが──」「同時詠唱をすれば、きみたちのごとき虫けらを殺すには十分すぎる威い力りよくが出るよ！」

「……な……!?」

「私はね、『アンチメイジ』くん」「三つの魔法を同時に詠唱することができるのだよ」「こうして、きみとじゃれ合っていても──ほら！」

　ぐるん、と夜楽の仮面が百八十度後ろを向き、

「「「──────────────ッッ!!」」」

　再び響いた不協和音は、立ち上がり、詠唱しようとしていた雷火の身から体だを貫つらぬいた。その右手からクォーツが弾はじかれ、開いた窓の外へと吹き飛んでいく。ねねこは尻しりもちを突き、目を見開いて、それを眺めている。

　ぐるん、再び夜楽の目がこちらを向き、

「ほら、ね？」「これで彼は役立たずだ」「どんなに優ゆう秀しゆうな『スクロール特化型』でも」「クォーツがなければ、ゴミ同然！」「あとは、きみを、ゆっくり料理するだけ──」

「……俺は、そうは思わないな」

「なに？」

「あいつのことをナメすぎだ。だから、おまえは、負けるんだ──夜楽！」

　果たして。

　雷火は、再び立ち上がっていた。

　激はげしい執しゆう念ねんをその瞳ひとみに燃もやしている。胸元に手を当てる。その手に握るのは、クォーツではない──彼の母親、エリスの形かた見みであるブローチだ。『戦札タグ』でもあるそれを、強く強く握りしめて、雷らい火かは首からちぎり取った。

　その手の隙すき間まから、炎色の燃焼光が輝かがやく。

　そうして、雷火は、まさしく火を吐はくように叫んだ。

「……僕ぼくに遺のこされた、最初で最後の、クォーツだ。よく見ておけ！」

　詠えい唱しよう！

「『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』！」

　雷らい火かの全身が、炎に包まれた。四つん這ばいになり、もはや詠えい唱しようをさせる暇ひまも与えず、夜や楽がくに襲おそいかかる。夜楽は背中に生はえた腕で抗あらがおうとしたが、炎の爪つめと牙きばがその腕をもぎ取った。

　炎の獣けものは、くぐもった声で叫んだ。

「やれ！　三さん九く郎ろうッ！」

　三九郎を押さえつける二本の刀が、緩ゆるんだ。三九郎は奥歯を嚙かみしめ、叫ぶ。

「『リリース』！」

　ごく至し近きん距きよ離りで、『心乱す風アニマ・テンペスタス』が荒れ狂う。夜楽に直ちよく撃げきし、彼の精神はほんの数秒のあいだだけ、麻ま痺ひした。それで十分だった。その隙すきを突いて──

『アエリシス』が夜楽の仮面のひとつを打ち砕くだいていた。

「アッ」「アガガガガガガガガッ!?」

　夜楽は尻しりもちをつき、日本刀をぶんぶんと振り回した。『炎の悪鬼イグニ・ラーミア』がうなり声をあげて、残った二本の刀も弾はじき飛ばす。返す爪を仮面に振り下ろすと、もうひとつの仮面がさらに砕け、夜楽は身体からだごと廊ろう下かの奥に吹っ飛んでいく。

「……なんだ……」

　壁かべに叩きつけられた夜楽の、ひとつだけ残った仮面が、ぼそりとつぶやいた。

「……なんだ……なんなんだ……おまえは……おまえらは……私の、私の計画を……ここまでして……費用をつぎ込んで……！　私自みずから出で張ばってまで！　この工房を手に入れようとしたのに！　たかが……レベル一ひと桁けたの、低級メイジ風ふ情ぜいがァ!?」

「俺はメイジじゃない」

　仰あお向むけに倒れる夜楽の胸を、三九郎は踏みつける。その瞳ひとみには、燃もえるように冷たい敵意が宿っている。メイジに対する──人を踏みにじり、顧かえりみない魔ま法ほう使いに対する怒りが、赤々と燃えさかっている。

「『アンチメイジ』だ。それが、俺の、名前だ！」

　三九郎は『アエリシス』を大きく振りかぶり──それを、最後の仮面に叩きつけた。

「──ア、ガ、ガ、ガ、ガ、ガァァッ！」

　夜楽の──いや、今や丞じよう庵あんに戻った身体からだが、びくびくと痙けい攣れんする。その身体に宿っていた精神を、無む理り矢や理りに引き剝はがされて、哀あわれな人じん工こう精せい霊れいの残ざん骸がいは末まつ期きのダンスを踊る。桃もも色の燃焼光がスパークのように瞬またたき、夜楽の仮面にいくつものヒビが走り──

　ばぐん！　という音と共に、仮面は粉こな々ごなに砕くだけて、散った。

　瞬しゆん間かん、廊ろう下かが元に戻った。

　血と臓ぞう腑ふに彩いろどられていた悪夢の迷宮は、一いつ瞬しゆんのうちに、元の、なんでもない学校の廊下に立ち戻る。空の色は相変わらず灰色だが、正しく時刻を刻んでいた。

　安あん堵どのあまり、力が抜けそうになる。

　御み影かげヶが原はら夜や楽がくの脅きよう威いは消えたと、実感できたからだ。

　彼の本体はわからない。遠えん隔かく操そう作さだと言うのならば、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』本ほん拠きよ地ちにいる夜楽は無事なのだろう。あるいは、こちらの身体からだに受けたダメージはそのまま向こうにフィードバックするのだろうか？　──考えても、わかることではない。

　今は、ただ、戦後の余よ韻いんに浸ひたるように、三さん九く郎ろうは息をつき──

　不意に、廊ろう下かに倒れていた丞じよう庵あんの死体が、バネ仕掛けのように立ち上がった。

「「「────!?」」」

　三人は、反応することさえできなかった。ぎくりと大きく目を見開いて、カカシのように立ち尽くす丞庵を見つめる。

　丞庵の後頭部に貼りつくヴェネチアンマスク。その奥に、桃もも色の光が灯ともっていた。

　ぐるり、と後頭部が百八十度回転すると──丞庵は、否いな、丞庵の死体を借りた何者かは、低い声でつぶやいた。

「…………おはようございマス……みなサマ」




　　　　　　　　◆




　華か夜やは虫の息で、体育館の壁かべにもたれかかっていた。

　少し離はなれた場所で、呉くれ葉はが死んでいる。あるいは、死んだと錯さつ覚かくしている。御影ヶ原夜楽が生み出した幻まぼろしの分身を、かろうじて倒すことはできたものの──呉葉は再び幻覚に囚とらわれ、華夜もまた全身を貫つらぬかれて、座り込んでしまったのだ。

　だが、まだ戦いが終わったわけではない。

　三九郎は。ねねこは。無事なのだろうか──

　華夜は首を振り、朦もう朧ろうとする意識を研とぎ澄すませた。まだ、自分にもできることがある。片手でもたもたと紫むらさき色いろの袱ふく紗さを取り出して、クォーツを──

「そうですね。悩みどころです」

　蹴けり飛ばされた。

　袱紗が宙を舞まい、いくつものクォーツがばらばらとこぼれ落ちる。

　華夜は、自分の手が黒い革かわ靴ぐつに蹴り飛ばされ──さらに、踏みにじられるのを、人ごとのように見つめていた。

「彼女を殺すか？　殺さざるか？　──ええ、わかっていますよモーバイン。本来ならば、迷うことなく前者だ。遮さえぎるものはなにもない。でもねえ」

「あ、っぐ……！」

「彼女はまだ、苦しんでいないでしょう？　殺してしまっては苦しめられない。だから、悩みどころなのですよ」

　その人物は──華夜の手を踏みにじりながら、平へい然ぜんと、『誰だれか』と会話をしていた。

　黒くろ谷たに平へい助すけ。

　親しん王のう坂ざか高校の古典教師にして、『ギギリヤ重工』所属のメイジ。

　眼鏡めがねの奥の細長い目は、華か夜やのことを見てもいない。

「そう言われても困りますよ。あなただって、それを織おり込み済みで私を送り込んだのでしょう？　上司として、そこは汲くんでくれなくては困る。──ふむ？　なるほど」

　顎あごに手を当てて、黒谷は、ぼそりと、

「……確かに……彼女を殺せば、伏ふし桜ざくら三さん九く郎ろうは、苦しみますね……」

　三九郎の名を聞いて、ようやく、華夜の意識が覚かく醒せいした。

　なにが起きているのかはわからないが──こいつは、間ま違ちがいなく、自分の敵だ！

　華夜は抵抗しようとした。手を伸ばして、クォーツを取ろうとして──黒谷は、なんの躊ちゆう躇ちよもなくその手を踏みにじった。苦痛の呻うめきが漏もれ、黒谷は申し訳なさそうな口調で、華夜に謝しや罪ざいした。

「すいません、神しん藤どうさん、大人しくしていてくださいませんか。今、あなたを殺そうかどうしようか悩んでいるところなのです」

　──異常者。

　考えてみれば──あのとき、図書室で出会ったときから、こいつはおかしかった。華夜の秘密を暴いて、仲なか違たがいをさせようとした。自分に、三九郎たちを殺させるよう、仕向けようとしていた。

　あるいは、こいつは、御み影かげヶが原はら夜や楽がくと同じくらい、危険なのかもしれない。

　華夜の美しい黒くろ髪かみを、黒谷は楽しそうに踏みにじっている。眼鏡の奥の瞳ひとみが愉ゆ悦えつの色に歪ゆがむ。華夜は歯を食いしばり、自分にできる抵抗を模も索さくしようとして──

　空間が、歪んだ。

「──────」

　華夜は──いや、黒谷さえも、目を見はってそれを見つめた。

　歪んだ空間から、いくつもの人影が現れる。丞じよう庵あんの細長い身体からだが現れたとき、華夜は絶望に覆おおわれそうになった。だが、それに続いて、三九郎やねねこ、雷らい火かが現れたのを見て、わけがわからなくなってしまう。

「……おやおや。モーバイン。どうやら、我われらの企たくらみは破れたようですよ」

　黒谷がつぶやくと、彼の肩に止まっていた黒い紙人形が、ぶるぶると痙けい攣れんしはじめた。その姿が霞かすむほどの高速で、ぐんぐん回転しはじめ──

　やがて、紙人形は千ち々ぢに裂さけて、破は裂れつした。

　フン、と鼻を鳴らして、黒谷は丞庵に向かい合う。

「こんにちは、ジャッジ。九きゆう死しに一生を得たようですね？」

　丞庵は──いや、丞庵の姿をしたなにものかは、ヴェネチアンマスクの奥に桃もも色の光をちかちかと点てん滅めつさせた。濁にごった声は、男性か女性かさえわからない。

「……屈くつ辱じよく……デスよ……このようナ……無ぶ様ざまな、姿……ヲ……」

「しかしあなたには、そうなってまでも守るべきものがある。違いますか？」

「……あなたノ……言うとおり、デス……『ギギリヤ重工』所属、黒くろ谷たに、平へい助すけ」

　ゆらり、ジャッジの腕が動いた。黒谷を指差し、そこだけは明めい朗ろうな声で、

「『伏ふし桜ざくら継けい承しよう戦争』審しん判ぱんとしテ、あなたの失格を宣告いたしマス。また、あなたと『シャドウミドウ・ジャンクヤード』が共きよう謀ぼうして起こした今回のルール違反については、私からあらためて、『評ひよう議ぎ会かい』に通告させていただきマス──」

「それは困りますね。勘かん弁べんしてもらえませんか？」

「……そんなことは、どうでもいい。黒谷。神しん藤どうさんから足をどけろ」

　三さん九く郎ろうが、耐えきれなくなったように言った。黒谷は意外そうに彼を見返し、それから、その唇くちびるに酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「そうだ。いいことを言ってくれましたね、伏桜くん。感かん謝しやしますよ」

「早く、どけろ！　さもなければ──」

「ジャッジ。失格は別にいいのですが──私たち、『ギギリヤ重工』のルール違反は、秘密にしておいていただけませんか？　その代わりに、彼女を殺さずにおいてあげます」

　ジャッジは緩ゆるやかに首を振り、

「なんの意味もない脅おどしデスね。あなたが誰だれかを殺す前に、今、追放すればいいコト──」

「今でなくてもいい。この戦争が終わり、生き残りがいたとして──私はそれを皆殺しにします。あなたの新たな主あるじは、それを望みますかね？」

　黒谷は平へい然ぜんとそう言った。

　ハッタリではない。たかがレベル４の『魔属デイアブル』に過ぎないはずなのに──黒谷は、その気になれば、一いつ瞬しゆんのうちに三九郎たちを皆殺しにできるだろう。自信に満ちあふれた黒谷の態度は、そのことをいやが上にも三九郎に理解させた。

「残念なことに、私に伏桜三九郎は殺せない。それはあなたも知ってのとおりです。なにしろ、伏桜団だん慶けいはその『遺ゆい言ごん状じよう』で、わざわざ私を指名してきたくらいなのですからね」

　三九郎が、鋭するどく息を吞のんだ。

「ですが、それ以外を殺すのは容易たやすい。伏桜くんを苦しめるために、そうすべきだという気さえしている。──それを諦あきらめましょう。ですから、ジャッジ。あなたも告発を諦めてください」

　三九郎は、呆ぼう然ぜんとして黒谷を見つめている。

　ジャッジの思考は素す早ばやかった。華か夜やのことをちらりと見て、あっさりと、

「いいデショ。デスから、その足をどけなサイ」

「感謝します、ジャッジ」

　ジャッジは黒くろ谷たにを指差した。彼の周りの空間が、歪ゆがみはじめる。『追放』──戦争の参加権を失って、この異い位い相そう空間から追い出されるのだろう。

　その前に、三さん九く郎ろうは一歩踏み出し、叫んだ。

「待て！　おまえは、一体──」

　完全に消え去る前に──黒谷は、にい、と嗤わらった。

「またいつか、どこかで会いましょう。──伏ふし桜ざくらくん」

　それきり、黒谷は、異位相空間から姿を消した。

　深く、深く、華か夜やは息をつく。

　左腕を見る。いつの間にか、元に戻っていた。なぜ気づかなかったのだろう。気づいていれば、黒谷への反はん撃げきができたかもしれないのに。

　あるいは──そんなことは思いつかないほど、黒谷の重圧が、凄すさまじかったからだろうか。

　ふと、それまで黙だまっていた雷らい火かが、口を開いた。

「それで？　この『戦争』はどうなるんだ、ジャッジ？」

「なにも変わりまセン。ルール違反者が脱落した以上、再び戦争を再開していただいテ、結けつ構こうなのデスが──」

　雷火は、深くため息をついた。

　首から提さげていたブローチ。その残ざん骸がいを、軽く示す。

「……僕ぼくは、失格か」

　ジャッジは首を伸ばし、それをまじまじと検けん分ぶんし、頷うなずいた。

「エエ。そうデスね。なにが起きたのかはわかりまセンが、あなたの『戦札タグ』は破は壊かいされていマス。失格、ということになりマスね──」

「そんな……！」

　三九郎が声をあげる。そんな彼をちらりと見て、雷火は冷れい笑しようした。

「なんだ、三九郎？　また僕ぼくと殺し合いたいのか？」

「──────」

「きみにとっては幸運なことだ。母さんのブローチ──僕の『戦札タグ』が、僕に残された最後のクォーツだったということはね。これがなければ、夜や楽がくは倒せていなかっただろう」

　雷火の表情は、憑つき物が落ちたかのようだった。どことない安あん堵どさえ感じる。華夜は壁かべにもたれかかりながら、彼の表情に、共感めいたものを覚えていた。

　友人と戦いたいと望むものなど、いるはずがない。

「それで？　『戦札タグ』をまだ持っているのは、誰だれなんだ？」

　雷火の言葉に、華夜は周りを見渡して、

「私は伏桜くんの味方だから、敵として残っているのは──」

　全員の視線が、死んだままの呉くれ葉はに集中した。

「……今のうちに、やっちゃう？」

　誰だれかがぽつりと漏もらしたつぶやきに、誰ともなく頷うなずき合った。
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　ベッドの上で半身を起こしている母は、また少し瘦やせたように思えた。

　陽の光が差し込む窓の外を、静かに眺めている。その姿は彫ちよう像ぞうのように動かない。青いヘッドバンドを巻いた頭も、青い患者服を着るその背中も、ぴくりともしない。

　──声をかけても、返事をしてくれなかったら、どうしよう。

　そんな思いに囚とらわれて、華か夜やは病室に足を踏み入れることができない。

「あら」

　だから、先に気づいたのは母のほうだった。

　こちらを見る。その眼まな差ざしには、優やさしい光が宿っている。そのことに安心して、華夜は母のほうへと近づいていった。

　ベッドの脇わきに腰を落ち着けると、どちらからともなく、互いの手を取った。

「お父さんから聞いたわよ。ずいぶん、無茶をしたそうじゃない」

　華夜の手を愛いとおしそうに撫なでながら、母は心配そうな声を出した。

「私のために、がんばってくれるのは嬉うれしいけど。危ないことはしてほしくないわ」

「……うん。ごめん。でも、おかげで、たくさんクォーツが手に入ったんだよ」

「そうね。そう言ってたわ。ありがとう、華夜。それに──ごめんなさいね。私が、こんなだから、あなたには──」

「いいよ。やめよう。それに、私ひとりの力で手に入れたわけじゃないし」

　そう言うと、母は少しだけ、イタズラっぽい笑みを浮かべた。

「それは、こないだ入院してきた、あの子のこと？」

「…………」

「ずいぶん楽しそうに話してたわね。華夜のあんな顔、はじめて見たわ」

「見てたの？」

「トイレに行くときにね、ドアが開いてたから。うふふ」

「……なに？」

「好きなの？」

　華夜は立ち上がった。顔を真っ赤にして、病室から出て行こうとする。が、母は手を離はなしてくれなかった。「うそうそ、ごめんごめん」と笑いながら謝あやまって（ちっとも誠意が感じられない！）、彼女はまた華夜を座らせた。

「それで？　名前はなんていうの？」

「……伏ふし桜ざくら、三さん九く郎ろうくん」

「あら。伏桜って、あの伏桜？」

「その伏桜。クォーツを分けてくれたのも、あの人なんだ」

　母には、『伏桜継けい承しよう戦争』のことは告げていない。言えば心配するに決まっている──それどころか、自分のせいで娘を死ぬような目に遭あわせてしまったと、己おのれを責めるに決まっているからだ。

　母には、これ以上、なにかを背せ負おわせたくなかった。

　かつて華か夜やを撫なでてくれた手は、今は骨と皮ばかりに瘦やせさらばえている。美しく豊かだった自じ慢まんの黒くろ髪かみは、薬の副作用のおかげで、もう一本も残っていない。

　それでも、母の瞳ひとみは優やさしさは、微ほほ笑えみの温かさは、かつてとなにも変わるところがない。多くのものが喪うしなわれても、まだ残っているものはある。それゆえにこそ、華夜はすべてを投げ出してでも、その残ったものを守ろうとしたのではないか──

「ね、今度お母さんに、三さん九く郎ろうくんを紹介してちょうだいね？」

「……いいけど、なんで？」

「だって、娘の初めての彼氏ですもの。お話ししたいじゃない」

「母さんっ！　だから、そんなんじゃないって！」

　華夜は顔を真っ赤にして怒り、母はにこにこと笑っている。闘とう病びようの疲れが、その顔に色濃い影を落としているが、彼女はまだ笑っていた。

　その笑顔だけで、自分が戦う理由となる。華夜はそう思った。




　　　　　　　　◆




『神しん藤どう医院』、病室──。

　伏ふし桜ざくら三九郎は、ベッドに横たわって、ねねこのことをはらはらと見守っていた。

　が、当のねねこのほうは、いたって吞のん気きなままだ。鼻歌さえ歌いながら、リンゴの皮をしょりしょりと剝むいていた。たどたどしい手つきである。それもそのはず、ねねこは料理どころか、包ほう丁ちようを握ったことさえ数えるほどしかない。

　やがて、耐えきれなくなったように、三九郎がその手を突き出した。

「ねねこ。貸せ」

「まあまあ、いいからいいから。さんちゃんはたっぷり身体からだを休めてて」

「おまえが果物くだものナイフとか持ってると胃が痛くなるんだよ……！　頼たのむから貸して──あああああっ、そ、そんなに力を入れたら──」

「あいたっ。切っちゃった」

「だから言わないことじゃないだろ!?　最初から俺がやるって言ってるのに！」

　ねねこの指先に血の玉が浮き、三九郎の顔はそれを見て蒼そう白はくになった。もぎとるようにしてリンゴと果物ナイフを奪うばい取る。

「ぶー。わたしがやるって言ってるのに」

「だめ。だめだ。俺がやる。ていうか、覚えたいならあとで教えてやるから。おまえは早く絆ばん創そう膏こうを貼れ」

　そう言いながら、三さん九く郎ろうはリンゴの皮を剝むきはじめた。ねねこのような素人しろうととはワケが違う。瞬しゆん時じにリンゴは丸まる裸はだかになり、剝いた皮は一枚の布のように繫つながったままだ。

　ねねこは切った指先をくわえたまま、じっとりとそれを見ている。

　わたしが、さんちゃんの面倒を見たかったのに。

　そう思う。

　なぜならば、三九郎はねねこを守るために傷ついて、入院することになったのだから。

『戦争』が終わるとすぐ、華か夜やとねねこは三九郎の身体からだを華夜の実家──『神しん藤どう医院』へと運び込んだ。優すぐれた『生属ヴイ・ト』メイジである華夜の父は、すぐに三九郎に処置を行い、そのまま入院ということになったのだ。応急処置をしたとはいえ、戦争が彼に刻んだ傷跡は深く、完治までにはしばらく魔ま法ほうによる治ち療りようを受けつづけなくてはならないのだという。

　ねねこはメイジではない。だから、三九郎の治療に役立つことはできない。

　だから──それ以外のところでは、せめて、三九郎の負担をやわらげたかったのだ。

「…………」

　指をくわえながら、ねねこはうつむいてしまう。いつか囚とらわれた暗い気持ちが、また首をもたげそうになる。

　そのとき、うつむいた視界に、綺き麗れいに八等分されたリンゴが差し出された。

「ほら、食べろ。おいしいぞ」

「…………うん」

　小さく頷うなずいて、ねねこはリンゴをひとつ摘つまみ、しゃくりと食べた。甘くて、美お味いしかった。いつもなら、それだけで口元がほころんでしまうだろうが──今だけは、違った。

「ありがとな」

　ふと、三九郎がつぶやいて、ねねこは不ふ思し議ぎそうに顔を上げた。

　三九郎は、自分もリンゴを摘みながら、静かに言った。

「あのとき、おまえが雷らい火かを起こしてくれなかったら、全部終わっていた。おまえを助けるつもりが、おまえに助けられてしまった。だから、ありがとう。俺を助けてくれて」

「──────」

　ねねこは喉のどが詰まったようになり、再びうつむいてしまった。

　思う。

　どうして、さんちゃんは、いつも、こんなにも、わたしのしてほしいことを、してほしいときに、してくれるのだろう。

　膝ひざの上で、ねねこは小さな手のひらを、握ったり開いたりした。どうすればいいのかわからなかった。ただ、そのまま黙だまっていると、なにかが溢あふれてしまいそうだった。

　だからねねこは、真っ赤になった顔を上げ、三さん九く郎ろうのことをじっと見つめながら、

「……あのね。さんちゃん。わたしね、さんちゃんが──」

「ラブコメってんじゃねェ！」

　ジャッ！　と音を立てて、ベッド同士を隔へだてるカーテンが乱暴に開かれた。

　その向こうには、怒り心頭の蜜みつ月づき呉くれ葉はがいた。メイクを落として患者服を着た呉葉は、年齢以上に幼く見える。

　三九郎は瞬まばたきをして、ぽつりと言った。

「呉葉。いたのか」

「いたよ!?　呉葉ちゃんはずっといるよ!?　ってか、おまえらが運んできたんだろ！　それなのに忘れるってあんまりじゃね!?」

「まあ、ほっといてもよかったんだが」

　さすがに『戦札タグ』を壊こわしてそれっきり放置というのは良心が痛むから、呉葉の身み柄がらも『神しん藤どう医院』に運び込んだのだ。ちなみに彼女の『戦札タグ』を壊したのは、夜や楽がくの幻げん影えいということになっている。冷静に考えればひどい話である。

「……つーかさ……ヒドすぎだろ……目が覚めたら戦争終わってるとかさァ……おかげで呉葉ちゃん、『ワーク』の中で立場スゲー悪くなってんだけど。マダムめちゃくちゃ怒ってるらしいんだけど。クビになりそうなんだけど……」

「そうか。大変だな。ところでねねこ、」

「おまえスゲーな!?　メイジもびっくりの冷たさだな!?」

　呉葉は目を剝むいてそう叫び、ねねこは口元に手を当てて、くすくすと笑った。

　そのとき、病室に華か夜やが入ってきた。ねねこを見て、軽く手を上げる。

「いらっしゃい、ねねちゃん。来てたんだね」

「うん、お邪じや魔ましてます」

「……お母さんの様子は、どうだ？」

「今日、ジャッジさんがクォーツを届けてくれたよ。これで、またしばらく、母さんへの治ち療りようを続けられそう」

　華夜が答えると、三九郎はほっと胸を撫なで下ろしたようだった。

「そうか。──よかった」

「伏桜くんのほうこそ、戦後処理はどうなったの？」

「『ギギリヤ重工』はお咎とがめなしで、『シャドウミドウ・ジャンクヤード』には『評ひよう議ぎ会かい』からなんらかの制せい裁さいがあるそうだ。あの夜楽が、黙だまって受け入れるとも思えないけど──ま、しばらくは大人しくしてるだろう、ってジャッジは言ってた」

「あの『火属イグニス』メイジはどうなったンだよ？　ダチなんだろ？」

　呉くれ葉はが自分のベッドにあぐらを搔かきながら、ぽつりとつぶやいた。

　三さん九く郎ろうは辛つらそうな表情で首を振り、

「……連絡はない。学校も、やめたみたいだ。『桐きり之の宮みや工こう廠しよう』の中でどうなってるのかも、俺にはわからない」

「ま、『伏ふし桜ざくら製作所』取れなかったんだから、追い出されてもおかしくねーよな。……呉葉ちゃんが今まさにそうなってるみたいに……」

　ずん、と重たくつぶやいた呉葉を、三九郎と華か夜やはどうでもよさそうに眺めた。ただひとり、ねねこだけが同情して、よしよしとハニーブラウンの頭を撫なでる。

「呉葉ちゃん、今の、その、まーちら？　っていうのを追い出されたら、さんちゃんのところにくればいいよ。だって、さんちゃんは、今はもう工房長なんでしょ？」

「……!?　おお、そっか！　ねねこ、おまえ、あったまいーな！　というわけでよろしくな、サンクロ！」

　呉葉は目を輝かがやかせ、三九郎は露ろ骨こつにイヤそうな顔をする。ねねこは華夜と顔を見合わせ、どちらからともなく、くすくすと笑い出した。

　笑いながら、ねねこは今し方の自分の言葉を思い返していた。

『伏桜製作所』の工房長。その肩書きが持つ重みを、一いつ端たんとはいえねねこは理解している。これから彼は、次々にメイジたちの思おも惑わくに巻き込まれていくのだろう。──自分からは遠い世界に、行ってしまうのだろう。

　寂さびしさを感じないと言えば、噓うそになる。かつて、なにも知らず、吞のん気きに過ごしてきた日常というものは、きっと失われてしまったのだ。もう、二度と帰ってこない。

　それでも──今この瞬しゆん間かん、三九郎や華夜や呉葉と笑い合っていられる瞬間は、確かにここにあるのだ。

　その温かさを胸に抱いだきながら、ねねこは三九郎の横顔を見て、目を細めたのだった。





おわり　












　あとがき




　どうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

　なんだか前回からものすごく間が空いてしまいました。七月ですから、八ヶ月ですか。実はいろいろ別な仕事をやっていたのですが、本を出さない作家は呼吸してないのと同じですからね。つまり僕ぼくは八ヶ月ほど呼吸をしていなかったことになります。よく死なずに済んだな。




　そんなこんなで『放課後の魔法戦争アフタースクール・ブラツクアーツ』、楽しんでいただけましたでしょうか？

　今作のコンセプトは単純で、『主人公がとにかく活かつ躍やくする』というところにありました。シンプルですね。シンプルなのはいいことですよ。

　しかしまあ活躍させるといってもいろいろ下準備は必要なもので、そういうことをまったく考えずに作りはじめたので途中からえらい苦労しました。あちらの構成を変えこちらの伏線を張り直し、もろもろ合わせて一冊分くらいは書き直したんじゃないかと思います。酷ひどい目にあった！　誰だれのせいだよ！　俺だけど！

　さて、『主人公がとにかく活躍する』話は誰もが好きだと思うのですが、僕が今まで最高だと思ったそのテの話は、『エースコンバット４　シャッタードスカイ』というゲームだったように思います。

　これに出てくる主人公機＝メビウス１がとにかくスゲーんですよ。詳くわしい説明はネタバレのため省略しますが、あらゆる場面で活躍し、敵からは恐れられ味方からは憧あこがれられる！　いいですよね！　三さん九く郎ろうくんもいずれこういうヒトになっていってほしいものです。




　それでは、今回はこの辺りで。この本を手に取っていただいてありがとうございました。もしよろしければまた次回のお話でお会いしましょう。ごきげんよう、さようなら。

　去年サボったので今年はがんばります。





鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

我が家に生息するねこたち。ちなみに「ねこ」というのは「寝ている子」が名前の由来だそうです。「ねねこ」は「寝ているねこ」のような子なので、ねこの上位バージョンということになりますね。下位かもしれないが。
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イラスト／さらちよみ

世田谷区在住のイラストレーター件漫画家。ほか、ゲームのキャラクターデザインや原画など多方面で活躍中。
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